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茨城県は　周辺環境との詞都を重視し　多様な住居こ…ズに対

応した佳屠環境を整備しつつ　新し　篭まちの形成を図るためこ撃

公共施設の整備改善と宅地の利用増進を進めております。

その一環として了伊奈の谷和原鹿陵部特定土地区画整理事業」

を進めてお酌　その予定地内に埋蔵文化財包蔵地である高野台遺

跡撃　酋ノ脇遺跡撃　前田村遺跡が確認されております。

財団法Å茨城県教育財団は　茨城県　開発地域内の埋蔵文化財

発掘粛登事業について委託腰豹を結び撃　平成4年4月から発掘調

査を実施してまいりました。その成果の一部は智　既に「伊奈や谷

和原丘陵部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書　窃

釣　として刊行しました。

本書は督　平成6年度に調査を行った高野台遺跡9　前掛村遺跡の

調査成果を収録したものであります。本書が撃　研究の資料として

はもとよ勘　郷土の歴史の理解を深める　共に　教育　文化の向

上の一助として広く活用されることを希望事たします。

なお　発掘調査及び整理を進めるにあた勘　委託者である茨城

県からいただ事た多大なる御協力に対し心から御礼申し上げま

す。

また撃　茨城県教育委眉会9　伊奈町教育委眉会9　谷和原村教育委

腰会をはじめ9　関係各機関及び関係各位から御指数　御協力をい

ただいたことに9　衷心より感謝の意を表します。

平成9年9月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本
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1本書は，平成6年度に茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が発掘調査を実施した茨城県筑波郡

伊奈町太字小張字高野台3，116－1ほかに所在する高野台遺跡と筑波郡谷和原村大字田字白ハタ817ほかに所

在する前田村遺跡の発掘調査報告書である。

2　高野台遺跡と前田村遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　　　 事　　　 長
横　田　　　　 勇 昭和63年 6 月　～　平成 7 年 3 月

橋　 本　　　 昌 平成 7年 4 月　～

副　 理　 事　 長

小　 林　 秀　 文 平成 6年 4 月　～　平成 8 年 3 月

中　 島　 弘　 光 平成 7年 4 月　～

斎　 藤　 佳　 郎 平成 8 年 4 月　～

専　 務　 理　 事 中　 島　 弘　 光 平成 5 年 4 月　～　平成 7 年 3 月

常　 怒　 理　 事
梅　 澤　 秀　 夫 平成 8 年 4 月　～　平成 9 年 3 月

斎　 藤　 妃　 彦 平成 9 年 4 月　～

事　 務　 局　 長

藤　 枝　 宣　 一 平成 4 年 4 月　～　平成 7年 3 月

小　 林　 隆　 郎 平成 8 年 4 月　～　平成 9 年 3 月

西　 村　 敏　 一 平成 9 年 4 月　～

埋 蔵 文 化 財 部 長
安　 戒　 車　 重 平成 5 年 4 月　～　平成 8 年 3 月

沼　 田　 文　 夫 平成 8 年 4 月　～

埋蔵文化財部長代理 河　 野　 佑　 司 平成 6年 4 月　～

企

課　　　　　 長 水　 飼　 敏　 夫 平成 4 年 4 月　～　平成 8 年 3 月

課　　　　　 長 小　 幡　 弘　 明 平成 8 年 4 月　～　平成 9 年 3 月

画 課　　　　　 長 河　 崎　 孝　 典 平成 9 年 4 月　～

管 課　 長　 代　 理 根　 本　 達　 夫 平成 7 年 4 月　～

理 課　 長　 代　 理 清　 水　　　 薫 平成 9 年 4 月　～（平成 8年 4 月～平成 9 年 3 月係長）

課 主 任 調 査 員 海老沢　　　 稔 平成 6 年 4 月　～　平成 8年 3 月

主 任 調 査 員 小　 高　 五十二 平成 8 年 4 月　～

経

理

課

課　　　　　 長 小　 幡　 弘　 明 平成 5 年 4 月　～　平成 8 年 3 月

課　　　　　　 長 河　 崎　 孝　 典 平成 8 年 4 月　～　平成 9 年 3 月

課　　　　　 長 鈴　 木　 三　 郎 平成 9 年 4 月　～（平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月主査）

主　　　　　 査 田　 所　 多佳男 平成 8 年 4 月　～

課　 長　 代　 理 大　 高　 春　 夫 平成 7年 4 月　～ 平成 9 年 3 月 （平成6年4 月～平成7年3月係長）

主　　　　　 任 小　 池　　　 孝 平成 7 年 4 月　～

主　　　　　 任 宮　 本　　　 勉 平成 9 年 4 月　～

主　　　　　 事 軍　 司　 浩　 作 平成 5 年 4 月　～　平成 8 年 3 月

主　　　　　 事 柳　 澤　 松　 雄 平成 8 年 4 月　～　平成 9 年 3 月

主　　　　　 事 小　 西　 孝　 典 平成 9 年 4 月　～



調

査

課

課長（部長兼務） 安　 藤　 尊　 重 平成5 年 4 月　～　平成8 年 3 月

社　　　　　　 長 根　 本　 康　 弘 平成 6 年 4 月　～　平成7 年 3 月

主 任 調 査 員 大　 森　 雅　 之 平成 6 年 4 月　～　平成7 年 3 月　 調査

主 任 調 査　員 吉　 原　 作　 平 平成 6 年 4 月　～ 平成7 年 3 月　 調査

調　　 査　　 員 土　 生　 朗　 治 平成 6年 4 月　～ 平成6 年 9 月　 調査

調　　 査　　 員 宮　 崎　 修　 士 平成 6年10月　～ 平成 7 年 3 月　 調査

整

課　　　　　 長 山　 本　 静　 男 平成 7年 4 月　～ 平成 9 年 3 月

課　　　　　 長 小　 泉　 光　 正 平成9 年 4 月　～

埋 首 席 調 査 員 川　 井　 正　 一 平成8 年 4 月　～

課
主 任 調 査 員 吉　 原　 作　 平 平成8 年 4 月　～ 平成 9年 3 月　 整理 e執筆

主 任 調 査 員 宮　 崎　 修　 士 平成9 年 4 月　～ 平成 9年 9 月　 整理 e執筆 e 編集

3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。なお，第1章から4章までの整理の執筆は富原

が，第4章の整理e執筆及び編集は宮崎が担当した。

4　本書の作成にあたり，陶磁器の年代と生産地については，出光美術館学芸員の荒川正明氏から，地下式壕

と墓城については江崎武氏から，古墳時代後期の遺物については埼玉県埋蔵文化財調査事業団の坂野和信氏

から御指導をいただいた。人乱数骨は国立歴史民俗博物館助教授の西本豊弘氏から鑑定e分析をいただき，

福島県の縄文時代中期の土器の実見に当たっては，福島県文化センターの鈴木良一氏，並びに福島市振輿公

社の原充広氏，植村泰徳氏，高荒淳氏に御協力を得た。

5　発掘調査及び整理に際して，御指数　御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。

ヽ



6　遺跡の概略

ふ　 り　が　な いか やわらきゅうりょうぶとくていとち〈かくせいりじぎょうちか1まいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ

書　　　　 名 伊奈。谷和原丘陵部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書

副　 書　 名 高野台遺跡，前田村遺跡の・F 区

巻　　　　 次 3

シ リーズ名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号 第127集

著　 者　 名 l富 原 作平　　 宮崎修 士

編　集　機　関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310　茨城県水戸市見和 1丁 目356番地の2　 T EL O29－225－6587

発　 行　　 日 1997 （平成 9）年 9月30 日

ふ　 り　が　な

所　収　遺　跡

ふ　　 り　　 が　　 な

所　　　　 在　　　　 地
コード 北　 緯 東　 経 調査期間 調査面積 調査 原 因

こうやだい いばらきけんつくばぐんいなまち

084824

－20

35度

59分24秒

140度

2分43秒

19940401

へ．．′

19950331

6，584m2
伊奈 ・谷和原

高野台遺跡 茨城県筑波郡伊 奈町

おおあざおばりあざこうやだい

大 字 小 張 字 高 野 台

3 ，1 1 6 － 1 ほか

丘陵部特定土

地区画整理事

業に伴う事前

調壷

まえだむら

前田村遺跡

いばらきけんつくばぐんやわらむら

茨城県筑波郡谷和原村

おおあざたあざしらはた

大字 田字 自ハ タ

8 1 7　ほ　か

08483

－19

36度

0分08秒

140度

2分15秒

17，357m2

所 収 遺 跡 名 種　 別 主な時代 主　な　遺　構 主　な　遣　物 特　 記　 事　 項

高 野 台　遺 跡 包蔵地 旧 石 器

竪穴状遺構　 1基

剥片 旧石器時代，縄文時代早期から

包蔵地

包蔵地

縄　　 文

弥　　 生

不　　 明

縄文土器 中期，弥生時代にかけての遺跡

土坑　　　　 54基

溝　　　　　 4条

その他

石製品，石器

弥生土器

である。

前 田村 遺 跡 集落跡

集落跡

縄　　 文

古　　 墳

竪穴住居跡　 63軒 縄文土器 縄文時代から平安時代の集落跡

土坑　　　　 714基

墓墳　　　　 1基
遺物包含層 2か所

竪穴住居跡　 4軒

石器 e土製品

土師器 ・須恵器

及び中世から近世の墓跡等の複

合遺跡である。

集落跡

墓地跡

墓地跡

平　　 安

中　　 世

近　　 世

不　　 明

竪穴住居跡　 3軒

地下式墳　 16基
墓墳　　　　 1基

井戸　　　　 6基

墓墳　　　　 3基

溝　　　　　 43条

墓墳　　　　 9基

井戸　　　　　 6基
道路状遺構　 1条

土師器 ・須恵器

土製品

陶器

土師質土器

磁器 ・五輪塔

古銭 ・金属製品



凡

1地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点

とし，高野台遺跡はⅩ軸二一960m，Y軸＝＋19，200

m，前田村遺跡はⅩ軸＝＋500m，Y軸＝十17，480m

の交点を基準点とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西

南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，

この大調査区を東西，南北に各々10等分し，4m四

方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を

用い，北から南へA，B，C……，西から東へ1，2，

3……とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。

大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C‥‥‥

j，西から東へ1，2，3……0とし，名称は，大調査

区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように

例

1 2

A
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C

第1図　調査区呼称方法概念図

呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　住居跡－SI　　　土坑－SK　　清一SD　　井戸TSE　　　　　不明遺構－SX

遣物　土器・陶器－P　　土製品－DP　　石製品－Q　　金属製品・古銭－M　拓本土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

竃・炉・繊維 黒色処理 赤彩［＝コ粕薬

●　土器　　★　土製品

4　土層観察と遣物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遣物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は縮尺200分の1，住居跡や土坑，不明遺構は60分の1に縮尺し掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々にS＝1／○と表示した。

（3）「主軸方向」は長径方向とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で

表示した（例　N－100－E，　N－100－W）。なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，AT口径　B－器高　C一底径　D．高台径　E一高台高　とし，単位はcmである。

なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測（P）番号，出土位置及びその他必要と思われる事項を

記した。
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伊奈の谷和原丘陵部土地の区画利用は9　常磐新線による伊奈町ヲ　谷和原相の玄関打として都市性の高い街を

計画的に整備するために撃駅を中心とした商業の業務機能や住宅地及び誘致施設などを中心として計画された。

この事業に先立ち学　茨城県常磐新線整備推進課は9　茨城県教育委眉会伐m㌔「県教膏委眉会」とする。）に9

伊奈を谷和原丘陵部特定土地区画整理事業地内における埋蔵文化財の有無及びその取り扱いについて照会し

た。これに対し県教育委眉会は9　伊奈町教育委屠全学　谷和原村教育委員会と埋蔵文化財所在の有無及びその取

り扱いについて協議した。その結鼠　伊奈町には高野台遺跡が学　谷和原村には酋ノ脇遺晩　前酎寸遺跡が所在

することを確認し学　県教育委腰会は常磐新線整備推進課に開発地域内に埋蔵文化財の包蔵地が所在することを

回答した。乎成　年温摘　常磐新線整備推進課は　県教育委員会と伊免　谷和原丘陵部地内における埋蔵文化

財包蔵地の範囲の確認及びその取り扱いについて協議を重ねた結果予　記録保有切摺儀を講ずることとし学　県教

育委眉会は平成3年度未に事務手続きが常磐新線整備推進課から移った土浦土木事務所に対し撃　調査機関とし

て財団法Å茨城県教育財団を紹介した。

平成　年度からほ　伊奈の谷郷原丘陵部特定土地区画整理事業の取　扱いについては9　土浦土木事務所から

今回の開発のための組織された茨城県県南都r五建設事務所に移行された。

茨城県教育財団は撃　茨城県から埋蔵文化財発掘調査事業についての委託を受け撃　平成4年4月1日から酋ノ

脇遺跡，前川村遺跡の発掘調査を実施することにな一・ノた、、

∴∴′　　ノ／、誓、

高野台遺跡と前田村遺跡り区とF区とG区（遺構確認まで）の発掘調査は9　平成6年4月1日から平成7月

3月凱目までの　年間にわたって実施した。以下9　調査経過について，その概要を記述する。

4月　8日から調査のための諸準備を行った。11日に県南都市建設事務所区画整理課と今後の調査についての

打ち合わせを行った。同日から補助員を投入し9　り区の遺構確認作業及び調査を開始した。

5月　4月に引き続きり区の竪穴住居眺　土坑の発掘調査をした。13日から蟻目までF区の除草作業及び篠竹

伐問を有事㍉招層からグリットを設定し924日から議接を開始した。同時にG区の試掘も行った。さらに学

高野台遺跡のグリット設定を25日から開始した。

6月　前月に引き続き9　り区の竪穴住居晩　土坑の発掘調査をした。6日に高野台遺跡の試掘を行った。

7月　前月に引き続きヲ　り区の竪穴住居眺　土坑の発掘調査をした。4日からG区の重機による表土除去を開

始し98日から遺構確認作業を併せて行った。19日からF区の重機による表土除去及び遺構確認作業を開

始した。26日にG区の表土除去及び遺構確認作業を終了した。

8月　前月に引き続き，り区の竪穴住居帆　土坑の発掘調査及びF区の重機による表土除去及び遺構確認作業

をした。8日から高野台遺跡の補助員の駐車場確保のため松林伐開及び整地を開始した。17酎こ高野台

遺跡発掘調査のために休憩用のテントー張りラトイレ，現場倉庫一棟を設置し9　併せて発掘調査の諸準

備をした。

2蛸にF区の遺構確認作業を終了し　竪穴住居跡飢軋　土坑120亀　地下式墳　亀　活用条を確認し
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た。25日から高野台遺跡に補助員を投入し，重機による表土除去及び遺構確認作業を開始した。

9月　前月に引き続き，D区の竪穴住居跡，土坑の発掘調査及び高野台遺跡の重機による表土除去及び遺構確

認作業をした。13日に高野台遺跡の遺構確認作業を終了し，竪穴状遺構1基，土坑51基，溝4条を確認

した。19日から高野台遺跡の発掘調査も平行して開始した。

10月　前月に引き続き，D区の竪穴住居跡，土坑，溝の発掘調査及び高野台遺跡の竪穴状遺構，土坑の発掘調

査をした。7日から平行してF区の発掘調査を開始した。

11月　前月に引き続き，D区とF区の竪穴住居跡，土坑，地下式填，溝の発掘調査をした。中旬までに高野台

遺跡の発掘調査はほぼ終了したため，補足調査を行った。下旬に高野台遺跡の遺構を清掃し全景の写真

撮影を行った。

12月　前月に引き続き，D区とF区の竪穴住居跡，土坑，地下式頻，溝の発掘調査をした。中旬にD区の発掘

調査がほぼ終了したため，遺構を清掃し全景の写真撮影を行った。調査の結果D区の遺構数は，竪穴住

居跡47軒，土坑680基，地下式墳17基，井戸11基，溝18条，その他3基である。

1月　5日からF区の竪穴住居跡，土坑，地下式境，溝の発掘調査をした。中旬に遺物包含層の調査を実施し

た。

2月　前月に引き続き，F区の竪穴住居跡，土坑，地下式填，溝，遺物包含層の発掘調査をした。

3月　2日に委託者に対する報告会を行い，11日に現地説明会を開催し，遺構，遣物を公開した。13日から補

足調査を行い，15日に調査を終了した。16日に遺跡全景を写真撮影し，17日に航空写真撮影を実施した。

23日までに遺跡内の危険個所の安全対策を行い，24日に現地の調査を終了した。
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第2図　高野台遺跡調査区割図
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第2草　根貴　と　環境

第且節　地理的環境

高野台遺跡は，茨城県筑波郡伊奈町大字小張字高野台3，116－1ほかに所在し，前酎寸遺跡は，茨城県筑波

郡谷和原村大字田字白ハタ817ほかに所在する。

伊奈町は，茨城県の南西部に位置し，北部はつくば市に，南部は藤代軋　取手軋　守谷町に接している。谷

和原村は，同じく茨城県の南西部に位置し，西部は水海道乱　北部はつくば市，南部は守谷軋東部は伊奈町

に接している。両遺跡の所在する周辺地形は，栃木県から本県にかけて南流する鬼怒川とこれに平行して南流

する小貝川によって造られた沖積低地と言ヒ東側から続く筑軋稲敷台地及び西側の猿島　北相馬台地の一部

から成り立っている。この台地の標高は，南東部が26～29mで，北西部はやや低い。台地面はいずれも北西

から南東方向に流れる小野川。東谷田川巨西谷田川とその支谷の浸食が進み，下流部には牛久沼をはじめ多く

の沼沢地があって潅漑水源となり，その一部は干拓して水田化されている。谷和原村の大部分は沖積低地であ

り，この低地は鬼怒川水路の幾多の変遷と造盆地運動の作用と考えられている。

なお，鬼怒川は江戸時代以前に北相馬台地北端の小絹地先で東流し，小貝川と合流していたため洪水の原因

となっていたが，江戸時代初期に治水事業が行われ，猿島　北相馬台地の一部を開削し小貝川と分流させたこ

とにより，当遺跡の北部で大きく南西に曲がりながら流下し，利根川に注ぎ込むようになった。

筑軋　稲敷台地の地層は，貝化石を慶する見和層（成田層）を基盤層として，その上に砂まじりのロームか

ら，クロスラミナの顕著を砂ないし砂礫層である竜ヶ崎砂礫層へ漸移する。そして，その上層は所によってさ

まざまに変化するが，総じてローム層下に火山灰質粘土層である常総粘土層がみられる。その上は褐色の関東

ローム層におおわれており，ローム層中の下位に厚さ10～20cmの黄色軽石層が観察される。

高野台遺眺前田村遺跡とも小貝川流域に広がる水田を南西方に見下ろす洪積台地の端にあたる。高野台遺

跡は西側に谷津を望む平坦な台地上に，前田村遺跡は北と南側に谷津が入り込み，谷津に挟まれた平坦を台地

上に位置している。標高は高野台遺跡が22～23m，前田村遺跡は20～23mで，どちらも主に畑地と平地林で形

成されている。近年では，ゴルフ場や工場の進出がめざましく，宅地化の波が伊奈町や谷和原村周辺地区に押

し寄せている。

参考文献

e茨城県　『茨城県史　市町村編H』1975年3月

・茨城県　『土地分類基本調査　龍ヶ崎』1975年12月

・水海道市史編さん委員会　『水海道市史　上巻』1983年3月

・谷田部町教育委員会　「谷田部の歴史」　谷田部の歴史編さん委員会1975年9月

e蜂須　紀夫　『茨城県　地学のガイド』1991年7月

第2節　歴史的環境

高野台遺帆　前田村遺跡の周辺に所在する遺跡を，伊奈軋　谷和原村を中心として時代毎に記載し，歴史的

変遷について述べることにする。
つつど

旧石器時代の遺跡としては，伊奈町の高野台遺跡く1〉，谷和原村の筒戸Ae B遺跡（1）く18e19〉がある。高野
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台遺跡からは旧石器の集中地点が2か所確認され，筒戸A e B遺跡ではチャート　黒色流紋岩製のナイフ形石

器2点や黒曜石の剥片などが出土している。平成4年度に調査した前田村遺跡（2）く2〉B区からも安山岩製の尖

頭器やメノウの剥片などが出土している。
にししもじゅく

縄文時代の遺跡は，谷和原村では早期から晩期まで確認されている。早期の遺跡としては，西下宿遺跡く17〉

がある。西下宿遺跡からは，主として早期の田戸式から茅山式期の土器片が出土している。伊奈町の高野台遺
たむら　　　　　せんげんやま

跡からも早期の土器片が出土している。前期の遺跡は，開山式期の田村貝塚く5〉や浅間山貝塚く14〉が知られて

いるだけであったが，高野台遺跡からも前期の遺物が出土している。中期になると遺跡の数は増加し，前田村
おおやつ

遺跡をはじめ大谷津A遺跡（4）く15〉，大谷津B遺跡（5）く16〉，箇戸AeB遺跡がある。大谷津A遺跡は，中期の阿王

台から加曽利E式期の集落跡である。大谷津B遺跡は，加曽利EII～Ⅳ式期の集落跡である。また，大谷津B

遺跡の南側に隣接する筒戸A e B遺跡もほぼ同時期の集落跡である。これらの4遺跡は，いずれも谷津に沿っ

た台地上の平坦地に所在している。前田村遺跡は，縄文時代中期から晩期（加曽利Em～安行ma式期）にか

けての大集落跡である。これらの住居跡は，遺跡の北側に入り込む谷津に沿い，南側の窪地を中心として，台

地上の平坦地に馬蹄形状に所在しており，前田村遺跡の立地条件も，前述した4遺跡と同じくしている。その
かしまじんじゃ　　　かみかいどう　　　　かんのう　　　　かんべえしんでん　　おばり　　　　みなみおおた

他，伊奈町には，鹿島神社遺跡く9〉，上街道遺跡く22〉，神生貝塚く24〉，勘兵衛神田遺帆　小張貝塚く10〉，南太田
ひがしくりやま　　　　　　　　　　　　　あだか　　　　　まえくぼ

貝塚く28〉，東栗山貝塚く29〉，東栗山南貝塚く30〉，足高貝塚く31〉，前久保貝塚く36〉が確認されている。高野台

遺跡からも中期（五領ヶ台，阿王台Ib，加曽利Em式期）の遣物が出土している。後晩期の遺跡としては，
どうさかばた

洞坂畑遺跡（3）く12〉，がある。

弥生時代の遺跡は，現在のところ谷和原村では確認されていないが，伊奈町には高野台遺跡から中期の土器
くまのやま

片が数点出土しているほか後期の勘兵衛新田遺跡がある。その他，隣接するつくば市谷田部には，熊の山道眺
たかやま　　　さかいまつ

高山遺眺　境松遺跡など後期の遺跡が確認されている。（7）
にしのわき　　　　　　　なみき　　　　ふくおかみなみ　　　　　ひがしならど

古墳時代の遺跡は，谷和原村では西ノ脇遺跡く3〉をはじめ並木古墳く4〉，福岡南古墳群く6〉，東宿戸古墳（8）
ちゃばたけ

く8〉，茶畑古墳く13〉などが，台地丘陵部で確認されている。また，平成6年度に調査した前田村遺跡F区から
みやご　　　　　　　　　　　　　のぼり

も，古墳時代後期の住居跡が確認されている。伊奈町には，官後古墳く23〉，勘兵衛新田遣帆　野堀古墳く25〉，
だいぼうち　　　　　たかおか

神生古墳群く26〉，大房地遺跡く27〉，高岡古墳が確認されている。（9）

奈良・平安時代の遺跡は，伊奈町には確認されていないが，谷和原村では大谷津A遺跡や筒戸A e B遺跡か

ら数軒の竪穴住居跡が確認されている。新たに，平成6年度に調査した前田村遺跡F区から，平安時代の住居

跡が3軒確認されており，ここに当時期の集落が存在したことがうかがわれる。
つつどじょう

中。近世の遺跡は，谷和原村では筒戸城跡く11〉が確認されている。また，前田村遺跡A区では中世の五輪塔

や，中世から近世の粘土を貼った墓嬢が多数確認されている。さらに，前田村遺跡のCeりeEeF区から中世

の地下式墳や方形竪穴遺構が確認されている。特に，平成6年度に調査したり区の南側低地からF区にかけて

は，中央の墓場を囲むように，北西から南にかけ，弧を描くように地下式境が配置されており，墓域であった
たむらじょう

ことをうかがわせる。前田村遺跡付近には，田村の北部にあった田村城く21〉と呼ばれる城（現在の城山運動公

園）と関連した古屋敷が八幡神社前にあったとの古くからの伝承があり，これらと墓地との関係が考えられる。

また，西ノ脇遺跡からも，遺跡中央部から北部にかけて中世の地下式墳7基が確認されているので，当時墓城
あだかじょう　　　　さんじょういんじょう　　　いたばしじょう

として利用されていたと考えられる。伊奈町には，中世の足高城跡く32〉，三候院城跡く33〉，板橋城跡く34〉，
おばりじょう

小張城跡く35〉が確認されている。（10）

※　本文中のく　〉内の番号は，表18第4図中の該当番号と同じである。
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表1　高野台e前田村遺跡周辺遺跡一覧表

図中
番号

匝 完 名 遺　 跡　 の　 時　 代 圧伸

控 号 遺　 跡　 名
遺　 跡　 の　 時　 代

可 縄 弥 古 奈e平 中・近 旧 縄 弥 古 奈・平 中・近

1 高野 台遺 跡 O i o ○ 19 筒戸 B 遺 跡 ○ ○ ○

2 前 田村 遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 20 豊 岡 A 遺 跡 ○

3 西 ノ脇遺 跡 ○ ○ ○ 21 田　村　城　 跡 ○

4 ジ並　木　 古　墳 ○ 22 上街 道 遺 跡 ○

5 田　村　 貝　塚 ○ 23 官　後　 古　墳 ○

6 福岡南古墳群 ○ 24 神　生　 貝　塚． ○

7 下 長沼 貝塚 ○ 25 野　堀　古　 墳 ○

8 東宿 戸 古墳 ○ 26 神 生 古墳群 ○

9 鹿島神社遺跡 ○ 27 大房 地 遺 跡 ○

10 小　 張　 貝　塚 ○ 28 南 太 田貝塚 ○

11 箇　戸　城　 跡 ○ 29 東栗 山貝塚 ○

12 洞坂畑 遺跡 ○ 30 東葉山南貝塚 ○

13 茶　畑　 古　墳 ○ 31 足　高　 貝　塚 ○

14 浅 間 山貝塚 ○ 32 足　高　城　 跡 ○

15 大谷津A 遺跡 ○ ○ ○ 33 三億 院城 跡 ○

16 大谷津B 遺跡 ○ 34 板　橋　 城　跡 ○

17
蓼
西 下宿 遺 跡 l

！
0 1

i
35 I小　張　城　 跡

l I l
○

18 箇 戸 A 遺跡 ○ ○ ○ 36 前久保 貝塚 ○ l

注
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第3章　高野台遺跡

第1節　遺跡の概要

高野台遺跡は，伊奈町の北西部，小貝川左岸の標高22～23mの台地縁辺部に位置している。調査区は，東

西約68m，南北約97m，面積6，584m2で，現況は畑地，山林である。

調査の結果，当遺跡は旧石器時代から縄文時代早・前・中期，弥生時代のものであることが確認できた。

今回の調査によって，竪穴状遺構1基，土坑54基，溝4条を確認した。遺構は，調査全域にわたって確認で

きた。

遺物は，遣物収納箱（60×40×20cm）に3箱出土している。遣物は，細石刃，剥片，縄文土器片，石鉄，磨

石，敲石，石錘，弥生土器片などである。

第2節　基本層序

調査区内にテストピットを掘り，基本土層の観察を行っ

た（第5図）。

第1層は，40cm前後の厚さの耕作土層で，黒褐色をして

いる。

第2層は，14～25cmの厚さで，褐色をしたハードローム

層である。

第3層は，40cm前後の厚さで，暗褐色でローム粒子を中

量，炭化粒子を極少量含み，粘性，締まりともに強い。い

わゆる，ブラックバンドと呼ばれる層である。

第4層は，8－20cmの厚さで，にぷい褐色をしたハード

ローム層で，粘性，締まりとも強い。

第5層は，30－40cmの厚さで，黄褐色で炭化粒子を少量

含むソフトローム層である。

第6層は，80cm前後の厚さで，黄褐色土をした粘土層で

ある。

第7層は，黄灰色土をした粘土層である。厚さ30cm以上

あるが，未掘のため本来の厚さは不明である。

第6・7層とも粘性，締まりが極めて強い。遺構は，第

2層上面で確認した。
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第3節　遺構と遺物

調査区から確認された遺構は，竪穴状遺構1基，土坑54基，溝4条である。

1　竪穴状遺構

第1号竪穴状遺構（第6図）

位置　調査区の北西部，Blio区。

規模と平面形　長径4．71m，短径4．00mの楕円形。

長径方向　N－510－W

第6図　第1号竪穴状遺構実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

j　　　　；　＿＿＿＿」

第7図　第1号竪穴状遺構出土遺物実測・拓影図
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壁　壁高16－25cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，あまり硬くない。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説
1褐　　　色　ローム粒子極少量，焼土極少量，粘性・締まりあり
2　褐　　　色　ローム粒子中量，締まりあり

遺物　覆土中から混入と思われる縄文土器片が少量出土している。器形のわかる土器はなく，ほとんど細片で

ある。第7図6の磨石は覆土中から出土している。1から5は，覆土中から出土した縄文時代前期の土器片の

拓影図である。1は，浮島H式の目線部片で，無文地に押引爪形文を施している。2は，興津式の目線部片で，

刺突文を施している。3～5は，栗島台式の胴部片で，縄文施文による綾繰文を施している。

所見　本跡の時期は，不明である。

第1号竪穴状遺構出土遺物観察表

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

石　 質

l　　 備　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第7図6 磨　　　 石 10．0 （4．9） 3．4 （210．0） 安　 山　岩 Q l 半欠　　　　　　　　　　　 PL 5

2　土坑

調査区から土坑54基を確認したが，調査の結鼠　時期や性格は不明である。遺物は，遺構の表土から出土し

ているものが多い。ここでは，覆土中から遣物が出土している土坑について解説し，その他の土坑については

一覧表で記載する。

第五5号土坑（第8図）

位置　B2i5区。

規模と平面形　長径2。04m，短径1。88mの円形で，深さ38cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　3層からなり，人為堆積と思われる。特に，1層から縄文土器片が出土している。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量　　　　　　　　　　3　明　褐　色　ハードローム中・大ブロック多量
2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

遺物　混入と思われる縄文土器片（27点）が出土している。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。

第且8号土坑（第8図）

位置　C2j5区。

規模と平面形　長径2。00m，短径1。28mの楕円形で，深さ30cmである。

長径方向　N－90〇

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　2層からなり，自然堆積と思われる。
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土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子中鼠　暗褐色土中量

2　褐　　　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

遺物　混入と思われる縄文土器片（19点）が出土している。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。

第且9号土坑（第8図）

位置　C2f5区。

規模と平面形　長径3。31m，短径2。55mの楕円形で，深さ30cmである。

長径方向　N－320－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　4層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子極少量

3　橙　　　色　ローム粒子極少量

4　褐　　　色　ローム粒子極少呈

遺物　混入と思われる縄文土器片（15点）が出土している。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。

第24号土坑（第8図）

位置　C2a5区。

規模と平面形　長径1．33m，短径0。76mの楕円形で，深さ40cmである。

長径方向　N－80し、－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　凹凸。

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1　にぷい橙色　ローム粒子少量，炭化物多量

2　にぷい橙色　ローム粒子少量，炭化粒子少量

3　にぷい橙色　ローム粒子極少量，炭化物多量

4　明　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

5　にぷい褐色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

6　明　褐　色　ローム粒子中量

遺物　混入と思われる縄文土器片（4点）が出土している。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。

第27号土坑（第8図）

位置　C2d7区。

規模と平面形　長径2。36m，短径1。37mの楕円形で，深さ30cmである。

長径方向　N－90ご

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　3層からなり，人為堆積と思われる。
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土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子中量

2　褐　　　色　ローム粒子極少量

3　明　褐　色　ローム粒子中量

、．虫．止▲＿　　、、ト1て　l H二11　j1　－1　4Rl＿＿，1，＿　「　rlUll＿　／′・　＿ト＼　　7、ヾlll l l　　ノブ一、　　一7

遺物　混入と思われる縄文士器片（6点）が出土している。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。

第32号丑坑（第8図）

位置　C2b7区。

規模と平面形　長径2。10m，短径1。80mの楕円形で，深さ42cmである。

長径方向　N－39亡－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　やや起伏がある。ほぼ中央に焼土ブロックが確認できた。

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子極少墨，炭化粒子極少鼠　　　4　明　褐　色　ローム粒子中鼠　炭化粒子少量

2　明　褐　色　ローム粒子少量，黒色土少量含む　　　　　　　　　　　5　にぷい褐色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

3　明　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック中量

遺物　混入と思われる縄文土器片（6点）が出土している。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。

第33号土坑（第9図）

位置　C2a8区。

規模と平薗形　長径2。24m，短径2。16mの円形で，深さ32cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　3屑からなる人為堆積である。

土層解説

1　にぷい褐色　ローム粒子多量

2　褐　　　色　ローム粒子中量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック多量

遺物　混入と思われる縄文土器片（12点），第10図37の敲石（1点）が出土している。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。

第36号丑坑（第9図）

位置　B2j7区。

規模と平面形　長径1。43m，短径0。98mの楕円形で，深さ25cmである。

長径方向　N－800－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　2層からなる自然堆積である。
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土層解説

1　にぷい褐色　ローム粒子多量

2　褐　　　色　ローム粒子中量

遺物　混入と思われる縄文土器片（40点）が出土している。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。

第38号土坑（第9図）

位置　C2ao区。

規模と平面形　長径1。95m，短径1。55mの楕円形で，深さ27cmである。

長径方向　N－350－W

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦。

覆土．4層からなる人為堆積である。

土層解説

1　にぷい褐色　ローム粒子少量，炭化粒子極少量

2　明　褐　色　ローム粒子中量

3　にぷい褐色　ローム粒子少量，黒色粒子少量

4　明　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

遺物　混入と思われる縄文土器片（5点），第10図1の尖底土器の底部片が出土している。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。

第39号土坑（第9図）

位置　B2j8区。

規模と平面形　長径2．78m，短径2。55mの楕円形で，深さ30cmである。

長径方向　N－00

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　2層からなり，人為堆積と思われる。1層から縄文土器片が出土している。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック少量，黒色土少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子極少量

遺物　混入と思われる縄文土器片（12点），第10図39の剥片（1点）が出土している。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。

第掴号土坑（第9図）

位置　C2el区。

規模と平面形　長径3。42m，短径2。92mの楕円形で，深さ18cmである。

長径方向　N－250－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　2層からなり，自然堆積と思われる。
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土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子少鼠　炭化粒子極少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量

遺物　混入と思われる縄文土器片（17点）が出土している。

所見　本跡の時期と性格は，不明である。

表2　高野台遺跡土坑一覧表

土坑

番号
位置
長 径 方 向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　　 模 i 壁 面

底 面 覆 土 出　 土　 遣　 物 備　　　　　 考
長径㈲ ×短径（卓頼m）深さ（cm）

1 C 3i3 N －90。 楕　 円　 形 1。00　×　0．88 42 垂 直 平 坦 自　然

2 C 2i8 円　　　 形 1．34　× 1．30 30 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

3 C 3j3 不　　　 明 〔楕　 円　 形〕 3．00　×（1．40） 32 外 傾 平 坦 自　然

4 C 2jo 円　　　 形 1．00　×　0．90 60 緩 傾 凹　凸 自　然 縄文土器

5 C 3fl 円　　　 形 1．30　× 1．25 30 緩 傾 平 坦 自　然

6 C 3jl N …500…W 楕　 円　 形 2．45　× 1．55 30 緩 傾 平 坦 人 為

7 D 3al N …60。－E 楕　 円　 形 2．00　× 1．55 16 緩 傾 平 坦 人 為

8 C 2h o 円　　　 形 1．08　× 1．08 35 緩 傾 起 伏 自　然

9 C 2h8 N － 0 。 楕　 円　 形 1．47　×　0。90 36 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

10 C 2j9 N －850…E 楕　 円　 形 1．32　× 1。12 40 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器

11 C 3i3 円　　　 形 1．15　× 1．12 34 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

12 C 2i7
1
N －540－W
l

楕　 円　 形 】 0誹3 × Oi82 38 】外 傾 l 平 坦 自　然 】縄文土器
I

13 C 2jo 円　　　 形 0。91 ×　0．87 32 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

14 D 2C5 N －530－W 楕　 円　 形 0。87　×　0。62 24 外 傾 平 坦 人 為

15 B 2i5 円　　　 形 2．04　× 1．88 38 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

16 C 2h7 N － 5 0…W 楕　 円　 形 1．37　× 1．10 34 外 傾 平 坦 人 為

17 C 2h6 N －380…E 楕　 円　 形 1．79　× 1．38 36 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

18 C 2j5 N －900 楕　 円　 形 2．00　× 1．28 30 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

19 C 2f5 N －32。…W 楕　 円　 形 l 3．31 ×　2．55 30 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

20 D 2a6 N －15。…E 楕　 円　 形 1．55　× 1．27 30 外 傾 平 坦 自　然

21 C 2j6 N …450－E 楕　 円　 形 0．85　×　0．73 48 垂 直 起 伏 人 為 縄文土器

22 C 2f8 N －320－W 楕　 円　 形 3．05　× 1．49 38 段 状 平 坦 人 為 縄文土器

23 C 3jl N －64。－E 楕　 円　 形 1．85　× 1．50 36 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

24 C 2a5 N －80G－E 楕　 円　 形 1．33　×　0．76 40 外 傾 凹　凸 人 為 縄文土器

25 C 2e7 N －530－W 楕　 円　 形 1．76　× 1．36 26 垂 直 平 坦
人 為 i

i

人 為 ！

縄文土器

26 C 2d6 N －460－E 楕　 円　 形 1．14　×　0．89 34 外 傾 皿 状 縄文土器

27 C 2d7 N －90。 楕　 円　 形 2．36　× 1．37 30 外 傾 平 坦 縄文土器

28 C 2C4 N －90。 楕　 円　 形 1．77　× 1．00 22 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

29 C 2C8
N …550－可

l

N －900－E i

楕　 円　 形 1．37　× 1．07 26 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器　 l

l

縄文土器　 i

30 C 2C6 円　　　 形 1．04　×　0．95 37 外 傾 皿 状 自　然

31 C 2b7 楕　 円　 形 2．12　× 1．55 2ラ 外 傾 平 坦 人 為

32 C 2b7
N －39。…E i

！

N －80e－可

楕　 円　 形 2．10　× 1．80 42
】
外 傾 起 伏 人 為 縄文土器

33
C 2a8 ！

円　　　 形 2．24　×　2．16 32 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，敲石

34 C 2b7 ！ 楕　 円　 形 2．11 × 1．76 38 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，磨石

35 C 2b6 N －87。－E 楕　 円　 形 2．34　× 1．51 20 外 傾 皿 状 自　然 縄文土器，石鉄

36 B 2j7 N －80。－W 楕　 円　 形 1．43　×　0．98 25 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

37 C 2a9 N －80C－E 楕　 円　 形 1。62　× 1．29 40 外 傾 皿 状 人 為 縄文土器
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土坑

番号
位 置
長径 方向

（長 軸方向）
平面形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　　 土　 遺　 物 備　　　　　　　　 考

長径㈲ ×短径軸）（m）深さ（cm ）

38 C 2a o N －35 0－W 楕　 円　 形 1。95　× 1。55 2 7 垂直 平坦 人為 縄文 土器

39 B 2 j8 N － 0 0 楕　 円　 形 2．78　×　2．55 3 0 外傾 平坦 人為 縄文 土器，剥 片

40 B 2j 6 円　　　 形 0．96　×　0。89 3 2 外傾 平坦 自然 縄文 土器

41 C 3a 2 N －210…W 楕　 円　 形 2．94　×　2．17 2 1 外傾 平坦 自然 縄文土器

42 B 2j 5 N －800…W 楕　 円　 形 1．56　× 1。13 3 0 外傾 平坦 自然 縄文土器

43 B 2h o N －31。…E 不　 整　 形 2。10　× 1。95 22 外傾 平 坦 縄文土器

44 C 2e l N －250…W 楕　 円　 形 3．42　×　2．92 18 外傾 平坦 自然 縄文土器

45 C 2C2 N －740…W 楕　 円　 形 1．15　× 1．00 30 垂直 平坦 自然 縄文土器

46 B 2h o 円　　　 形 1．85　× 1．85 45 外傾 段状 自然 縄文土器

47 C 3j2 N －90 0 楕　 円　 形 2．95　× 1。57 32 外傾 平坦 自然 SD － 1 と重複

48 B 2h 6 N －37 0…E 楕　 円　 形 1．92　× 1．62 31 外傾 平坦 自然 縄文土器

50 B 2i5 N －800…W 楕　 円　 形 2．23　× 1．84 24 外傾 平坦 人為 縄文土器

51 B 2j5 N －86 0－E 楕　 円　 形 1．04　×　0。77 45 外傾 起伏 人為

52 B 2i3 N －0 0 楕　 円　 形 1。58　×　0．71 3 1 外傾 皿状 自然

53 B 2h 5 N －870…W 楕　 円　 形 2．89　× 1。36 2 0 外傾 平坦 人為 縄文土器

54 B 2h 5 円　　　 形 2．20　×　2．14 2 2 外傾 平坦 人為 縄文 土器

3　溝（付図自

調査区から溝4条を確認したが9　調査の結果，時期や性格は不明である。ここでは，溝4条について，一覧

表で記載する。

表3　高野台遺跡溝一覧表

溝
番
号
位置 方　　 向 断面

規　　　 模 （m ）
壁面 底面 覆土 出　 土　 遣　 物 備　　　　 考

長さ 上 幅 下 幅 深　 さ

1 B 3 N －900 皿状 8．6 0．8～1．4 0．6～1．1 0．27 緩傾 平坦 自然 縄文土器 SK －47と重複

2 B 3 N －840－E 皿状 9．2 0．6～1．2 0．4～0．9 0．26 緩傾 平坦 自然 縄文土器

3 B 2 N －80。－E 皿状 16．4 0．2～0．6 0．1～0．5 0．18 緩傾 皿状 自然

4 B 3 N …620－W 皿状 5。8 1．0～1．6 0．8～1．4 0．30 緩傾 平坦 自然 縄文土器，磨石

土坑　溝から出土した遺物について，実測図e拓影図（第10図）でその一部を掲載する。縄文土器片の解説

は，次のとおりである。

1は，早期の尖底土器の底部片である。2は，早期（茅山上層式）の胴部片で条痕文を施している。3～5

は，前期（黒浜式）の縄文を施した胴部片である。6～8は9　前期（浮島Ⅲ式）の胴部片で，6は波状貝殻文

を，8は三角刺突文と言われるような文様を施している。9～18は，前期（興津式）の土器片である。9と10

は絡条体圧痕に刺突爪形文を施し，同一個体の胴部片と考えられる。11は，貝殻腹緑による波状文の胴部片で

ある。12～17は，平行沈線文を施した土器片である。12は，口綾部片で口唇部に棒状工具の押圧を施している。

13は，単節縄文を地文とした胴部片である。18は，半裁竹管による連続刺突文を施した胴部片である。19～21

は，前期（諸磯b式）の沈線文士にキザミ目を施した土器片で，19は浅鉢の日経部片と考えられ，20・21は胴

部片である。22～24は，前期（栗島台式）の土器片である。22は，口綾部に単節縄文を施し，口唇上に縄紐の

庄痕による文様を施している。23e24は，胴部片である。25～27は，中期（五領ヶ台式）の土器片である。25

は口綾部片で，26e27は胴部片である。26は単節縄文を施し，27は棒状による沈線を施している。28－33は，
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第11図　土坑・溝出土遺物実測図（2）

第38号土坑出土遣物観察表

中期（阿王台I b式）の土器片である。28は，口綾

部内面に押引爪形文を施している浅鉢の口綾部片で

ある。29は，口綾部に断面が尖った三角形の隆帯を

施し，隆帯の上下に一列の結節沈線文を施している。

30～33は，胴部片である。34・35は，中期（加曽利

EIII式）の土器片である。34は，無文で一条の太い

沈線が巡る口綾部片である。35は，胴部片で複節縄

文LRLの縦位回転を地文に二条の沈線による直線

的磨消帯が垂下する。

図版番 号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第10 図

1

深鉢形 土器

縄 文 土 器

B （5 ．0） 尖底 土器の 底部 片。無文 。 にぷ い赤褐色

白色柵 砂粒　 普通

P 1　 5 ％　　　 P L 3

早 期

土坑・溝出土遺物観察表

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第10図36 磨　　　 石 1 0．5 5．9 3 ．1 2 80 ．0 砂　　　 岩 Q 3　 S K －3 4 覆 土 中　　　　　　　 P L 5

37 敲　　　 石 8．5 4．4 2 ．4 110 ．0 安　 山　 岩 Q 2　 S K －3 3 覆 土 中　　　　　　　 P L 5

38 石　　　 鉄 2．8 2．1 0 ．9 5 ．2 チ ャ ー ト Q 4　 S K －3 5 覆 土 中　　　　　　　 P L 5

39 剥　　　 片 （4．9） 3．6 1．1 （10．0） メ　 ノ　 ウ Q 5　 S K －3 9 覆 土 中　 一吾β欠損　　 P L 5

第1 1図40 磨　　　 石 1 1．0 8．8 5．2 6 80 ．0 砂　　　 岩 Q 6　 S D － 4 覆 土 中　　　　　　　 P L 5

4　遺構外出土遣物（第12・13図）

調査区内の遺構外から出土した遣物について，実測図・拓影図でその一部を掲載する。縄文土器片の解説は，

次のとおりである。

第1群　縄文時代早期の土器（1－5）

1－3は，尖底土器の底部片である。4・5は田戸下層式の胴部片である。4は太い沈線と押引刺突文を施

し，5は内・外面に条痕文を施している。

第2群　縄文時代前期の土器（6～34）

6・7は，浮島I式の胴部片である。6は弧状文を施し，7は押引爪形文と山形文を施している。8・9は，

浮島II式の胴部片である。8は貝殻腹縁による波状文を施し，9は変形爪形文が見られる。10～33は，興津式

の土器片である。10～17はロ綾部片，18～33は胴部片である。10～12は口縁直下に縄文原体圧痕文及び結節文

を施し，さらに10の口唇部には棒状工具による押圧がなされている。13・14は，折り返し口緑で縄文による綾

繰文を施している。15は，輪積文上に縄文を施し，口唇部にキザミ目がある。16・17は，平行沈線文を施し，

さらに16は口唇部に棒状工具による押圧がなされている。18・19は，沈線文と貝殻腹縁による波状文を施して

いる。20・21は，縄文による稜線文を施している。22・23は，沈線間に結節沈線文を施している。24・25は条

線文，26～28は多方向の沈線文，29・30は斜行する沈線文を施している。31～33は，縄文を施文し，さらに33

－20－
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には沈線を施している。34は，諸磯b式の洗練文上にキザミ日を施した口綾部片である。

第3群　縄文時代中期の土器（35～38）

35・36は，五領ヶ台式の土器片である。35の口縁部片は口綾部直下に縄文を施し，36の胴部片は縄文地文に

棒状による沈線を施している。37は，阿王台Ib式の口縁部片で，口緑直下に二条の結節沈線文を施している。

38は，加曽利EIII式の胴部片で，単節縄文LRの縦位回転を地文に二条の沈線による直線的磨消帯が垂下する。

第4群　弥生時代の土器（39～44）

39・40は口緑部片である。39は沈線文を施し，40は口唇部に縄文原体による押圧を施し，ロ綾部に附加条1

種（附加2条）の縄文を施している。41～44は附加条1種（附加2条）の縄文を施している胴部片である。

－22－



遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第12図

1

深鉢形土器

縄 文 土 器

B （4。5） 尖底土器の底部 片。無文。 にぷい赤褐色

l白色細砂粒　 普通

P 2　 5 ％　　　 PL 3

早期

l

2
深鉢形土器

縄 文 土 器

B （7．0） 尖底土器の底部片。 無文。 にぷい赤褐色

白色細砂粒　 普通

P 3　 5 ％　　　 P L 3

早期

3
深鉢形土器

縄 文 土 器

B （5．0） 尖底土器の底部片。無文 。 にぷい赤褐色

白色細砂粒　 普通

P 4　 5 ％　　　 P L 3

早期

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

第13図45 細　 石　 刃 （0。9） 0。7 0．3 （0．2） 黒　 曜　 石 Q 15　 表採　 一部 欠損　　　　　　 P L 5

46 剥　　　 片 4．9 2．0 1．0 1 0。0 チ ャ ー ト Q 17　 表採　　　　　　　　　　　　 P L 5

47 剥　　　 片 4．0 1．9 0．9 3。2 チ ャ ー ト Q 18　 表採　　　　　　　　　　　　 P L 5

48 石　　　 鉄 1．9 1。5 0．6 0。9 チ ャ ー ト Q 1 6　 表採　　　　　　　　　　　　 P L 5

49 石　　　 鉄 1．7 1。7 0。4 0．9 チ ャ ー ト Q 1 9　表採　　　　　　　　　　　 P L 5

50 磨　　　 石 （9．彿） 6．2 3。9 （320．0） 安　 山　 岩 Q 7　 表採　 半 欠

51 磨　　　 石 （10．4） 7．5 3．2 （360．0） 砂　　　 岩 Q 8　 表採　 一 部欠損　　　　　　 P L 5

52 磨　　　 石 9。5 6．1 （2．3） （17 0．0） ホルンフェルス Q 9　 表採　 半 欠

53 磨　　　 石 7．5 3．8 2．7 10 0．0 安　 山　 岩 Q lO　 表採

54 磨　　　 石 （4。4） 5．9 2．6 （90．0） 安　 山　 岩 Q ll 表採　 半 欠

55　 1磨　　 石 － 10　8
l
5．2 l 3．6 l 1 1 n　n

l
砂　　　 岩 l Q 14　 表採　 一部 欠損　　　　　　 P T．ら55 】磨　　　 石 I　 ln　R 】　　 5．2 】　　 3．6 I　 l l n　n

l
l砂　　　 岩 i Q 14 表採 一部 欠損　　　　 P T′ら

56 石　　　 錘 7．0 5．7 1．8 9 0．0 安　 山　 岩 Q 12　 表採　 一部 欠損　　　　　　 PL 5

57 石　　　 錘 6．0 4．4 1．5 50．0 安　 山　 岩 Q 13　 表採

第4節　まとめ

当調査区からは，旧石器時代から縄文時代早・前。中期，弥生時代の遺物が出土している。しかし，遺構に

伴う遣物は出土していないため，時期や性格を特定することができなかった。

旧石器時代に関しては，特に調査区中央から北側にかけて遣物が出土している。遺物は，細石刃，その他黒

曜石，メノウ，頁岩，チャートなどの石質の剥片である。

縄文時代や弥生時代に関して考えてみると，炉の有無と柱穴は，住居跡の構成要件として重要な一要素とな

る。第1号竪穴状遺構については，遺構確認で規模から住居跡の可能性があると考えた。しかし，調査の結果

炉と柱穴と思われるものがなく，床面の踏み固められた形跡がないことから，住居跡とは区別して，竪穴状遺

構という名称を付した。

調査区西側が緩やかな傾斜であることから，縄文土器片や弥生土器片は東側から流れ込んだもので，縄文時

代や弥生時代の集落は，遺跡東側に広がる台地平坦部に形成されていた可能性が考えられる。
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第4尊　前田村遺跡

第且節　遺跡の概要

前田村遺跡は，総面積約130，000m2の規模をもち，筑波郡谷和原村の西部，筑波。稲敷台地の西端の標高23。O

mの台地上に所在し言現況は畑地，山林である。平成6年度に調査したりe F地区の面積は，17，357m2である。

今回の調査結果では，縄文時代中期e後期，古墳時代後期，平安時代の集落跡，中近世の墓地跡の複合遺跡

であることが確認できた。遺構は，竪穴住居跡70軒（縄文時代63軒，古墳時代4軒，平安時代3軒），土坑714

基，地下式墳16基，井戸12基，溝43条を確認した。古墳時代と平安時代の集落跡は，F区のほぼ中央に確認で

きた。中近世の墓地跡は，り区の中央から南側に確認できた。

遺物は，遣物収納箱（60×40×20cm）に339箱出土している。縄文時代の遺物は，縄文土器（深鉢形土器，

浅鉢形土器，注目土器など），土製晶　石器（石鉄，磨石，敲石，石皿，磨製石斧，打製石斧など）が出土し

ている。古墳時代と平安時代の遣物は，土師器，須恵器（杯，婆など）が出土している。中近世の遣物は，土

師質土器（内耳鍋，捨鉢，皿），陶器，磁器，五輪塔，古銭，煙管，砥石などが出土している。

第2節　基本層序

（I）区）

第1層は，暗褐色の耕作土で，厚さは40－50。mである。　　弧◎悶‾

第2層は，ソフトローム層への漸移層で，厚さ10－20cmの

褐色である。ローム小e中ブロックを少量，焼土4、ブロック

e焼土粒子e炭化粒子を極少墨含み，締まりがある。

第3層は，厚さ10－30cmの明褐色土のソフトローム層で，

ローム小・中ブロックを少量含み，締まりがあり，粘性は弱　20・Om‾

い。

第4層は，40－70cmの暗褐色土で，ローム中ブロック多量，

ローム小ブロック少量含み，粘性，締まりともに強い。いわ

ゆるブラックバンドと呼ばれる層である。

第5　e　6層はともにハードローム層である。第5層は，厚　朋凱⑳椚－

さ20－25cmの明褐色土で，ローム小e中ブロック少量含み，

粘性，締まりともに強い。第6層は，厚さ35～55cmの明褐色
第14図　前田村遺跡D区基本土層図

土で，中e下層に灰黄褐色の粘土が少量含まれ，粘性，締まりともに強い。

第7層は，厚さ30cmほどの明黄褐色土で，灰黄色の粘土を多量に含んでいる。また，黄褐色の鉄分を含んだ

斑点が中層に見られ，粘性が強く，やや締まりがある。

第8層は，厚さ20cm弱の鈍い黄褐色土の粘土層である。粘性，締まりともに極めて強い。

第9層は，黄灰色士の粘土層である。厚さ20cm以上であるが，末掘のため本来の厚さは不明である。粘性，

締まりともに極めて強い。
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遺構は，表土下40－50cmの第2層上面から確認されている。

（F区）

第1層は，45cm前後の厚さの耕作土層で，褐色をしてい

る。

第2層は，30cm前後の厚さの暗褐色で，粘性，締まりと

もに強い。いわゆる，ブラックバンドと呼ばれる層である。

第3層は，20cm前後の厚さの鈍い褐色で，炭化粒子，ス

コリアを少量含み，粘性，締まりともに強い。

第4層は，20cm前後の厚さの赤色粘土層で，スコリアを

多量に含み，硬い。

第5層は，10－18cmの厚さの赤色粘土層で，スコリア，

灰色粘土を多量に含み，粘性が強い。

第6層は，40cm前後の厚さの灰色粘土層で，スコリアを

多量に含み，硬い。

遺構は，第2層上面で確認した。

20．2m

18．6

第15図　前田村遺跡F区基本土層図

遺構掘り込み作業

－25－



第3節　遺構と遺物

こけく

り区はヲ　当遺跡の中央部やや東側に位置している。り区の北側にC区，東側にAの迅◎G区9　南側にEのF

区9西側にH。：＝区がある。遺跡の北側と南側に谷津が入り込んでいることは前述したが9　り区は南側の谷津

に向かい，緩やかに傾斜している。

平成6年度調査のわ区からほ9竪穴住居跡48軋地下式墳14薗井戸8風　土坑629薗　溝16条を検出した。

なお9　遺構番号は，前年度からの続きである。

温　竪穴住居跡

第錮号佳贋跡（第16図）

位置　調査区の北西部，C17a4区。

規模と平面形　長径3容90m，短径3。40mの楕円形。

長径方向　N－18し’－Ⅵ′r

壁　壁高4～10cmで学　外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉周辺が踏み固められている。

ぽッ睦　6か所。Pl，P29㌘4，㌘6は径4～醐cmの円形で　深さ購～醐cmであり，規模と配列から主柱穴と考

えられる。壁際の㌘3，㌘5ほ径35～娩mの円形で9　深さ32－舶cmであり9位置的に補助柱穴と考えられる。

炉　中央からやや北側に付設されている。長径醐cm　短径渕cmの楕閏形で9床面を10。mほど掘りくぼめた地床

Jtt1－￥76しヾ一．

1　　　　3　　1

第柑図　第別号住居跡実測図

0　　　　　　　2m

トニーー二一二一l二「－1「一一一llJ
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第17図　第240号住居跡出土遺物実測・拓影図

炉である。2層底面のロームがレンガ状に赤変硬化している。

炉土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　赤　褐　色　焼土中ブロック少量，小ブロック・粒子多量，

1　褐　　　色　焼土小ブロック中量，ローム小ブロック少量　　　　　　　　　　　ローム中ブロック少呈，小ブロック多量

2　赤　褐　色　焼⊥小・中・大ブロック多量　　　　　　　　　　4　赤　褐　色　熟を受けている層

覆土　3層からなる。1層が大半を占め，土器片が出土している。トレンチャ一による撹乱を受けている。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　3　褐　　　色　ローム粒子多量，ハードローム小ブロック少量，炭化粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，暗褐色土中量

遺物　覆土中から縄文土器片（口綾部3点，胴部74点，底部4点）が出土している。

第17図1と2は，覆土中層から出土した深鉢形土器の口緑部である。3の土製円板，4の磨製石斧は確認面

から出土している。5～15は縄文土器片の拓影図である。5は阿王台Ⅳ式のロ縁部片で，単節縄文を地文にし，

口線直下に一条の沈線が巡る。6は後期の口縁部片で無文である。7～15は胴部片である。7・8は加曽利E

I式で，縄文に沈線を施している。9は無節縄文を施し，10は単節縄文を施している。11は後期のものと考え

られる。12・13は加曽利EIIl式で，磨消帯が垂下する。14は加曽利EIII式で，条線文を施している。15は無文

である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，縄文時代中期（加曽利EIIl式期）と考えられる。縄文土器片の

中に後期の土器が含まれているのは，混入したものと思われる。

－27－



第別号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 楯 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土・色調 潮 目　 備　　 考

第17図 深鉢形土器 Å［21。2］ 胴部から目線部片。胴部か ら＝綾部にかけてほぼ垂直に立ち上がる。冒 砂粒 ・長有 ・　　 P l　 う㌔　　 P L？リ

1 縄 文 土 器 B （9。5） 綾部内面は横位ナデを施し　 外面は単節縄文を施文 している。 スコリア　　　　　 3 区覆土 中層
！ ［ 一、か　　　　　　W．〝．〟か　　F

にぷい黄橙色　　 （加 瞥利私肛 戴

普通

深鉢形土器 射 怒 湖 目線部片。目線部は内攣する。楕円形の＝綾部文様管内に縄文 を充填 し 砂粒 ・長石　　　　 P 2　 5 ％　　 P L 29

2 縄 文 土 器 酎 守滴 ている。目線部内面には，横位ナデを施している。 にぷい橙色　　　 凍土 中層

普通　　　　　 （加瞥利 E 肛却

図版番号　 種　 別
計　 測　 値　 五m） 高 識

P g）
現存率
（％） 備　　　　　　　　　 考恒 接 長 「削 減 最大摩

3　 巨 製円板 488 ！ 407
1。4 4軋0 100 D P l　楷上中　　　　　　　　　　 PL叙う

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

備　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さk壷 重量（g）

4 磨製石斧 （6ゆ6）！ 5・6
3。0 豆川．中 凝　灰　岩 Q l　確認両　刃部片　　　　　　 PL57

ノ・ノ／、了∴、二寺子　∴′ノここ吊

位置　調査区の北西部9　C17f8区。

規模と平面形　壁は確認できなかったが　長径施劉m　短径摘。輌mの円形　推定される。

床　ほぼ中央に径約　mの円形で　深さ摘cmほどの段差が確認できた。その内側に炉が付設されている。炉

の周辺が踏み回められている、、

ぽッ虹　20か所。Pl～㌘3は径軌mほどの閏形で　深さ撒～触mであ勘炉を回るように位置している。㌘49㌘59

ニ＼∴、　ノ　　　　　；一・’、′　′　｝（ノ・ノ、探′′、′、′，、．　星1－′吊∴ノノ．　′∴ぢ／＿・ノ′ご亘j

P79㌘99㌘10～P12∴軌49㌘159㌘17は径20～抽mの円形で　深さ誹～摘娠m　差はあるが9　位置的に補助柱穴と考

えられる。

炉　ほぼ中央に付設されている。長径踊cm9　短径5娠mの楕円形で9床面を2娠mほど掘りくぼめた石囲い炉であ

る。2層底面のロームがレンガ状に赤変硬化している。

炉土層解説

1　褐　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子中毒L　焼土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック中量

3　褐　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子極少量

4　晴赤褐色　ロー∴ム粒子多量普　焼土粒子中量

5　熱を受けたロームブロック

覆土　住居跡中央部の掘りくぼんだ段差の覆土

色
色

褐

説解
暗
褐

層土
　

1

1

　

2

焼土粒子多鼠　炭化粒子中量

ローム粒子多私　ソフトローム小フロソク少量

遺物　確認商から縄文土器片　日綾部蟻息　胴部137息　底部7蘭が出土している。

第19図1と2の磨石と3の凹石は9着囲い炉に転用したものである。4～13は縄文土器片の拓影図である。

4～8は目線部片である。射阿玉創Ha式で日録直下に結節状沈線文が巡る。5ほ大木8a式で日綾部無文で

ある。目線直下に二条の沈線が巡る。　ほ安和Ia式の粗製土器である。7は安行式で2つの孔が認められる。

ほ安行描式である。9ほ大木8a式の胴部片で，波状沈線と直線的な沈線を施している。用は加曽利EⅣ式

の胴部片である。Hは称名寺式の胴部片で撃　沈線を施している。12は堀之内式の胴部片である。13は加曽利虜

‡式の胴部片で撚糸文を地文に幅の広い洗練が垂下する。
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第柑図　第別号健履跡実測図

所見　本跡は，壁は確認できなかったが9　柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。時期軋　出土遺

物から判断して9　縄文時代中期と考えられる。縄文土器片の中に後の晩期の土器が含まれているのは言昆大し

たものと思われる。

第2姐号住居跡出土遣物観察表

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 質

備　　　　　　　　　 考
長針 cm） 酎 cm日 射 ㈲ 重量（gラ

第19図1 磨　　　 石 （8。4） 6。5 3．0 （260。0） 安　 山　岩 Q 2　 着囲い炉転用　 半欠

2 磨　　　 石 13．5
（4・2）i 4・2

（320．0） 安　 山　岩 Q 3　 着囲い炉転用　 半欠

3 凹　　　 石 日．7 8．2 5．3 し1030．両 安　 山　岩 Q ヰ　有囲い炉転用　 一部欠損
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第19図　第241号住居跡出土遺物実測・拓影図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第242号住居跡（第20図）

位置　調査区の北西部，C17i7区。

規模と平面形　長径4．20m，短径3．74mの楕円形。

長径方向　N－480－E

壁　壁高1～8cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉周辺が踏み固められている。

ピット　5か所。Pl～P3，P5は径が約30cmの円形で，深さ50－98cmであり，規模や配列から主柱穴と考えら

れる。南側の壁際にあるP4は，径40cmの円形で，深さ125cmと深いが，性格は不明である。
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第21図　第242号住居跡出土遺物実測・拓影図
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炉　ほぼ中央に付設されている。長径摘鮎m　短径瞞cmの楕円形で　深さ鋼cmの掘　方の中に深鉢を埋設した

土器埋設炉である。胴下半部を欠失する小型深鉢を掘り方内の南西寄りに据えて9　炉体土器としている。掘り

方の土層は，7層からなる。1層の底面は言ロームがレンガ状に赤変硬化し9　2層は，熟を受け土層が赤変硬

′レl　＿1′・、、フ　　　　Lf1廿I‾1Jl　」＿＿　J、　　＿′プー／・．1ニII＿‾TI J、J　／・7、1　∴tブ＿、　ヽ　1、　－7

iL L L L－Qい　‾よく－リ」」dJ／」つ　しド史！目　しノこ　もレノこ・′与ス＿レフイL Q。

炉土層解説

1時赤褐色　焼土粒子多鼠　焼土小ブロック中量　　　　　　　　　5　褐　　色　ローム粒子小鼠　焼土粒子中量

2　明赤褐色　焼土ブロック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　　色　ローム粒子多亀　炭化粒子少量

3　赤　褐　色　焼土粒子中島焼土小ブロック少鼠炭化粒子極少墨　　　7　褐　　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子中鼠　炭化粒子少義

4　赤　褐　色　焼土粒子多鼠焼土小e中ブロック少亀炭化粒子極少義

援羞　5層からなる。1ゆ2層は学　自然的な堆積をしている。30465層は9　ロームブロックや廃土ブロッ

クが含まれ，人為堆積と考えられる。4・5層から土器片が廿日二している。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子多鼠　廃土粒子中量　　　　　　　　　　　4　褐　　色　焼土粒子中鼠　焼土中ブロック少巌

2　褐　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子。炭化粒子極少量　　　　　5　褐　　色　焼土小ブロック中鼠　焼土粒子中量

3　褐　　　色　ソフトローム小ブロック中亀　ローム粒子少量

遺物　覆土中から縄文土器片（目線部1息　胴部26点）が出土している。

第飢図　は炉体土器に転用された小型の深鉢形土器である。2－7は縄文土器片の拓影図である。2－7は

加曽利EIII式の胴部片である。2と5は磨消苦が垂下する。

所農　本跡の時期は9　炉体土器から判断して　縄文時代中期　加曽利E錆式期）と考えられる。

第242号住屠抄出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 ！計紬酎cm）1　　　　 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎十 ・色調・焼成 備　　　　 考

第21図 深鉢形土器 A 州．8 胴部から日録部片。胴部上位は外反し，日綾部は内攣 しなが ら立ち上が 砂粒 ・石英 P 3　 45％用　 P L 29

1 縄 文 土 器 B （12。6） る。楕円形の日綾部文様管内に単節縄文を充壊 し，以下に直線的磨消帯 橙色 炉体 土器 転

が垂下する。 普通 （加曽利 E III式）

第錮号住居跡（第22図）

位置　調査区の北西部，C16C（＿）区。

重複関係　本跡はラ　西側部分が第244号住居跡と重複している。北西側部分を第1172号土坑　南西側部分を第

1171号土坑，東壁際を第1173号土坑が掘I）込んでいる。

規模と平面形　酋壁の立ち上がりは確認できなかったが，長径［5。23］m9　短径［5。10］mの円形と推定され

る。

壁　壁高は約7cmで，外傾して立ち上がる。

床　平損である。全域踏み固められている。

ぽッ紅15か所。PlヲP29P59P89P99PlO9㌘14は径35～購cmの円形で，深さ60～100cmであり，規模と配列か

ら主柱穴と考えられる。P4，P15は径35～胡cmの円形で，深さ60～100cmであり，位置的に補助柱穴と考えられ

る。その他は9　径郁cmの円形で，深さ50－7娠mと大きい　ので　住居跡の中央に位置している。性格は不明で

ある。

炉　2か所。炉1はほぼ中央に付設され9　長径80cm9　短径60cmの楕円形で，床面を深さ5cmほど掘りくぼめた

地床炉である。1層の底面は学、ロームがレンガ状に赤変硬化している。炉2は中央から西側に付設され，長径

120cm　短径錮cmの楕円形で，床面を20cmほど掘りくぼめた地床炉である。炉床は，赤変硬化している。

炉1土層解説
1　暗赤褐色　焼土小ブロック0粒子中鼠　炭化粒子・ローム小・中ブロック極少量
2　暗赤褐色　焼土小ブロック・粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少逼
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第謂図　第錮　◎別号住居跡炉実測図
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3　褐　　　　色　焼土粒子少量，炭化粒子極少量

4　暗　赤　褐　色　焼土粒子・小ブロック中量，炭化粒子少量

炉2土層解説

1　暗　赤褐　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子・小ブロック中墨，炭化粒子中量

2　暗　赤褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・小ブロック中鼠　炭化粒子少量

3　暗　赤　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量

4　暗　赤褐　色　焼土粒子・小ブロック中量，炭化粒子少量

5　にぷい赤褐色　焼土中・中ブロック中量

覆土　5層からなる人為堆積である。いずれの層にも焼土粒子，炭化粒子が含まれている。5層から土器片が

出土している。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子極少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極少量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子中鼠　炭化粒子極少呈

4　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・小ブロック少量

遺物　覆土中から縄文土器片（日綾部31息胴部244息底部7点）が出土している。

第24図1と3－5は覆土下層から出土した深鉢形土器である。2と6は炉1内から出土した深鉢形土器であ

る。覆土中層から18の打製石斧，20の磨製石斧，21の敲石が出土している。19は炉1内から出土した黒曜石の

石器である。7～17は縄文土器片の拓影図である。7～11は口綾部片である。7と9は中峠式で日綾部無文帯

直下に交互刺突文とキザミ目を施した隆帯が巡る。8と10は加曽利Em式のものである。11は阿玉台Ⅳ式で口

綾部無文帯直下に無節縄文を充填している。12～17は胴部片である。12と13は加曽利EIII式で，12は磨消帯が

垂下する。14と17は堀之内I式で，14は沈線を施し，17は単節縄文LRを地文に沈線を施している。15と16は

加曽利EI式で，15は複節縄文LRLを地文に蛇行沈線と直線的な沈線を施し，16は撚糸文を施文している。

所見　本跡の時期は，炉内から出土した土器から判断して，縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。

重複している第244号住居跡と同時期であるが，新旧関係は不明である。縄文土器片の中に後期の土器が含ま

れているのは，混入したものと思われる。

第243号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　　　 考

第24図 深鉢形土器 A ［47。4］ 胴部から日綾部片。胴部上位は外反しなが ら立ち上が り，口綾部は内攣 砂粒 ・石英 ・ P 5　 10％　　　 P L 29

1 縄 文 土 器 B （25．0） する。口綾部には，隆帯による渦巻文を描いている。以下に，単節縄文 パ ミス 覆土下層

R L の縦位回転を地文に，二条の沈線を施 している。 にぷい橙色　 普通 （加 曽利 E I 式）

2

深鉢形土器 B （15．0） 胴部片。胴部は外傾しながら立ち上がる。縄文を地文に沈線を施してい 砂粒 ・長石 P 6　 40％　　　 P L 29

縄 文 土 器 る。 にぷい橙色

普通

炉 1 内

（加 曽利 E I 式）
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第24図　第243号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）
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第25図　第243号住居跡出土遺物実測・拓影図（2）
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図 版 番 号 器　　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 2 4 図 深 鉢 形 土 器 最 大 長 13 ．6 把 手 片 。 外 面 に 縦 S 字 ， 内 面 に 横 S 字 を 基 調 す る 。 砂 粒 ・石 英 ・雲 母 P 7 　 5 ％　　　 P L 2 9

3 縄 文 土 器 最 大 幅 13 ．0

最 大 厚 4 ．8

明 赤 褐 色

普 通

覆 土 下 層

（加 曽 利 E I 式 ）

4

深 鉢 形 土 器

縄 文 土 器

A （2 9 ． 0 ）

B （ 5 ．9 ）

口 綾 部 片 。 ロ 緑 直 下 3 c m ほ ど 無 文 帯 と し ， 以 下 に 一 条 の 刺 突 文 が 巡 る 。 砂 粒

橙 色

普 通

P 8 　 5 ％　　　 P L 2 9

覆 土 下 層

（加 曽 利 E IIl 式 ）

5

深 鉢 形 土 器

縄 文 土 器

B （ 5 ． 1 ）

C ［1 1 ．4 ］

底 部 片 。 平 底 。 横 位 ナ デ を 施 し て い る 。 砂 粒 ・ 長 石 ・雲 母

橙 色

普 通

P 9 　 5 ％

覆 土 下 層

6

深 鉢 形 土 器

縄 文 土 器

B （ 4 ．5 ）

C 　 9 ．0

底 部 片 。 平 底 。 横 位 ナ デ を 施 し て い る 。 砂 粒 ・ 長 石

明 褐 色

普 通

P 4 　 5 ％　　　 P L 3 0

炉 1 内

（阿 玉 台 式 ）

図 版 番 号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　 質 備　　　　　　　　　　 考
長 さ （c m ） 幅 （c m ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 2 5 図 1 8 打 製 石 斧 7 ．4 5 ． 1 1 ． 6 8 0 ．0 砂　　　 岩 Q 5 　 覆 土 中 層　　　　　　　　　 P L 5 7

1 9 石　　　 器 4 ． 1 2 ．6 1 ． 0 4 0 ． 0 黒　 曜　 石 Q 6 　 炉 1 内　　　　　　　　　　　 P L 5 8

2 0 磨 製 石 斧 （5 ． 9 ） 3 ．9 2 ．4 （9 0 ．0 ） 砂　　　 岩 Q 7 　 覆 土 中 層　 刃 部 欠　　　　　 P L 5 7

2 1 敲　　　 石 8 ．2 6 ．9 6 ． 1 4 4 0 ． 0 安　 山　 岩 Q 8 　 覆 土 中 層　　　　　　　　　 P L 5 9
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第244号住居跡（第22・23図）

位置　調査区の北西部，C16C9区。

重複関係　東側部分が第243号住居跡と重複している。北西側部分を第1208号土坑，北東側部分を第1172号土

坑，南東側部分を第1235，1171号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　北壁，南壁および東壁の立ち上がりは確認できなかったが，長径［4．13］m，短径［3．19］m

の楕円形と推定される。

長径方向　［N－18。一W］

壁　西壁が残存しており，壁高は約5cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，炉周辺が踏み固められている。

ピット　7か所。Pl～P6は径20－40cmの円形で，深さ90－120cmであり，壁内際を回るように位置し，規模と

配列から主柱穴と考えられる。配列を考えると第1235号土坑内に主柱穴があった可能性が考えられる。P7は

径38cmの円形で，深さ119cmであり，炉2の北寄りに位置している。

炉　ほぼ中央に付設されている。長径約120cm，短径100cmの楕円形で，床面を15cmほど掘りくぼめた地床炉で

ある。覆土中から縄文土器片が出土している。炉床は，火熟によりロームが赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土小・大ブロック多量

覆土　2層からなる。1層が大部分を占め，土器片が出土している。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化塞立子中呈

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極少量

遺物　覆土中から縄文土器片（口綾部8点，胴部40点，底部2点）が出土している。

第26図1は覆土中から出土した深鉢形土器である。2～12は縄文土器片の拓影図である。2～5は口綾部片

である。2と3は中峠式で，2は口唇部に交互刺突文を施し，口綾部には沈線を施している。3は交互刺突文が

賢謬
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第26図　第244号住居跡出土遺物実測・拓影図



巡る0　射ま加曽利EI式で単節縄文Rmを地文に粘土紐を貼り翻すている。5ほ堀之内I式である。6～12は

胴部片である。6ほ勝坂式で隆帯に沿って爪形文を施している。7～9と12は加曽利EI式で，7は胴部上位

に沈線による渦巻文を描いている。8ほ単節縄文を地文に沈線による渦巻文を描いている。9と12は単節縄文
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所見　本跡の時期は9炉内覆土中から出土した遺物から判断して言緻文略代中期（加曽利斑I式期）と考えら

れる0重複している第243号住居跡と同時期であるがラ新旧関係は不明である。縄文土器片の中に後期の土器

が含まれているのは9　混入したものと思われる。

第別号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（壷 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士・色調・焼成 I備　　　　 考

第26図 深鉢形土器 Å［15．2］ 胴部から日綾部片。胴部から口綾部は，ほぼ垂直に立ち上がる。目線直 砂粒 ・長石・実母 P lO　 5 ％　　　 P L29

1 縄 文土 器 B （8．5） 下は横位ナデを施し，以下に三条の沈線が巡る。胴部は，単節縄文R L 褐色 博士中

の縦位回転を地文に　 同心円状の沈線を施している。 普通 （加曽利 E I 式）

第鍼考健贋跡（第27図）

位置　調査区の北西部，C膵i4区。

重複関係　本跡は9南東側部分が第247号住居跡と重複している。北側壁際部分を凱2129121891223号土坑が，

南西側部分を射170号土坑南側部分を第m9号土坑　中央西側部分を第1228号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　北東壁と南西壁の立ち上がりは確認できなかったが9長径［6。55］m，短径［6も42］mの円形

と推定される。

壁　北西壁と南東壁が残存しており　壁高は約航mで学外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で9　全域が踏み固められている。

ぽッ睦15か所。P129P49P59P79P89P15は径35～購cmの円形で普深さ30－50cmでありラ規模と配列から主柱

穴と考えられるo P99P6∴軌39P149P3は径20一朝cmの円形で，深さ約50cmの規模であり9位置的に補助柱穴

と考えられる。その他は9　性格不明である。

覆土　単一層である。焼土粒子と炭化物を含み，土器片が多義に出土している。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化物少量

遺物　覆土中から縄文土器片（目線部59息胴部254点，底部私産）が出土している。

第28図1は床面から出土した深鉢形土器の目線部である。2～23は縄文土器片の拓影図である。2～14は日

録部片である。29397910は中峠式である。2ほ目線部が大きく外反し9　日線直下に交互刺突文が巡り9以

下に沈線を施している。3ほ目線直下に爪形文を施した隆帯を貼り付けている。7ほ口唇部に交互刺突文を施

し9　日綾部に洗練による渦巻文を描いている。10は目線直下に刺突文が巡る。4と9は阿王台Ⅳ式で隆帯に沿

って爪形文を施している。596，8911913言は加曽利EⅡ式である。5と6ほ隆帯と沈線を施している。8

ほ口唇部に沈線が巡り9　日綾部は丁寧をナデを施している。Hは目線直下に二条の沈線が巡る。12は安行描式

の粗製土器で目線直下に爪形文が巡る。15～23は胴部片である。15は阿王台Ⅳ式で隆帯を貼り付け，隆帯に沿

って押引刺突文を施している。16と17は中峠式で，16は背割りを施した隆帯を貼り付けている。17は単節縄文

を地文に爪形文を施した隆帯を貼り付けている。18919，21は加曽利E式で＼1哉21は単節縄文を施文し，19

は条線文を施している。22は加曽利EI式で単節縄文を地文に隆帯を貼り付けている。20は堀之内I式であ

る。23は堀之内Ⅲ式で縄文を地文に沈線を施している。
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所見　本跡は，北東壁と南西壁は立ち上がりが確認できなかったが，残存している壁及び床質から規模及び平

面形を推定した。炉は，確認できなかった。時期は，床面から出土している遺物から判断して，縄文時代中期

（加曽利EI式期）と考えられる。重複している第247号住居跡より古い。縄文土器片の中に後e晩期の土器

が含まれているのは，混入したものと思われる。
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第245号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第28図 深鉢形土器 Å［26誹 目線部片。日綾部は外反 して立ち上がる。口唇部にナデを施 している。 砂粒 ・右耳 ・雲母 P l l lO㌔

1 縄 文 土 器 鋸 7．3） 日経部内 さ外面に横位ナデを施 している。 にぷい褐色

普通

床面

（加 曽利 E 主都

第別号住居跡　第2図）

位置　調査区の北西部，C17a4区。

重複関係　本跡は9　南側部分が第250号住居跡と重複している。北側部分を第m郁号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　北西壁の立ち上がりしか確認できをっかたが9　長径［4。72］m讐　短径［4修52］mの円形と推定

される。

壁　北西壁が残存しておりタ　壁高は約鋼cmで　外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦でヲ　炉の南側が特に踏み固められている。

ぽッ紅　6か所。P2～P5は径35～抽mの円形で9　深さ50～80cmであり9　規模と配列から主柱穴と考えられる。

㌘1号㌘6ほ径朝～6鮎mの円形で　深さ礪～粥cmであり学　位置的に補助柱穴と考えられる。

炉　中央からやや西寄りに付設されてい藩。長径粥cm　短径舗cmの楕円形で　深さ諏cmの掘　方の中に深鉢形
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土器を埋設した土器埋設炉である。胴部下半部を欠失する深鉢形土器を掘り方内のほぼ中央に据えて9　炉体土

器としている。炉内覆土に廃土ブロックe廃土粒子を含みラ　炉床は赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗　褐

2　暗　褐

3　赤　褐

4　赤　褐

5　褐

6　赤　褐

色　焼土粒子。焼土小ブロックさ炭化粒子少量

色　焼士粒子・焼土小ブロック少亀　炭化粒子中鼠

色　焼土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子極少墨

色　焼土粒子少鼠　炭化粒子少鼠

色　焼土粒子も炭化粒子極少墨

色　焼十プロ・‥ク・焼十粒子・炭化粒千種少量，ローーム小・中プロttノク少量

7　暗赤褐色　焼土ブロック。焼土粒子中鼠　硬い

覆土　単一層である。土器片が出土している。トレンチャ…による撹乱を受けている。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子中量

遺物　覆土中から縄文土器片（目線部12息　胴部113息　底部4点）が出土している。

第30図1は炉体土器に転用した深鉢形土器である。2ほ㌘3の南側床面から出土した石皿である。3～17は

縄文土器片の拓影図である。3は中峠式の目線部片である。日経直下に爪形文を施した隆帯を貼り付けてある。

4～17は胴部片である。複と蟻は太木8a式で縄文を地文に2本単位の波状沈線と半裁竹管による沈線を施し

ている。　～8と1～臓は加曽利正　式で単節縄文を施文している。9ほ勝坂式で隆帯に治って爪形文を施し

ている。10と14は加曽利EH式で9　用は複節縄文を施文し縦位の懸垂文を施している。14は条線文を施してい

る。15と17は加曽利EⅣ式で単節縄文を地文している。

所魔　本跡は，北東壁しか確認できなかったが，床質から規模及び平面形を推定した。時期は9　炉体土器から

判断して，縄文時代中期（大木8a式期）と考えられる。重複している第250号住居跡との新旧関係は9　不明

である。縄文土器片の中に加曽利EⅣ式の土器が含まれているのは言昆大したものと思われる。

第246号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第30図 深鉢形土器 A ［37誹］ 胴部か ら底部欠損。胴部上位は外反 しながら立ち上が り， 目線部は内攣 砂粒 ・長有 P 12　 40％　　　 P L 29

1 縄 文 土 器 B （16．の 気味に立ち上がる。日録部に中空の把手が巡 り，胴部上位に二条の沈線 にぷい橙色 炉体 土器転 用

が巡る。大木 8a 式の影響がある。 良好 （縄文時代 中期 中葉）

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　　 値

石　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

2 石　　　 皿 （21。8） （14。1） 9．0 （2000。0） 凝　 灰　 岩 Q 9　南側床面　 一部欠損　　　　　 P L 58

第錮号住居跡（第31図）

位置　調査区の北西部，C17i5区。

重複関係　本跡は，北西側部分が第245号住居眺　南側部分が第252号住居跡と重複している。

規模と平面形　酋壁の立ち上がりは確認できなかったが，長径［6。91］m9　短径［5⑳35］mの楕円形と推定さ

れる。

長径方向　［N－570－E］

壁　東壁が残存しており9　壁高は約4cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた部分は見られない。

ピット　9か所。Pl～P3，P5，P6，P8は径35～40cmの円形で，深さ53～66cmであり，壁内際を回るように位

置し9　主柱穴と考えられる。P7は9　径購cmの円形でラ　深さ50cmであり，配列から補助柱穴と考えられる。南

側壁際に位置するP4は，径20cmの円形で，深さ55cmであり，他のピットと比べ規模が小さいものである。性
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格は不明である。

炉　中央からやや北西寄りに付設されている。長径140cm，短径120cmの楕円形の地床炉である。炉内覆土には，

焼土中ブロックや焼土粒子が含まれている。炉床は，硬くなく露出している。短期間使用のものと考えられる。

覆土　2層からなる。2層はロームプロ、／クが多量に含まれ，土器片が出土している。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　炭化物少量

2　暗　褐　色　ローム中・大ブロック多量

遺物　覆土中から縄文土器片（口綾部25息　胴部91息　底部5点）が出土している。

第32図1は覆土中から出土した器台である。2～11は縄文土器片の拓影図である。2～7は日録部片である。

2は中峠式で，目線直下に爪形文を施した隆帯を貼り付けている。3と4ほ加曽利EII式で，3は目線直下に

二列の円形の刺突文が巡り，4ほ口唇部に沈線が巡る。5－7は安行式で，6は粗製土器である。7は隆起帯

縄文を施している。8～10は加曽利EH式の胴部片である。8は複節縄文を施文し，9と10は単節縄文を施文

している。11は後期の胴部片で，斜位の沈線を施している。

所見　本跡は，東壁しか確認できなかったが，床質から規模及び平面形を推定した。時期は，出土遺物から判

断して，縄文時代中期（加曽利EII～III式期）と考えられる。重複している第245号住居跡より新しいが，第

252号住居跡との新旧関係は，不明である。縄文土器片の中に後。晩期の土器が含まれているのは，混入した

ものと思われる。

第247号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種
】

計測値（cm）
l

l　　　　 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 l 胎士 ・色調機 成 l 備　　 考

第32図 器　　　 台 B （6．6） 器台片。孔が 2 か所確認される。 砂粒 ・スコリア P 13 10％　　　 P L 29

1 縄 文 土 器 D ［19。0］ にぷい橙色

普通

擾土中

（加曽利 E II ～III式）

第248号億屠跡（第33図）

位置　調査区の北西部，り17a7区。

重複関係　本跡の東側部分を第1180号土坑　南側部分を第1181号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　東壁と南壁の立ち上がりは確認できなかったが，長径［5。42］m，短径［4。63］mの楕円形と

推定される。

長径方向　［N－130－W］

壁　西壁が残存しており，壁高は約8cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉周辺が踏み固められている。

ピット　7か所。P19　P3～P7は径約30cmの円形で，深さ38－58cmであり，壁内際を回るように位置し，主柱

穴と考えられる。炉の南側に位置するP2は，径30cmの円形で，深さ41cmである。性格は不明である。

炉　中央からやや北寄りに付設されている。長径70cm，短径50cmの楕円形で，深さ15cmの掘り方の中に深鉢形

土器を埋設した土器埋設炉である。口綾部と胴下半部を欠失する深鉢形土器を掘り方内の南寄りに据えて，炉

体土器としている。土器埋設炉内が撹乱されている。掘り方の土層は3層に分層される。炉体土器に接する1

層は，熟を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1　赤　褐　色　熟を受けたロ…ムブロック多量

2　赤　褐　色　焼土粒子・焼土中ブロック中鼠　炭化粒子少量

3　褐　　　色　ハードローム中ブロック・ローム粒子多鼠　炭化粒子極少呈

－45－
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覆土　2層からなる。1層が大部分を占める。2層には，焼土粒子や炭化物が含まれている。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化物少量

遺物　覆土中から縄文土器片（口綾部12点，胴部115点，底部2点）が出土している。

第34図1は炉体土器に転用された深鉢形土器である。2は覆土下層から出土した深鉢形土器の胴部である。

3－18は縄文土器片の拓影図である。3～7は口綾部片である。3は中峠式で目線直下に交互刺突文が巡る。

4は阿王台m式で爪形文と沈線を施している。5と6は加曽利EI式で単節縄文を地文に隆帯を貼り付けてい

る。7は後期のものと考えられる。8～18は胴部片である。8～16は加曽利EI式である。8は半裁竹管によ

る沈線を施している。9と11は単節縄文を施文している。10，14，15は無節縄文を施文し，14には沈線が垂下

する。12と13は単節縄文を地文に隆帯を貼り付けている。16はキザミ目を施した隆帯が巡る。17は阿王台m式

で爪形文と縦位の沈線を施している。18は後期で条線文を施している。

所見　本跡は，西側に壁が一部確認出来ただけだが，床質から規模及び平面形を推定した。時期は，炉体土器

から判断して，縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。縄文土器片の中に後期の土器が含まれている

のは，混入したものと思われる。
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第248号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 楯 計測値し細） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第34図 深鉢形土器 Iお16．申 胴部片。胴部上位は外傾 して立ち上がる。頸部に断面三角形の隆線を施 砂粒 ・石英 ・バ ミ P l J 2 0㌔　　　 P L 3 0

1 縄 文 土 器 しラ　以下に縄文を施文 している。 ス　 明赤褐色

普通

炉体土器転用

（加 曽利 E I 式）

2

深鉢形土器 I星15言） 胴部片。胴部上位は外傾 して立ち上がる。無節縄文R を縦位回転で施文 砂粒 ・長有 ・雲母 P 15 」0㌔　　　 P L 3 0

縄 文 土 器 している。 明褐色

普通

孝 土下層

（加 曽利 E I 式）

第鍼号住居跡　第滋図）

位置　調査区の北西部9　Cl腎5区。

規模と平面形　壁は確認できなかったが9　長径［5翁12］m，短径［4ゆ58］mの楕円形と推定される。

予＼ノ二l　　バ！．1　、、

床　平坦である。踏み固められた部分は見られない。

掛ソ匪　6か所。Pl～P6は径3～購cmの円形で　深さ2～舶cmであり9　規模と配列から主柱穴と考えられる。

炉　ほぼ中央に付設されている。径航mの円形の地床炉である。炉内覆土に焼土ブロックが含まれているが，

炉床は硬くなく露出している。

遺物　確認面から縄文土器の細片が2点出土している。

所農　本跡は9　壁が確認できなかったがヲ　主柱穴の配列から規模及び平面形を推定した。時期は9　周辺の住居

跡と比較して，縄l文時代中期から後期と考えられる。
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第250号住居跡（第36図）

位置　調査区の北部，C17b4区。

重複関係　本跡は9　北側部分が第246号住居跡と南側部分が第292号住居跡と重複している。西側壁際を第1190

号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　南壁の立ち上がりしか確認できなかったが，長径［6。35］m，短径［4。70］mの楕円形と推定

される。

長径方向　［N－530－W］

壁　南壁が残存しており，壁高は約26cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉周辺が踏み固められている。

ピット　9か所。Pl～P5は径40～50cmの円形で，深さ50～100cmであり，規模と配列から主柱穴と考えられる。

P6～P9は径20cmの円形で，深さ約60cmである。性格は不明である。

炉　2か所。2つの炉は，ほぼ中央に東西に並んだ状態で付設されている。いずれも長径100cm，短径90。mの

楕円形で，床面を10cmほど掘りくぼめた地床炉であり，炉床は赤変硬化している。

炉1土層解説

1　明　赤　褐　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子・焼土中ブロック中量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子・焼土中ブロック中量

炉2土層解説

1　にぷい赤褐色　焼土粒子・焼土′トブロック中量

覆土　単一層である。覆土中には，土器片やロームブロックe焼土ブロックが含まれている。

土層解説

1褐　　　　色　ローム粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック中最　焼土粒子・炭化粒子極少墓

遺物　覆土中から縄文土器片（目線部90点，胴部524点，底部15点）が出土している。

第37e38図1－3は覆土中層から出土した土製円板である。51の浮子，52の石軋　53の磨石が覆土下層から

出土している。4－50は縄文土器片の拓影図である。4－12は目線部片である。4，5，7は中峠式である。4

は口綾部無文帯で以下に交互刺突文と沈線が巡り，さらに沈線による渦巻文を描いている。5は目線直下に沈

線が巡り，以下にキザミ目を施した隆帯を貼り付け，さらに沈線による渦巻文を描いている。7は日録直下に

交互刺突文が巡り9　以下は単節縄文を施文している。6は加曽利Em式で半裁竹管による縦位の沈線を施して

いる。8－10は加曽利EI式で，いずれも単節縄文を地文に隆帯を貼り付けて文様を描いている。8は半円，9

は楕円形，10は渦巻文を描いている。11は加曽利斑m式で隆帯による楕円区画が見られる。12は安行I式の粗

製土器で条線文が斜行している。13～40，42～50は胴部片である。15と44は阿王台III式で沈線を施している。

13，14，16～37，39，43は加曽利EI式である。13は単節縄文を地文に粘土紐を波状に貼り付けている。17は縄

文地文に沈線を施している。14，18～25，29－32，35は単節縄文を施文している。26は撚糸文を施している。

27は無節縄文を施文している。28，33，36は複節縄文を施文している。34は二条の円形刺突文が巡る。37は単

節縄文を地文に三条の沈線が垂下する。41と42は加曽利EII式である。41は目線部片で二条の円形刺突文が巡

る。42は撚糸文を施している。50は加曽利Em式で外面を丁寧に磨いている。さらに，赤彩を施している。

40，45，47は堀之内I式である。40は半裁竹管による沈線を施している。45と47は沈線を施している。49は堀

之内H式である。

所見　本跡は，南壁しか確認できなかったが，床質から規模及び平面形を推定した。並んだ状態で確認できた

2つの炉は，切り合いのないことから併用していた可能性が考えられる。時期は，出土遺物から判断して，縄

文時代中期と考えられる。重複している第246。292号住居跡との新旧関係は，不明である。縄文土器片の中に
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策36図　第250号住居跡実測図

後期の土器が含まれているのは，混入したものと思われる。

第250号住居跡出土遺物観察表

』一一一一　　一一一一一寸一一＿一二二＿二二』

0　　　　　　　1m

』二二二二L二二…＿＿＿－…一一一」

図版番号 種　 別
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
備　　　　　　　　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第37図1 土製円板 4．7 4．7 1．2 30．0 100 D P 2　 覆土中層　　　　　　　　　　　 PL56

2 土製円板 4。2 4。1 0．9 20．0 100 D P 3　 覆土中層　　　　　　　　　　　 PL 56

3 土製円板 4．5 4．4 1．3 30．0 100 D P 4　 覆土中層　　　　　　　　　　　 PL 56

図版番号 種　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

石　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第38図51 浮　　　 子 8．0 8．8 2．3 20。0 流　 紋　岩 Q lO　覆土下層　 穿孔されている。　　　 PL 57

52 石　　　 皿 （8。9） （6。9） 5．4 （170。0） 安　 山　岩 Q ll 覆土下層　 一部欠損

53 磨　　　 石 （8．9） 7．4 4．4 （420．0） 砂　　　 岩 Q 12　覆土下層　 一部欠損　 敲石転用
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第251号住居跡（第39図）

位置　調査区の北部，C17io区。

規模と平面形　長径3．29m，短径3．18mの円形。

壁　壁高は24cmで，外傾して立ち上がる。

床　やや起伏がある。踏み固められた部分は見られない。北壁際にテラス状の段が確認できたが，性格不明で

ある。

ピット　6か所。Pl～P3，P6は径35～40cmの円形で，深さ66～80cmであり，壁内際を回るように位置し，主

．t：

10

第40図　第251号住居跡出土遺物実測・拓影図
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柱穴と考えられる。P4，P5ほ径25～30cmの円形で9深さ35～55cmであり9位置的に補助柱穴と考えられる。

覆土　3層からなる。182層が大部分を占めている。3層にはロー∵ムブロックが含まれラ人為的に堆積して

いる。トレンチャ一による撹乱を受けている。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子中鼠　ローム小ゆ中ブロック少鼠廃土粒子8炭化粒子極少墨
2　褐　　　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

3　褐　　　色　ローム小ブロック中量

遺物　覆土中から縄文土器片的綾部7息胴部狙点　底部　点）が出土している。

第購図mは覆土華層から出土した磨石である。～用は縄文土器片の拓影図である。信2誹は描線部片で

ある。ほ阿去離式で目線直下に押引き刺突文が巡る。2ほ加曽利EⅣ式で目線部無文革を微隆線で区画し9

以下に縄文を施文している。9は堀之内式で口唇部に洗練が巡る。～8と用は胴部片である。3は堀之内式

のものである0　4と5ほ加曽利斑Ⅳ式で無節縄文を施文している。6～8は阿王台摘式である。6は工具状

のものによる連続刺突文を施してレーる0　7と8は隆帯に治って爪形文を施している。用は堀之内式で沈線を施

している。

所農　本跡は9炉が確認できなかったことや床面に踏み固められた部分が確認できなかったことなどラ住居跡

と判断する要因に欠ける遺構であり9竪穴状遺構の可能性が高い。時期はラ　出土遺物から判断して9縄文時代

中期から後期と考えられる。

第錆号住居跡出土遺物観察表

図版番号 ー′
計　　　　 測　　　　 値

備　　　　　　　　　 考
長　 k扁　　 射 cm） 厚さ（cm） 重義（g）

＝了

第10図日 磨　　　 石 （5き5） （5。7） 説7 Lは0．申 砂　　　 岩 Q 13　覆土中層　 …部欠損

第頴考健贋跡（第姐図）

位置　調査区の北乳　C17j5区。

重複関係　本跡の北側部分が第247号住居跡と重複している。南側部分を第1178号土坑西側部分を凱278号

土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　酋壁と東壁の立ち上がりしか確認できなかったが，長径［6。14］m，短径［5。03］mの楕円形

と推定される。

長径方向　［N－680－E］

床　ほぼ平坦で9　全域が踏み固められている。

ぽッ睦　2か所。Plと㌘2ほ径納Ocmの円形で　深さ翻一m娠mであ畑住居跡内に東西並んだ状態にある。

位置や規模から主柱穴と考えられる。

覆土　単一層であり9　土器片が出土している。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　覆土中から縄文土器片的綾部12息胴部78息　底部2点）が出土している。

第42図10と紺ま覆土中から出土した磨石である。1～9ほ縄文土器片の拓影図である。1～3ほロ綾部片で

ある。1と2ほ加曽利EI式である。1ほ日綾部に隆帯を貼り付けている。2ほ波状目線で突起の外面に渦巻

文を描いている。3ほ安有職a式の粗製土器である。4～9ほ胴部片である。4と5は中略式で爪形文を施し

－54　－



A22．8m

第41図　第252・253号住居跡実測図

誓
t

’し

第42図　第252号住居跡出土遺物実測・拓影図

－55－

0　　　　　　　　　2m

！　　；　」



た隆帯を貼り付けている。6～9は加曽利EI式である。6は単節縄文を地文に粘土紐を貼り付けている。7

は単節縄文を施文している。8は無節縄文を施文している。9は撚糸文を施文している。

所見　本跡は，西壁と東壁の立ち上がりしか確認できなかったが，床質から規模及び平面形を推定した。柱穴

は，2つの土坑に掘り込まれている場所にあったと考えられる。さらに，第1278号土坑の覆土中に焼土粒子，

焼土ブロックが多量に含まれていることから，炉を掘り込んだものと思われる。時期は，出土遺物から判断し

て，縄文時代中期と考えられる。重複している第247号住居跡との新旧関係は，不明である。縄文土器片の中

に晩期の土器が含まれているのは，混入したものと思われる。

第252号住居跡出土遣物観察表

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　　 値

石　 質 備　　　　　　　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第42図10 磨　　　 石 6．4 6．2 4．8 250．0 砂　　　 岩 Q 14　 覆土 中　　　　　　　　　　　 P L 59

1 1 磨　　　 石 （4．2） 7．0 4．2 （170．0） 砂　　　 岩 Q 15　 覆土 中　 半 欠

第253号住居跡（第41図）

位置　調査区の北部，D17a6区。

重複関係　本跡の北西側部分を第1182号土坑，南側部分を第1183号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　北西壁の立ち上がりは確認できなかったが，長径［4．23］m，短径［3．50］mの楕円形と推定

される。

長径方向　［N－840－W］

壁　北壁と南壁が残存しており，壁高は約9cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた部分は見られない。

覆土　単一層であり，土器片が出土している。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量，締まりあり

遺物　覆土中から縄文土器片（口綾部7点，胴部50点，底部3点）が出土している。

第43図1～7は縄文土器片の拓影図である。1は加曽利EII～III式のロ綾部片で，ロ縁直下に2条の刺突文

』

い・－、
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第43図　第253号住居跡出土遺物実測・拓影図
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が巡る。2－7は胴部片である。2～6ほ加曽利EII～III式である。2ほ単節縄文を地文に隆帯による渦巻文

を描いている。3は単節縄文を施文している。4は単節縄文を地文に二条の沈線を施している。5は無節縄文

を地文に沈線を施している。6は微隆線で磨消帯を区画している。7は安行II～ma式である。

所見　本跡は，炉と柱穴が確認できなかったことや，床面に踏み固められた部分が見られなかったことなどか

ら住居跡と判断する要因に欠ける遺構であり，竪穴状遺構の可能性が高い。時期は，出土遣物から判断して，

縄文時代中期と考えられる。縄文土器片の中に晩期の土器が含まれているのは，混入したものと思われる。

第254号住居跡（第44図）

位置　調査区の北部9　り17C4区。

重複関係　本跡の西側部分が第301号住居跡と，北東側部分が第292号住居跡と重複している。

規模と平面形　長径6．49111，短径6．20111の円形。

壁　壁高は約4cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉周辺が踏み固められている。特に，炉の西側と東側が硬化している。東壁際の床面が赤く

焼けた状態である。

ピット　7か所。P2，P4－P7は径約30cmの円形で，深さ75～110cmであり，規模と配列から主柱穴と考えられ

る。Plは径30cmの円形で，深さ10cmと浅いのもであり，位置的に補助柱穴と考えられる。南東壁際のP3は，

性格不明である。

炉　ほぼ中央に付設されている。長径90cm，短径80cmの楕円形で，深さ25cmの掘り方の中に深鉢形土器を埋設

した土器埋設炉である。［］綾部と胴下半部を欠失する深鉢形土器を掘り方内の南西寄りに据えて，炉体土器と

している。掘り方の土層は10層に分層される。炉体土器に接する1層と2層は，熟を受けてロームが赤変硬化

している。炉床は，焼土ブロックがゴツゴツしている。長期間使用したものと考えられる。

炉土層解説

1　明　赤　褐　色　火熟したロ㌧－ムブロック

2　橙

3　褐

4　暗　褐

5　褐

6　褐

7　明　褐

8　褐

9　褐

10　暗　赤　褐

色　火熟したロームブロック多鼠　褐色土少鼠

色　ハードローム中・大ブロック多鼠　焼土中ブロックeローム粒子少量
色　焼土粒子・炭化粒子少量

色　焼土粒子少量，炭化粒子極少鼠
色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック極少鼠

色　ローム粒子多量，焼土粒子中量

色　ローム粒子・焼土粒子多量，ローム小・中ブロック中鼠
色　焼土中ブロック多量，炭化粒子少量

色　ローム粒子多鼠　焼土粒子中量，炭化粒子少量

覆土　2層からなる。2層の底部が炉に当たる。トレンチャ一による撹乱を受けている。

土層解説

1　褐　　　　色　ローム粒子中鼠　焼土中ブロック・廃土粒子少量

2　にぷい赤褐色　焼土中ブロック中量，炭化粒子少量

遺物　覆土中から縄文土器片（目線部6点，胴部133点，底部7点）が出土している。

第45図1は炉体土器に転用された深鉢形土器である。2は覆土中から出土した土製円板である。14は覆土中

から出土した磨石である。3～13は縄文土器片の拓影図である。3，4，8は口綾部片である。3は加曽利EI

式で隆帯による渦巻文を描いている。4と8は加曽利EII式である。4は目線直下に沈線が巡り，以下に単節

縄文RLを施文している。8ほ口綾部に沈線を施している。5は加曽利EI式である。6，7，9－13は加曽利

EII～m式である。5は単節縄文を地文に背割れを施した隆帯を貼り付けている。6，9，10，11は単節縄文を

施文している。7ほ撚糸文を地文に横位の磨消帯を施している。12は磨消帯が垂下する。13は縦位の条線文を

施している。
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第朋図　第託号住居跡実測図

所見　本跡の時期は，炉体土器から判断して，縄文時代中期（加曽利EIII式期）と考えられる。重複している

第292号住居跡より新しいが，第301号住居跡との新旧関係は，不明である。

第254号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第45図 深鉢形土器 B （仕 0） 胴部片。胴部上位は外反しながら立ち上がる。外面に直線的磨消帯が垂 砂粒 ・長石 ・ P 16　 20％　　　 P L 59

1 縄 文 土 器 下 し，区画間に単節縄文R L を縦位 回転で施文 している。 スコリア

明褐色　 普通

炉体 土器転 用

（加 曽利 E III式）
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第45図　第254号住居跡出土遺物実測・拓影図
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図 版 番 号 種　 別

計　 測　 値 （c m ） 重　 量

（ g ）

現 存 率

（％ ）
備　　　　　　　　　 考

最 大 長 最 大 幅 最 大 厚

第 4 5 図 2 土 製 円 板 3 ． 2 3 ． 7 1 ．3 1 0 ． 0 9 0 D P 5 　 覆 土 中　　　　　　　　　　　 P L 5 6

図 版 番 号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　 質 備　　　　　　　　　 考
長 さ （c m ） 帽 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 4 5 図 1 4 磨　　　 石 （6 ． 0 ） 7 ．5 5 ． 4 （3 2 0 ． 0 ） 安　 山　 岩 Q 1 6 　 覆 土 中　 半 欠

第255住居跡（第46図）

位置　調査区の北部，C17h8区。

重複関係　本跡は，第1227号土坑を掘り込んでいる。北側部分を第1185，1236号土坑，南東側部分を第1231号

土坑，南東壁を第1186号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　径［4．22］mの円形と推定される。

壁　壁高は約10cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉周辺が踏み固められている。

ピット　7か所。Pl～P3，P5～P7は径30～40cmで，深さ42～80cmであり，規模と配列から主柱穴と考えられ
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第47図　第255号住居跡出土遺物実測・拓影図

る。Plの覆土中から土器片が出土している。P4は径45cmの円形で，深さ54cmであり，炉の北側に位置する。

炉　中央からやや南寄りに付設されている。長径80cm，短径70cmの楕円形で，床面を20cmほど掘りくぼめた地

床炉である。炉内覆土に焼土ブロック・焼土粒子を含むが，炉床は硬くない。

炉土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土小ブロック中量，炭化粒子極少量
3　にぷい褐色　焼土小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子極少量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

5　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック極少量
6　にぷい褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック塩少量

覆土　3屑からなり，人為的な堆積をしている。1層の底部が炉に当たり，土器片が出土している。
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土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　廃土粒子。炭化粒子極少巌　　　　　3　極暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子多義　ハードローム中の太ブロック少量

遺物　覆土中から縄文土器片　描線部　息　胴部摘鳥　底部　濾）が出土している。

第媚図　はPの覆土中から出土した深鉢形土器である。2～5ほ縄文土器片の拓影図である。2ほ中略式

の打線部片でラ　日録直下に二条の交互刺突文が巡る。3～5ほ加曽利EⅣ式の胴部片でラ　単節縄文を施文して

いる。

所魔　本跡は9　南東壁際を第m86号土坑によって掘り込まれているが9　枝先の配列や床質から規模及び平面形

を推定した。第は2号土坑は　上部に炉が確認できたことから9　本跡より古い土坑である。時期は9　Plの覆

土中からJI日二した深鉢形土器から判断して，縄文時代中期　川両頼りEⅣ式期）と考えられる。

第雑考佳屠跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎工・色調・焼成 備　　　　 考

第47図 深鉢形土器 来 15．0〕 胴部から日綾部片。胴部上位はやや外傾して立ち上が畑　 目線部は内攣 砂粒・実母・長有 P 17　25㌔　　　 P L30

1 縄 文土 器 B （17。0） する。目線部外面は横位ナデを施し，以下は無文である。 橙色

普通

P I 催士中

細僧 利E Ⅳ式）

第256号健腰掛（第48図）

位置　調査区の北部9　C18j2区。

規模と平面形　長径3．72111，短径3。67111の円形、－

壁　壁高は約44cnlで，外傾して立ち上がる。

床　平出である。〕踏み囲められた部分は見られない。、

C一／　・）．ノノー・．∴　′；＿′　－′∴ノノ∴′♪　ノ、～　′・．J．／：、′。．・′ノ　ー：三一　　㌦　′　′∴′ll、；ら　：　　く′′′・、ノノ

形で，深さ7cmである。、いずれも性格は不明である。

覆羞　5層からなり9　自然的な堆積をしている。1層と2層が堆積の大半を占め9　土器片も出土している。5

屑は，壁際から流れ込んだものと考えられる。、

曳
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解

暗

褐

褐

褐

に

層土
1

　

2

　

3

　

4

　

5

褐　色　ローム粒子中鼠　廃土粒子少量

色　ローム粒子多量

色　ロ…ム粒子多鼠　ローム小ゆ中ブロック中墨

色　ローム粒子多義，焼土粒子中量

ロー一一ム粒J∴多量，ローーム小・中・大プロ、、ノク少量

遺物　覆土中から縄文土器片　打線部　点　胴部寝息　底部　点）が出土している。

第49図1－12は縄文土器片の拓影図である。1と1（仕口＝綾部片である。1は加曽利EI式で隆苦によって「1

線部無文帯を区画している。10は後期初頭で［二‾‾：1線部無文帯を微隆線で区画している。2－9，11，12は胴部片

である。2は阿．王台III式でl冊二3沈線文や爪形文を施している。13，6，7，11は加曽利EI式である。3と6は

l単節縄文を地文している。7は縦位の条線文を施している。11は単節縄文を地文に沈線を施している。4と5

は加曽利EIII式で磨消帯が垂下する。8は勝坂式で半裁竹管による棒状沈線を施している。9は撚糸文を施文

している。〕12は称名寺I式である。

所見　本跡は，炉と柱穴が確認できないことや床面に踏み固められた部分が見られないことから，住屠跡と判

断する要因に欠ける遺構であり，竪穴状遺構の可能性が高い。時期は，出土遺物から判断して9　縄文時代中期

から後期と考えられる。「
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第49図　第256号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第260号住居跡（第50図）

位置　調査区の北部，D18b6区。

重複関係　本跡の北壁を第1290号土坑，北西側部分を第1277号土坑，西側部分を第1280号土坑，東側部分を第

1272号土坑，中央よりやや北側部分を第1271号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　長径4．50m，短径4．47mの円形。

壁　壁高は3－8cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉周辺が踏み固められている。

ピット　21か所。Pl，P3，P4－P6，P8，P17は径40－60cmの円形で，深さ60～140cmであり，規模と配列から
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第鯛図　第調号健贋跡実測の出藍遺物億置園

主柱穴と考えられる。壁際に位置するP7，Pll～P14，P18は，径20～30cmの円形で　深さ用～20cmであり9　位

置的に補助柱穴と考えられる。その他は，性格不明である。

炉　2か所。炉1と炉2は隣接し中央よりやや東よりに付設されている。炉1ほ長径80cm　短径鮒cmの楕円形

で，床面を10cnlほど掘りくぼめた地床炉である。炉床は，火熱によりロームがレンガ状に赤愛顧化している。

長期間使用したと考えられる。炉2は長径50cm9　短径40cmの楕円形で，床面を8cmほど掘りくぼめた地床炉で

ある。炉床はラ　硬くない。短期間の使用と考えられる。
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第51図　第260号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）
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第52図　第260号住居跡出土遺物実測・拓影図（2）

炉1土層解説

1　時赤褐色　焼土小ブロック・粒子中量，炭化粒子少量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子中量

3　褐　　　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子少畳．炭化粒子極少呈

4　褐　　　色　ローム粗子中最，焼土粒子・小ブロック中量，炭化粒子少量

5　赤　褐　色　ローム粒子多畳，炭化粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

炉2土層解説

1　暗赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量

2　暗赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・小ブロック中量

覆土　3層からなる人為堆積である。2層から土器片が多量に出土している。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子極少量

3　にぷい褐色　ハードローム中・大ブロック多量，褐色土中量

遺物　床面と覆土中から縄文土器片（ロ綾部56点，胴部347点，底部19点）が出土している。

第51図1は南壁際の床面から出土した深鉢形土器である。床面から堀之内I式の縄文土器片が多量に出土し

ている。2はP6の覆土中から出土した深鉢形土器の底部である。21と22は覆土中から出土した磨石である。

3～20は縄文土器片の拓影図である。3～6は堀之内I式の口綾部片である。4と5は縄文地文に沈線を施し

ている。6は口縁直下に沈線が巡る。7は阿王台Ⅳ式の胴部片で単節縄文を施した隆帯を貼り付けている。8

～20は堀之内I式の胴部片である。8，10，11，13，15，17，18は単節縄文を地文に沈線を描いている。9，12，14

は単節縄文を施文している。16，20は沈線を施している。

所見　本跡の時期は，床面とP6の覆土中からの出土遣物から判断して，縄文時代後期（堀之内1式期）と考

えられる。縄文土器片の中に中期の土器が含まれているのは，混入したものと思われる。

第260号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第51図 深鉢形土器 A 25．5 胴部からロ綾部片。波状口緑。胴部から口綾部は，ほぼ直立に立ち上が 砂粒 ・雲母 ・ P 18　 40％　　　 P L 30

1 縄 文 土 器 B （23．0） る。胴部外面に単節縄文を施文 し，内面はナデを施 している。 スコリア

明赤褐色　 普通

南部床 面

（堀之内 I 式）

2

探鉢形土器

縄 文 土 器

B （7．3）

C ［13．8］

底部片。底面近 くに横位ナデを施 している。 石英 ・長石

橙色

普通

P 19　 5 ％　　　 P L 30

覆土 中

（堀之内 I 式）

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　 質 備　　　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第52図21 磨　　　 石 11．8 6．6 2．9 320．0 安　 山　 岩 Q 19　覆 土中　 敲石転用

22 磨　　　 石 （7．2） 7．4 4．9 （390．0） 安　 山　 岩 Q 20　 覆土 中　 半欠　　　　　　　 P L 59
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第錆号住居跡（第53図）

位置　調査区の北東部ヲ　り18C5区。

重複関係　本跡の中央より北側部分を第1237号土坑　南側壁際部分を第12妬1274号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　長径5。3m　短径拍車朗　mの楕円形と推定される。

最後方向　［N－350－E］

壁　璧高は7～9cmで普　外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦で9　踏み固められた部分は見られない。

掛y匪13か所。㌘19㌘29P49㌘5学Pll～㌘13は径購～醐cmの円形で　深さ諏～鮒cmであり9　規模と配列から主

柱穴と考えられる。壁際に位置する㌘3普　P9学　㌘10は，径20～射kmの円形で9　深さ20～娩mであり9　補助柱穴と

考えられる。′他は性格不明である。

覆土　4屑からなり，人為的な堆積をしている。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子中島　焼土粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子多量，黒褐色土中墨

3　褐　　　色　　ロ㌧…ム粒子多鼠　ハードロ…ム中e太ブロック中量

4　褐　　　色　　ローム粒子多鼠　焼土粒子中鼠　ハードローム中ブロック多義

遺物　覆土中から縄文土器片（目線部44息　胴部491息　底部26点）が出土している。

第別図　は覆土中から出土した土製閏板である。2～20は縄文土器片の拓影図である。2～9ほ堀之内I式

1　　　　／＞‾T一一→、＿＿、　2

第渕図　第誠号住居跡実測図
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の口綾部片である。2は胴部からロ綾部片で無文である。3は無節縄文を施文している。4～7は沈線を施し

ている。8は口縁直下に沈線が巡り，以下に単節縄文を施文している。10－18は堀之内I式の胴部片である。

10は縦位の沈線と蛇行する沈線で文様を描いている。11は単節縄文を地文に沈線を施している。12は無節縄文

を施文している。13，16～18は沈線を施している。14と15は単節縄文を施文している。19と20は堀之内II式の

胴部片で，磨消縄文で菱形の文様を構成している。

所見　第1237号土坑の覆土中に焼土ブロックが多量に含まれていることから，本跡の炉を掘り込んだ可能性が

考えられる。時期は，出土遣物から判断して，縄文時代後期と考えられる。
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第％号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 種　 別
計　 測　 値　 km） i 重 量

P g ）
現存率
（％） 備　　　　　　　　　 考最大長 日鋸 溝 最大厚

第5纏＝ 土製酢町！　 3。6 ！
闘つ＋ ＋掴 i 10．0 撒つ DP　　 覆土率　裏面に末貫通乳　　 PL嶺

第雑考住居跡（第55図）

位置　調査区の北東払言肌8b4区。

重複関係　本跡の中央より北側部分を第12519　鼠252号土坑　西側部分を第1253号土坑が掘　込んでいる。北西

lm祭が第1291－ぢ∵上杭に掘り込まれているし1

、．ノ・二．こ了、十了ノ受　j㍉く；′ユ∴’・、、．；く）∑よ、二、ノノl－・′・．．

壁　璧高は　～航mで　外傾して立ち上がる。

床　はば辛出て、，l巨央部が踏み囲められている、、

ぼ亀ソ陸　相か所。㌘1ラ　㌘29　P59　㌘89　㌘9ほ径4～醐cmの閏形で　深さ購～祁cmであ勘　規模　配列から主柱穴

と考えられる。P39　㌘4，P69　P7は学　径2～購cmの円形で　深さ測～劉cmであ勘　配列から補助柱穴　考えら

れる、、1－1日は，性格不明である。1

覆蓋　2層からなる。1層が太半を占め9　土器片が出土している。

’‥－′ふ∴：、・＿

二㌦∴メ二：∴王5ベイ㍉＿二二三ふ三、．。・．一さ′
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第56図　第262号住居跡出土遺物実測・拓影図

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土ノトブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子中量

遺物　覆土中から縄文土器片（口綾部3点，胴部44点，底部3点）が出土している。

第56図1は覆土中から出土した土製円板である。14は覆土中から出土した磨石である。2～13は縄文土器片

の拓影図である。2～6は口緑部片である。2と3は阿王台IIl式で口緑直下に押引き刺突文が巡る。4は称名

寺式で沈線を施している。5と6は堀之内I式で，5は沈線を，6は単節縄文を施している。7－13は胴部片

である。7は阿王台IIl式で隆帯を貼り付け，隆帯に沿って爪形文を施している。8～10，12は加曽利EI式で

ある。8は無節縄文を施文している。9と10は単節縄文を施文している。12は複節縄文を施文している。11と

13は堀之内I式で，11は沈線，13は撚糸文を施している。

所見　第1251号土坑の覆土中に焼土粒子・焼土ブロックが多量に含まれていることから，本跡の炉を掘り込ん

だ可能性が考えられる。時期は，出土遺物から判断して，縄文時代中期から後期と考えられる。

第262号住居跡出土遺物観察表

図版番号 種　 別
計　 測　 値 （cm ） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
備　　　　　　　　　　 考

最 大 長 最 大 幅 最 大 厚

第56図1 土 製 円 板 5．2 4．7 1．2 40．0 90 D P 7　 覆土 中　　　　　　　　　　 PL 56

図版番号 種　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

14 磨　　　 石 10．4 8．3 5．1 650．0 安　 山　 岩 Q 21 覆 土中　　　　　　　　　　　 P L59

－69－



第2糾号住居跡（第57図）

位置　調査区の北東部9　m8C6区。

重複関係　本跡の北側部分を第1221号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　長径複。27m，短径3。83mの楕円形。

長径方向　N－19し1－Ⅵ「

壁　壁高は約14cmで学　外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦でヲ　炉の東側が特に踏み固められている。

だッ睦12か所。㌘19㌘39㌘69㌘99Pllは径30～50cmの円形で9深さ70～90cmであり，規模と配列から主柱穴

と考えられる。㌘29P5ラP79㌘12は径2～諏cmの円形で　深さ購～錮cmであり9配列から補助柱穴と考えられ

る。その他は9　性格不明である。

炉　ほぼ中央に付設されている。長径60cm9短径55cmの楕円形で，床面を用cmほど掘りくぼめた地床炉である。

炉内覆土に焼士ブロックの焼土粒子を含むがラ　炉床は硬くない。

炉土層角牢説

1　暗赤褐色　焼土粒子の焼土中ブロック中量

覆土　2層からなる。1層が大部分を占め9土器片が出土している。2層は壁際から流れ込んだものと考えら

れる。

土層解説

1褐　　　色　ロ…ム粒子多鼠　焼土粒子中量

2褐　色ローム粒子少巌

遺物　覆土中から縄文土器片　目線部舷蕉　胴部端点　底部2点）が出土している。

第闘図　第調号住居跡実測図

0　　　　　　　2m
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第58図　第264号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第58図25は覆土中層から出土した磨石である。1－24は縄文土器片の拓影図である。1～10は口綾部片であ

る。1は加曽利EI式で，ロ綾部無文帯を隆帯で区画し，以下に撚糸文を地文に背割りを施した隆帯を貼り付

けている。4，6，9は称名寺式で沈線を施している。2，3，5，7，8，10は堀之内I式である。2と5は縄文

地文に沈線を描いている。7は縄文を充填している。8は口唇部に沈線が巡る。10は沈線を施している。11～

24は胴部片である。13は加曽利EII式で撚糸文を地文に複列の沈線が垂下する。15は称名寺式である。

11，12，14，16～24は堀之内I式である。11と12は単節縄文を施文している。14，17～20，23は単節縄文を地

文に沈線を施している。21，22，24は沈線を描いている。26は確認面から出土したミニチュア土器である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，縄文時代後期（堀之内I式期）と考えられる。縄文土器片の中

に中期の土器が含まれているのは，混入したものと思われる。

－71－



第器号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 楯 計測値（cmラ 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士・色調 ・焼成 備　　　　 考

第58図 ミニチュア Å ［7。2］ 胴部から日綾部片。波状目線。目線部は内攣する。 日経直下に連続爪形 砂粒 ・スコリア ・ P 275　 30％　　 P L3 0

2 6 縄 文 土 器 B　緒潮 文が巡る。以下は，ナデを施している。 パ ミス

橙色　 普通

確認面

後亀文 略代 中期）

第265号住居跡（第59図）

位置　調査区のl巨火，D17e吊メ：。

重複関係　本跡の南側部分を第1318号士坑と第45号溝が掘り込んでいる。

規模藍平面形・南壁が確認できないがラ　長径［5の91］m9　短径［5。顧mの楕円形と推定される。
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第鯛図　第調号佳贋跡実測図
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第60図　第265号住居跡出土遺物実測・拓影図

削．

一任

壁　壁は南壁以外確認できたが，壁高は約4cmと非常に浅い。

床　ほぼ平坦で，炉周辺が踏み固められている。

ピット13か所。Pl，P5，P8，Pll，P12，P13は径約30～40cmの円形で，深さ40～60cmであり，規模と配列から

主柱穴と考えられる。P3，P4，P7，P9，PlOは径20～30cmの円形で，深さ8～18cmと浅いのもであるが，位置

的に補助柱穴と考えられる。東壁際のP2は，径50cmの円形で，深さ118cmと深い。性格は不明である。

炉　ほぼ中央に付設されている。長径90cm，短径70cmの楕円形で，床面を15cmほど掘りくぼめた地床炉である。

炉床は，ロームが火熟を受けて赤変硬化しゴツゴツしている。長期間使用したと考えられる。

覆土　2層からなる。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土地子少呈

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子値少量

遺物　覆土中から縄文土器片（口綾部8点，胴部82点，底部8点）が出土している。

第60図1～12は縄文土器片の拓影図である。1は称名寺I式の口綾部片で，沈線を施している。2～12は胴

部片である。2，3，7は加曽利EII～III式である。2と3は胴部上位で，2は隆帯が巡り，3は複列の円形刺

突文が巡る。7は複節縄文を施文している。9－11は称名寺II式で沈線を施している。5は阿玉台IIl式で断面

三角形の隆帯に沿って爪形文を施している。4，6，8，12は堀之内I式である。4は沈線と刺突文を施してい

る。6は単節縄文を地文している。8は縄文地文に沈線を描いている。12は条線文を施している。

所見　本跡は，南側壁が確認できなかったが，柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。時期は，出

土遺物から判断して，縄文時代中期から後期と考えられる。
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第266号住居跡（第61図）

位置　調査区の北東部，D18C2区。

重複関係　本跡の南側部分を第1240号土坑，西側部分を第1261号土坑，東側部分を第1239号土坑，南東壁際を

第1238号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　壁は確認できなかったが，長径［5．36］m，短径［5．45］mの円形と推定される。

床　ほぼ平坦で，炉周辺が踏み固められている。

ピット13か所。Pl，P3～P6，P8，Pll，P12，P13は径30～40cmの円形で，深さ40－60cmであり，規模と配列

から主柱穴と考えられる。P2，PlOは径20～50cmの円形で，深さ24－40cmであり，位置的に補助柱穴と考えら

れる。P7，P9は，性格不明である。

炉　ほぼ中央に付設されている。長径80cm，短径70cmの楕円形で，床面を15cmほど掘りくぼめた地床炉である。
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第61図　第266号住居跡実測図

第62図　第266号住居跡出土遺物実測・拓影図
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炉の底部から下半部の欠失した深鉢形土器が出土している。炉床は9　赤変硬化している。

遺物　確認商から縄文土器片（目線部1点，胴部25点字　底部2点）が出土している。

第62図1は炉内から出土した深鉢形上帯である。2－6は縄文土器片の拓影図である。2～4はr」縁部片で

ある。　ほ阿王台錆式で日経直下に縦位の沈線と山形状の沈線が巡る。3ほ加曽利EI式で撚糸文を施文して

いる。4は堀之内I式で単節縄文を地文している。5と6は胴部片である。5は阿王台III式で波状沈線を描い

ている。6は堀之内‡式で沈線を施している。

所見　本跡は9　壁は確認できなかったが，柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。時期は9　炉内か

ら出土した深鉢形土器から判断して，縄文時代中期　沌Il曽利EIII式期）と考えられる。縄文土器片の中に後期

の土器が含まれているのは，混入したものと思われる。

第266号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土。色調・焼成 備　　　　 考

第62図 深鉢形土器 B （10．5） 底部から胴部片。底部から胴部下位にかけて外傾して立ち上がる。胴部 砂粒6長石 P 21 20％　　　 PL30

1 縄文土器 C　∴8 外面に直線的磨滑帯が垂下し，底面から10cm程のところに，縄文が施さ 橙色 炉内

れているが学　摩滅が著しい為　 原体は不明である。以下は縦位ナデを施

している。

普通 （加曽利E m 式）

窮錆考住居跡（第63図）

位置　調査区の北東部，I）17e（月メ∴〕

規模と平面形　壁が確認できなかったが，長径［4。88］m9　短径［4。45］mの円形と推定される。

床　ほぼ平川で，炉周辺が踏み囲められている。

ぽッ睦　9か所。P2，P4，㌘6，P7は径約購cmの円形で，深さ32～50cmでありヲ　規模と配列から主柱穴と考え

られる。P19　P5ほ径約30cmの円形で，深さ25～46cmであり9　位置的に補助柱穴と考えられる。P9は長径110cmラ

短径80cmの楕円形でラ　深さ72cmであり学　務土中から土器片が出土している。規模と位置から貯蔵穴の可能性が

考えられる。その他は性格不明である。

炉　中央からやや南寄りに付設されている。長径80cm，短径60cmの楕円形の地床炉である。炉床は，赤変硬化

し露出している。

遺物　確認面とピット覆土中から縄文土器片（目線部7点9　胴部41点）が出土している。

第64図1－12は縄文土器片の拓影図である。1－4は加曽利EI式の［二1線部片である。1は【二］緑部無文。2

は仕組軒下に沈線が巡る。3は単節縄文を地文している。4は隆帯によって目線部文様帯を区画し，区画内に

縦位の沈線を施している。5－11は加曽利EI式の胴部片である。5は複節縄文を施文し，6－11は単節縄文

を施文している。12は加曽利B式の胴部片である。

所見　本跡はタ　壁が確認できなかったが，柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。時期は，出土遺

物から判断して，縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。縄文土器片の中に後期の土器が含まれてい

るのは，混入したものと思われる。
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第63図　第267号住居跡実測図
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第64図　第267号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第268号住居跡（第65図）

位置　調査区の北東部，り18g6区。

重複関係　本跡の北側部分を第1335，1287号土坑　西側部分を第1288号土坑　南東壁を第1403号土坑が掘り込

んでいる。

規模と平面形　長径5。51m，短径4。20mの楕円形。

長径方向　N－52J－W

壁　壁高は9－13cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉周辺と南東コーナーが踏み固められている。

ピット15か所。Pl，P3，P5，P7，P9，P14は径20～40cmの円形で，深さ60～90cmであり，規模と配列から主

柱穴と考えられる。P2，P4，P6，P8，PlO，P15は径20～30cmの円形で，深さ30～50cmであり，位置的に補助柱穴

と考えられる。P12とP13は，炉を掘り込んでいるため，新しいものと考えられる。Pllは，性格不明である。

炉　ほぼ中央に付設されている。長径80cm，短径70cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地床炉である。

覆土には，焼土ブロックe焼土粒子を多義に含まれている。炉内南寄りのロームが赤変硬化しているため，炉

床と考えられる。

炉土層解説

1　赤　褐　色　焼土中ブロック中量

2　にぷい赤褐色　焼土中ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量

3　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子中量，炭化粒子極少巌

埋設土器　炉の南寄り床面から埋設土器が出土している。出土状況は，正位に埋設されている。掘り方の土層

は，4層に分層される。5層の褐色土を入れてよく締めた徽胴下半部を欠失した深鉢形土器を埋設している。

土器の中から遣物は出土していない。

埋設土器土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　極　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ロームノトブロック少量

3　褐　　　　色　焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少鼠　ローム小ブロック極少墓

5　褐　　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子少鼠　炭化粒子・ローム小・中ブロック中量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

覆土10層からなる人為堆積である。1層が大半を占める。5層と10層は，壁際からの流れ込みと考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子少量

2　褐　　　　色　ローム粒子多量

3　暗　褐　色　焼土粒子中量

4　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子少量

5　褐　　　　色　ロームノトブロック・ローム粒子・ソフトローム土中量

6　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子極少量

7　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・ソフトローム土中鼠　炭化粒子極少量

8　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極少量

9　にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠　焼土粒子・炭化粒子極少巌

10　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック少鼠　焼土中ブロック・炭化物極少量

遺物　覆土中から縄文土器片（ロ綾部27息　胴部122息　底部2点）が出土している。

第66図1は埋設土器に使用した深鉢形土器である。2は北側床面から出土した深鉢形土器である。3は覆土

中から出土した深鉢形土器の把手の部分である。4は南側床面から出土した浅鉢形土器の口綾部である。第67図

17はP7の覆土中から出土した磨製石斧である。18は南東側床面から出土した磨製石斧である。19は覆土中から

出土した打製石斧である。20は覆土中から出土した磨石である。5～16は縄文土器片の拓影図である。5～10は

ロ綾部片である。5ほ中峠式で目線直下に沈線と交互刺突文が巡る。6は単節縄文を地文に背割れを施した隆
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第駈図　第調号住居跡実測◎出藍遺物億置図

帯を貼り付けている。7は阿玉台式の浅鉢形土器で無文である。8，9，10は堀之内I式である。8は波状目

線でロ綾部に円形刺突を施し，以下に縄文地文に沈線を施している。9は沈線を施している。10は波状目線の

胴部から口綾部片で，無節縄文を施文している。11～16は胴部片である。11，13，14は加曽利EI式である。

11は背割れを施した隆帯で区画し，区画内に縦位の沈線を施している。13は単節縄文を地文に沈線を描いてい

る。14は単節縄文を施文している。12は阿王台III式で刺突文を施した隆帯と沈線を施している。15と16は堀之

内I式で沈線を施している。

所見　本跡の時期は，埋設土器から判断して，縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。縄文土器片の
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第66図　第268号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）
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第67図　第268号住居跡出土遺物実測・拓影図（2）

中から堀之内I式の土器が多量に出土しているため，本跡を掘り込んでいる土坑は堀之内I式期の可能性が高

い。

第268号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第6 6図 深鉢形土器 A ［25．6］ 胴部からロ綾部片。胴部は外反 し， 口綾部は内攣する。口綾部無文帝を 砂粒 ・長石 ・石英・ P 2 2　 40％　　　 P L 30

1 縄 文 土 器 B （2 2．7） 二本の隆帯で区画 し，以下に単節縄文L R の横位回転 を地文に隆帯と沈 雲母 埋 設土器

線で渦巻文を描いている。胴部上位に半裁竹管による沈線が巡 り．以下 褐色 （加曽利 E I 式）

に単節縄文R L の横位回転を地文に，半裁竹管による沈線が垂下する。 普通

2

深鉢形土器 A ［4 1．2］ 胴部から口綾部片。胴部上位から口綾部にかけては，ほぼ垂直に立ち上 砂粒 ・長石 ・石英 P 2 3 10％　　　 P L 31

縄 文 土 器 B （14．6） がる。ロ綾部に波状の突起を有する。胴王馴こ縄文を地文している。 赤褐色

普通

北部床 面

（堀之 内 I 式）
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第66図 深鉢形土器 貴大長6．5 把手片。中空の把手。孔の周囲には，キザ ミ目を施 している。 砂粒 ・長石 ・石英 P 24　 5 ％　　　 PL 30

3 縄 文 土 器 最大幅6．5

最大厚4．0

にぷい褐色

普通

覆土 中

（中峠式）

4

深鉢形土器 A ［45．6］ 胴部か ら冒綾部片。胴部から頸部にかけて内攣 しなが ら立ち上が り，日 砂粒 ・長石 ・石英 l！p 25　 5 ％　　 P L 31

縄 文 土 器 B （12．8） 綾部は外傾する。無文である。 明褐色

普通

南部床面

紬口曽利 E I 式）

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 質

備　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第67図17 磨製石斧 6．3 3．5 1。8 （5軋0） 砂　　　 岩 Q 23　覆土中　 一部欠損　　　　　　 P L57

18 磨製石斧 （6。0） 4。9 2．7 （120。0） 砂　　　 岩 Q 24　南東部床面　 刃部片　　　　　 PL 57

19 打製石斧 （10．0） 6．2 2．2 （170．0） 安　 山　岩 Q 25　覆土中　 一部欠損　　　　　　 P L 57

20 磨　　　 石 8。6 （4．9） 4．5 （220．0） 安　 山　岩 Q 26　覆土中　 半欠

第269号住居跡（第68図）

位置　調査区の北東部，り18e2区。

重複関係　本跡は，北側部分が第281号住居跡と重複している。西側部分を第1273号土坑，南側部分を第1281

号土坑と第45号溝が掘り込んでいる。

規模と平面形　北壁と西壁の立ち上がりしか確認できなかったが，長径［7。04］m，短径［4。91］mの楕円形

と推定される。

長径方向　［N－25。－Ⅵ弓

壁　壁高は約21cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　21か所。Pl，P3，PlO，P坊P14，P16，P18，P19は径20～40cmの円形で，深さ50～90cmであり，規模と配

列から主柱穴と考えられる。P2，P4，P8，P12，P13，P15，P17，P20は径30～40cmの円形で，深さ30－40cmであり，

配列から補助柱穴と考えられる。その他は性格不明である。

覆土　2層からなる。1層が大半を占め，土器片が多量に出土している。

土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子多鼠　焼土粒子中量

2　褐　　　色　　ローム小e中ブロック中巌

遺物　覆土中から縄文土器片（口綾部118点，胴部594点，底部26点）が出土している。

第69図1はP12の北側床面から出土した浅鉢形土器である。2と3はP14の北側床面から出土した小型の深

鉢形土器である。覆土中層から4の深鉢形土器の底部，5の土器片錘，第70図21の磨製石筑　22と23の磨石が出

土している。6～20は縄文土器片の拓影図である。6～13は口綾部片である。6，7，9，11は勝坂式である。6は

目線直下に二条の交互刺突文と爪形文が巡り，7は一条の交互刺突文と爪形文が巡る。9は単節縄文を地文に

沈線が描かれている。11は小型壷形土器で1単位の穿孔が認められる。8は阿王台Ⅳ式で目線直下に横位の条

線文を施している。10は加曽利Em式で目線直下に二条の円形刺突文が巡る。12は堀之内I式で口唇部に円形

刺突文を施し，沈線が巡る。13は阿王台III式の波状口縁で，隆帯によって口綾部文様帯を区画している。隆帯

に沿って刺突文を施し，区画内に波状沈線を施している。14～20は胴部片である。14は大木8a式の胴部上位

で単節縄文を地文に沈線を描いている。15，18，20は勝坂式である。15は半裁竹管による刺突文や爪形文を施

している。18は隆帯によって文様を描いている。20は沈線で文様を描いている。16は加曽利EI式の胴部下位

で単節縄文を施文している。17と19は沈線を施している。
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所見　本跡は，第281号住居跡を掘り込んでいるため，第281号住居跡より新しい。炉は確認できなかった。時

期は，床面から出土した遣物から判断して，縄文時代中期（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。縄文土器片の中に

後期の土器が含まれているのは，混入したものと思われる。
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第69図　第269号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）
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第70図　第269号住居跡出土遺物実測図（2）

第269号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（飾） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　　　 考

第69図 浅鉢形土器 A ［5 3．9］ 底部から口綾部片。平底。胴部は外傾 し， 口綾部は大 きく外反する。全 砂粒 ・長石・石英・ P 26　 6 0％　　　 P L 3 1

1 縄 文 土 器 B 18．2

C l l．6

面に磨きを施している。 雲母

褐色　 普通

P 12北部床面

（阿五 台Ⅳ式）

2

深鉢形土器 A ［13．3］ 胴部から口綾部片。胴部からロ綾部にかけてほぼ垂直に立ち上がる。 H 砂粒 ・長石 ・石英・ P 27　 4 0％　　　 P L 3 1

縄 文 土 器 B （13．9） 緑に緩やかな波状 を有する。無文である。 スコリア

褐色　 普通

P 14北部床面

（阿王 台Ⅳ式）

3

深鉢形土器 A ［22．4］ 胴部から口綾部片。口緑は波状 を有する。 口綾部文様帯は，幅の広い隆 砂粒 ・長石 P 28　 5 ％　　　 P L 3 1

縄 文 土 器 B （1 1．7） 常により区画され，区画内に単節縄文 を充填している。以下は，単節縄 明褐色 P 14北部床面

文R L の横位回転 を地文に，曲線的な隆帯 を貼付 し，隆帝に沿って縄文

を地文している。

普通 （阿玉 台 I 式）

4

浅鉢形土器 B （7．8） 底部から胴部片。底部か ら胴部下位にかけて外傾する。底面から5cmは 砂粒 ・長石 P 29　 20％　　　 P L 3 1

縄 文 土 器 C ［10．8］ どまでは横位ナデを施 している。 浅黄橙色

普通

覆土中層

（堀之 内 I 式）

図版番号 種　 別
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
備　　　　　　　　　　 考

最 大 長 最 大 幅 最 大 厚

第69図 5 土 器 片 錘 3．8 2．9 0．8 10．0 10 0 D P 8　 覆土 中層　　 P L 56

図版番号 種　 別

計　　　　 測　　　　 値
石　 質 備　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第70図2 1 磨 製 石 斧 4．4 1．7 0．7 10．0 頁　　　 岩 Q 2 7　覆土 中層　　　　　　　　　　 P L 57

22 磨　　　 石 7．5 6．3 5．2 33 0．0 安　 山　 岩 Q 28　 覆土 中層　 敲石転用　　　　　 P L 5 9

23 磨　　　 石 （4．5） 6．4 3．1 （11 0．0） 安　 山　 岩 Q 29　 覆土 中層　 半 欠

第271号住居跡（第71図）

位置　調査区の北東部，D18e6区。

重複関係　本跡は，中央より東側部分が第272号住居跡と重複している。北側部分を第1302号土坑が掘り込ん

でいる。

規模と平面形　長径［3．70］m，短径［3．26］mの楕円形と推定される。

長径方向　［N－400－E］

壁　壁高は3－4cmである。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　5か所。ピット番号は，第272号住居跡と通し番号である。Pl，P2，P4は径30～40cmの円形で，深さ

50－60cmであり，規模と配列から主柱穴と考えられる。壁際に位置するP5は，径30cmの円形で，深さ18cmで
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第72図　第271号住居跡出土遺物実測・拓影図

あり，位置的に補助柱穴と考えられる。P3は，性格不明である。

炉　第272号住居跡に掘り込まれているが，焼土ブロックが多量に確認できたため，炉と考えられる。

覆土　土層番号は，第272号住居跡と通し番号である。本跡は，1屑と3層しか確認できなかった。

土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少呈

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ハードローム小ブロック中量

遺物　覆土中から縄文土器片（胴部2点，底部1点）が出土している。

第72図1と2は縄文土器片の拓影図である。1は中峠式の胴部片で，無文である。2は堀之内I式の胴部片
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でラ　縄文を施文している。

所兇　本跡は9第272号住居跡に掘り込まれているため　第2詔号住居跡よ　古い。時期は　出土遺物から判断

して撃　縄文時代中期から後期と考えられる。

窮欝聾健腰掛（第71図）

位置　調査区の北東部9　m8e7区。

重複関係　一本跡は「北側部分が第273号住居跡と西側部分が第2m号住居跡と重複している。北側壁際を第

鼠317ラ1293号士坑西側壁際を第1302号土札束側壁際を第1渕号土坑南東側壁際を第1306学1325号土坑が

掘り込んでいる。

規模と平面形・長径［5。34］m，短径［4の50］mの楕円形と推定される。

ヾ空ノ．・ゝ　　1＼：′　　二

壁　壁高は約5cmで学　外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉周辺が踏み固められている。

ぼ亀州16か所0ピット番号札第2m号住居跡と通し番号である。P99　P蟻㌘ユ3誹15タ晦㌘21は径親～姻

cmの円形でラ深さ65～75cmでありラ規模と配列から主柱穴と考えられる。PlO，P14，P16は径約30cmの円形でヲ

深さ30～80cmであり9　位置的に補助柱穴と考えられる。その他は性格不明である。

炉　中央から北東寄りに付設されている。径80cmの円形で9床面を15cmほど掘りくぼめた地床炉である。炉床

は91ロームが熟を受けて赤変碩化している。北側部分が第273号住居跡のピットに掘り込まれている。

炉土層解説

i　暗赤褐色　焼土中e大ブロック多鼠　焼土粒子中鼠　ローム小ブロック少量
2　赤　褐　色　焼土中e太ブロック多量

3　晴赤褐色　焼土中e太ブロック多鼠　廃土粒子0炭化粒子中量

4　褐　　　色　ローム粒子多鼠　焼土中の太ブロック。焼土粒子中量

5　褐　　　色　ロ…ム粒子。焼土小ブロック多鼠　廃土粒子中義

覆土　6層からなる人為堆積である。6層底部が第271号住居跡の炉に当たると考えられる。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子中最　焼土粒子0炭化粒子少量　　　　　　4　褐　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子0炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子極少量　　　　　　　　　5　褐　　色　ローム粒子多鼠焼土粒子・炭化粒子極少憲

3　暗　褐　色　ローム粒子0ロームノ恒中ブロック中鼠廃土粒　　　6　晴赤褐色　ローム粒子の焼土中ブロック8焼土粒子中量
J’・極少量

遺物　覆土中から縄文土器片（打線部肱も胴部59鳥　底部4点）が出土している。

第7図　～蟻は縄文土器片の拓影図である。1～5ほ打線部片である。1ほ阿王台Ⅳ式の波状日録で，口唇

部に単節縄文を充填し学　目線直下には刺突文が巡る。2ほ加曽利斑或式で単節縄文を地文に半裁竹管による棒

状洗練を施している。3～5ほ堀之内‡式である。3ほ横位の沈線を施している。射ま波状目線で沈線を措い

ている0　5は口唇部に沈線を施し9　日縁直下に円形刺突文を施している。以下に蛇行沈線が垂下する。6～16

は胴部片である。6ほ中略式でキザミ昌を施した隆帯を貼り付けている。以下に撚糸文を施文している。7と

8ほ加曽利EI式で単節縄文を施文している。10は中期で無節縄文を施文している。9，11～14916は堀之内

‡式である。9と13は単節縄文を施文している。Hは単節縄文を地文に沈線を施している。14と16は沈線を描

いている。15は称名寺式で磨消縄文を沈線で区画している。

所見　本跡は9南側壁と東側壁際の一部しか確認できなかったが，柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推

定した。第271号住居跡を掘り込んでいるため9本跡の方が新しい。第273号住居跡のピットに炉が掘り込まれ

ているため9　本跡の方が古い。時期は9　出土遺物から判断して，縄文時代中期から後期と考えられる。
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第73図　第272号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第273号住居跡（第74図）

位置　調査区の北東部，C18d7区。

重複関係　本跡は，南側部分が第272号住居跡と重複している。中央から北西側部分を第1301号土坑，南西側

部分を第1317，1293号土坑，南側部分を第1304号土坑，東側部分を第1332，1333号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　壁は確認できなかったが，長径［4．64］m，短径［4．32］mの円形と推定される。

床　ほぼ平坦で，炉周辺が踏み固められている。

ピット12か所。Pl，P3，PlO，Pll，P12は径約40～50cmの円形で，深さ40～70cmであり，規模と配列から主柱

穴と考えられる。P2は径40cmの円形で，深さ30cmであり，位置的に補助柱穴と考えられる。その他は性格不

明である。

炉　中央からやや南東寄りに付設されている。長径90cm，短径70cmの楕円形で，深さ25cmの掘り方の中に深鉢

形土器を埋設した土器埋設炉である。日録部を欠失する深鉢形土器を掘り方内のほぼ中央に据えて，炉体土器

としている。掘り方の土屑は4層に分層される。炉体土器に接する3層と4層は，熟を受けて赤変硬化し，焼

土ブロックがゴツゴツしている。長期間使用したと考えられる。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，炭化物少量

2　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量
3　赤　褐　色　焼土ブロック
4　赤　褐　色　熟を受けたロームブロック

5　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子極少量

6　暗赤褐色　焼土粒子・ローム小ブロック少量
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第鍼図　第銅聾佳贋跡実測図

遺物　確認面から縄文土器片　的綾部3息　胴部33息　底部1点）が出土している。

第75図1は炉体土器に転用された深鉢形土器である。2～8は縄文土器片の拓影図である。2は堀之内Ⅱ式

の日綾部片である。3－8は堀之内I式の胴部片である。3と4ほ沈線により文様を措いている。5と6ほ縄

文地文に沈線が垂下する。7と8ほ単節縄文を施文している。

所見　P11が第272号住屠跡の炉を掘り込んでいるため9　本跡の方が新しい。時期は，炉体土器から判断して9

縄文時代後期（称名寺持式期）と考えられる。縄文土器片の中に堀之内Ⅱ式の土器が多量に出土しているため9

掘り込んでいる土坑は堀之内‡式期の可能性が高い。

第273号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 恒 柚 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士・色調・焼成 備　　　　 考

第75図 深鉢形土器　 B （20．5） 口綾部欠損。平底。胴部上位にかけて外傾して立ち上がり，上位で大き 砂粒 ・長石・雲母 P 30　75％　　　 P L 32

1 縄文 土器　 C l且2 く内攣する。胴部上位に最大径を持つ。胴部上位に橋状把手を有する。 にぷい褐色 炉体土器転用

以下は無節縄文を地文に言 太線と隆帯で直線や曲線を描いている。 普通 （潮；名寺II式）
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二
第75図　第273号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第281号住居跡（第76図）

位置　調査区の北東部，D18d2区。

重複関係　本跡は，南側部分が第269号住居跡と重複している。東壁際を第1234号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　壁が確認できなかったが，長径［5．85］m，短径［4．49］mの楕円形と推定される。

長径方向　［N－41。－W］

床　ほぼ平坦で，炉周辺が踏み固められている。

ピット19か所。Pl，P2，P5，P6，P7，P9，PlOは径約40～60cmの円形で，深さ40～80cmであり，規模と配列か

ら主柱穴と考えられる。P4，P8，P17は径約40cmの円形で，深さ20～60cmであり，位置的に補助柱穴と考えら

れる。その他は性格不明である。

炉　ほぼ中央に付設されている。一部第269号住居跡に掘り込まれている。炉床は，赤変硬化し，露出してい

る。

所見　本跡は，壁が確認できなかったが，柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。第269号住居跡

に掘り込まれているため，本跡の方が古い。時期は，出土遣物がないため，周辺の住居跡と比較して，縄文時

代中期から後期と考えられる。
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第謂号住居跡（第77図）

位置　調査区の北東部9　り18b7区。

重複関係　中央からやや東側部分を第1286号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　壁は確認できないが9　長径［3。88］m，短径［3。69］mの円形と推定される。

床　ほぼ平坦で9　中央部が踏み固められている。

ぼ亀ソ睦12か所。Pl～㌘10は径40～50cmの円形で9深さ40～100cmであり9等間隔に配列している。規模と配

列から主柱穴と考えられる。Pllと㌘12は径約朝cmの円形で，深さ約35cmである。性格は不明である。

遺物　確認面から縄文土器片（目線部4息　胴部27都が出土している。

第78図1～7ほ縄文土器片の拓影図である。1～射ま称名寺II式の目線部片である。1ほ綱取式の影響を受

けている。2ほ無文で目線直下に沈線が巡る。3ほ打線直下に沈線が巡り9　以下に単節縄文を施文している。

射ま目線直下に洗練が巡り普　以下に縦位の沈線を施している。5～7は胴部片である。5は勝坂式で爪形文を

施している。6と7ほ称名寺n式で9　6は無節縄文を施文し，7ほ沈線を施している。

所見　第1286号土坑の覆土中から焼土ブロックが中量出土しているため9本跡の炉を掘り込んだ可能性があ

る。時期を判断する出土遺物がないため，周辺の住居跡と比較して9縄文時代中期から後期と考えられる。
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第77図　第283号住居跡実測図
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第78図　第283号住居跡出土遣物実測・拓影図
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第285号住居跡（第79図）

位置　調査区の北東部，C18j5区。

重複関係　本跡の北側部分を第1217号土坑，中央部分を第1225号土坑，中央からやや西側部分を第1297号土坑，

東側部分を第1289号土坑，南側部分を第1283，1285，1298，1330号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　壁は確認できなかったが，長径［5．65］m，短径［5．12］mの円形と推定される。

床　土坑による撹乱が甚だしいが，踏み固められた部分が確認できた。

ピット　7か所。P2，P3，P4，P6，P7は径40～60cmの円形で，深さ60～80cmであり，規模と配列から主柱穴と

考えられる。Plは径40cmの円形で，深さ60cmであり，位置的に補助柱穴と考えられる。P5は，性格不明であ
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第80図　第285号住居跡出土遺物実測・拓影図
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る。

遺物　確認面から縄文土器片（口綾部4点，胴部22点，底部2点）が出土している。

第80図1～8は縄文土器片の拓影図である。1は加曽利EIII式の口綾部片で，単節縄文を充填している。2

～8は加曽利EIII式の胴部片である。2，4，5は磨消帯が垂下する。6は単節縄文を施文している。3，7，8

は条線文を施している。
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所農　本跡は撃　柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。炉は確認できなかった。時期は，出土遺物

から判断して，縄文時代中期（加曽利EIII式－i紺　と考えられる。

二r．ノ壬主一　一∴一ン　十、－く1

位置　調査区の北東部，Dl＿8ビバ区、

重複関係　本跡は9　北側部分が第2狙号住居跡と重複している。中央部分を第1389号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　東側半分が調査区城外のため確認できないが，長径［3。9の］m晋　短径拉録65］mの円形と推定

される。

壁　壁高は約15cIllで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平出で・ある。「

ぽッ距　4か所。ピッ　番号は　第鍋号住居跡と通し番号である。㌘4，㌘59　㌘9ほ径20～30cmの円形で，深さ

約鋼cmであ勘　規模　配列から主柱穴　考えられる。Pは　性格不明である。

覆羞　　層からなる。土層番号は　第2飢号住居跡と通し番号である。1層は耕作土である。

土
　
色
色

作
　
　
褐

説解

耕

褐

暗

層土
　

1

　

2

　

3

ロー一一ム粒子・焼十粒子・炭化粒子中量

ローム粒子多鼠　焼土粒子のロ…ム小の中ブロック中巌

遺物　覆土中から縄文土器片数点が出土している。いずれも細片である。

第馴図　第謁　の調号住居跡実測図

－93　－
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所見　本跡は，東側半分が調査区域外のため，確認できなかった。時期は，出土遣物から判断して，縄文時代

中期と考えられる。重複している第291号住居跡との新旧関係は，不明である。

第288号住居跡（第82図）

位置　調査区の北部，D17dl区。

重複関係　本跡は，東側部分が第296号住居跡と重複している。中央から北側部分の第1354号土坑，西側部分

の第1352号土坑，南側部分の第1353号土坑，東側部分の第1351号土坑を掘り込んでいる。

第82図　第288号住居跡実測図

第83図　第288号住居跡出土遺物実測・拓影図
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規模と平面形　壁は確認できなかったが，長径［4。40］m，短径［4。20］mの円形と推定される。

床　土坑の上面を踏み固めて床面にしている。特に普　炉周辺が踏み固められている。

ピット14か所。Pl，P3，P8，PlO，Pllは径30～60cmの円形で，深さ50～100cmであり，規模と配列から主柱穴

と考えられる。P7は径40cmの円形で，深さ48cmであり，南側から掘り込まれている。P4，P5，P12～P14は，径

30～60cmの円形で，深さ60～80cmであり，位置的に補助柱穴と考えられる。P12は第1352号土坑を掘り込んで

いる。その他は性格不明である。

炉　ほぼ中央に付設されている。径約80cmの円形の地床炉である。炉床は，赤変硬化し露出している。

遺物　確認商から縄文土器片（目線部3点9　胴部4点）が出土している。

第83図1～4は縄文土器片の拓影図である。1～3ほ目線部片である。1と2ほ加曽利EI式で，1は隆帯

による渦巻文を描き，2ほ目線直下に隆帯が巡る。3は阿王台Ⅳ式で無節縄文を地文に押引き刺突文を施して

いる。4ほ加曽利EI式の胴部片で，単節縄文を充填している。

所見　本跡は，壁が確認できなかったが，柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。時期を判断する

出土遺物がないため，周辺の住居跡と比較して，縄文時代中期から後期と考えられる。重複している第296号

住居跡との新旧関係は，不明である。

第289号住居跡（第84図）

位置　調査区の中央部，D17f．1区。

重複関係　本跡は，南側部分が第297号住居跡と重複している。北西壁際を第1363号土坑，西側部分を第1440

号土坑，南側部分を第1374号土坑，炉の東側部分を第1439号土坑，東側部分を第1372号土坑，南東壁際を第1373

号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　長径［5。90］m，短径［5。00］mの楕円形と推定される。

長径方向　［N－75、1－W］

壁　北壁と東壁が残存しており，壁高は6～7cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉の北側部分が踏み固められている。土坑による撹乱が甚だしい。

ピット13か所。Pl～P：う，P5，Pγ，Pl（），P12は径30－40cmの円形で，深さ40－70cmであり，規模と配列から

主柱穴と考えられる。P4，P6，P8は径20－30cmの円形で，深さ40～80cmであり，位置的に補助柱穴と考えら

れる。その他は性格不明である。

炉　2か所。炉1は，ほぼ中央に付設されている。長径120cm，短径80cmの楕円形で，床面を13cmほど掘りく

ぼめた地床炉である。東側部分を第1439号土坑に掘り込まれている。炉床は赤変硬化している。炉2は，北西

コーナーに付設されている。径約90cmの円形の地床炉である。炉床は，赤変硬化し露出している。

炉1土層解説

1　明赤褐色　焼土粒子・焼土中ブロック中量

2　橙　　　色　焼土ブロック多量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量

4　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子中量
5　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子中量

炉2土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子多鼠　焼土中ブロック少量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量

6　褐　　　色　焼土粒子中量

7　赤　褐　色　焼土粒子・焼土中ブロック中量

8　にぷい褐色　焼土粒子・焼土中ブロック中量

9　にぷい褐色　焼土粒子中量

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。1層が大半を占め，土器片が出土している。

色
色
褐

説解

暗

褐

層土

1

2

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少壷　　　3　褐　　　色　ローム′上中ブロック中量

ローム粒子多鼠　焼土粒子中量
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第馴図　第調号住居跡実測図

2

∴∴‥－「「
遺物　覆土中から縄文土器片（口綾部22点，胴部80点，底部4点）が出土している。

覆土中層から第85図1の深鉢形土器の目線部，2のミニチュア土器，3の土錘，4の土製円板が出土してい

る。5～16は縄文土器片の拓影図である。5～9は日綾部片である。5は加曽利Em式で目線直下に幅の広い

沈線が巡る。以下は複節縄文を施文している。7は称名寺式で有孔把手を有する。6と8は加曽利B式の粗製

土器である。9は加曽利BIII式で縄文に沈線を施している。内面は丁寧に磨いている。10～15は胴部片である。

10－13は加曽利En～III式である。10と11は胴部上位で隆帯を貼り付けている。12は磨消帯が垂下する。13は

無節縄文を施文している。14と15は加曽利EI式で，14は撚糸文を地文に隆帯を縦位に貼り付け，15は単節縄

文を地文に隆帯を縦位に貼り付けている。16は加曽利EII式の底部片で，磨消帯が垂下し，底面から1cmほど

まではナデを施している。

所見　本跡は，北壁と東壁しか確認できなかったが，柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。時期

は，出土遺物から判断して，縄文時代中期（加曽利Em式期）と考えられる。重複している第297号住居跡よ

り新しい。縄文土器片の中に後期の土器が含まれているのは9　混入したものと思われる。
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第85図　第289号住居跡出土遺物実測・拓影図

第289号住居跡出土遺物観察表

擁一

抹

新

規

‥；；；；

0

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第85図 深鉢形土器 A ［40．6］ ロ緑部片。口綾部は内攣す る。内面横位ナデを施 している。外面は櫛歯 砂粒 ・長石 ・雲母 P 31　 5 ％　　　 P L3 1

1 縄 文 土 器 B （7．2） 状工具による縦位の条線文 を施している。 にぷい褐色

普通

覆土 中層

（加 曽利E III式）

2 ミニチュア A　 5．1 平底。底部からロ綾部にかけて，外傾して立ち上がる。内 ・外面に縦位 砂粒 ・長石 ・石英 P 32 10 0％　　 P L 32

縄 文 土 器 B　 2．8

C　 2．2

ナデを施 している。 にぷい橙色

普通

覆土中層

（加 曽利 E Ill式）

図版番号 種　 別

計　 測　 値 （cm ） 重　 量 現存率

（％）
備　　　　　　　　　 考

最 大 長 最 大 幅 最 大 厚 （g ）

第85図3 土 器 片 錘 5．2 3．8 1．1 3 0．0 100 D P 9　 覆土 中層　　　　　　　　　　 p L5 6

4 土 製 円 板 （3．6） （1．9） 1．2 （10．0） 30 D P lO　 覆土 中層　 貫通孔　 一部 欠損　　 P L 56

第290号住居跡（第86図）

位置　調査区の中央部，D17h4区。

重複関係　本跡は，北側部分が第297号住居跡と重複している。北壁際を第1411号土坑，南東壁際を第1474号

土坑，南側部分を第1470号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　長径［6．60］m，短径5．10mの楕円形。

長軸方向　N－100－E
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第跳図　第調号健屠跡実測図

壁　壁高は20－26cmで，外傾して立ち上がる。

床　はぼ平四．で，炉周辺が踏み固められている。

ぽッ睦・銅か所。Pl，㌘59　㌘89　㌘169　㌘189　㌘219　㌘22は径40～60cmの円形で，深さ40～50cmであり，規模と配列

から主柱穴と考えられる。P29　㌘49　㌘6学　㌘17は径20～30cmの円形で，深さ4～鋪cmであり　位置的に補助柱穴

と考えられる。㌘9－㌘15はラ　ピッ日間が踏み固められているため，入日に伴うものと考えられる。P20の覆土

中から焼土プロ、ソクが出士している。1その他は性格不明である。

炉　ほぼ中央に付設されている。長径錮cm　短径醐cmの楕円形で9床面を摘cmほど掘りくぼめた地床炉である。
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第87図　第290号住居跡出土遺物位置図
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炉床は，赤変硬化している。

炉土層解説

1　明赤褐色　焼土粒子・焼土中ブロック中呈

2　橙　　　色　焼土ブロック多量

3　赤　褐　色　ローム粒子多墨，焼土粒子小・中ブロック中立

4　赤　褐　色　ローム粒子少呈，焼土粒子小・中ブロック中呈

5　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子中呈

覆土　4層からなり，人為堆積と考えられる。1層が大半を占める。1層と4層から土器片が多量に出土して

いる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少呈　　　3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

2　褐　　色　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック少量

遺物　覆土中から縄文土器片（口綾部132点，胴部499点，底部32点），黒曜石（1点）が出土している。

第88－90図1－4は，中央床面から出土した深鉢形土器の口綾部である。覆土中層から5と6の探鉢形土器

のロ縁部，7の深鉢形土器の底部，8と9の土製円板，25－28の磨石が出土している。10～24は縄文土器片の

拓影図である。10－16，24はロ綾部片である。10は勝坂式で爪形文，連続コ字文が垂下する。11と16は中峠式

である。11はキザミ目を施した隆帯でロ綾部文様帯を区画し，区画内に刺突文や波状沈線を施している。16は

口縁直下に沈線が巡り，以下にキザミ目を施した隆帯で楕円形を描きロ綾部文様帯を構成している。12は大木

8a式の影響をうけた阿王台Ⅳ式で，口唇部に沈線と2条のキザミ目が巡る。口綾部文様帯は，沈線と縄文を

施した隆帯を貼り付けて描かれている。13と14は加曽利EI式で隆帯を貼り付けて口縁部文様帯を構成してい

る。15は勝坂式の鉢形土器で，口綾部の断面三角形の隆帯にキザミ目を施している。24は堀之内I式で沈線を

施している。17～23は胴部片である。17は勝坂式で半裁竹管による棒状沈線や刺突文が描かれている。18は大

木8a式で無節縄文を地文に沈線が描かれている。19－22は加曽利EI式である。19～21は単節縄文を地文に

－99－



璽Ir＿＝l完
1＿・慮

1

弛

第88図　第290号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）

－100－



⊂コ

勒粕昭卵汀隔
如璃－甘粕折紬1＿｛＿調密

麹問詰謳越準

更聖二

葱攣豆

朋

裏

者．‘ii

・！：＿：．‘

．Jlニ

箋喜
T　と

．　一　℃

拇

菩号等

瀧
ニ㌫ご・

：…己選

細岨一節癖

二一、・・・∴∴

1‾旨

粍
療法

iti
彦

墜

≡

議

ヨ
霊
こプ
ご一
こ′
ここ

討

苛

か
IO

ず

湖

臣・誰i！：．．．：一一

‥二二Il

カ
第89図　第290号住居跡出土遺物実測・拓影図（2）

－101－



⊂⊃
第90図　第290号住居跡出土遺物実測図（3）

：二．
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

直線的沈線や波状沈線が垂下する。22は単節縄文を施文している。23は阿王台Ⅳ式で条線文を施している。

所見　本跡の時期は，床面からの出土遺物から判断して，縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。重

複している第297号住居跡より新しい。縄文土器片の中に後期の土器が含まれているのは，混入したものと思

われる。

第290号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第88図 深鉢形土器 B （31．4） 胴部か ら口綾部片。胴部上位は外反しながら立ち上がり，口綾部は内攣 砂粒 ・スコリア ・ P 33　20％　　　 P L32

1 縄 文 土 器 しなが ら立ち上がる。口綾部文様帯は，隆帯で渦巻文 を描き，沈線で橋 雲母 中央部床面

円形に区画 している。区画内は，単節縄文R L を横位回転で地文 してい 褐色 （加 曽利 E I 式）

る。胴部上位は，単節縄文R L を横位回転で施文している。 普通

2

深鉢形土器 A ［21．6］ 胴部から口綾部片。波状口縁。胴部上位は外反 し，ロ綾部は内攣する。 砂粒 ・石英 P 34 10％　　　 PL 32

縄 文 土 器 B （12．8） 口綾部文様帯は，隆帯と沈線が巡る。胴部は，単節縄文R L の縦位回転 にぷい橙色 中央部床面

を地文に沈線を施している。 普通 （加 曽利 E I 式）

3

深鉢形土器 最大長15．8 把手片。中空の把手。孔の周囲に二重のキザ ミ目を施 している。口綾部 砂粒 ・スコリア P 35　 5 ％　　 P L 32

縄 文 土 器 貴大幅13．0

最大厚8．1

は，隆帯によって区画され，区画内に縦位の沈線 を施 している。 褐色

普通

中央部床面

（中峠式）

4

深鉢形土器 A ［14．2］ 胴部からロ縁部片。胴部上位は外傾 し，口綾部はやや内暫しながら立ち 砂粒 ・スコリア ・ P 36　 5 ％　　　 P L 32

縄 文 土 器 B （11．8） 上がる。口綾部文様帯は．隆帯と沈線で構成されている。胴部は，単節 雲母 ・長石 中央部床面

縄文 L R の横位回転を地文に，直線的な沈線と波状沈線が垂下する。 橙色　 普通 （加 曽利 E I 式）

5

深鉢形土器 A ［24．4］ ロ緑部片。波状口縁。口綾部は内攣する。ロ綾部文様帯は，隆帯による 長石 ・石英 ・雲母 P 37　 5 ％　　　 P L 32

縄 文 土 器 B （6．8） 渦巻文 を描いている。 にぷい橙色

普通

覆土中層

（加曽利 E I 式）

第89図 深鉢形土器 A ［27．4］ 口縁部片。口緑部は内攣する。 口縁直下に一条の沈線が巡 る。以下に， 砂粒 ・石英 P 38　 5 ％　　　 P L 32

6 縄 文 土 器 B （6．2） 撚糸文を地文に，粘土紐を貼付 し文様構成をしている。 橙色

普通

覆 土中層

（加曽利 E I 式）

7

深鉢形土器 B （3．7） 底部から胴部片。底部から胴部下位にかけて外傾する。胴部下位は，単 砂粒 ・石英 ・雲母 P 39　 5 ％　　　 P L 32

縄 文 土 器 C ［7．6］ 節縄文R L の横位回転を地文に，三条の沈線を垂下させている。底面か 橙色 覆土 中層

ら5 mmほどまでは横位ナデを施 している。 普通 （加曽利 E I 式）

図版番号 種　 別
計　 測　 値 （cm ） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
備　　　　　　　　　　 考

最 大 長 最 大 幅 最 大 厚

第89図 8 土 製 円 板 3．6 3．9 1．3 20．0 100 D P ll 覆土中層　　　　　　　　　　 PL 56

9 土 製 円 板 4．7 5．0 0．8 （20．0） 80 D P 12　 覆土中層　　　　　　　　　 P L 56

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第89図25 磨　　　 石 6．1 5．7 3．8 190．0 安　 山　 岩 Q 30　 覆 土中層　　　　　　　　　　 P L 59

第90図26 磨　　　 石 5．2 4．9 3．3 110．0 安　 山　 岩 Q 31 覆土 中層　　　　　　　　　　 P L 59

27 磨　　　 石 （6．6） 7．2 3．9 （350．0） 安　 山　 岩 Q 32　 覆土 中層　 半欠

28 磨　　　 石 （4．5） 6．8 4．1 （170．0） 安　 山　 岩 Q 33　 覆土 中層　 敲石 転用　 半欠
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第291号住居跡（第81図）

位置　調査区の北東部，D18e8区。

重複関係　本跡は，南側部分が第287号住居跡と重複している。北側部分を第1321号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　東側半分が調査区城外のため確認できないが，長径［4．80］m，短径（1．90）mの楕円形と推

定される。

壁　壁高は12－14cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

ピット　5か所。ピット番号は，第287号住居跡と通し番号である。Pl，P6は径約35cmの円形で，深さ約20cm

であり，規模と配列から主柱穴と考えられる。P2は径40cmの円形で，深さ48cmであり，位置的に補助柱穴と

考えられる。P7は東側が調査区城外のため，規模は確認できなかった。P3は，性格不明である。

覆土　8層からなる人為堆積である。土層番号は，第287号住居跡と通し番号である。1層は，耕作土である。

8層は，一括して埋め戻されたものと考えられ，覆土中から土器片が出土している。4層は，P7の土層であ

る。

土層解説

1　耕　作　土

4　にぷい褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量

5　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

6　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

7　褐　　　色　ローム粒子中量

8　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少呈，暗褐色土中量
9　にぷい褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

10　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少呈

遺物　覆土中から縄文土器片（口綾部7点，胴部29点，底部3点）が出土している。

第91図1－16は縄文土器片の拓影図である。1～4はロ綾部片である。1は阿王台Ⅳ式の波状口縁で，無節

第91回　第291号住居跡出土遺物実測・拓影図
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縄文を充壊している。2ほ加曽利EI式の浅鉢形土器である。3と射ま堀之内Ⅱ式である。3は沈線を施し9

4は無節縄文を施文している。～蟻は堀之内　式の胴部片である。5ほ胴部上位で無文である。6は単節縄

文を地文に幅の広い沈線を描いている。7ラ8，16は単節縄文を施文している。9は縄文を地文に洗練を描いて

いる。10～13は沈線を施している。蟻は単節縄文を地文に碇位の沈線を施している。

所農　本跡の東側半分が調査区域外のため9確認できなかった。時期は撃出土遺物から判断して9縄文時代中

期から後期と考えられる。重複している第287号住居跡との新旧関係は，不明である。

第調号健腰掛（第92図）

位置　調査区の中央部9　m7b4区。

重複関係　本跡は涌西側部分が第254号住居跡と北側部分が第250号住居跡と重複している。東側部分を酎206

号士坑に掘り込まれている。

規模と平面形　壁の立ち上がりが確認できなかったが9長径［潤　m　短径［も輌「mの楕麿形と推定され

る。、

、了ノミノ言　　＼　㌻く　　C．

床　ほぼ平坦で9　中央部が踏み固められている。

ぽッ睦10か所0㌘2，P49P69P89㌘9ほ径30～航mの円形で9深さ30～50cmであり9規模と配列から主柱穴と

考えられる0㌘19㌘39㌘79㌘10は径20～30cmの円形で9深さ20～購cmであり，配列から補助柱穴と考えられる。

その他は性格不明である。、

覆土　7層からなり普　人為堆積と考えられる。1層が大半を占める。

解

晴

褐

褐

暗

層土
　

1

　

2

　

3

　

4

説

色

色

色

色

褐

　

　

　

褐

ローム中ブロックのローム粒子多鼠焼土粒子中量　5　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量

ローム小e中ブロック多鼠　炭化粒子中量

ロー∴ム小。中ブロック8焼土粒子中量

ローム中ブロック。ローム粒子多鼠　焼士粒子中鼠

炭化粒子少量

6　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子多鼠　焼土粒子少量

7　暗　褐　色　ローム中ブロック多最　ローム粒子中風　廃土粒子
少量

遺物　覆土中から縄文土器片拇綾部6息胴部34点，底部4点）が出土している。

第93図1は覆土中層から出土した日綾部から胴部の深鉢形土器である。7は覆土下層から出土した磨石であ

る。2～6は縄文土器片の拓影図である。ほ加曽利E描式の日綾部片で，目線直下に幅の広い沈線が巡り，

以下に撚糸文を施文している。3～5ほ中峠式の胴部片である。3はキザミ目を施した隆帯を貼り付けてい

る。射ま単節縄文を施文している。5は撚糸文を施文している。6ほ中期の胴部片である。

所見　本跡は9壁の立ち上がりが確認できなかったが9柱穴の配列や床質から判断して規模及び平面形を推定

した。炉は確認できなかった。時期は，出土遺物から判断して，縄文時代中期（中峠式期）と考えられる。重

複している第254号住居跡よ　古ら　第250号住屠跡との新旧関係は不明である。

第292号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 恒 酢 cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎十・色調・焼成 備　　　　 考

第93図 深鉢形土器　 A ［33．2］ 胴部から口綾部片。胴部上位は外反し，口綾部は内攣しながら立ち上が 砂粒 0 スコリア ・ P 40　 5 ％　　　 P L 33

1 縄 文 土 器　 B （払 2） る。日録直下に交互刺突文を施している。日綾部文様帯は，隆帯と洗練 石英 ㍗鋳巨 長石 覆土中層

で構成されている。 橙色　 普通 （中峠式）

図版番号

！　 計　　 測　　 値

長さkm）　 射 cm） 厚さ（C扉 重義（gラ
用

第93図7
磨　 石 i （4可 （4．1）

4。2 （100。0）
安 山 司 Q 34 覆土下層 瑠 欠損

－104　－
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第92図　第292号住居跡実測図

第93図　第292号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第調号健腰掛　第鍼図）

位置　調査区の北部　り膵e区。

重複関係　本跡は，西側部分が第2％号住居跡と重複している。中央部分の酎276号土坑を掘り込んでいる。

中央から北側部分を第は関号土坑　東側部分を第温27991254号土坑が掘り込んでいる。炉の南側を第舶号溝が

掘り込んでいる。

規模と平面形　壁の立ち上がりほ確認できなかったがヲ長径［逢。郁］m短径は鋼mの楕円形と推定される。

、．わご二　二　　　＼　　一′　・’

床　ほぼ平坦である。

暖もジ紅Iか所。Plラ㌘29　㌘～㌘は径儲～軌mの円形で　深さ渕一朝cmであ勘規模と配列から主柱穴と

考えられる。㌘3普　㌘5は径鼻梁5cmの円形で　深さ器一瓶mであり　位置的に補助桂穴と考えられる。Pは　径

鋼cmで　深さ約蟻cm　偽と比較して小さいものである。その他は性格不明である。

炉　中央からやや南東寄　にあ　第は開号土坑の上部に付設されている。南側部分が第舶号溝に掘　込まれて

いるためラ　正確を規模は確認で　ない。長径鮒cm　短径鮒cmの楕円形で　深さ鋼cmの掘　方の中に深鉢形土器

∴十才・こ号－∴一一ノー了ふこ二言二一一ツ

9　　　　　　　　　　　　　2m o

：‥1－　‥－…ll‥11　1‥－　∴　一∴l…ニー」

－1（）6　－



を埋設した土器埋設炉である。ロ綾部と胴部下半部を欠失する深鉢形土器を掘り方内のほぼ中央に据えて，炉

体土器としている。第1276号土坑に4層の土を埋めた後，炉体土器を据えたものと考えられる。炉体土器に接

する3層は，火熟を受けて赤変硬化し，焼土ブロックがゴツゴツしている。長期間使用したものと考えられる。

炉土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，炭化物少還　　　　　　　　3　赤　褐　色　焼土ブロック

2　時赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量　　　　　　4　赤　褐　色　熟を受けたロームブロック

遺物　確認面から縄文土器片（ロ綾部4点，胴部20点，底部2点）が出土している。

第95図1は炉体土器に転用された深鉢形土器である。2～16は縄文土器片の拓影図である。2と3はロ綾部

片である。2は安行式で粗製土器である；3は堀之内II式で複節縄文を施文している。4～16は胴部片である。

5は阿王台式で隆帯に沿って，爪形文を施している。6，7，11，12，14は加曽利EIII式である。6は複節縄文

を施文している。7は単節縄文を地文に沈線を施している。11，12，14は単節縄文を施文している。4，9，10は

加曽利B式である。4は縄文帯を沈線により横位に区切っている。9と10は沈線を施している。8，13，15，16

は安行式である。8は刺突文を施している。13，15，16は単節縄文を施文している。

所見　第1276号土坑の上部に炉を付設しているため，本跡の方が新しい。土坑や溝による撹乱が甚だしいため，

床質の確認は困難であった。そのため，柱穴の配列から規模や平面形を判断した。時期は，炉体土器から判断

して，縄文時代中期（加曽利EIII式期）と考えられる。重複している第296号住居跡との新旧関係は，不明で

ある。縄文土器片の中に後期の土器が含まれているのは，混入したものと思われる。

第293号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第95図 深鉢形土器 B （10．7） 胴部片。胴部は外傾 して立ち上がる。外面は単節縄文R L の横位回転 を 砂粒 ・石英 ・長石 P 41 20％　　　 P L 33

1 縄 文 土 器 地文に，三条の沈線が垂下する。 橙色

普通

炉体 土器転用

（加 曽利 E Ill式）

！．一一）

第95図　第293号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第294号住居跡（第96図）

位置　調査区の北東部，D17h8区。

重複関係　北側部分を第1380号土坑，西側部分を第1381号土坑，南西側部分を第1346号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　壁は確認できなかったが，径［5．00］mの円形と推定される。

床　ほぼ平坦で，炉周辺が踏み固められている。

ピット10か所。Pl，P2，P7，P9は径40～60cmの円形で，深さ70～90cmであり，規模と配列から主柱穴と考

えられる。P3，P4，P8，PlOは径約40cmの円形で，深さ60～70cmであり，位置的に補助柱穴と考えられる。そ

の他は性格不明である。

炉　中央からやや西寄りに付設されている。径約40cmの円形の地床炉である。炉床は，赤変硬化し露出してい

る。
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第96図　第294号住居跡実測図
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遺物　覆土中から縄文土器片（口綾部5点，胴部25点）が出土している。

第97図1～5は縄文土器片の拓影図である。1と2は目線部片である。1は阿王台m式で目線直下に刺突文

を施している。2は阿王台Ⅳ式で単節縄文を施文し，隆帯を貼り付けている。3－5は胴部片である。3と5

は加曽利EI式で単節縄文を施文している。4は加曽利Em式で沈線を施している。

所見　本跡は，壁が確認できなかったが，柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。時期は，出土遣

物から判断して，縄文時代中期と考えられる。

第295号住居跡（第98図）

位置　調査区の中央部，D17fl区。

重複関係　本跡は，東側部分が第310号住居跡と重複している。北西側部分を第1383号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　壁は確認できなかったが，長径［4。80］m，短径［4。40］mの楕円形と推定される。

長径方向　［N－78J－W］

床　ほぼ平坦で，炉の東側が踏み固められている。

ピット15か所。P2，P9，Pll，P15は径約40cmの円形で，深さ40～50cmであり，規模と配列から主柱穴と考え

られる。P8，PlO，P12－P14は径20－30cmの円形で，深さ20－40cmであり，位置的に補助柱穴と考えられる。そ
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の他は性格不明である。

炉　中央から南寄りに付設されている。径50cmの円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地床炉である。炉床は

赤変硬化している。

炉土層解説
1　明赤褐色　焼土粒子・焼土中・中ブロック多義

遺物　炉の東側床面から緑泥片岩の破片　は点）が出土している。

所見　本跡は，壁が確認できなかったが，柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。時期を判断する

出土遺物がないため，周辺の住居跡と比較して，縄文時代中期から後期と考えられる。重複している第310号

住居跡との新旧関係は，不明である。

第296号住居跡（第99図）

位置　調査区の北部，D17e2区。

重複関係　本跡は，西側部分が第288号住居跡と東側部分が第293号住居跡と重複している。

規模と平面形　壁は確認できなかったが，長径［5。00］m，短径［4。00］mの楕円形と推定される。
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長篠方向　［N－8㌧」幻

床　ほぼ平坦で9　炉周辺が踏み固められている。

ぽもソ睦　8か所。㌘19　㌘29　P4～㌘7は径約娩mの円形でラ　深さ50～70cmでありラ　規模と配列から主柱穴と考え

られる。Pは径恥mの円形で9　深さ92淵と偽と比べてやや大きいものである。性格は不明である。㌘8は普長

径鋪cm　短径鮒cmの楕円形で撃　炉を掘り込んでいるため，本跡より新しいものと考えられる。

炉　中央からやや北寄りに付設されている。径約80cmの円形の地床炉である。炉床は，赤変硬化し露出してい

る。西側部分がP8に掘り込まれている。、

所兇　本跡は9壁が確認できなかったが普柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。時期を判断する

出土遺物がないため撃　周辺の住居跡と比較して9　縄文時代中期から後期と考えられる。重複している第288号

住居跡と第293号住居跡との新旧関係は9　不明である。

第雑考燵腰掛（第摘図）

位置　調査区の北部　Ⅲ膵g区。

重複関係　本跡は撃　北側部分が第289号住居軌　南側部分が第2錮号住屠跡と重複している。北西側部分を第

1374号土坑　西側部分を第1356号土坑　中央からやや北東側部分を第136291365号土坑　炉の南側部分を第摘

11号士坑が掘り込んでいる。〕

第相聞　第調号住居跡実測図
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規模と平面形　壁は確認できなかったが，長径［4．61］m，短径［4．23］mの楕円形と推定される。

長径方向　［N－260－E］

床　土坑による撹乱が甚だしいが，ほぼ平坦である。炉の周辺が踏み固められている。

ピット10か所。Pl，P3～P6，PlOは径40－60cmの円形で，深さ50～90cmであり，規模と配列から主柱穴と考

えられる。P2，P7は径20cmの円形で，深さ28～40cmであり，位置的に補助柱穴と考えられる。その他は性格

不明である。

炉　中央からやや南側寄りに付設されている。土坑により南側部分が撹乱されている。長径約100。m，短径約

80cmの楕円形の地床炉である。炉床は，赤変硬化し露出している。

遺物　確認面から縄文土器片（口綾部3点，胴部18点，底部1点）が出土している。

第101図1はP5の東側床面から出土した深鉢形土器である。7はP2の覆土中から出土した磨石である。2

～6は縄文土器片の拓影図である。2は中峠式のロ綾部片で，隆帯による区画内に縦位の沈線を施している。

3～5は加曽利EI式の胴部片で，単節縄文を地文に沈線を施している。6は阿王台III式の胴部片で，条線文

を施している。

所見　本跡は，壁が確認できなかったが，柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。時期は，床面か

らの出土遺物から判断して，縄文時代中期（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。重複している第289号住居跡と第

290号住居跡より古い。

・〕河津午．・一・
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第101図　第297号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第297号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第10 1図 深鉢形土器 B （27．2） 胴部片。胴部上位にかけてやや外傾 して立ち上がる。中位に橋状把手を 砂粒 ・雲母 ・長石 P 4 2　 5 ％　　　 P L 3 3

1 縄 文 土 器 有する。条線文を地文に，隆帯を施している。 暗褐色

普通

東部床面

（阿王 台Ⅳ式）

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

備　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第101図7 磨　　　 石 （4．J3） 7．2 4．0 （130．0） 安　 山　 岩 Q 35覆土中　 半欠

第299号住居跡（第102図）

位置　調査区の北東部，n18i2区。

重複関係　本跡は，北側部分が第300Ae B号住居跡と重複している。北東側部分を第1444号土坑　南側部分

を第1429号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　壁は確認できなかったが，長径［5。00］m，短径［4。53］mの楕円形と推定される。
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長径方向　［N－420－E］

床　ほぼ平坦で，炉の周辺が踏み固められている。

ピット　11か所。Pl～Pl，P7は径30－40cmのFI拍子で，深さ36－50cmであり，規模と配列から主柱穴と考えら

れる。P5，P8は径20cmの円形で，深さ40～60cmであり9　位置的に補助柱穴と考えられる。P9～Pllは径約20cm

の円形で，深さ約35cmと他より規模が小さいもので，炉の周辺から確認できた。その他は性格不明である。

炉　中央からやや北側寄りに付設されている。長径60cm，短径50cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた

地床炉である。炉床は，赤変硬化している。

炉土層解説

1　赤褐色　焼土粒子・焼土中・中ブロック中量

遺物　確認面から縄文土器片（日綾部1点，胴部1点，底部1点）が出土している。すべて細片である。

第102図1は確認面から出土した土器片錘である。

所見　本跡は，壁が確認できなかったが，柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。時期を判断する

出土遣物がないため，周辺の住居跡と比較して，縄文時代中期から後期と考えられる。重複している第300A

・B号住居跡との新旧関係は，不明である。

第299号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）
現存率
（％）

備　　　　　　　　　　 考
最大長 最大幅 最大厚

第102図1 土器片錘 4．0 3．6 1．2 （20。0） 90 D P 13　確認面　　　　　　　　　　　 P L 56

第3の0風号住居跡（第103図）

位置　調査区の北東部，り18i3区。

重複関係　本跡は，南側部分が第299号住居跡，西側部分が第300B号住居跡と重複している。中央から南側部

分を第1444号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　南壁から酋壁にかけて立ち上がりが確認できなかったが，長径［5。55］m，短径［4。25］mの

楕円形と推定される。

長径方向　［N－100－E］

壁　北壁から東壁にかけてしか確認できなかったが，壁高は14～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全域が踏み固められている。

ピット　17か所。ピット番号は，第300B号住居跡と通し番号である。Pl，P2，P8，PlO～P12は径20～40cmの

円形で，深さ30－60cmであ■主　規模と配列から主柱穴と考えられる。P5，P9，Pl：自ま径30－50cmの円形で，深

さ50－100cmであり，位置的に補助柱穴と考えられる。南東壁際にあるP7は，径80cmの円形で，深さ72cmと他

のものより大きいものである。P14～P16は径30～40cmの円形で，深さ40～60cmであり，中央から北寄りに南

北に並んだ状態に確認できた。P6は，性格不明である。

覆土　第300B号住居跡との新旧関係が確認できなかったため，通し番号で解説した。6層は，P6の覆土であ

る。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

2　褐　　　色　ソフトローム小・中ブロック中量　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量

3　明　褐　色　ハードローム中・大ブロック多量　　　　　　　　　　　　7　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子中量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，ハードローム中・大ブロック中量　　　8　褐　　　色　ハードローム中ブロック多量
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第105図　第300A号住居跡出土遺物実測・拓影図（2）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　I

遺物　覆土中から縄文土器片（ロ綾部27点，胴部113点，底部15点）が出土している。

第104図1は西側壁際床面に正位の状態で出土した深鉢形土器である。第105区139はP14の覆土中から出土し

た敲石である。40は覆土下層から出土した敲石である。2～38は縄文土器片の拓影図である。2～5は大木8a

式の影響を受けた加曽利EIII～Ⅳ式の口綾部片である。2はロ緑直下に押圧した隆帯を貼り付け，以下に単節

縄文を施文している。3は単節縄文を施文している。4は波状口縁の突起の部分で隆帯に沿って押引刺突文を

施している。5は口縁直下に刺突文が巡る。6－38は胴部片である。6と7は阿玉台Ⅳ式で隆帯に沿って押引

爪形文を施している。8，9，19，20は勝坂式である。9と10は隆帯に沿って押引刺突文と山形状沈線を施して

いる。19と20は爪形文や沈線を施している。10～12，14～18，25は阿五台Ⅳ式である。10～12，15～18は隆帯

に沿って爪形文を施している。14は沈線を描いている。25は単節縄文を施文している。13と26は大木8a式の

影響を受けている。21～24，27－29，35，37は加曽利EI式である。21は背割れを施した隆帯を貼り付けてい

る。22～24は単節縄文に沈線を施している。27は単節縄文を地文に半裁竹管による棒状沈線を施している。28

と29は単節縄文を施文している。35は撚糸文を施文している。37は条線文を施している。33と34は称名寺式で，

沈線を施している。30，31，36，38は堀之内式で，沈線を描いている。

所見　本跡は，北壁と東壁の立ち上がりしか確認できなかったが，柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推

定した。炉は確認できなかった。時期は，床面からの出土遣物から判断して，縄文時代後期（称名寺I式期）

と考えられる。重複している第299号住居跡と第300B号住居跡との新旧関係は，不明である。縄文土器片の中

に中期の土器が含まれているのは，混入したものと思われる。

第300A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第104図 深鉢形土器 B （19．2） 底部から胴部片。底部から胴部にかけて内攣気味に立ち上がる。文様は 砂粒・長石・スコ P 43　60％　　　 P L 33

1 縄 文 土器 C　 8．3 沈線を施し，沈線間に磨消縄文と単節縄文を施している。 リア　 にぷい橙色

普通

西部壁際床面

（称名寺 I 式）

図版番号 種　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第105図39 敲　　　 石 12．1 5．6 3．9 3 10．0 安　 山　 岩 Q 36　 覆土中　 磨石転用

40 敲　　　 石 （4．1） 6．0 4．2 （110．0） 凝　 灰　 岩 Q 37　 覆土下層　 半欠
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位置　調査区の北東部ラ　跳8i2区。

重複関係　本跡はラ南側部分が第299号住居眺東側部分が鋸輌A号住居跡と重複している。

規模藍平面形　北東壁の立ち上がりしか確認できなかったが9長径［壇。5鋸m　短径は顧mの楕円形　推

定される、＿、

二、三軍上二、、ヾ　∴　　バ’

壁　北東壁しか確認できなかったがヲ璧高は6～8cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦でラ　中央から東側が踏み固められている。

ぼも州13か所。ピッ　番号は　第測A号住居跡　通し番号である。㌘189㌘209㌘22～P259㌘289P29は径3一朝

cmの円形で　深さ測～鮒cmであ軋規模と配列から主柱穴と考えられる。その他は性格不明である。

覆豊　土層解説は　第測A号住居跡の通　である。4層はラ上部が床のように固められている。

所農　本跡は9北東壁の立ち上がりしか確認できなかったが，柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定し

た。炉は確認できなかった。時期を判断する出土遺物がないためラ周辺の住居跡と比較して9縄文時代中期か

ら後期と考えられる。重複している第猶号住居跡と第測Å号住居跡との新旧関係は　不明である。

’∴i、．一章、十㌦、㌫∴骨、く！

位置　調査区の北部9　m7C3区。

重複関係　本跡は9東側部分が第254号住居跡と重複している。南側部分を第1温84号土坑　中央からやや南東

側部分を第1452号土坑が掘り込んでいる。

規模藍平面形　壁は確認できなかったがラ長径［6。35］m9短径［5。64］mの楕閏形と推定される。

長径方向　［N－820…W］

床　ほぼ平坦で9　炉周辺が踏み固められている。

掛測13か所o Pi～㌘49P6謹99P蟻㌘12ラ㌘13は径30～50cmの円形で　深さ翻～摘鮎mであり　規模　配列か

ら主柱穴と考えられる。PlOは径50cmの円形でラ深さ25cmであり9位置的に補助柱穴と考えられる。その他は

性格不明である。

炉　中央からやや北寄　に付設されている。長径鋪cm　短径郁cmの楕円形であり，床面を約5。mほど掘りくぼ

めた地床炉である。炉内覆土中から焼土ブロックが多量に出土している。炉床は9、ロームがレンガ状に赤変

硬化しゴツゴツしている。長期間使用したものと考えられる。

所見　本跡は9壁が確認できなかったが9柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。時期は，出土遺

物がないため，周辺の住居跡と比較して，縄文時代中期から後期と考えられる。重複している第254号住居跡

との新旧関係は9　不明である。
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第柑図　第調号住居跡実測図

第3鼠0号住居跡（第107図）

位置　調査区の中央部，D17f2区。

重複関係　本跡は，西側部分が第295号住居跡と重複している。北東側部分を第1513，1516号土坑，東側部分

を第1388号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　壁は確認できなかったが，長径［4。60］m，短径［4。45］mの楕円形と推定される。

長径方向　［N－350－W］

床　ほぼ平坦で，炉周辺が踏み固められている。

ピット　10か所。P2，P3，P5，P6，PS～PlOは径2O～40cmの円形で，深さ50－60cmであり，規模と配列から主

柱穴と考えられる。Pl，P4，P7は径20－40cmの円形で，深さ20～50cmであり，位置的に補助柱穴と考えられ

る。
巴

炉　中央からやや東寄りに付設されている。長径80cm，短径60cmの楕円形で，床面を20cmほど掘りくぼめた地

床炉である。1層の底面の焼土ブロックがレンガ状に赤変硬化しゴツゴツしているため，炉床と考えられる。

覆土中から土器片が出土している。土層から判断して，炉は2～7層の土を埋めた後に付設したものと考えら
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第相国　第別　号住居跡実測図

れる。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・焼土ブロック多量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子中量

3　赤　褐　色　焼土ブロック・粒子中量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

5　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量，締まりあり

6　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中巌，締まりあり

7　褐　　　色　ロームブロック

遺物　確認面から縄文土器片（口綾部30点，胴部142点，底部13点）が出土している。

第108図1－5は炉内覆土中から出土した深鉢形土器の目線部である。6～33は縄文土器片の拓影図である。

6－13は目線部片である。6，7，13は中峠式である。6と7ほ目線直下に交互刺突文が巡る。13は口緑直下

に二条の沈線が巡り，口綾部にキザミ目を施した隆帯で文様を描いている。8，9，11は加曽利EII式である。

10は加曽利EI式で口唇部に沈線が巡り，口綾部文様帯は隆帯で区画している。12は阿王台Ⅳ式で無文であ

る。14～33は胴部片である。14は勝坂式で爪形文を施している。15と16は阿王台Ⅳ式で隆菅に沿って爪形文を

施している。17－27，29，30は加曽利EII式である。17～19は単節縄文を地文に懸垂文間に磨消部分が見られ

る。20は撚糸文を施文している。21～25は単節縄文を施文している。27は胴部下位で横位のナデを施している。

29は条線文を施している。30は胴部下位で撚糸文を施文し，以下はナデを施している。28は中峠式で沈線を施

している。31は加曽利Em式で縦位に隆帯を貼り付け，隆帯問に沈線を施している。32は勝坂式でキザミ目を

施している。33は中峠式である。

所見　本跡は，壁が確認できなかったが，柱穴の配列や床質から規模及び平面形を推定した。時期は，炉内覆

土中からの出土遺物から判断して，縄文時代中期（中峠式期）と考えられる。重複している第295号住居跡と

の新旧関係は，不明である。
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第108図　第310号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）
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第109図　第310号住居跡出土遺物実測・拓影図（2）

第310号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm

［二＿　；　　」

図版番号器　　 種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第108区i深鉢形土器A［22．0］胴部からロ綾部片。胴部上位から口緑部は内攣する。口綾部は突起し， 砂粒・長石・石英 P44　5％　　　 PL33

1 縄文土器 B（11．7）突起の内面に渦巻文を描いている。ロ綾部文様帯は，キザミ昌を有する 明赤褐色 炉内

隆帯で渦巻文を描いている。以下は，撚糸文を施している。 普通 （中峠式）

2

深鉢形土器

縄文土器

A［24．4］

B（6．1）

頸部からロ綾部片。頸部に交互刺突文と沈線が巡る。 砂粒・雲母

赤褐色

普通

P45　5％　　　 PL33

炉内

（中峠式）

3

深鉢形土器

縄文土器

B（7．0）口綾部片。有礼把手を有する。孔の周囲に沈線を施している。 砂粒・長石・スコ

リア　にぷい橙色

普通

P46　5％　　 PL33

炉内

（中峠式）

4

深鉢形土器

縄文土器

B（8．3）ロ綾部片。有礼把手を有する。 砂粒・長石・スコ

リア　にぷい橙色

普通

P47　5％　　　 PL33

炉内

（阿王台Ⅳ式）

5

深鉢形土器

縄文土器

B（7．9）□綾部片。突起の内・外面にキザミ目を有する。 長石・石英

にぷい橙色

普通

P48　5％　　　 PL33

炉内

（中峠式）
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2　土　坑

ここでは，特に時期や性格の分かるものについて解説を加え，その他の土坑については，一覧表に記載する。

また，出土遣物については実測図でその一部を掲載する。

（1）袋状土坑

当遺跡から袋状土坑12基を検出した。

第鼠且70号土坑（第110図）

位置：C17i3区。

重複関係　第245号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1。85m，短径1。82mのほぼ円形で，深さ92cmである。

壁面　下位から中位にかけて，内傾して立ち上がり，上位でほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦。南及び北の壁際に2か所のピット（PleP2）が確認されている。いずれも径約40cmの円形で，

深さ約30cmである。

覆土　5層からなる人為堆積である。1層から縄文土器片が多量に出土している。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　　　色　ローム小・中ブロック中量

3　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小・中ブロック中巌

4　褐　　　色　ローム中・大ブロック多義

5　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

遺物　第1128113図1，3，4の深鉢形土器，2の口唇部に赤彩を施した浅鉢形土器が底面から出土してい

る。6の土製円板，縄文土器片が覆土中から出土している。混入したと思われる5の深鉢形土器が覆土上層か

ら出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して，縄文時代中期（阿王台式期）と考えられる。

第m72号丑坑（第110図）

位置　C16co区。

重複関係　第243，244号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径0．96m，短径0．66mの楕円形で，深さ105cmである。

長径方向　N－190－E

壁面　下位から中位にかけて，内偵して立ち上がり，上位で外傾して立ち上がる。

底面　平坦。中央からやや南寄りにピット（Pl）が確認されている。径約20cmの円形で，深さ40cmである。

覆土15層からなる人為堆積である。3層から縄文土器片が多量に出土している。

色
色
褐
褐

説解

暗

暗

層土
　

1

　

2

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　黒　褐　色

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子多量，焼土粒子・ローム小・中ブロック

中量

ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子中量

焼土粒子・炭化粒子中量，ローム中・大ブロック少量

ローム粒子多量，炭化粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

焼土粒子・炭化粒子中量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子中量

10　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ソフトローム中・大プロ

、ソク少量

11褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量，ソフト

ローム中・大ブロック少量

13　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量

14　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量，締まり

あり

15　褐　　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子中量，締まり

あり
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遺物　覆土中から縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，縄文時代中期と考えられる。

第且鼠74号丑坑（第110図）

位置　C16bo区。

規模と平面形　長径1。3m，短径（0。7）mの円形と推定され，深さ94cmである。

壁面　下位から中位にかけて，内傾して立ち上がり，上位で外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　4層からなる人為堆積である。1e　2層から縄文土器片が多量に出土している。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多亀　焼土粒子・炭化粒子・焼土中ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中鼠　焼土中ブロック少量
3　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土中ブロック・ローム小・中ブロック中量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，ハードローム大ブロック中量，締まりあり

遺物　第113図7の深鉢形土器が底面から出土している。9の土製円板9　縄文土器片が覆土中から出土してい

る。混入したと思われる8の深鉢形土器が覆土上層から出土している。

所見　本跡は，北側半分が調査区域外のため確認できなかった。時期は，出土遺物から判断して，縄文時代中

期（阿王台Ib式期）と考えられる。

第鼠鼠79号蓋坑（第110図）

位置　C16b8区。

規模と平面形　長径2．3111，短径1．82111の楕円形で，深さ116cl11である。

長径方向　N－630－E

壁面　下位から中位にかけて，内傾して立ち上がり，上位でほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦。

覆土10層からなる人為堆積である。1e2e6層から縄文土器片が多量に出土している。

土層解説

1　褐

2　暗　褐

3　暗　褐

4

5

6

7

8

9

褐

褐
褐
褐
暗
褐
褐

色
色
色
色
色
色
色
色
色

ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中鼠　焼土粒子・炭化粒子少鼠　炭化物
ローム粒子多量，焼土粒子・ローム小・中ブロック中量

ローム粒子多量，焼土粒子。炭化粒子少量

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

ーム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量，ローム中・大ブロック少量

－ム粒子多量，炭化粒子極少義

一ム粒子・ローム小・中ブロック中鼠　炭化粒子少量
－ム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量

－ム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
－ム粒子多量，ローム小・中ブロック中呈，焼土粒子・炭化粒子少量

10　にぷい褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ソフトローム中・大ブロック少量

遺物　第113図10の深鉢形土器の目線部，縄文土器片が覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して，縄文時代中期（勝坂式期）と考えられる。

第盈鼠85考量坑（第110図）

位置　C17h8区。

重複関係　第255号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1．24m，短径0．93mの棺Tll形で，深さ152cmである。

長径方向　N－130－E
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壁面　内傾して立ち上がる。

底面　皿状。

覆土　9層からなる人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少鼠　炭化物

2　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ハードローム大ブロック中量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，ハードローム中・大ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子中最　焼土粒子・炭化粒子少量

6　暗　褐　色　ローム粒子・ソフトローム小・中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

7　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ローム小・中ブロック中量

8　暗　褐　色　ローム粒子多量，廃土粒子・ローム小・中ブロック少量

9　極暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　第113図11の土製円板，縄文土器片が覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，縄文時代中期と考えられる。

第m89号丑坑（第110図）

位置　の17b3区。

規模と平面形　長径1．6m，短径1．44mの楕円形で，深さ128cmである。

長径方向　N－77ローW

壁面　下位から中位にかけては内傾して立ち上がり，上位で外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土10層からなる人為堆積である。5層から縄文土器片が多義に出土している。

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　褐　　　色

9　褐　　　色

10　暗　褐　色

焼土粒子・ブロック・炭化粒子多量，炭化物

ローム粒子多量，焼土粒子・ローム小・中ブロック中量
ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子中量

ローム粒子・ローム小・中ブロック中鼠　炭化粒子少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小・中ブロック中量

ローム粒子多鼠　ローム小・中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，ソフトローム中・大ブロック少量

遺物　第113図12，第114図13－18の深鉢形土器が底面から出土している。覆土中から縄文土器片が出土してい

る。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，縄文時代中期（中峠式期）と考えられる。

第m錮尊皇坑（第111図）

位置　り17C5区。

規模と平面形　長径1．38111，短径1．35mのほぼ円形で，深さ69cmである。

壁面　内傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　5層からなる人為堆積である。底部に堆積したロームは，壁上部の崩落土と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　焼士粒子・炭化粒子少量　　　4　褐　　　色　ローム小・中ブロック中呈，焼土粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量　　　　　　　　5　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少壷

3　暗　褐　色　ローム粒子・ハードローム中・太ブロック中墓
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遺物　第114図20の深鉢形土器が覆土下層から出土している。19と21の深鉢形土器の胴部，第115図22の深鉢形

土器の口緑部，23の磨石及び縄文土器片が覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して，縄文時代中期中葉と考えられる。

窮鼠2姻号丑坑（第111図）

位置　D18i7区。

重複関係　第45号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長径1．72m，短径1．42mの楕円形で，深さ88cmである。

長径方向　N－650－W

壁面　下位から中位にかけて，内偵して立ち上がり，上位で外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　6層からなる人為堆積である。1e2層から縄文土器片が出土している。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　4　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子中鼠　焼土中ブロック少量　　5　褐　　　色　ローム粒子中量，暗褐色土少量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　ローム粒子・褐色土多量，炭化物

遺物　第115図24～26，第116図27の深鉢形土器，28の浅鉢形土器が覆土下層から出土している。覆土中から縄

文土器片が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，縄文時代中期中葉と考えられる。

第且254号土坑（第111図）

位置　D17d4区。

規模と平面形　長径1。34m，短径1。22mの不整円形で，深さ70cmである。

長径方向　N－900－E

壁面　下位から中位にかけて，内偵して立ち上がり，上位で外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　7層からなる人為堆積である。4層から縄文土器片が多量に出土している。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　5　褐　　　色　ローム粒子多量，ソフトローム小・中ブロック・焼土
2　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ハードローム小・中ブロック少量　　　　　　　　　粒子・炭化粒子極少呈

3　暗　褐　色　ローム粒子・ハードローム中・大ブロック中量　　　6　褐　　　色　ローム小・中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　褐　　　色　ローム小・中ブロック中量，焼土粒子少量　　　　　7　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量

遺物　第116el17図29の浅鉢形土器，31～34の深鉢形土器が覆土下層から出土している。30の深鉢形土器，縄

文土器片が覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，縄文時代中期中葉と考えられる。

第五288号土坑（第111図）

位置　り18g6区。

重複関係　第268号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1．43m，短径1．24mの桔rll形で，深さ100cmである。

長径方向　N－50－W
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壁面　内傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　7層からなる人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中鼠　炭化粒子少量　　　　　　5　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量

2　暗褐色　ローム粒子e焼土粒子多量　　　　　　　　　　　　6　褐　　色　ローム粒子多鼠　ローム小・中ブロック中鼠　焼土粒
3　褐　　色　ローム粒子・ハードローム中・太ブロック中墨　　　　　　　　　　　子・炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子・ローム小・中ブロック中呈，焼土粒子少量　7　褐　　色　ハード・ソフトローム中・大ブロック多鼠　暗褐色土中巌

遺物　第117図35，36の深鉢形土器の底部，縄文土器片が覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して，縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。

第且303号羞坑（第111図）

位置：り18f7区。

規模と平面形　長径上02111，短径0．8111の棺円形で，深さ72cmである。

長径方向　N－10ローE

壁面　下位から中位にかけて，内傾して立ち上がり，上位でほぼ垂直に立ち上がる。

底面　皿状。

覆土　5層からなる人為堆積である。3層から縄文土器片が多義に出土している。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子中島　炭化粒子少量　　　　　4　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量ラ　廃土粒子少量　　　　　　　　　　　　5　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量

3　黒　褐　色　ローム小・中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量

遺物　第117図38の深鉢形土器が底面から出土している。37の深鉢形土器，縄文土器片が覆土中から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，縄文時代中期（中峠式期）と考えられる。

第鼠32五号土坑（第111図）

位置　り18d8区。

重複関係　第291号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径（工2）m，短径工22mの楕円形と推定され，深さ104cmである。

長径方向　N－68〇一W

壁面　下位から中位にかけて，外傾した後内傾して立ち上がり，上位で外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土10層からなる人為堆積である。1層から縄文土器片が多量に出土している。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・ローム小・中ブロック少量
3　褐　　　色　ローム粒子多義，焼土粒子中量，炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

5　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ローム小・中ブロック中鼠　焼土粒子・炭化粒子極少量
6　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子極少量

7　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，焼土粒子・ブロック少量，炭化粒子極少量
8　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

9　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ローム小・中・大ブロック中墓，焼土粒子・炭化粒子少量
10　褐　　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　覆土中から縄文土器片が出土している。
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所見　本跡は，東側半分が調査区域外のため確認できなかった。時期は，出土遣物から判断して，縄文時代中

期と考えられる。

第1170号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　　　 考

第11 2図 深鉢形土器 A 13．0 平底。底面から胴部上位はほぼ垂直に立ち上が り，口綾部は外傾する。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 5 9 10 0％　 P L 34

1 縄 文 土 器 B 14。3

C　 7．0

口綾部に1 単位の突起を有す る。内 ・外面ともにナデを施している。 スコリア

にぷい褐色　 普通

底 面

（阿玉 台II式）

2

浅鉢形土器 A 12．0 平底。底部から口綾部にかけて外傾する。 口唇部に三条の沈線と刺突文 砂粒 ・長石 ・雲母 P 6 0　8 0％　 P L 35

縄 文 土 器 B　 6．7 を施 している。目線直下に 2 か所の穿孔が認められる。胴部は，内 ・外 明赤褐色 底 面

C　 7。9 面 ともにナデを施 している。 口唇部に赤彩 を施 している。 普通 （勝坂式）

3

深鉢形土器 A 22．0 平底。底部から口綾部にかけて外傾 して立ち上が る。口綾部，胴部，底 砂粒 P 6 1 7 0％　 P L 34

縄 文 土 器 B　30。5 部を爪形文を施 した隆帯によって区画している。区画内は撚糸文を地文 にぷい褐色 底面

C l l。0 に，爪形文を施した隆帯で円形と半裁竹管による弧線文 を描いている。

底面から5 cmほどまでは，磨消縄文を施している。

普通 （勝坂式）

4

深鉢形土器 A 27．0 底部欠損。胴部下位から口綾部にかけて外傾 して立ち上がる。口綾部に 砂粒 ・長石 P 62　 8 0％　 P L 3 4

縄 文 土 器 B　31．1 隆帯が巡る。胴部は縦位のナデを施 している。 褐色

普通

底面

（阿王 台III式）

5

深鉢形土器 A ［24．0］ 胴部から目線部片。波状口線。胴部上位は外反気味に立ち上がる。目線 砂粒 ・長石 ・石英 P 63　 20％　 P L 3 4

縄 文 土 器 B （15．6） 部は内攣する。口綾部には縄文を施し，胴部には太い沈線によるパネル にぷい褐色 覆土上層

的な区画を施 している。 普通 （称名 寺 I 式）

図版番号 種　 別
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g）
現存率
（％）

備　　　　　　　　　　 考
最大長 最大幅 最大厚

第113図6 土製 円板 3．4 3。0 0。8 10．0 100 D P 14　覆土中20　　　　　　　　　　 P L 56

第1174号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　　　 考

第113図 深鉢形土器 A ［24。0］ 胴部から目線部片。胴部からロ綾部にかけてほぼ垂直に立ち上がる。 口 砂粒 ・長石 ・雲母 P6 7　 70％　 PL 3 4

7 縄 文 土 器 B （15．6） 綾部文様帯は隆帯によって区画し，隆帯に沿って連続刺突文を施してい 明赤褐色 底面

る。胴部はナデを施している。 普通 （阿玉 台 I b 式）

8

深鉢形土器 A 24．0 底部から口綾部片。胴部下位は直線的に外傾し，中位で最大径 をもち， 砂粒 ・スコリア P 6 6　4 0％　 PL 3 5

縄 文 土 器 B （乱 9） 上位で内偵する。いわゆる，棒形の器形をしている。目線部に4 単位の 浅黄橙色 覆土上 層

C ［13．0］ 8字状の把手を有する。頸部に隆帯を巡らす。口綾部の内側には，大 き

く張り出す受け部状のものを有する。

普通 （綱取 I 式）

図版番号 種　 別
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）
現存率
（％）

備　　　　　　　　　　 考
最大長 最大幅 最大厚

第113図9 土 製円板 5．0 （2。6） 1．1 （20．0） 50 D P 15　覆土中　 一部欠損　　　　　 P L56

第1179号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第113図 深鉢形土器 A ［28。4］ 口綾部片。ロ綾部は外反する。口唇部に，二条の沈線を施した隆帯が1 長石・雲母 P 74　 5％　 P L 35

10 縄文 土器 B （9．4） 単位認められる。口綾部は，横位ナデによる整形を施している。頸部に 褐色 覆土中

交互刺突文が巡る。 普通 （勝坂式）

第1185号土坑出土遺物観察表

図版番号 種　 別
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）
現存率
（％）

備　　　　　　　　　　 考
最大長 最大幅 貴大厚

第113図11 土製 円板 4．6 4．6 0．7 20．0 100 D P 16　覆土中　　　　　　　　　　　 P L 56
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第112図　袋状土坑出土遺物実測・拓影図（1）
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第114図　袋状土坑出土遺物実測・拓影図（3）
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第115図　袋状土坑出土遺物実測・柘影図（4）
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第116図　袋状土坑出土遺物実測・拓影図（5）
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第117図　袋状土坑出土遺物実測・拓影図（6）

第1189号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第113図 深鉢形土器 A 12．8 ロ綾部に突起する1 単位の眼鏡状の把手を有する。頸部でくびれ，胴部 砂粒 ・長石 ・雲母 P 8 0 1 00％あ　 P L 36

12 縄 文 土 器 B 19．4 が張る器形である。 口綾部文様帯は，隆帯によって波状や渦巻文 を描い 明赤褐色 底面

C　 6．6 ている。胴部は，単節縄文 R L を横位回転で地文している。底面から3

cmほどまではナデを施している。

普通 （中峠式）

第11 4図 深鉢形土器 A ［2 7．0］ 胴部から口綾部片。頸部でくびれ， ロ縁部は外傾する。ロ綾部無文。頸 雲母 ・長石 P 81 10％　　　 P L 3 5

1 3 縄 文 土 器 B （10．3） 部に交互刺突文が巡る。胴部は，縦位と横位の沈線を施している。 にぷい橙色　 普通 底面 （中峠式）

14

深鉢形土器 A ［16．0］ 胴部から口綾部片。情状把手を有する。胴部上位は外傾 して立ち上がり 砂粒 ・長石 ・雲母 P 8 2 10％　　 P L 3 5

縄 文 土 器 B （8．6） 口緑部は内傾 して立ち上がる。 口緑部に二条の沈線と交互刺突文を描い 明赤褐色 底 面

ている。 普通 （中峠式）

15
深鉢形土器

縄 文 土 器

B （11．4） 山形把手。沈線により二つの渦巻文を描いている。 砂粒 ・長石 ・雲母

明赤褐色　 普通

P 8 3　 5 ％　　 P L 35

底面 （中峠式）

16
深鉢形土器 B （9．5） 底部から胴部片。平底。底面から8 cm ほどまでは，横位ナデを施 してい 砂粒 ・長石 ・雲母 P 84　 2 0％

縄 文 土 器 C 13．0 る。 橙色　 普通 底面 （中峠式）

17
深鉢形土器 B （6．3） 底部から胴部片。平底。底面から5 cm ほどまでは，横位ナデを施 してい 砂粒 ・長石 ・雲母 P 85 10％

縄 文 土 器 C　 8．6 る。底面に網代痕が残る。 明赤褐色　 普通 底面

18
深鉢形土器

縄 文 土 器

B （9．4）

C ［13．0］

底部片。外面に条線文を施 している。 砂粒 ・長石 ・雲母

にぷい褐色　 普通

P8 6 10％　　 P L 3 6

底面

第1194号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第11 4図 深鉢形土器 A ［12．6］ 胴部から口縁部片。有礼把手を有する。胴部上位はやや外反し，ロ縁部 砂粒 ・長石 ・雲母 P 9 0　 3 0％　　　 P L 36

19 縄 文 土 器 B （8．6） は内攣 しなが ら立ち上がる。外面はナデを施 している。 暗褐色

普通

覆土 中

（阿玉串 III式）
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器　　種 計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴

深鉢形土器

縄文土器

A［25誹］

B（犯0）

胎土・色調・焼成 備　　　　考

胴部から口綾部片。胴部上位は外反し，目線部は内攣しながら立ち上が

る。単節縄文RLの縦位回転を地文に，日録部には沈線による渦巻文を

描き，胴部には複列の沈線が垂下する。

砂粒・雲母・

スコリア

橙色　普通

P9130％　　　PL34

覆土下層

（中期中葉）

2 1

深 鉢 形 土 着 艮 （16．7 j 底 部 か ら胴 部 片 。 胴 部 は 洗 線 や 隆 帯 に よ る楕 円 形 ， 長 方 形 に 区 画 さ れ ， 砂 粒 ・長 石 ・雲 母 P 9 2　 2 0 ％　　　 P L 3 6

縄 文 土 器 C ［払 6 ］ 区 画 内 に 爪 形 文 や 沈 線 を 施 して い る 。 底 部 無 文 。 橙 色

普 通

覆 土 中

（勝 坂 式 ）

第 11 5 図 深 鉢 形 土 器 A ［紙 0］ 頸 部 か ら ロ綾 部 片 。 頸 部 か ら 口 綾 部 に か け て 外 傾 して 立 ち 上 が る。 口 線 砂 粒 ・石 英 ・雲 母 P 9 3 1 0 ％

2 2 縄 文 土 器 B （1 6。0） 部 文 様 帯 は ， 隆 常 に よ り楕 円 形 に 区 画 され ， 区 画 内 に 爪 形 文 や 波 状 沈 線 橙 色 覆 土 中

を 施 し て い る 。 普 通 （中 峠 式 ）

図版番 号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

備　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第115図23 磨　　　 石 6．6 6．3 3 。4 2 60 ．0 砂　　　 岩 Q 4 9　 覆 土 中　　　　　　　　　　　　 P L 59

第1244号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第11 5図 深鉢形土器 A ［55．0］ 胴部か ら日録部片。眼鏡状の把手を有する。胴部は内攣気味に立ち上が 砂粒 ・雲母 P l 17　 20％　 P L 37

2 4 縄 文 土 器 B （44．1） る。頸部で くびれ， 目線部で外反する。口唇部に交互刺突文を施 してい にぷい橙色 覆土下層

る。胴部には縄文地文に隆帯と沈線で文様を描 き，隆管に沿って爪形文

を施している。

普通 （大木 8 a 式並行 ）

25

深鉢形土器 A 24．0 胴部から口緑部片。胴部は外傾 し，口綾部は内攣気味に立ち上が る。口 砂粒 ・雲母 ・石英 P l1 8　2 5％　 P IJ3 7

縄 文 土 器 B （21．0） 綾部に 2 単位の突起が認め られる。［］唇部に単節縄文 を施 している。胴 スコリア 攫土下層

部上位は，単節縄文を地文に沈線による半円を描き，3本単位の沈線が垂 にぷい褐色 阿王台 Ⅳ式

下する。下位は，単節縄文を地文に斜位に押庄縄文を施している。 普通 （大木 8 a 式の影響）

l
深鉢形土器 －∧「14　nl

rl L⊥1．UJ I
胴部から冒綾部片。［］綾部に 1単位の突起 を有する。胴部から冒綾部は i砂粒 さ長石 i雲母 ！P l19　 3 0％　 P L 36

2 6

！深鉢形土器 l A 「1 4　n l
rl L⊥1．U」

l 胴部から冒綾部片。［］綾部に 1単位の突起 を有する。胴部から冒綾部は 】砂粒 さ長石 i雲母 】p l19　 3 0％　 P L 36

縄 文 土 器 B （16．6） 内攣 しなが ら立ち上がる。口綾部文様帯は，交互刺突文が巡る。胴部は 橙色 覆土下層

単節縄文L R を縦位 回転で施文している。胴部下位は，横位のナデを施

している。

普通 （中峠式）

第116図 深鉢形土器 A ［27．2］ 胴部か ら日録部片。胴部上位は内攣 しながら立ち上が り，口綾部は外反 長石 ・雲母 ・ P 1 20 10％

2 7 縄 文 土 器 B （10．7） 気味に立ち上がる。 目線に沿って隆帯が貼られ，隆帯上に単節縄文を施 スコリア 覆 土下層

している。胴部は，単節縄文を施文している。 明赤褐色　 普通 （中峠式）

28

浅鉢形土器

縄 文 土 器

B （4．4）

C ll。6

底部片。平底。 砂粒 ・石英 ・雲母

にぷい橙色

普通

P 12 1 10％

凍土下層

（中峠式）

第1254号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　　　 考

第116図 浅鉢形土器 A 32．6 口綾部一部欠損。平底。胴部は外傾する。口綾部は内偵 し， ロ線端部で 砂粒 e雲母 ・長石 P 128　 7 0％　 P L 38

2 9 縄 文 土 器 B 17。9 外反す る。口綾部文様帯は，隆帯で区画され，隆帯の内側沿いに押引文 にぷい褐色 覆土下層

C 12．8 を施している。区画内には，無節縄文が充填 されている。胴部は，横位

のナデを施している。

普通 （阿王 台Ⅳ式）

30

深鉢形土器 A 13．2 平底。口唇部に沈線 とキザ ミ目が巡る。胴部上位に洗練 を施 し，下位に 砂粒 ・雲母 ・ P 1 29 10 0％ ’p L 3 6

縄 文 土 器 B 17．5 は単節縄文R L を横位回転で施文 している。底面か ら3cmほどまでは， スコリア 覆 土中

C　 7．5 横位のナデを施 している。 橙色　 普通 （中峠式）

31

深鉢形土器 A　21．6 底部欠損。胴部は外反し，口綾部は内攣気味に立ち上がる。日録部文様 砂粒 ・長石 ・雲母 P 13 0　 80％　 P L 3 6

縄 文 土 器 B （犯 6） 帯は，隆帯によるクランク文を施 している。胴部は，複列の横位沈線 と にぷい橙色 覆土下層

縦位沈線を施している。単節縄文を地文 としている。 普通 （中峠式）

32

深鉢形土器 A　23。0 目線部片。 ［］綾部は内攣する。口綾部文様帯は，隆帯により渦巻文 を描 砂粒 ・雲母 も長石 P 13 1 10％　 P L 3 7

縄 文 土 器 B （5．6） いている。 明赤褐色

普通

覆土下層

（加 曽利 E I 式）

33

深鉢形土器 A ［28．0］ 口綾部片。目線部は内攣する。 口綾部文様帯は，隆帯 と沈線で構成 され 砂粒 ・雲母 ∵巨石 P 13 2 1 0％　 P L 3 8

縄 文 土 器 B （8．9） ている。 にぷい赤褐色

普通

覆土下層

（加 曽利 E I 式）

第117図 深鉢形土器 A ［仕 4］ 胴部から口綾部片。胴部はほぼ垂直に立ち上がり， 口綾部は外反する。 砂粒 ・石英 0雲母 P 133 1 0％　 P L 38

34 縄 文 土 器 B （10．6） 内 ・外面ナデを施している。 橙色

普通

覆土下層

（阿王 台m 式）
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第1288号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第11 7図 深鉢形土器 B （8．1） 底部片。平底。胴部下位 は，縦位のナデを施している。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 13 7　3 0％　　 P L 3 8

3 5 縄 文 土 器 C　 8．0 明赤褐色　 普通 覆土中 （加 曽利E I 式）

36
深鉢形土器

縄 文 土 器

B （4．4）

C 12．0

底部片。 砂粒 ・雲母 ・長石

橙色　 普通

P 13 8 10％　　 P L 3 8

覆土中 （加 曽利E I 式）

第1303号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第117図 深鉢形土器 A ［13．6］ 胴部から目線部片。胴部は内攣気味に立ち上がり， 目線部で外傾する。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 140　 40％　　 P L 38

37 縄 文 土 器 B （19．8） 日経部に 1単位の突起が認められ，突起の周辺に半裁竹管による押引き 橙色 覆土 中

刺突文 を施 している。以下に，無節縄文を地文に，4本単位の沈線を施 し

ている。

普通 （中峠式）

38

深鉢形土器 A ［25．6］ 胴部から口綾部片。胴部上位は外反し，口綾部は内攣しながら立ち上が 石英 ・長石 ・雲母 P 1 41 10％

縄 文 土 器 B （16．0） る。口綾部文様帯は，複列の波状沈線を施 している。胴部は，単節縄文 にぷい橙色 底面

を施文 している。 普通 （中峠式）

（2）地下式墳

当遺跡から地下式墳14基を検出した。

第8号地下式墟〔SK－1342〕（第118図）

位置　D17j7区。

主軸方向　N－100－W

竪坑　上面は，長軸2。7m，短軸1。16mの不整形で，深さ2。Omである。底面は，長軸0。78m，短軸0．64mの

長方形である。

童室　底面は，長軸3。Om，短軸2。4mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，2。Omである。

壁　竪坑は，外傾して立ち上がる。主室は，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土12層からなる。1～3層からは，縄文土器片が出土し，4～8層は，ローム小e中e大ブロックが多量

に含まれており，いずれも人為的に埋め戻したものと思われる。9層は，初期の段階に堆積したものと考えら

れる。10層のロームは，天井部が崩落したものと考えられる。11層のロームは，天井部の初期の崩落土と思わ

れる。12層は，壁際から流れ込んだものと考えられる。

色
色
褐
褐

説解

暗

暗

層土
　

1

　

2

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量　　　　　　7　暗褐色

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量，ローム　　8　暗褐色

小・中ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　9　暗褐色

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，柔らかい　　　　　　　　　　　　　10　ロ　ー　ム

4　褐　　　色　ローム中・大ブロック多量　　　　　　　　　　　　11ロ　ーム

5　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量　　　　12　褐　　色

6　暗　褐　色　ローム小・中ブロック多量，褐色土中壷

ローム粒子多量，ローム中・大ブロック中量

ローム粒子多量，ローム中・大ブロック中量，褐色土少量

ローム中・大ブロック中量

ローム中・大ブロック多量，柔らかい

ローム中ブロック多量，柔らかい

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小・

中ブロック少量

遺物　第119図1の土師質土器（内耳鍋），混入したと思われる2の土師器（高塀）の脚部と縄文土器片が覆土

中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して言5世紀後半から16世紀前半と考えられる。土師器（高年）の脚

部については，D地区の南東側に隣接するF地区に古墳時代後期の集落跡があるため，そこからの混入と思わ

れる。
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一旦22。砲悶

「三≡一‾‾

二1±＿毛去　：
第頂柑図　第8号地下式墳実測掲

賢篭柑図　第8号地下式墳出土遣物実測図

第8号地下式墳出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　　　 考

第119図 内　 耳　 鍋 A ［31．6］ 休部から目線部片。休部はほぼ垂直 休部 ・口緑部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 rノノP 15 5　2 0％　　 P L 3 9

1 土師質土器 B （13．0） に立ち上が り，口綾部は外傾する。 にぷい褐色

普通

覆土 中

休 部外面煤付着

2

高　　　 塚 E （7．2） 脚部片。脚部はラッパ状に開 く。 脚部外面へラナデ，内面横ナデ。裾 砂粒 ・長石 ・雲母・ P 15 6　2 0％

土　 師　 器 D ［軋 4］ 部内 ・外面丁寧な横ナデ。 スコリア

橙色　 普通

覆土中 （混入）

（古墳時代後期 ）
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第9号地帯式堰〔SK－1386〕（第120図）

位置　り17i8区。

量軸方向　N－160－E

竪坑　上面は，長軸2。Om，短軸1。74mの長方形で，深さ2。Omである。底面は，長軸工7m，短軸工3mの長

方形である。

童室　底面は，長軸2。15m，短軸2。Omの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，2。Omである。

壁　竪坑は，垂直に立ち上がる。主室は，ほぼ垂直に立ち上がる。主室の天井部の一部が残存している。

覆土　24層からなる。1－5，7～10層は，ローム中の大ブロックが含まれ，いずれも人為的に埋め戻したも

のと思われる。12～20層は，壁際から流れ込んだものと考えられる。601巨14層のロームは，天井部が崩落

したものと考えられる。21022。23層間からは，炭化物が出土し，22層の上面は硬く締まりが確認できた。さ

第帽図　第　号地帯式墟実測図

第相国　第　号地帯式場出土遺物実測図
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らに，24層はローム中・大ブロックが多量に含まれ，人為的に埋めたものと考えられる。上面は，硬く締まり

が確認できた。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子多義　焼土粒子・炭化粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子多鼠　ローム小・中ブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子中鼠　ローム中ブロック少量

4　暗褐色　ローム中・大ブロック多義

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

6　ロ　ー　ム

7　暗褐色

8　褐　　色

9　暗褐色

10　褐　　色

11　ロ　ー　ム

12　暗褐色

ローム中・大ブロック多量，柔らかい

ソフトローム中・大ブロック中最

ローム中・大ブロック多量，褐色土中量

ローム中・大ブロック中量

ローム中・大ブロック多量，柔らかい

ローム中ブロック多量，柔らかい

ローム粒子多量，炭化粒子中量，ローム小・中ブロック少量

13　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，ローム中ブロック少量

14　ロ　ー　ム　ローム小・中ブロック多量，柔らかい

15　褐　　色　暗褐色土中鼠　ローム小・中ブロック少量

16　褐　　色　ローム小・中ブロック中量

17　暗褐　色　ローム粒子多量

18　褐　　色　暗褐色土中量，ローム小・中・大ブロック少量

19　褐　　色　ローム小・中ブロック中鼠　柔らかい

20　褐　　色　ローム小・中ブロック少量

21褐　　色　ローム小ブロック中鼠　炭化粒子極少義

22　褐　　色　ローム小・中ブロック中壷，炭化物，締まりあり

23　褐　　色　ローム小・中ブロック中量，上面に炭化物少量

24　褐　　色　ローム中・大ブロック多鼠　上面締まりあり

遺物　第121図1と2の土師貿土器（内耳鍋），陶器片，混入したと思われる縄文土器片が覆土中層から出土し

ている。

所見　本跡は，覆土の状況から判断して24層を埋めた後，固めて作ったものと考えられる。また，24層の底部

を見ると竪坑から主室に向かって，緩やかなスロープ状になっていることがわかる。これらのことから，本跡

は，第120図のBの部分を作った後，Aの部分を作ったものと考えられる。時期は，出土遺物から判断して，15

－世紀後半から16世紀前半と考えられる。

第9号地下式墳出土遣物観察表

図版番号 ！器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 i　 手 法 の 特 徴 】胎土・色調磯 成 備　　　　 考

第121図 内　 耳　 鍋 A ［32．8］ 口綾部片。目線部は，内轡しながら 目線部内・外面横ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 163　 5 ％

1 土師質土器 B （5．7） 立ち上がる。耳部の上位に吊したと にぷい褐色 複土中

考えられる紐ずれ痕が認められる。 普通 外面煤付着

2

内　 耳　 鍋 A ［32．8］ 目線部片。目線部は，内攣しながら 内面横ナデ。外面横ナデ後，縦位の 長石 ・雲母 ・石英 P 164　 5 ％

土師質土器 B （5。7） 立ち上がる。耳部は，やや小さい。 工具痕が認められる。 明赤褐色

普通

覆土中

外面煤付着

第鼠0号地下式墟〔SK－1425〕（第122図）

位置　E17a6区。

主軸方向　N一一20－－W

竪坑　上面は，長軸2。46m，短軸2。32mの不整形で，深さ2。04mである。底面は，長軸1。3m，短軸1。Omの

長方形である。

童室　底面は，長軸2。56m，短軸2。38mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，2。Omである。

壁　竪坑は，外傾して立ち上がる。主室は，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土　25層からなる。1～9層は，ローム中e大ブロックが含まれ，人為的に埋め戻したものと思われる。10

層と17層は，壁際から流れ込んだものと考えられる。12e18e19e21層のロームは，天井部が崩落したのもと考

えられる。16層から縄文土器片が出土している。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子・ローム中・大ブロック多量，暗褐色土大

ブロック中量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック少量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム中・大ブロック・明褐色土少量

4　褐　　　色　ローム中・大ブロック多量

5　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中・大ブロック中量

6　褐　　　色　ローム中・大ブロック多量，柔らかい

7　暗　褐　色　ローム粒子多量，ソフトローム中・大ブロック中量

8　にぷい褐色　ローム中・大ブロック多量，褐色土中量

9　褐　　　色　ローム中・大ブロック多量

10　暗　褐　色　ローム中・大ブロック多量，炭化粒子中量

11褐　　　色　ローム中ブロック多量，柔らかい

12　ロ　ー　ム　ローム大ブロック多量

13　暗　褐　色　ローム粒子少量
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第帽図　第柑号地下式墳実測迦

14　ロ　ー　ム

15　褐　　　色

16　褐　　　色

17　褐　　　色

18　ロ　ー　ム

19　ロ　ー　ム

ローム小・中ブロック多量，柔らかい

ローム小・中ブロック少量

ローム小・中ブロック中量

ローム粒子多量

ローム小・中・大ブロック少量

ローム大ブロック中量

20　褐　　　色

21褐　　　色

22　褐　　　色

23　褐　　　色

24　褐　　　色

25　暗　褐　色

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子極少量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック少量

ローム小・中ブロック中量

ローム中・大ブロック多量

褐色土中量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡は，覆土の堆積状況から判断して，天井部は数回にわたって崩落したものと考えられる。時期は，

判断する出土遺物がないため不明である。

第m号地帯式墟〔SK－1433〕（第123図）

位置　D17i3区。

主軸方向　N－830－W

竪坑　上面は，長軸1。53m，短軸1。37mの不整形で，深さ1。36mである。底面は，長軸1。35m，短軸0。78m

の長方形である。主室に向かって，緩やかなスロープ状になっており，主室との境に段をもつ。
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講頂23回　第m号地下式墟実測同

量室　底面は，長軸2。35m，短軸1。5mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，1。56mである。

壁　竪坑と主室は，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土　8層からなる。1層は，天井部の残存部と考えられる。2e3層から縄文土器片が出土している。5層

は，人為的に一挙に埋め戻したものと考えられる。4層は，天井部の崩落土と思われる。6－8層は，壁際か

ら流れ込んだものと考えられる。

土層解説

1　ハードロームブロック

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小・中ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
4　明　褐　色　ハードローム中・大ブロック多量

5　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム小・中ブロック中量

6　褐　　　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，褐色土中量
7　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・ローム中・大ブロック中量
8　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中・大ブロック中量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期は，判断する出土遺物がないため不明である。

第五2号地帯式場〔SK－1453〕（第124図）

位置　D17h2区。

主軸方向　N－170－W

竪坑　上面は，長軸1。62m，短軸1。32mの不整形で，深さ1。62mである。底面は，長軸1。1m，短軸0．98mの

不整形である。主室との境に段をもつ。

童室　底面は，長軸2．47m，単軸2。08mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，工62mで

ある。

壁　竪坑は，外傾して立ち上がる。主室は，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土11層からなる。1～3層は，ローム小。中e大ブロックが多量に含まれており，いずれも人為的に埋め

戻したものと思われる。4・7～9層は，壁際から流れ込んだものと考えられる。5e6層のロームは，天井

部が崩落したものと考えられる。
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第帽図　第帽号地帯式壌実測図

0　　　　　　　2m
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土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小。

中ブロック中量

2　暗　褐　色　ローム粒子多義，ローム小e

中ブロック少量

3　褐　　　色　ローム粒子。ローム小・中

ブロック中量

4　暗　褐　色　ローム粒子・ローム中・大

ブロック多鼠　炭化物

色
　
ム
　
色

褐

一

褐

明
　
口
　
暗

5
　
6
　
7

ローム中ブロック中量

ローム粒子多量，ローム中e

大ブロック中量

8　褐　　　色　ローム中e大ブロック中鼠

褐色土少量

9　暗　褐　色　ローム中e大ブロック中量

10　褐　　　色　ローム中。太ブロック多鼠

柔らかい

11褐　　　色　ローム中ブロック多亀　柔ら

かい

遺物　第125図1と2の土師質土器（皿），3と4の土師質土器（内耳鍋），5の常滑の鉢の胴部，土師質土器

片9　陶器片，混入したと思われる縄文土器片が覆土中から出土している。

所見　本跡は，竪坑から向かって主室が左に傾いて作られている。時期は，出土遣物から判断して，15世紀後

半から16－世紀前半と考えられる。

第12号地下式頻出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第125図 皿 A　 5．6 平底。休部 ・口綾部は直線的に外傾 ロクロ成形。底部回転糸切 り。 雲母 ・スコリア P 173 100％　　 PL 39

1 土師質土器 B l．8

C　 3．4

する。 橙色

普通

擾土 中

2

皿 A　 5．7 平底。休部 ・目線部は直線的に外傾 ロクロ成形。底部回転糸切り。 雲母 ・スコリア P 174 1 00％　　 P L 39

土師質土器 B　 l．7

C　 3．2

する。 橙色

普通

覆土中

3

内　 耳　 鍋 A 35．8 底部欠損。休部 ・口綾部は内攣気味 休部 ・目線部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 P 175　 60％　　 P L 39

土師質土器 B　 5．5 に立ち上がる。耳部の中位に吊 した にぷい褐色 覆 土中

C　24．8 と考えられ る紐ずれ痕 が認め られ

る。

普通 外 面煤付 着

4

内　 耳　 鍋 A ［36．6］ 休部から口綾部片。休部 ・口綾部は 休部 ・日録部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英・ P 176　 30％

土師質土器 B　 5．6 やや内攣 しながら立ち上がる。耳部 雲母 覆土 中

はやや小さい。 橙色　 普通 外面煤付着

5

鉢 B （7．1） 底部から休部片。休部下位は，外傾 休部下位外面へ ラナデ。内面に粕流 灰色外面暗赤褐色 P 177　30％　　 P L39

陶　　　 器 する。 れが見られる。 鉄粕

普通

覆土 中

常滑産
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＝裏：重要

第125図　第12号地下式墳出土遺物実測・拓影図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L i l

第13号地下式墳〔SK－1461〕（第126図）

位置　D17h2区。

主軸方向　N－20－E

竪坑　上面は，長軸1．2m，短軸1．0mの不整形で，深さ1．72mである。底面は，長軸1．0m，短軸0．65mの長

方形である。主室との境に，高さ約30cm，幅約20cmの土手状の仕切が確認できた。

主室　底面は，長軸2．6m，短軸1．88mの長方形で，平坦である。ほぼ中央に，薄い板材と思われる炭化物が

認められ，その上部から骨片や骨粉が出土している。確認面から底面までの深さは，1．9mである。

壁　竪坑と主室は，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土　20層からなる。2・3層は，ローム中・大ブロックが含まれ，天井部の崩落土と考えられる。4～7層

は，人為的に埋め戻したものと思われる。9・10層から縄文土器片が出土している。19層から骨片と骨粉，炭

化物が出土している。
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第帽図　第臓考地帯或壌実測図

土層解説

1　暗　褐　色　ロ㌧…ム小ブロック少量

2　褐　　　色　ローム中・大ブロック多量，柔らかい

3　褐　　　色　ローム中。大ブロック・明褐色土少量

4　褐　　　色　ローム小・中・大ブロック多量

5　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ローム中・大ブロック中豊

6　褐　　　色　ローム中・大ブロック多量，柔らかい

12　褐　　　色

13　暗　褐　色

14　暗　褐　色
15　褐　　　色

16　褐　　　色

17　暗　褐　色

7　褐　　色　ローム粒子多量，ソフトローム中・大ブロック中量　18　褐　　色

8　褐　　　色　ローム中・大ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量

9　褐　　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子中量　　　　　　　　　19　褐　　　色

10　暗　褐　色　ローム中・大ブロック多鼠焼土粒子・炭化粒子中量　20　明　褐　色

11にぷい褐色　ローム中ブロック多量，柔らかい

ローム大ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量

ローム粒子・焼土粒子中量

ローム中ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量

焼土粒子・炭化粒子中鼠　ローム小・中ブロック少量

焼土粒子e炭化粒子中巌，ロ…ム小や中ブロック中量
ローム粒子多鼠　焼土粒子中量

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小・
中ブロック少量

焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック中量

ローム粒子多鼠　ローム小・中ブロック中量，粘土小
ブロック少量

遺物　覆土中から骨片，骨軌　炭化楓　混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡は，竪坑と主室の境に土手状の仕切と思われるものが確認できた。覆土中から出土した炭化材につ

いては，性格不明である。底面から骨片や骨粉が出土していることから，墓境と考えられる。時期は，判断す

る出土遺物がないため不明である。

第摘号地帯式墟〔SK－1482〕（第127図）

位置　E17C4区。

重複関係　竪坑の上部を第48号溝が掘り込んでいる。

主軸方向　N－8J－E

竪坑　上面は，長軸2。Om，短軸1。5mの不整形で，深さ工7mである。底面は，長軸0。96m，短軸0。82mの長

方形である。主室に向かって，緩やかなスロープ状になっている。

童室　底面は，長軸2。56m，短軸1。86mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，2。Omであ
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トTlT－　　　I　　三

第帽図　第摘号地謡親墟実測図

る。

壁　竪坑は，外傾して立ち上がる。主室は，内傾して立ち上がる。

覆土14層からなる。1と2層は，第48号溝の土層である。3－5層は，人為的に埋め戻したものと考えられ

る。4層から縄文土器片が出土している。6と9層のロームは，天井部が崩落したのもと考えられる。9層と

10層の間からハマグリの貝殻が多量に出土している。13e14層は，壁際から流れ込んだものと考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少　　8　にぷい褐色　ハードローム中・大ブロック多量

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　褐　　　色　ローム中・大ブロック多量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量，ロー　　10　暗　褐　色　ローム中・大ブロック多量，炭化粒子中量

色
色
色
　
ム
　
色

褐

褐

　

一

褐

明
暗
褐
　
口
　
明

3
　
4
　
5
　
6
　
7

ム小・中ブロック少量

ローム粒子中鼠　粘土粒子少量

ローム粒子多量，ローム中・大ブロック中量

ハードローム中・大ブロック多量

炭化粒子中量

11褐　　　色　ローム中ブロック多量

12　褐　　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子e炭化粒子eローム小の

中ブロック少量

13　褐　　　色　炭化粒子中量

14　灰　褐　色　ローム粒子中量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期は，判断する出土遣物がないため不明である。
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第15号地下式墳〔SK－1486〕（第128図）

位置　E16d9区。

重複関係　竪坑の上部を第48号溝が掘り込み，主室の東側部分で第1499号土坑を掘り込んでいる。

主軸方向　N－270－W

竪坑　上面は，長軸2．17m，短軸1．36mの不整形で，深さ2．3mである。底面は，長軸1．22m，短軸1．16mの

長方形である。

主室　底面は，長軸3．40m，短軸1．78mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，2．26mであ

る。壁際を幅約30cm，深さ約10cmの溝が仝周している。
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第128図　第15号地下式塘実測図
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第129図　第15号地下式塘出土遺物実測図

壁　竪坑は，垂直に立ち上がる。主室は，内偵して立ち上がる。

覆土14層からなる。1～4層は，人為的に埋め戻したものと考えられる。4層から縄文土器片が出土してい

る。6と9層のロームは，天井部が崩落したものと考えられる。9～14層は，壁際から流れ込んだものと考え

られる。

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　明　褐　色

4　明　褐　色

5　ロ　ー　ム

6　褐　　　色

7　褐　　　色

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

ローム粒子多量，暗褐色土中量

ローム粒子・ハードローム中・大ブロック中量

ローム粒子多量，ローム中・大ブロック中量

ローム小・中ブロック中量

ローム粒子多量，ハードローム中ブロック中量

ローム粒子・ハードローム中ブロック中呈

8　　ロ　ー　ム

9　暗　褐　色

10　明　褐　色

11褐　　　色

12　暗　褐　色

13　褐　　　色

14　褐　　　色

ローム中・大ブロック多量

焼土粒子中量

ローム中ブロック多量，暗褐色土少量

ローム粒子多量，ハードローム中ブロック少量

暗褐色土・炭化粒子中量

ソフトローム小・中ブロック中量，暗褐色土少量

遺物　第129区11と2の土師質土器（内耳鍋），3と4の鉢，混入したと思われる縄文土器片が覆土中から出土

している。

所見　本跡は，主室の底面に溝が全周している。時期は，出土遺物から判断して，15世紀後半から16世紀前半

と考えられる。

第15号地下式横出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第129図 内　 耳　 鍋 A ［28．0］ 休部からロ綾部片。休部か らロ縁部 休部 ・口縁部内 ・外面横ナデ。 雲母 ・石英・長石・ P 188 10％

1 土師質土器 B （11．1） にかけて外債する。 スコリア

にぷい褐色

普通

覆 土中

外面煤付着

2

内　 耳　 鍋 A ［33．6］ ロ綾部片。 口綾部は，内攣気味に立・ロ緑部内 ・外面横ナデ。 雲母 ・石英 ・ P 18 9　 5 ％

土師貿土器 B （4．1） ち上がる。耳部はやや小 さい。 スコリア

にぷい褐色

普通

覆土 中

外面煤付着

3

片　 口　 鉢 A ［30．4］ 平底。底部か ら口綾部にかけて，直 休部 ・ロ縁部内 ・外面構ナデ。休部 砂粒 ・長石 P 190　 50％　　 P L 39

陶　　　 器 B　 9．9 線的に外傾す る。 外面に指頭痕有 り。内面に縦位のナ 灰色外面赤褐色 覆土中

C ［12．0］ デ跡が残る。 普通 常 滑産

4

鉢 A ［33．6］ 三足を付す。平底。底部か ら□綾部 足は，粘土をつまんで貼 り付けてい 淡黄色 P 191 20％　　 P L 39

陶　　　 器 B　 9．4 にかけて直線的に外傾する。 る。休部下位は回転へラ削 り。内 ・ （粕）オリーブ黄色 覆 土中

C ［16．0］ 外面に灰粕を施している。 普通 古 瀬戸
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第五6号地帯式墳〔SK－1490〕（第130図）

位置　E17a7区。

童軸方向　N－450－W

竪坑　上面は，長軸1．35m，短軸1．15mの楕円形で，深さ1．95mである。底面は，長軸1．15m，短軸0．9mの

楕円形である。主室に向かって，やや狭くなっている。

主室　底面は，長軸2．36m，短軸1．95mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，2．04mである。

壁　竪坑と主室は，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土15層からなる。1－7層は，ローム小・中・大ブロックが多量に含まれておlら　いずれも人為的に埋め

戻したものと思われる。8・9・14層のロームは，天井部が崩落したものと考えられる。14層は，天井部の初

期の崩落土と思われる。11～15層は，壁際から流れ込んだものと考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・ローム中・大ブロック多量，焼土粒子・　9　暗　褐　色　ローム中・大ブロック多量，褐色土少量

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

8　褐　　　色

炭化粒子中量

ローム小・中・大ブロック中量

ローム粒子・ハードローム中・大ブロック多量

ローム中・大ブロック多量

ローム粒子多鼠　ローム小。中・大ブロック中量

ローム小・中ブロック多量

ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

ローム中・大ブロック多量

10　暗　褐　色　ローム中。大ブロック多量，柔らかい

11暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

12　褐　　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子中量，ロー

ム小・中ブロック少量

13　暗　褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック中量

14　褐　　　色　ローム小・中ブロック多量

15　暗　褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期は，判断する出土遺物がないため不明である。

頑　魂　　　　碑
2m←」

第臓図　第柑号地謡式場実測図

第且7号地帯式墟〔SK－1550〕（第131図）

位置　E17dl区。

主軸方向　N－27ローE

竪坑　上面は，長軸1。4m，短軸1。3mの不整形で，深さ0。85mである。主室に向かって，階段状になってい

る。

童室　底面は，長軸2。2m，短軸1。6mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，1。24mである。
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第柑瑠図　第膵替地苗式墳実測図

天井部は，一部残存している。底面から天井部までの高さは，約1mである。

壁　竪坑と主室は，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土　8層からなる。1～2層は，ローム小。中e大ブロックが多量に含まれており，いずれも人為的に埋め

戻したものと思われる。4～6層は，壁際から流れ込んだものと考えられる。7層は，縄文土器片が出土し，

人為的に一挙に埋め戻したものと考えられる。8層のロームは，天井部が崩落したものと考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小・中ブロック中量　　　　　　5　褐　　　色　ローム中ブロック中量，明褐色土少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ハードローム中・大ブロック中量　　　6　褐　　　色　ローム粒子多量，ハードローム中ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック中量　　　　　　7　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

4　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量　　　　　　　　　　　　　8　ロ　ー　ム

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡は，竪坑から主室に向かって，階段状に作られていることが特徴的である。周辺の地下式壕と比較

して，規模はやや小型である。時期は，判断する出土遺物がないため不明である。

第且8号地下式墟〔SK－1563〕（第132図）

位置　E17el区。

主軸方向　N－560－W

竪坑　上面は，長軸1。26m，短軸1。2mの楕円形で，深さ0。56mである。底面は，長軸1。17m，短軸1。07mの

楕円形である。主室に向かって，スロープ状になっている。

童室　底面は，長軸2。07m，短軸1。74mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，0．8mであ

る。

壁　竪坑は，ほぼ垂直に立ち上がる。主室は，内傾して立ち上がる。

覆土11層からなる。1・3層は，縄文土器片が出土し，人為堆積と考えられる。4・7～11層は，ロームブ
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第柑図　第柑号地下式墟実測◎出藍遺物実測図

ロックが含まれており9　いずれも人為的に埋め戻したものと思われる。5層は，天井部が崩落したのもと考え

られる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　褐　　　色

4　明　褐　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子中量

ローム中・大ブロック中量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・ローム小・中

ブロック中量

ローム小・中ブロック中量

ローム中・大ブロック多量

ソフトハードローム中ブロック少量

7　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

8　暗　褐　色　焼土ブロック中量，ローム小・中ブロック少量

9　褐　　　色　ローム粒子多量，ソフトローム小・中ブロック中量

10　褐　　　色　ローム粒子多量，ソフトローム小ブロック中量

11褐　　　色　ローム粒子多量，ソフトローム小ブロック中鼠

焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　第132図1の土師質土器（皿），混入したと思われる縄文土器片が覆土中から出土している。

所見　本跡は，竪坑から主室に向かってスロープ状につながっている。周辺の地下式壕と比較して，規模はや

や小型である。時期は，出土遣物から判断して，15世紀後半から16世紀前半と考えられる。

第18号地下式墳出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第132図 皿 A ［12．4］ 底部か ら口綾部片。平底。休部から ロクロ成形。 砂粒 ・雲母 ・ P 207　 40％

1 土師質土器 B　 3．2

C　 6．8

目線部にかけて内攣気味に外傾す

る。

スコリア

淡黄橙色　 普通

覆土 中

第19号地下式墟〔SK－1565〕（第133図）

位置　E17d3区。

重複関係　主室の北側部分が第1564号土坑に掘り込まれている。

主軸方向　N－730－W

竪坑　上面は，長軸1。Om，短軸0。95mの不整形で，深さ0。35mである。主室に向かって，スロープ状になっ

ている。
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第臓図　第臓考地帯親機実測図

蓋室　底面は9　長軸1。95m，短軸1。3mの長方形で，平坦である。確認商から底面までの深さは，0。58mであ

る。

壁　竪坑は，外傾して立ち上がる。主室は，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土　4層からなる。1髄3層は，天井部が崩落したものと考えられる。2啓4層は，壁際から流れ込んだも

のと考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　ローム中の大ブロック多量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

3　褐　　　色　ローム中・太ブロック多量，柔らかい

4　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡は，竪坑から主室に向かってスロープ状につながっている。周辺の地下式境と比較して，規模はや

や小型である。時期は9　判断する出土遣物がないため不明である。

第2の号地帯式壌〔SK－1568〕（第134図）

位置　E16g8区。

主軸方向　N－75ローW

竪坑　底面は9　長軸0。95m，短軸0。65mの長方形で，深さ1。65mである。主室に向かって，スロープ状にな

っている。竪坑から北側にかけて長軸約3111，短軸約2111の長方形で，深さ0．6－11Tlの掘り込みが確認され

ている。

蓋室　底面は，長軸1。95m，短軸1。35mの楕円形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，工78mで

ある。天井部の一部が残存している。底面から天井部までの高さは，約1mである。

壁　竪坑の下位は，垂直に立ち上がり，上位にかけて外傾して立ち上がる。主室は，内傾して立ち上がる。

覆土　9層からなる。1e3層は自然堆積と考えられる。2層は，縄文土器片が出土し，人為的に一挙に埋め

戻したものと考えられる。9層の覆土には9　ロームブロックや粘土ブロックが多義に含まれ，締まりがある。
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第135図　第20号地下式墳出土遺物実測・拓影図
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土層解説

1褐　　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子中量　　　　　　　5　暗　褐　色　ローム中・大ブロック多量，褐色土中量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・ローム中・大ブロック中量　　6　暗　褐　色　ソフトハードローム中ブロック少量

3　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・ローム小・中プロ　　7　褐　　　色　ローム小・中ブロック中量

ック中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック少量

A　褐　　　色　ソフトローム小・中ブロック中量　　　　　　　　　　　9　褐　　　色　ローム中ブロック・粘土ブロック多亀締まりあり

遺物　第135図1と2の土師質土器（皿），3の土師質土器（内耳鍋），4の常滑の大窪の口綾部，5の磁器碗

の底部，混入したと思われる縄文土器片が覆土中から出土している。

所見　本跡の竪坑の北側にある長径約3m，短径約2m，深さ0。6～1mの長方形の掘り込みは，土層の堆積

状況から判断して，地下式境と同時期に存在したものと考えられる。時期は，出土遣物から判断して，15世紀

から16世紀と考えられる。

第20号地下式墳出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第135図 皿 A　 6．8 平底。休部 ・口綾部は外傾する。底 ロクロ成形。底部回転糸切 り。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 20 8 1 00％　　 P L 39

1 土師質土器 B　 2．4

C　 3．6

部は，やや突出気味。 スコリア

橙色　 普通

覆土 中

口唇部油煙付 着

2

皿 A　 9．7 平底。休部は，内攣気味に立ち上が ロクロ成形。底部回転糸切 り。 雲母 ・砂粒 P209　 95％　　 P L 39

土師質土器 B　 2．9

C　 5．0

り，口綾部はやや外反す る。底部内

面が円盤状に盛 り上がる。

淡黄橙色

普通

覆土中

3

内　 耳　 鍋 A ［35。6］ 休部から口綾部片。休部は直線的に 目線部内 ・外面横ナデ。 雲母 ・長石 ・ P 210　 20％　　 P L3 9

土師質土器 B （12．7） 外傾 し，口綾部は内攣気味に立ち上 スコリア 擾 土中

がる。 赤褐色　 普通 外面 煤付着

4

婆 B （10．6） 肩部から口綾部片。ロ綾部は，N 字 口線部内 ・外面横ナデ。肩部にスタ 暗赤褐色 P 211　 5 ％　　 P L3 9

陶　　　 器 状に折り返 されている。 ンプが押印されている。 良好 覆土 中

第2五号地下式墟〔SK－1687〕（第136図）

位置　E17ho区。

主軸方向　N－440－W

竪坑　上面は，長軸1。16m，短軸1。06mの不整形で，深さ0。65mである。底面は，長軸0。9m，短軸0．75mの

長方形である。主室に向かって，スロープ状になっている。

童室　底面は，長軸1。84m，短軸1。36mの隅丸長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，1。25m

である。天井部は，一部残存している。底面から天井部までの高さは，約0。95mである。

壁　竪坑と主室は，ほぼ垂直に立ち上がる。

遺物　第136図1の土師質土器（内耳鍋），混入したと思われる縄文土器片が覆土中層から出土している。

所見　本跡は，竪坑から主室に向かってスロープ状につながっている。周辺の地下式頻と比較して，規模はや

や小型である。時期は，出土遺物から判断して，15－世紀から16世紀と考えられる。

第21号地下式墳出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　　　 考

第136図 内　 耳　 鍋 A 34．0 底部一部欠損。平底。休部は，外傾 休部 ・口緑部内 ・外面横ナデ。 雲母 ・石英・長石・ P224　 80％　　 P L 40

1 土師質土器 B 15．2 する。口緑部は，わずかに内攣しな スコリア 覆土中

C ［16．9］ がら立ち上がる。休部 と口綾部の境

に くびれをつ くる。

橙色

普通

休部 外面煤付着
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（3）墓墳

当遺跡から墓墳13基を検出した。内訳は縄文時代1基，中近世3基，時期不明9基である。

第1158号土坑（第137図）

位置　C16i6区。

重複関係　第215号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長径1．70m，短径0．80mの楕円形で，深さ72cmである。

長径方向　N－70－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　起伏。

覆土10屑からなる人為堆積である。1・2層は第215号住居跡の炉の底部に当たる。3層の下層と6層の上

層から鉢形土器が出土し，7層から頭蓋骨が出土している。

土層解説

1赤褐色　ロームノJ、・中ブロック・焼土粒子・焼土小ブロック中量　6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ヰブロック中量，焼土粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック多量，焼土粒子・焼土小ブロック中量　　7　暗褐色　ローム小・中ブロック中量，炭化粒子少鼠骨粉少量

3　褐　色　ローム小ブロック多鼠焼土粒子少量　　　　　　　8　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，骨粉少量

4　暗褐色　ローム粒子多量・焼土粒子中量　　　　　　　　　9　褐　色　ローム中・大ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子極少量

5　褐　色　ロームノト中ブロック多呈，焼土粒子・焼土小ブロック中量10　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少呈

遺物　人骨は，頭部が北向きで，足が南向きであり，両足をやや屈折した状態で出土している。頭蓋骨の上部

から第138図3と4の鉢形土器が頭部に被せられた状態で出土している。1の台付鉢形土器は，胸の上部から

出土している。2の鉢形土器は，左腰脇から出土している。人骨の残存率は，良好である。

所見　埋葬状態は，鉢被仰臥屈葬である。出土した土器は，縄文時代中期（加曽利EI～II式）である。この

ことから本跡の時期は，縄文時代中期（加曽利EII式期）の墓境と考えられる。人骨の鑑定については，付章

で解説した。重複している第215号住居跡の時期は，出土遺物から判断して縄文時代中期（加曽利EII～III式

期）であり，本跡の方が古いと考えられる。また，本跡の上面を踏み固めて第215住居跡の床としている。
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第137図　第1158号土坑実測図
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第138図　第1158号土坑出土遺物実測・柘影図



第1158号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎 士・色調 ・焼成 備　　　　 考

第13 8図 台付鉢形土器 A 13．4 台部一部欠損。底部か ら胴部中位にかけ て，外傾 しなが ら立ち上 砂粒 ・石英 P 4 9　90％　　　 P L 4 1

1 縄 文 土 器 B （16．9） が り， 口綾部にかけ て内攣 す る。 日録直下 に沈線 を巡 らす。 日録 にぷい橙色 覆土 中

部文様 帯は，隆帯に よる渦巻文 と楕円形 を描 き，楕 円形 の区画内

に円形の刺突文 を施 している。 以下は，単節縄文 R L を横位 回転

で施文 してい る。台部 には，楕 円形の孔 3 か所が認め られ る。

普通 （加 曽利 E II式）

2

鉢 形 土 器 A 17．8 平底。底部 か ら胴部にかけ て外傾 し， 日綾部は内攣す る。 ［］綾部 砂粒 ・長石 ・雲母 P 50 100％　　 P L 41

縄 文 土 器 B 12。6 に有孔把 手を有 す る。胴部 には， クラ ンク状の隆帯 を貼付けて い にぷい橙色 覆 土中

C　 8．0 る。 普通 （加 曽利 E I 式）

3

鉢 形 土 器 A 17．8 平底。底部か ら胴部上位 にかけ て外傾 し， 上位 で最大径 をもつ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 5 1 9 0％　　　 P L 4 1

縄 文 土 器 B 12．6 も頸部 で くびれ， 口綾部 で大 き く外傾 して開 く。目線部 は， 無文で 褐色 覆土 中

C 13．0 丁寧 な横位の磨 きを施 してい る。胴 部上位の肩部 に文様帯 を もち，

隆起線文に よる渦巻文 を描 き，槍先状 に尖 る。地文 に縄文 を施 文

してい る。以下 は，丁寧 な縦位 の磨 きを施 している。

良好 （加 曽利E II式）

4

鉢 形 土 器 B （且 2） 平底。底部か ら胴部にか けて外傾 す る。 内外面 ともにナ デを施 し 砂粒 ・スコリア ・ P 52　 50％　　　 P L 41

縄 文 土 器 C　 9．0 てい る。 長石

にぷい橙色　 普通

覆土 中

（加 曽利 E II式）

第鼠超93号豊坑（第140図）

位置　E17bl区。

重複関係　第48号溝と重複している。

規模と平面形　長径0．76m，短径0．68mの不整形で，深さ52cmである。

長径方向　N－220－W

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　平坦。

覆丑　単一層からなる人為堆積である。覆土は，黒褐色土である。

遺物　底面北側から人骨片と歯が出土している。混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡は，時期不明の墓墳である。

第五538号羞坑（第140図）

位置　E16g6区。

規模と平面形　長径1．20m，短径0．84mの楕円形で，深さ42cmである。

長径方向　N－60－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　起伏。

覆丑．4層からなる人為堆積である。3層から人骨片が出土している。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，極暗褐色土少量

遺物　底面の北側から頭蓋骨が，南側から人骨片が出土している。混入したと思われる縄文土器片が出土して

いる。

所見　本跡は，時期不明の墓墳である。
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第1604号土坑（第140区D

位置　E15b9区。

重複関係　北西側部分が第1609号土坑によって掘り込まれている。

規模と平面形　長径［1．28］m，短径1．06mの楕円形で，深さ20cmである。

長径方向　N－270－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　3層からなる人為堆積である。3層から人骨片が出土している。土層番号は，第1609号土坑と通し番号

である。

土層解説

1　褐　　　色　焼土粒子中最，炭化粒子極少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック中呈，焼土粒子少呈

遺物　底面から人骨片が出土している言昆入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡は，時期不明の墓墳である。

第1605号土坑（第140図）

位置　E17gl区。

規模と平面形　長径1．32m，短径0．96mの楕円形で，深さ60cmである。

長径方向　N－180－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子多昌，焼土粒子・ローム中ブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量

L　；　　－」
第139図　第1605号土坑出土

遺物実測・拓影図

遺物　底面北側から頭蓋骨と第139図1の土師質土器（皿）が出土している。1は，頭蓋骨の西側に逆位の状態

で出土している。底面南側から下肢の部分と思われる人骨片が出土している。混入したと思われる縄文土器片

が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，近世と考えられる。

第1605号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第139図 皿 A　 9．2 平底。休部 ・口綾部は，直線的に外 ロタロ成形。底部回転糸切 り。 砂粒 ・雲母 ・ P 217 100％　　 P L40

1 土師貿土器 B　 2．9

C　 3．3

傾する。底部はやや突出する。 スコリア

にぷい橙色　 普通

底面

第1609号土坑（第140図）

位置　E15b9区。

重複関係　南東側部分で第1604号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1．12m，短径1．02mのほぼ円形で，深さ48cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。
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底面　平坦。

覆土　5層からなる人為堆積である。5層と6層から入骨片が出土している。土層番号は，第1604号土坑と通

し番号である。
．　　　r‾－．・．1　1＿．＿＿＿．．　ヽ　′

エ層聯盲況

4　褐　　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック極少量

5　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子極少量

6　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子中量

7　褐　　　色　ローム粒子多鼠　炭化粒子・ローム小・中ブロック中量

8　にぷい褐色　ローム粒子多鼠　炭化粒子・ローム小・中ブロック少量

遺物　底面から人骨片が出土している。混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡は，時期不明の墓境である。

第且6且0号土坑（第140図）

位置　E15b9区。

規模と平面形　長径工42m，短径1。36mの不整形で，深さ38cmである。

長径方向　N－270－E

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　皿状。

覆土　3層からなる人為堆積である。2層から人骨片が出土している。

土層解説

1　にぷい褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック極少量

2　にぷい褐色　焼士粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　　　色　ローム粒子多鼠　炭化粒子中量

遺物　底面西側から頭蓋骨と嵐　東側から下肢と思われる人骨片が出土している。覆土中から土師質土器片

（皿）が出土している。混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，中近世と考えられる。本跡は，人骨の出土状況から判断して，

やや西向きに埋葬したものと思われる。

第且6m号豊坑（第140図）

位置　E18dl区。

重複関係　北側部分で第1537号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1。04m，短径0。78mの不整形で，深さ10cmである。

長径方向　N－100－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　皿状。

覆土　単一層からなる人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム／トブロック極少量

遺物　底面北側から頭蓋骨と歯，中央部から人骨片が出土している。混入したと思われる縄文土器片が出土し

ている。

所見　本跡は，時期不明の墓境である。
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第温67五号土坑（第140図）

位置　E17g2区。

重複関係　南東側部分を第1578号土坑が掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1。06m，短径0。87mの円形で，深さ15cmである。

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　平坦。粘土ブロックが確認できた。

覆土　単一層からなる人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　底面北側から頭蓋骨と歯，南側から下肢と思われる人骨片が出土している。混入したと思われる縄文土

器片が出土している。

所見　本跡は，底面に粘土ブロックが確認できたため，粘土張り墓境の可能性が高い。時期は，形状から判断

して近世と考えられる。

第鼠679号土坑（第140図）

位置　E17gl区。

規模と平面形　長径工28m，短径0。82mの楕円形で，深さ23cmである。

長径方向　N－300－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　起伏。

覆土　単一層からなる人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ハードローム中・大ブロック多鼠　焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　底面北側から頭蓋骨，南側から下肢と思われる人骨片が出土している。混入したと思われる縄文土器片

が出土している。

所見　本跡は，時期不明の墓墳である。頭蓋骨の北側に深さ20cmほどの掘り込みが確認できたが，性格は不

明である。

第鼠690号土坑（第140図）

位置：E15C8区。

規模と平面形　長径1。69m，短径0。98mの楕円形で，深さ63cmである。

長径方向　N－270－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　5層からなる人為堆積である。4層から人骨片が出土している。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　4　にぷい褐色　ローム小・中ブロック多量，焼土粒子中量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極少量　　　　　　5　明　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，焼

3　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，焼土　　　　　　　　　　　土粒子少量

粒子・炭化粒子極少量
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遺物　底面北側から歯，中央部から人骨片が出土している。混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡は，時期不明の墓境である。

第五7鼠7号土坑（第140図）

位置　E15C9区。

重複関係　南側部分で第1718号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1．08m，短径0。86mの楕円形で，深さ48cmである。

長径方向　N－300－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土　単一層からなる人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム中・大ブロック中量

遺物　底面のほぼ中央部から人骨片が出土している。混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡は，時期不明の基境である。

窮鼠732号土坑（第140図）

位置　E17b8区。

規模と平面形　長径1。80m，短径1。78mのほぼ円形で，深さ77cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。

覆土10層からなる人為堆積である。土層断面から判断して2～6層は，7～10層を切っているため，新しい

堆積と考えられる。6層から人骨片が出土している。

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

8　褐　　　色

9　褐　　　色

10　褐　　　色

ローム粒子多量，ローム中・大ブロック中量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，炭化粒子少量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，炭化粒子少量，柔らかい

ローム粒子多量，炭化粒子少量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，炭化粒子少量

ローム小・中ブロック中量，炭化粒子少量

ローム小・中・大ブロック中量

ローム中・大ブロック中量

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

ローム大ブロック中量

遺物　覆土中層から人骨片，炭化物，火熟を受けた石が出土している。混入したと思われる縄文土器片が出土

している。

所見　本跡は，覆土状況から判断して古い土坑を掘り込んで作ったものと思われる。すなわち，6層の底面が

本跡の底面と考えられる。時期不明の墓壕である。
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（4）粘土張り遺構

当遺跡から粘土張り遺構15基を検出した。

第且6且2号土坑（第142図）

位置　E17f3区。

重複関係　東側部分が第1553号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長径1。34m，短径1。20mの隅丸長方形で，深さ28cmである。

長径方向　N－900－W

壁面　外傾して立ち上がる。粘土張りは，北壁に厚さ20cmほどであり，その他の壁には，確認できなかった。

底面　平坦。粘土は，中央から北側部分にかけて，厚さ2cmほどに張られている。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1　にぷい褐色　ローム小ブロック多鼠　焼土粒子・炭化粒子中量

2　にぷい褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量

3　にぷい褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量，粘土ブロック少量

4　にぷい褐色　ローム小ブロック多鼠　焼土粒子・炭化粒子中量，粘土ブロック少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第鼠6皇7号土坑（第142図）

位置　E18f2区。

規模と平面形　径1．08mの円形で，深さ15cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。粘土張りは，厚さ4cmほどである。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子中量

2　褐　　　色　ローム粒子多量

3　褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子多量

4　褐　　　色　ローム粒子中鼠，ローム小ブロック・粘土ブロック少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片，土師質土器片が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第且636号土坑（第142図）

位置　E17g3区。

重複関係　南側部分で第1637号土坑を掘り込み，東側部分が第1638号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長径工30m，短径1。10mの楕円形で，深さ20cmである。

長径方向　N－650－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。中央部に粘土ブロックが出土している。

覆土　3層からなる人為堆積である。土層番号は，第1637号土坑と第1638号土坑の通し番号である。
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土層解説

1　褐　　　色　ローム小ブロック多量，炭化粒子中量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量

3　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量，粘土ブロック少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第五637号立坑（第142図）

位置　E17h3区。

重複関係　北側部分が第1636号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　径［Li2］mの円形と推定され，深さ10cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。粘土張りは，厚さ4cmほどで皿状である。

底面　平坦。粘土は，中央部に粘土ブロックが確認できた。

覆土　単一層からなる人為堆積である。土層番号は，第1636号土坑と第1638号土坑の通し番号である。

土層解説

4　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子多量，粘土ブロック少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第五638号土坑（第142図）

位置　E17g3区。

重複関係　南西部分で第1636号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1。30m，短径0。92mの長方形で，深さ34cmである。

長径方向　N－100－E

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　平坦。粘土張りは，厚さ4cmほどである。

覆土　2層からなる人為堆積である。土層番号は，第1636号土坑と第1637号土坑の通し番号である。

土層解説

5　褐　　　色　ローム小ブロック多量，炭化粒子・焼土粒子中量

6　褐　　　色　ローム小ブロック多量，炭化粒子・焼土粒子少量

遺物　粘土の覆土中から土師質土器片（内耳鍋）が出土している。覆土中から混入したと思われる縄文土器片

が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，中世と考えられる。性格は不明である。

窮鼠639号土坑（第142図）

位置　E18hl区。

重複関係　南西部分で第1640号土坑を掘り込み，北側部分を第1572号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長径［1。40］m，短径0。90mの隅丸長方形と推定され，深さ26cmである。

長径方向　N－400－E

壁面　外傾して立ち上がる。
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底面　皿状。粘土張りは，厚さ3cmほどである。

覆土　2層からなる人為堆積である。1層が大半を占める。

色
色

説
褐
解
暗
褐

層土
　

1

　

2

ローム粒子・ローム小ブロック多量，炭化粒子・焼土粒子中量

ローム小ブロック多量，粘土ブロック中量，炭化粒子・焼土粒子少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片，貝が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第五647号土坑（第142図）

位置　E16ho区。

規模と平面形　長径1．04m，短径1．02mの円形で，深さ14cmである。

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　平坦。粘土張りは，厚さ3cmほどである。

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子中量，粘土小ブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，ハードローム小・中ブロック中量

3　褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子多量，ハードローム小・中・大ブロック中量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック・粘土ブロック少量

5　暗　褐　色　粘土粒子・ブロック少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片，陶器片が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第五657号土坑（第142図）

位置　E17h7区。

規模と平面形　長径2．12m，短径1．82mの楕円形で，深さ42cmである。

長径方向　N－490－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　凸凹。粘土張りは，厚さ23cmほどである。粘土張りの北側と東側と西側の三方に，径約30cmの円形で，

深さ約10cmの落ち込みが確認できた。性格は不明である。

覆土　7層からなる人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック少量，炭化物

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，ハードローム小・中ブロック少量

3　褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子多量，粘土ブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック・粘土ブロック少量

5　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ブロック少量

6　にぷい褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子・ブロック少量

7　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・粘土ブロック少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片，土師質土器片が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。
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第且680号土坑（第142図）

位置　E16go区。

規模と平面形　長径1。82m，短径1。20mの楕円形で，深さ32cmである。

長径方向　N－68ローE

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。粘土張りは，厚さ4cmほどである。粘土張りの周りが溝状に落ち込んでいる。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・炭化物極少量

2　褐　　　色　ローム中・大ブロック多量

3　褐　　　色　ローム粒子・ブロック多量

4　褐　　　色　粘土ブロック少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片，陶器片が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第且72且号丑坑（第142図）

位置　E17i6区。

重複関係　北側部分を第1706号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長径［0．96］m，短径0。83mの楕円形と推定され，深さ9cmである。

長径方向　N－9J－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦。粘土張りは，厚さ3cmほどである。

覆土　3層からなる人為堆積である。1層が大半を占める。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，炭化粒子・焼土粒子中量

2　褐　　　色　ローム小ブロック多鼠　粘土ブロック中墓，炭化粒子・焼土粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子・ブロック多量，炭化粒子・焼土粒子少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第鼠740号土坑（第142図）

位置　F17b6区。

規模と平面形　長径1。45m，短径0。81mの隅丸長方形で，深さ25cmである。

長径方向　N－340－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　皿状。褐色土に粘土ブロックが含まれている。本跡の各コーナーにピットが確認できた。いずれも径約

20cmの円形で，深さ約40cmである。

覆土　単一層からなる人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム中・大プロ、ソク多義，ローム粒子中量

遺物　底面の北東側部分から炭化物と焼土が出土している。覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土
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している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第盈撒尊堂坑　第m図）

位置　Ⅲ7jl区。

規模と平面形　長径1。96m，短径1。48mの隅丸長方形で　深さ購cmである。

長径方向　N－40√－E

壁画　外傾して立ち上がる。遺構の上端を幅約摘cm　厚さ約用cmの粘土が全周して張られている。

底面　平坦。褐色土に粘土ブロックが含まれている。

覆土　4層からなる人為堆積である。3層から縄文土器片が出土している。

土層解説

1　褐　　　色　白色粘土ブロック少量

2　褐　　　色　ローム中e太ブロック多量，白色粘土ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロックの粘土ブロック少量

遺物　第1姐区‖「と2の土師質土器（内耳鍋）が覆土下層から出土している。混入したと思われる縄文土器片

が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して，中世と考えられる。

第1757号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 轟　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工・色調・焼成 備　　　　 考

第141図 内　 耳　 鍋 A 35．3 休部は外傾し　 口綾部は内攣気味に 目線部内 ・外面横ナチ．体部内・外

面へラナデ。

雲母・スコリア

にぷい赤褐色

P 228　60％　　 P L 40

1 土師質土器 B 19．2 立ち上がる。 S K …17 57　 覆土下層

C 16．2 普通 休部外面煤付着

2

内　 耳　 鍋 Å［36．2］ 休部から口綾部片。休部は外傾し臼 目線部内・外面横ナデ。休部外面ナ 雲母・石英。スコリア P 229　 60％　　 P L 40

土師質土器 B （17。3） 綾部は内攣気味に立ち上がる。 デ。 にぷい赤褐色

普通

SK …1757　覆土下層

外面煤付着

窮鼠開考量坑（第143図）

位置　E17j6区。

規模と平面形　長径1。32m，短径0。97mの楕円形で，深さ17cmである。

長径方向　N－31J－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　凸凹。北東部に粘土ブロックが含まれている。

覆豊　3層からなる人為堆積である。1層に粘土ブロックが含まれている。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中乳　白色粘土ブロック少量，炭化物極少量

2　にぷい褐色　ローム粒子もブロック中量

3　明　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。
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第盈782号土塊（第143図）

位置　E17f7区。

規模と平面形　長径2¢05m，短径0。85mの隅丸長方形で　深さncmである。

長径方向　N－730－W

壁面　外傾して立ち上がる。本跡の上端を幅約10cm，厚さ約5cmの粘土が全周して張られている。

底面　平坦。褐色土に粘土ブロックが含まれている。東側部分に一辺25cmの方形で，深さ40cmの掘り込みが確

認されている。性格は不明である。

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1　にぷい褐色　ローム小・中ブロック中量，粘土ブロック少量

2　にぷい褐色　ロ…ム中e大ブロック多量，粘土ブロック少量

3　褐　　　色　炭化粒子・黒褐色土中豊

4　褐　　　色　炭化粒子・ローム小ブロック少量

5　褐　　　色　ソフトローム中ブロック中量，炭化粒子少量，締まりあり

6　にぷい褐色　ローム小・中ブロック中量，粘土ブロック少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第盈783号蓋琉（第143図）

位置　E17h7区。

規模と平面形　長径2．00m，短径1．29mの不整形で，深さ20cmである。

長径方向　N－300－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　皿状。粘土張りは，厚さ10cmほどである。

覆土10層からなる人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

8　褐　　　色

9　褐　　　色

10　褐　　　色

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック・粘土ブロック少量

ローム粒子・粘土粒子多量，粘土ブロック少量

ローム粒子中量，炭化粒子・粘土ブロック少量

ローム粒子多量，炭化粒子・ブロック少量

ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，炭化粒子少量

ローム粒子少量，炭化物

ローム粒子・小・中ブロック中量，粘土ブロック少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片，土師質土器片が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。
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（5）その他

その他の土坑の中で，特に完形に近い土器や獣骨などが出土しているものに関しては，遺構実測図を掲載す

る。

土坑土層解説

第1246号土坑土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム紙子多量，

ローム粒子少量

ローム粒子多量，

7　褐　　　色　ハードローム中

焼土粒子・炭化粒子中墨，ハードローム中・大ブロック少壷

焼土粒子・炭化粒子中量，焼土小ブロック少量

ハードローム中・大ブロック少量

焼土粒子・炭化粒子中壷

焼土粒子中鼠，ハードローム中・大ブロック少量

大ブロック多量，暗褐色土中量

第1393号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極少呈

第1434号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子多畳，炭化粒子中畳，焼土粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中呈，ローム小・中ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中最，ハードローム中・大ブロック少量

第1435号土坑土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量，ローム
小・中ブロック少量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ハードローム中・

大ブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量

5　暗　褐　色　ローム粒子少壷，炭化物

6　明　褐　色　ローム紙子多量，ハードローム中・大ブロック中量

7　褐　　　色　炭化粒子・ハードローム中・大ブロック多量

8　褐　　　色　炭化粒子・ハードローム中・大ブロック多最，炭化物

9　褐　　　色　炭化粒子・ハードローム中・大ブロック多量，ザクザ

クしている
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第1464号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　7　暗　褐　色　ローム粒子中量

2　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小・中ブロック少量　　8　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ハードローム中・大

3　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・ハードローム中・大プロ　　　　　　　　　　ブロック少量

ック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　褐　　　色　ローム粒子多量，ハードローム中・大ブロック中量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　10　明　褐　色　ハードローム中・大ブロック多量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化物

6　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量
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第1471号土坑土層解説

ユ　暗　褐　色　ローム粒子中亀　焼土粒子も炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ハードローム中・太ブロックe焼土粒子中量

3　暗　褐　色　ロ…ム粒子多鼠　焼土粒子のハードローム中e大ブロ

ック少量

4　褐　　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子少量

第1495号土坑土層解説

1褐　　　色　ローム粒子多鼠　ソフトロームノJい中ブロック中鼠

焼土粒子。炭化粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ソフトローム中。大ブロックe焼士

粒子中量、鴇骨

3　褐　　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子もハードローム中の太ブロ

ック少量
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5　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子極少壷

6　暗　褐　色　ローム粒子中鼠ソフトローム小・中ブロック少量

7　明　褐　色　ハードローム中大ブロック多鼠ローム粒子中量

8　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　焼士粒子・炭化粒子少巌

4　黒　褐　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子少鼠　炭化物

5　褐　　　色　ローム粒子。ソフトロームノト中ブロック中鼠

焼土粒子極少墨

6　明　褐　色　褐色土多量

7　明　褐　色　褐色土多鼠　ローム粒子中量

窮鼠5且3◎1516号土坑土層解説は～6ほ第1516号土坑　7－12は第1513号土坑）

1褐　　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子・焼土小ブロック中量

2　褐　　　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子・焼土小ブロック中鼠　炭化粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子多鼠　炭化粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子・ローム小の中ブロック多鼠　廃土粒子・焼土中ブロック中鼠　炭化粒子少量
5　明　褐　色　ローーム粒子少鼠　焼土粒子極少量

6　褐　　色　ローム粒子多鼠　ソフトローム小0中ブロックの焼土粒子・焼土小ブロック中鼠　炭化粒子少量

7　暗　褐　色　ローム粒子eローム小6中ブロック中鼠　炭化粒子少量

8　褐　　　色　ローム粒子多鼠　ローム小・中ブロック中鼠　焼土中ブロック少量

9　褐　　　色　ローム小e中ブロック多鼠　焼土中ブロック少量

10　褐　　　色　ローム小0中ブロック多鼠　締まりあり

11褐　　　色　ローム小0中ブロック多鼠　暗褐色土中呈，焼土小ブロック少量

12　暗　褐　色　ローム粒子も焼土中ブロック中呈，炭化粒子少量

第1573B号土坑土層解説

1褐　　　色　ローム小の中や太ブロック中鼠　焼土粒子e炭化粒子少鼠　獣骨

2　褐　　　色　ローム粒子中鼠　ソフトローム中・太ブロック・焼土粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子。ハードローム中の太ブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小e中ブロック少量

第1592号土坑土層解説

1褐　　　色　ローム小・中ブロック多鼠　焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，ソフトローム中・大ブロック・焼土

粒子中鼠　馬骨

3　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　ハードローム小・中0太ブロック少量

4　明　褐　色　ローム粒子多鼠　廃土粒子の褐色士少量

5　暗　褐　色　ローム粒子多義　ソフトローム小や中ブロック中

壷焼土粒子極少量

6　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

7　暗　褐　色　ローム粒子多量，ハードローム中・太ブロック少量

8　明　褐　色　ローム粒子多鼠ハードローム中。太ブロック中量
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第147図　その他の土坑実測図（4）
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第148図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図（1）
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第149図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図（2）
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第150図　その他の土坑出土遣物実測・拓影図（3）
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第151図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図（4）
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第152図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図（5）
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第153図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図（8）
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第154図　その他の土坑出土遣物実測・拓影図（7）
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第155図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図（8）
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第156図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図（9）
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第157図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図00）
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第158図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図（11）
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第159図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図（12）
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第160図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図巾）
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第161図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図（14）
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第162図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図巾）
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第163図　その他の土坑出土遺物実測・拓影図（16）
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第164図　その他の土坑出土遺物実測図（17）
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第165図　その他の土坑出土遺物実測図（1め
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第166図　その他の土坑出土遺物実測図（19）
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第167図　その他の土坑出土遺物実測図（細
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第168図　その他の土坑出土遺物実測図（21）
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第169図　その他の土坑出土遺物実測図（22）
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第170図　その他の土坑出土遺物実測図（23）

土坑出土遣物観察表

器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成

深鉢形土器

縄 文 土 器

B （12．1） 把手片。上位が耳状の形 をしている。 砂粒 ・スコリア

にぷい黄橙色

普通

深鉢形土器 A ［30．2］ 胴部からロ綾部片。 ロ綾部の山形の波頂部に孔を有する。 ロ緑部無文帯 砂粒

縄 文 土 器 B （17．4） を区画する隆線上は，丸みをもつ。胴部は，隆線によって逆U 字状の区 橙色

画内に単節縄文を充填している。 普通

深鉢形土器 B （16．7） 胴部からロ縁部片。波状口緑。口綾部に穂状把手を有する。胴部上位は 砂粒 ・スコリア

縄 文 土 器 2 本の隆線によr）モチーフを描き，モチーフの内 ・外面に単節縄文 R L 橙色

を施している。 普通

深鉢形土器 A 28．0 胴部から口綾部片。波状口緑。胴部上位は外反し，口綾部は内攣気味に 砂粒 ・長石 ・雲母

縄 文 土 器 B （17．5） 立ち上がる。口緑部内 ・外面は．横位ナデを施 している。以下に交互刺 噌褐色

突文 を施 している。胴部は，単節縄文を地文している。 普通

探鉢形土器 B （13．5） 胴部からロ緑部片。胴部上位は外反しながら立ち上が り，口綾部は内攣 長石 ・雲母

縄 文 土 器 する。□綾部文様帯は， キザ ミ目を施した隆帯で渦巻文を描いている。 にぷい褐色

頸部に複列の爪形文と沈線を施している。 普通

深鉢形土器

縄 文 土 器

最大長 8．9

最大幅10．1

最大厚 5．0

眼鏡状の把手。孔の周囲には，キザミ目と沈線を施している。 砂粒 ・長石 ・雲母

明褐色

普通

備　　　　考

P53　5％　　　PL42

SK－1159覆土中

（称名寺II式）

P5410％　　　PL42

SK－1166覆土中

（加曽利EⅣ式）

P55　5％　　　PL42

SK－1166覆土中

（加曽利EⅣ式）

P56　30％　　　PL42

SK－1169覆土中
（中峠式）

P5710％　　　PL42

SK－1169覆土中

（中峠式）

P58　5％　　　PL42

SK－1169覆土中

（中峠式）

！深 鉢 形 土 器 A ［2 0 ．2］ 胴 部 か ら 口縁 部 片。 胴 部 か ら ロ 綾 部 に か け て 外 傾 して 立 ち 上 が る 。 ロ縁

縄 文 土 器 B （2 3 ．0 ） 部 文 様 帯 は ， 交 互 刺 突 文 を 施 して い る 。 胴 部 に は ， 撚 糸 文 を地 文 に 複 列

の 洗 練 を 施 して い る 。

深 鉢 形 土 器 B （ 8．8 ） 底 部 か ら胴 部 片 。 平 底 。 底 部 か ら胴 部 上 位 に か け て ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が 長 石 ・雲 母 ・

縄 文 土 器 C　 8．6 る 。 胴 部 下 位 は ， 縦 位 の 沈 線 を 密 に 施 して い る 。 底 部 か ら 5 c m ほ ど ま で ス コ リア

は ， 横 位 ナ デ を 施 して い る 。 橙 色　 普 通

深 鉢 形 土 器

縄 文 土 器

A ［2 0 ．0 ］

B （ 7．6 ）

‖ 綾 部 片 。 口 綾 部 に 有 孔 把 手 を 有 す る 。 以 下 に 交 互 刺 突 文 が 巡 る。 砂 粒 ・長 石

明 褐 色

普 通

探 鉢 形 土 器

縄 文 土 器

B （ 8．6） 胴 部 片 。 単 節 縄 文 を地 文 に ， 隆 帯 と洗 練 を施 し て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・雲 母

明 赤 褐 色

普 通

ミニ チ ュ ア

縄 文 土 器

A ［ 5 ．3］

B　 6 ．4

C 　 4 ．0

外 面 に 縦 位 ナ デ 整 形 を 施 し て い る。 砂 粒 ・石 英

暗 褐 色

普 通

深 鉢 形 土 器 A 2 4 ．8 胴 部 か ら ロ 綾 部 片 。 波 状 口縁 。 胴 部 上 位 は 外 反 しな が ら立 ち上 が り ロ 縁 砂 粒 ・長 石 ・石 英

縄 文 土 器 B （1 6 ．1） 部 は 内 攣 す る 。 口 綾 部 文 様 帯 は ， 隆 帯 に よ っ て 楕 円 形 に 区 画 す る。 区 画 に ぷ い 褐 色

内 は ， 尊 前 縄 文 R L を横 位 回 転 で 施 文 し て い る。 胴 部 は ， 複 列 の 洗 練 と 普 通

波 状 沈 線 が 垂 下 す る 。地 文 は ，単 節 縄 文 R L を横 位 回転 で 地 文 して い る 。

P64　50％　　　PL42

SK－1171覆土中

（中峠式）

P6510％

SK－1171覆土中

（中峠式）

P68　5％　　　PL43

SK－1176覆土中

（加営利EI式）

P69　5％

SK－1176表採

（加曽利EI式）

P70　70％　　　PL43

SK－1178覆土中

（加曽利EI式）

P7130％　　　PL44

SK－1178覆土中

（加曽利EI式）

－202－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調・焼成 備　　　　 考

第149図 深鉢形土器 A ［24．4］ 胴部から口綾部片。胴部上位は外反 し，目線部は内攣する。 口綾部文様 長石 ・雲母 ・石英 P 72　 30％　　　 P L 43

13 縄 文 土 器 B （16．8） 帯は，隆帯によって楕円形を構成している。楕円形の区画内に単節縄文 にぷい橙色 S K …1178覆土中

R L を縦位回転で施文 している。頸部に複列の隆帯と沈線が巡る。以下

は，単節縄文 R L を横位回転で施文 している。

普通 （加 曽利 E I 式）

第150図 深鉢形土器 B （12．2） 把手。中空の把手。上面にS 字状の文様を施 している。孔の周囲に洗練 砂粒 ・雲母 ・長石・ P 73　 5 ％　　　 P L4 3

14 縄 文 土 器 が巡る。大木 8 a 式の影響がある。 スコリア

にぷい褐色　 普通

SK …11 78擾土中

（加曽利 E I 式）

15

深鉢形土器 B （23．9） 胴部から口綾部片。口綾部は無文である。胴部上位に隆帯による円形文 砂粒 ・スコリア P 75　 5 ％　　　 PL 4 3

縄 文 土 器 を施している。単節縄文を地文としている。 にぷい褐色

普通

SK －118 2覆土 中

（加 曽利 E I 式）

16

角 底 土 器 B （3．2） 底部片。外面に単節縄文 L R の縦位回転を地文に，沈線が区画している。 砂粒 ・雲母 P 76 10％　　　 P L 43

縄 文 土 器 C ［8．2］ 区画内には，磨消縄文を施 している。

1

にぷい褐色

普通

SK l l 18 3覆土 中

（安行 IIIb 式）

17

深鉢形土器 A ［33．0］ 胴部から口綾部片。胴部は外反気味に立ち上が り，目線部は内攣する。 砂粒 ・長石 ・雲母・ P 87　40％　　　 P L 44

縄 文 土 器 B （33．9） 口綾部無文帯を微隆線で区画す る。胴部は2 本の微隆線で逆U 字状の連 スコリア S K －119 1覆土 中

続のモチーフが描かれている。モチーフ間は磨 り消され，モチーフ内は 明赤褐色 （加 曽利 E Ⅳ式）

単節縄文L R を横位回転で施文 している。 普通

18

深鉢形土器 A ［33．6］ 底部か ら口綾部片。波状目線。キャリバー状 をしている。［］綾部文様帯 砂粒 ・長石 ・ P 88　20％　　　 P L4 5

縄 文 土 器 B （17．9） を一条の断面三角形の微隆線で区画 している。胴部は，単節縄文 L R を スコリア SK －11 93覆 土中

C　 6．0 横位回転で施文している。底部外面はナデを施している。 灰 白色　 普通 （加 曽利 E Ⅳ式）

19

深鉢形土器 B （7．9） 胴部片。微隆線により，U 字状の区画内に単節縄文 L R を横位回転で施 砂粒 ・長石 ・ P 89　 5 ％

縄 文 土 器 文 している。 スコリア

橙色　 普通

SK …119 3覆土 中

（加 曽利 E Ⅳ式）

第151図 深鉢形土器 A ［31．6］ 胴部から目線部片。胴部から目線部にかけて，外傾 して立ち上がる外面 砂粒 P 95 10％　　　 P L 44

20 縄 文 土 器 B （21．7） は複節縄文 R L R を縦位回転で施文 している。 にぷい橙色

普通

SK －120 0覆土 中

（堀之 内 I 式）

21

深鉢形土器

縄 文 土 器

B （7．4） 把手片。橋状把手。孔の周囲に爪形文 を施 している。 砂粒 ・雲母 ・

スコリア

明赤褐色　 普通

P 96　 5 ％

S K －12 00擾土 中

（中峠式）

22

有孔鍔付土器

縄 文 土 器

B （2．6） 目線部片。外面赤彩。頸部の横位隆帯に 1 つの孔が認められる。 砂粒 ・スコリア

にぷい褐色

普通

P 98　 5 ％

SK －12 03覆土中

（加 曽利 E 式）

23

24

25

2 6

2 7

深鉢形土器 A 21．4 胴部か ら目線部片。胴部上位は外反し， 口綾部で外傾する。口唇部に段 砂粒 ・雲母 ・ P 99　70％　　　 P L4 4

縄 文 土 器

深鉢形土器

B （19．2）

A ［18．0］

を有する。日綾部無文。胴部上位に穂状把手を 2単位有 し，沈線 を施 し スコリア SK －12 06覆土中

ている。以下に単節縄文を地文に沈線 と波状沈線が垂下す る。 灰褐色　 普通 （加 曽利 E I 式）

胴部上位から口綾部片。波状 口縁。胴部上位は内攣気味に立ち上がり， 砂粒 ・雲母 ・石英 P lO O　20％　　 P L4 4

縄 文 土 器

深鉢形土器

B （9．0）

A ［35．0］

口綾部は大きく外傾す る。口綾部に隆帯を貼 り付け，以下は単節縄文L にぷい褐色 SK －120 6覆 土中

R を縦位回転で施文している。大木 8 a 式の影響がある。 普通 （加 曽利 E I 式）

胴部から口綾部片。胴部から口綾部にかけて，内攣気味に立ち上がる。 砂粒 ・スコリア P lO l lO％

縄 文 土 器 B （15．9） 口綾部は横位ナデを施 している。以下は，単節縄文を施文 している。 褐色

普通

砂粒 ・長石

SK －120 7覆土 中

（加 曽利 E III式）

P lO2　 20％　　 P L 43異 形 土 器 B （6．1）

B （3．4）

A 2 7．0

脚部から口綾部片。三条の隆起帯縄文が巡 り，二条と三条の隆起帯間に

縄 文 土 器 癌が貼 られている。貫通孔を有する。 褐色

普通

砂粒 ・長石

S K －12 09擾土 中

（安行 II式）

P l O3 10％異 形 土 器 脚部か ら日録部片。三条の隆起帯縄文が巡 り，二条と三条の隆起帯間に

縄 文 土 器 痛 を貼 り付けている。貫通孔を有する。 褐色

普通

砂粒

SK －12 09覆土中

（安行 II式）

P l O4　 40％　　 P L 45第152図 深鉢形土器 底部から口綾部片。キャ リバー状 をしている。 目線部は，横位のナデを

28 i

2 9 ！

30 i

3日

32

3 3

縄 文 土 器

鉢 形 土 器

B （27．7） 施 している。胴部は単節縄文 を地文に，二本単位の幅の広い沈線が垂下 暗褐色 SK －12 15覆土中

C　 8．0 する。底面から2 cm ほどまでは，横位ナデを施 している。 普通 （加曽利 E III式）

B （7．8） 底部から胴部片。底部から胴部下位にかけて，外傾する。外面は，単節 砂粒 ・長石 P lO 5 10％

縄 文 土 器 C　 7．0 縄文を施文 している。 橙色

普通

砂粒 ・長石 ・雲母・

SK －12 15覆 土中

（加 曽利 E III式）

P lO 6　50％　　 P L4 4深鉢形土器 B （16．6） 底部から胴部片。胴部は内攣気味に立ち上がる。胴部外面は，単節縄文

縄 文 土 器 C　 8．4 を施文 している。底面か ら2cmほどまでは，横位ナデを施している。 スコリア

にぷい赤褐色　 普通

砂粒 ・長石 ・雲母・

SK －121 8覆土 中

（加 曽利 E I 式）

P lO 7 10％深鉢形土器 B （16．6） 底部か ら胴部片。平底。底部か ら胴部下位にかけて，やや内攣気味に立

縄 文 土 器

深鉢形土器

C lO．0

A ［16．8］

ち上がる。胴部下位は，撚糸文を施文 している。底面から5cmほどまで スコリア S K －121 8覆土 中

は，横位ナデを施している。 橙色　 普通 （加 曽利 E I 式）

底部から口綾部片。平底。底部から目線部にかけて外反気味に外傾する。 砂粒 ・雲母 ・ P llO　 50％　　 P L 45

縄 文 土 器

深鉢形土器

B　20．5 口綾部外面は，丁寧な磨 きを施している。胴部上位は上下を沈線によっ スコリア S K －12 19覆土 中

C ［10．4］

B （9。1）

て区画され，区画内に幾何学状，菱形などの磨消縄文の文様を描いてい にぷい褐色 （堀之 内II式）

P l ll lO％　　 P L 43

る。下位は，丁寧な磨 きを施 している。 良好

口綾部片。内 ・外面に隆帯と沈線による文様を描いている。貫通孔が二 砂粒 ・長石 ・雲母

縄 文 土 器 つ認められる。大木 8a 式の影響がある。 明赤褐色

普通

SK －12 25覆土 中

（阿王台 Ⅳ式）

－203　－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第152図 深鉢形土器 B （4．8） 底部片。 砂粒 ・長石 ・ P l1 2 10％

34 縄 文 土 器 C　 6．4 スコリア

にぷい橙色　 普通

S K －12 26覆土 中

（加 曽利 E III式）

35

深鉢形土器 A ［29．2］ 口綾部片。 目線部文様帯は，交互刺突文が二条巡る。以下に撚糸文を施 砂粒 ・長石 ・雲母・ P l1 3　 5 ％　　 P L 45

縄 文 土 器 B （9．4） している。 スコリア

橙色　 普通

S K －12 27覆土 中

（中峠式）

第153図 深鉢形土器 B （10．6） 底部から胴部片。平底。底部か ら胴部下位は，縦位ナデを施している。 砂粒 ・長石 ・雲母・ P l14　 30％　　 P L 46

36 縄 文 土 器 C ll。8 スコリア

橙色　 普通

S K －12 30覆土中

（加曽利 E III式）

37

深鉢形土器 A ［28．0］ 胴部から口綾部片。胴部から口綾部にかけて，外傾する。 口綾部無文帯 砂粒 ・長石 ・ P l15　 20％　　 P L4 5

縄 文 土 器 B （24．0） をキザミ目を施した隆帯で区画 している。以下に，条線文を施している。 スコリア S K －124 2覆土中

綱取 I 式の影響がある。 橙色　 普通 （堀之内 I 式）

38

浅鉢形土器 A 24．2 口綾部に小突起 を有する。外面に単節縄文を施文している。外面に煤付 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P l16　 40％　　 P L4 6

縄 文 土 器 B 15．4 着。 石英

浅黄橙色　 普通

S K －124 2覆 土中

（堀之 内 I 式）

39

深鉢形土器 B （33．3） 底部から胴部片。平底。底部から胴部にかけて，外傾 して立ち上がる。 砂粒 ・雲母 ・長石・ P 12 2　 50％　　 PL 4 6

縄 文 土 器 C　 9．4 胴部上位に単節縄文を施文 している。胴部中位から下位は，ナデを施し スコリア S K －124 6擾 土中

ている。 橙色　 普通 （堀之 内式）

第154図 深鉢形土器 A 22．0 底部から口綾部片。平底。胴部は内攣気味に立ち上が り，口綾部は外反 砂粒 ・長石 ・雲母・ P 12 3　80％　　 P L 4 6

4 0 縄 文 土 器 B （43．2） する。口綾部文様帯は，交互刺突文，キザ ミ目を施した隆帯が巡る。胴 石英 S K －124 6覆土 中

C　 8．8 部は，複列の隆帯 と沈線で区画 し，区画内に幅の広い沈線を施 している。 暗褐色　 普通 （中峠 式）

41

深鉢形土器

縄 文 土 器

B （13．3） 胴部片。外面に単節縄文 を施文 してし？る。 砂粒 ・長石 ・

スコリ伊ア

橙色　 普通

P 12 4 10％　　 P L 4 7

S K －1246覆土 中

（堀之 内式）

42

深鉢形土器 A ［27誹］ 胴部から口綾部片。波状 口縁。 口綾部無文。胴部は内攣気味に立ち上が 砂粒 ・長石 ・雲母・ P 12 6　30％　　 P L 46

縄 文 土 器 B （23．3） り，上位でくびれる。口綾部は，やや外傾する。日経直下に縄文を施 し スコリア S K －12 47覆土 中

た隆帯で楕円形を区画 し，区画内の上位に交互刺突文を施し，下位に縦 橙色 （中峠式）

位の沈線を施している。胴部は，単節縄文R L を縦位回転で施文してい

る。

普通

43

深鉢形土器 B （4．4） 底部片。平底。胴部下位は，単節縄文R L を横位回転で施文 している。 砂粒 P 12 7 1 0％

縄 文 土 器 C ［9．2］ 底面から3 cmほどまでは，横位ナデを施 している。 橙色

普通

S K －12 48擾土 中

（加曽利 E I 式）

44

深鉢形土器

縄 文 土 器

B （8．1）

C　 9．0

底部片。平底。 砂粒 ・雲母 ・

スコリア

にぷい橙色　 普通

P 134　 20％

S K －12 74覆土中

（加 曽利 E 式）

45

ミニチュア

縄 文 土 器

A　 5．9

B　 6．8

C　 2．0

口綾部一部欠損。外面は，縦位のナデ整形を施 している。 砂粒 ・長石

褐色

普通

P 135　 90％　　 P L4 6

S K －12 75覆 土中

（中期 ）

46

4 7

第15 5図

48

4 9

50

5 1

52

53

5 4

第156図

深鉢形土器

縄 文 土 器

深鉢形土器

縄 文 土 器

深鉢形土器

縄 文 土 器

深鉢形土器

B （10．4）

B （7．2）

C ［11。4］

B （28．8）

A　 5．9

把手片。橋状把手。

底部片。平底。胴部下位は，縦位のナデ整形を施 している。

胴部片。単節縄文を地文にし，斜位の沈線 を施 している。

平底。底部から胴部中位にかけて外傾 し，上位で内攣する。中位で最大

砂粒 ・長石

褐色

普通

砂粒 ・長石

明赤褐色

普通

砂粒 ・雲母 ・長石

橙色

普通

砂粒 ・長石 ・

P 136　 5 ％　　 P L4 7

S K －127 8覆 土中

（加 曽利 E Ⅳ式）

P 13 9 10％

S K －128 9覆 土中

（加 曽利E III式）

P 14 2 10％

S K －131 0覆 土中

（堀之 内 I 式）

P 14 3　60％　　 P L 4 7

縄 文 土 器

深鉢形土器

B　 6．8 径をもつ。 口綾部で大きく外傾する。口綾部無文。胴部には，櫛歯状工 スコリア S K －131 3覆土 中

C　 2．0

A ［25．0］

具による斜位の条線文が交差する。底面か ら14cmほどまでは，縦位ナデ 橙色 （称名寺 II式 or 堀之 内

を施 している。 普通 Ⅳ式）

胴部から日綾部片。キャリバー状をしている。口綾部無文帯を微隆線で 砂粒 ・長石 ・ P 14 4　20％　　 P L 4 7

縄 文 土 器 B （19．3） 区画 し，以下に単節縄文 R L を横位回転で施文している。 スコリア

にぷい黄褐色　 普通

砂粒 ・長石

明赤褐色

普通

砂粒 ・雲母 ・長石・

S K －13 1 4覆土 中

（加 曽利 E Ⅳ式）

P 14 5 15％　　 P L 4 7

S K －13 1 4覆土 中

（加 曽利 E III式）

P 146　 5 ％　　 P L 47

深鉢形土器

縄 文 土 器

深鉢形土器

B （7．5）

C　 6．2

A ［37．6］

底部片。平底。

胴部から口綾部片。胴部上位か ら口綾部にかけて外傾す る。外面に太い

縄 文 土 器 B （15．9） 沈線によるパネル的な区画が描かれている。 スコリア

明黄褐色　 普通

砂粒 ・長石

S K －13 15覆土 中

（称名寺 I 式）

P 14 7　 5 ％　　 P L 47深鉢形土器 A ［30．0］ 口綾部片。波状口緑。波頂部に沈線と刺突を組み合わせて装飾 している。

縄 文 土 器 B （9．3） 以下に，横位ナデを施している。 橙色

普通

砂粒

橙色

普通

砂粒 ・長石 ・雲母 ・

S K －13 19覆土 中

（堀之 内 I 式）

P 1 48 1 0％　　 P L 47

S K －13 29覆土 中

（加曽利 E Ⅳ式）

P 149　 40％　　 P L 48

深鉢形土器

縄 文 土 器

深鉢形土器

B （4．8）

C ［6．8］

B （8．7）

底部片。平底。外面に磨きを施 している。

底部から胴部片。平底。胴部下位は，横位ナデを施 している。

55 縄 文 土 器 C lO。0 石英

橙色　 普通

S K －13 32覆土中

（加曽利 E I 式）

－204－



図版番号 器 ．種 匝 測値（cm）l　　　 器 形 及　 び 文 様　 の 特 徴 中台土・色講巨焼成 ！ 備　　 考

第156図

56

深鉢形土器

縄 文 土 器

B （8．9） 把手。 砂粒 ・長石 ・雲母・

石英

橙色　 普通

P 150　 5 ％　　 PL 4 8

S K －13 33覆 土中

（阿王台III式）

57

深鉢形土器 B （5．0） 底部から胴部片。平底。底部から胴部下位にかけて外傾する。底部下位 砂粒 ・長石 ・雲母・ P 151 20％

縄 文 土 器 C lO．2 はナデ整形を施 している。 石英

黒褐色　 普通

S K －133 6覆土 中

（加 曽利E II式）

58

深鉢形土器

縄 文 土 器

B （13．6） 胴部から頸部片。胴部外面は，単節縄文R L を横位回転で施文 している。 雲母 ・石英 ・

スコリア

橙色　 普通

P 15 2 10％　　 P L 48

S K －13 3 7覆土中

（加 曽利 E I 式）

59

深鉢形土器 A 17．2 胴部から口綾部片。胴部から口綾部にかけて，やや外反気味に立ち上が 砂粒 ・長石 ・ P 15 3　30％　　 P L4 8
縄 文 土 器 B （12．1） る。外面に単節縄文 R L を施文 している。 スコリア

橙色　 普通

S K －13 37覆 土中

（加 曽利 E I 式）

60

深鉢形土器 B （払 6） 底部から胴部片。平底。胴部は外傾 して立ち上がる。外面は，単節縄文 砂粒 ・長石 ・石英・ P 154　 30％　　 P L 48

縄 文 土 器 C　 9．8 を施文 している。底面から3 cm ほどまでは，横位ナデを施 している。 スコリア

橙色　 普通

S K －133 9覆土 中

（加 曽利E I 式）

61

深鉢形土器 A ［28．0］ 胴部から口綾部片。有孔把手を有する。把手から口綾部にかけて，沈線 砂粒 ・雲母 P 15 7　 5 ％　　 P L 48

縄 文 土 器 B （14．8） と円形刺突文を施している。以下は，太い沈線によるパネル的な区画を 明褐色 S K －134 4覆土 中

施している。 良好 （称名寺 I 式）

62

深鉢形土器 A ［34．3］ 口綾部片。波状目線。口綾部文様帯は隆帯による渦巻文を描 き，楕円形 砂粒 ・長石 ・ P 15 8 1 0％　　 P L 4 9

縄 文 土 器 B （7．8） の区画内には単節縄文を施文 している。 スコリア

にぷい褐色　 普通

S K －13 76覆土中

（加 曽利 E III式）

63

深鉢形土器 B （7．7） 把手。上面の周囲に沈線が巡 り，内側に刺突文を施 している。外面には， 砂粒 ・長石 ・雲母・ P 159　 5 ％　　 PL 49

縄 文 土 器 隆帯と沈線による渦巻文を描いている。 石英

にぷい褐色　 普通

S K －13 77覆土 中

（加 曽利 E I 式）

64

深鉢形土器

縄 文 土 器

B （8。0）

C lO。8

底部片。平底。 砂粒 ・長石 ・雲母・

スコリア

淡橙色　 普通

P 160　 5 ％

S K －138 2覆土 中

（加 曽利E I 式）

第157図 深鉢形土器 A ［26誹］ 胴部から目線部片。胴部上位は外反しながら立ち上が り，目線部は内攣 砂粒 ・長石 ・雲母・ P 16 1 15％

65 縄 文 土 器 B （13。3） 気味に立ち上がる。口綾部無文帯は，複列の沈線によって区画され，以 スコリア S K －13 83覆土中

下に曲線的な条線文 を施 している。 黒色　 普通 （阿王 台Ⅳ式）

66

深鉢形土器 A ［24．0］ 臼綾部片。波状日録。口唇部に沈線 と爪形文が巡る。ロ綾部は，単節縄 砂粒 ・長石 ・雲母 P 16 2 1 0％　　 P L 4 8

縄 文 土 器 B （8．6） 文 を施文 している。以下に，3本単位の沈線が巡る。 にぷい橙色

普通

S K －13 84覆土中

（加 曽利 E I 式）

深鉢形土器 A ［29．0］ 口綾部一部欠損。平底。底部から胴部上位にかけてやや内攣気味に立ち 砂粒 ・長石 ・雲母・ P 167　 70％　　 PL 4 9

6 7 縄 文 土 器

深鉢形土器

B　34．4 上がり， 目線部で大きく外反する。口唇部に沈線が巡る。胴部は，単節 石英 S K －139 3覆土 中

C lO。0

A ［23．7］

縄文 を地文に波状沈線や直線的な沈線を施 している。底面から3cmほど 橙色 （加 曽利＿E I 式）

P 16 8　20％　　 P L 49

までは，横位ナデを施 している。 普通

胴部から口綾部片。波状 口緑。胴部上位は外傾 し，日綾部は外反する。 砂粒 ・長石 ・

68 縄 文 土 器

深鉢形土器

B （20．0）

B （20．8）

B （15．1）

口唇部に沈線を施 している。目線部無文帯 を3本単位の沈線が区画 して スコリア S K …139 3覆土 中

いる。以下は，単節縄文 R L の横位回転を地文に，波状沈線を施してい 灰褐色 （加 曽利 E I 式）

P 16 9　30％　　 P L4 9

る。 普通

胴部片。胴部は外傾する。上位に幅の広い隆帯が巡る。以下は，単節縄 砂粒 ・長石 ・雲母・

69 縄 文 土 器 文に複列の蛇行沈線を施 している。 石英

褐色　 普通

砂粒 ・長石

S K －14 1 1覆土中

（加 曽利 E I 式）

P 170　 25％　　 P L4 9深鉢形土器 底部から胴部片。平底。胴部下位は内攣気味に立ち上が り，中位はほぼ

70 縄 文 土 器

深鉢形土器

C　 8．0

B （14．6）

垂直に立ち上がる。胴部は，単節縄文R L を横位回転で施文している。 にぷい橙色 S K －14 11覆土中

底面から5 cm ほどまでは，横位ナデを施 している。中峠式の影響を受け

る

普通 （加 曽利 E I 式）

○
底部－部欠損。底部か ら胴部にかけて，内攣気味に立ち上がる。胴部は， 砂粒 ・長石 ・ P 171 4 0％　　 P L 50

71

第158図

縄 文 土 器

深鉢形土器

C ［8．6］

B （14．6）

単節縄文R L を横位回転で施文 している。底面から3 cmほどまでは，横 スコリア S K －143 4覆土 中

位ナデを施 している。 赤褐色　 普通 （加 曽利E I 式）

胴部一部欠損。平底。底部から胴部にかけて内攣気味に立ち上がる胴部 砂粒 ・スコリア P 17 2　40％　　 P L 50

7 2

73

縄 文 土 器

注 口土 器

C ［8．0］

注目部径

は，無節縄文 L を横位回転で施文している。底面から5cmほどまでは， 橙色 S K －143 7覆土 中

横位ナデを一施 している。 普通 （加 曽利 E II式）

注 口部片。外面は，ナデ整形を施 している。

胴部から口綾部片。口綾部に1 単位の突起が認められる。キャリバー状

長石 ・スコリア P 17 8 1 0％

縄 文 土 器

深鉢形土器

1．7～2．2

長さ　5．2

A ［20．8］

灰褐色

普通

砂粒 ・長石 ・石英

S K －14 6 1覆土中

（加 曽利 B 式）

P 179 15％　　 P L 5 0

7 4 縄 文 土 器

深鉢形土器

B （13．8）

B （9．9）

をしている。口唇部に幅の広い沈線が巡る。口綾部文様帯は，幅の広い 赤色 S K －14 63覆土 中

沈線を施 した隆帯によって，蕨手文が描かれている。胴部は，単節縄文

L R の縦位回転を地文に幅の広い沈線を施 している。

底部か ら胴部片。胴部は内攣する。胴部は，単節縄文R L の横位回転 を

普通

砂粒 ・雲母 ・長石

（加 曽利 E I 式）

P 18 0　 30％　　 P L 50
75　　 J縄 文 土 器

深鉢形土器

C ［9．0］

A　20．2

地文に複列の洗練と波状沈線が垂下する。底面か ら3cmほどまでは，横 赤褐色 S K －146 4覆土 中

位ナデを施している。 普通 （加 曽利 E I 式）

目線部一部欠損。胴部は内攣気味に外傾 し，上位で内攣する。口綾部は， 砂粒 ・長石 ・ P 18 1 9 5％　　 P L 49
76　　 糸曜文 土 器 B　24．5 わずかに外傾す る。目線部外面に単節縄文を施 している。胴部上位は， スコリア S K －14 7 1覆土 中

C ll．6 隆起帯縄文上に癌が貼 られている。以下は，ナデを施している。胴部中 こぶい橙色 （安行 III b 式）

位に直径 6 ～ 7cmの円形の孔が確認される。 普通
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第159図 深鉢形土器 A ［26．6］ 胴部からロ綾部片。波状目線。口綾部文様革は，隆起帯縄文と癌の貼付 砂粒 ・長石 ・石英・ P 182　 30％　　 P L4 9

77 縄 文 土 器 B （24．5） により構成されている。胴部には，連弧文を施 している。地文には，単 スコリア S K …14 71覆土中

節縄文L R を縦位回転で施文している。胴部下位は，斜位のナデを施し 浅黄橙色 （安 行 III b 式）

ている。 普通

78

深鉢形土器 B （17．2） 胴部片。胴部は内攣しながら立ち上がる。上位でほぼ垂直に立ち上がる。 砂粒 ・雲母 ・スコ P 183　 30％　　 P L5 0

縄 文 土 器 上位に複列の刺突文が巡る。中位に連弧文が描かれている。地文に複節 リア　 内面黒褐色 S K …14 71覆 土中

縄文 を施文 している。 外面赤褐色　 普通 （安行 I 式）

79

深鉢形土器 B （17．2） 底部から胴部片。平底。底部から胴部にかけて外傾する。外面は削の後， 砂粒 ・長石 ・ P 18 4　 30％

縄 文 土 器 C　 5．5 縦位ナデを施している。 スコリア

にぷい橙色　 普通

S K －147 1擾土 中

（安行 III b 式）

80

深鉢形土器 A ［24．4］ 口綾部片。 目線部文様帯は，隆帯によって渦巻文 を描 き，楕円文を区画 砂粒 ・長石 ・ P 18 5　 5 ％　　 P L 49

縄 文 土 器 B （6．9） している。区画内には複節縄文を充填している。以下は直線的な磨消帯 スコリア S K －147 6覆土 中

が垂下 し，区画内は複節縄文を横位回転で充塀している。 褐色　 普通 （加 曽利 E II式）

81

有孔鍔付土器 A ［24．0］ 肩部から口綾部片。肩部 とロ綾部は，内攣する。日綾部無文。鍔部の隆 砂粒 ・長石 P 18 7 10％　　 P L 49

縄 文 土 器 B （13．8） 帯に縦の孔が二つ認められる。肩部に隆帯による渦巻文 を描いている。 にぷい黄橙色 S K …14 83覆土 中

外面赤彩。 普通 （加 曽利 E III式）

第16 0図 深鉢形土器 A ［13．8］ 底部か ら口綾部片。平底。底部から目線部にかけて内攣気味に立ち上が 砂粒 ・長石 ・雲母・ P 193　 50％　　 P L 51

82 縄 文 土 器 B 19．9 る。口綾部無文帯は爪形文を巡 らし区画している。以下は，3本単位の沈 石英 ・スコリア S K －15 13覆土中

C　 8。2 線が垂下 し，間に爪形文 と半裁竹管による刺突文を施している。底面か 明赤褐色 （勝坂式）

ら3 cmほどまでは，横位ナデを施している。 普通

83

深鉢形土器 B （19．6） 底部から口綾部片。平底。波状目線。口綾部は隆帯で区画 し，隆帯の内 砂粒 ・喝長石 ・雲母 ・ P 194　 40％　　 P L5 0

縄 文 土 器 C lO。0 側に爪形文を施 している。区画内には，単節縄文を充塀している。胴部 石英 S K …15 13覆土中

は単節縄文を地文に隆帯を貼り付け，隆帯の両側に爪形文を施している。 にぷい橙色 （阿王 台III式）

底面から3 cm ほどまでは，横位ナデを施している。底面に網代痕が残る。 普通

84

深鉢形土器 A ［24。0］ 胴部から口綾部片。波状口線。胴部上位は外反 し，口綾部は内攣しなが 長石 ・雲母 ・石英 ・ P 19 5 10％　　 PL 5 2

縄 文 土 器 B （15．1） ら立ち上がる。 口綾部文様帯は，単節縄文を施 した隆帯を貼 りつけて構 スコリア S K －15 13覆 土中

成 している。以下は，横位ナデを施 している。胴部は，単節縄文R L を 赤褐色 （阿王 台Ⅳ式）

横位回転で施文 している。 普通

第1＿61図 浅鉢形土器 A ［28．0］ 底部から日綾部片。平底。胴部中位 までは直線的に外傾 し，上位で内攣 砂粒 ・長石 ・ P 19 6　 50％　　 P L 5 1

8 5

86

87

88

第16 2図

縄 文 土 器

深鉢形土器

B　22．8 する。口綾部はわずかに外傾する。 口綾部無文。胴部上位は，隆菅 と波 スコリア S K －151 6覆土 中

C 13．6

A ［払 2］し

状や直線状の沈線で文様が描かれている。胴部は，ナデを施 している。 暗赤褐色 （加 曽利 E I 式）

P 21 8 15％　　 P L 5 1

胴部上位と口綾部に赤彩 を施 している。 良好

胴部から口綾部片。胴部から口綾部にかけて，内攣気味に立ち上がる。 砂粒 ・長石 ・石英・

縄 文 土 器

ミニチュア

縄 文 土 器

深鉢形土器

B （12．7）

A　 5．2

B　 2．2

C　 2．8

A ［34．0］

目線部無文。以下に交互刺突文が巡る。胴部は，幅の広い沈線を施して スコリア S K －16 20覆土 中

いる。地文に単節縄文L R を横位回転で施文 している。 橙色　 普通 （勝坂式）

丸底。内面に指頭痕が認められる。

胴部か ら口綾部片。波状目線。胴部上位は内攣しながら外傾し， 口綾部

砂粒 ・長石

にぷい橙色

普通

砂粒 ・長石

P 21 9 1 00％　 P L 51

S K －16 40覆土中

P 2 20　 30％　　 P L 51

縄 文 土 器

深鉢形土器

B （47．5）

A ［30．0］

はほぼ垂直に立ち上がる。 口綾部は隆起帯縄文上に，形状がブタ鼻に似 灰褐色 S K －16 50覆土中

ている痛 を貼 り付けている。胴部上位は，弧線文に単節縄文を施文して

いる。以下は，ナデを施 している。

胴部から口綾部片。胴部か ら口綾部にかけて外傾しながら立ち上がる。

普通

砂粒 ・長石 ・石英・

（安行III a 式）

P 2 23　 25％

89

9 0

9 1

縄 文 土 器

注 口 土 器

B （仕 5）

A　 8．0

目線部内面に稜 をもつ。目線部外面は無文。胴部は，単節縄文R L を縦 スコリア S K －16 67擾土中

位回転で施文 している。 褐色　 普通 （阿王台 Ⅳ式）

頸部に縄文を施文している。胴部上位に磨消縄文が認め られる。下位は， 砂粒 ・長石 P 226 10 0％　 P L 5 2

縄 文 土 器 B ll。1

C　 7．1

径［23．0］

厚　 2．4

横位ナデを施 している。注口部の元に二つの痛 を貼 り付けている。 にぷい橙色

良好

砂粒 ・長石 ・雲母 ・

スコリア

黒褐色　 普通

S K －17 15覆 土中

（安行 III b 式）

P 2 27　 30％　　 P L5 2

S K －175 1覆 土中

（勝 坂式）

器　　　 台

縄 文 土 器

台部片。ナデ整形を施 している。足部が付 く。

図版番号 種　 別
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）・

現存率

（％）
器 形 及　 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第163図92 土 製 円 板 3。8 3．3 0．9 （10．0） 90 貫通孔 D P18 S K －1336　覆土中　PL56

93 土 製 円 板 4．1 4．1 0．9 （10．0） 80 D P 21 S K －1352　覆土中　PL56

94 土 製 円 板 3．6 3．6 1．0 （10．0） 80 D P 22　SK 1 379　覆土中　PL56

95 土 器 片 錘 6．4 4．6 1．3 50．0 1 00 D P 17 S K －1233　擾土中　PL56

96 土 器 片 錘 4．2 3．5 0。9 20．0 1 00 D P 19　SK －1342　　　　 PL56

97 耳　　　 栓 ［9．4］ 2．4 0．9 （10．0） 20 表面に沈線によって文様を描いている。 D P26 S K －1537　覆土中　PL56

98 耳　　　 栓 ［7．0］ 2．5 0。3 （3．0） 20 無文。 内面に1 単位の壇が確認できる。 D P44　SK －1755 確認面

99 不明土製品 4．8 3．0 2．－4 2 0．0 1 00 顔 面 を描いてい る ？ D P23　SK －1410　覆土中　PL56
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図版番号 種　 別
計　 測　 値 （cm ） ！重 義

U g ）
現 存率

（％）
器 形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　　　　 考

最大長 最大幅 貴大厚

第163図100 土　　　 偶 （6．5） 5．9 1．8 （60．0） 40 脚部から胴乱 胴部に洗練により文様を描いている。 D P20 S K －1342 安行IIIc P L 56

101 土　　　 偶 は 5） 3．1 1．8 （10．0） 10 頭部。 沈線 を施 している。 D P24 S K r 1468 覆土中　 PL56

102 土　　　 偶
（4・1と」 曇

2．3 2．3 （20．0） 10 脚部。刺突文 を施 している。 D P25 S K －1468 覆土中　 PL56

図版 番可 器　 種
計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　　 考

第163 図　 内　 耳　 鍋 A ［32．0］ 休部 か ら口綾部 片。耳 部欠 損。休部 内 ・外面 横ナ デ。 砂 粒 ・長石 ・雲 母 ・ P 186　 20％

103　　 土師質 土器 B （16．5） か ら口綾部 は外傾 して立 ち上 が る。 石 英

褐 色　 普 通

S K － 1482表 採

外 面煤 付着

皿 A　 9 ．2 平底。休 部 は内攣 気疎 に外傾 し， ＝ ロク ロ成 形。底 部 回転 糸切 り。 砂粒 ・長 石 ・雲母 ・ P 268　 95％　　　 P L 52

104　　 土 師質 土器 B　 2 ．7

C　 3．6

綾 部 は直線的 に外傾 す る。底部 は，

や や突 出す る。

スコ リア

橙色　 普通

S K － 1483表採

皿 A　 8．6 平 底。休 部は 内攣 しなが ら外傾 し日 ロ クロ成形。 底部 回転 糸切 り。 長石 ・雲母 ・ P 267 100 ％　　 P L 52

10 5 土師 質土器 B　 3．5

C　 4．0

綾部 は直 線的 に外傾 す る。 底部 は，

やや 突 出す る。

ス コ リア

にぷ い橙 色　 普通

S K － 1483 表採

106

皿 Å　 9．0 平底。 休部 は 内攣気 味に外傾 し， 口 ロ クロ成 形。 底部 回転へ ラ切 り後へ 石 英 ・ス コ リア P 26 6 100 ％　　 P L 52

土師質 土器

l

B　 3．5

C　 3 ．5

綾部 は外傾 す る。底 部は，突出気 味。 ラ削 り。 橙 色

普通

S K － 1483 表採

1

107

皿 A ［7 ．0］ 平底。休 部 ・甘綾部 は内攣気 味に外 ロクロ成 形。底 部 回転 糸切 り。 砂粒 P 197　 40％　　　 P L 52

土 師質 土器 B　 3 ．0

C ［ 2．0 ］

傾 す る。 にぷ い橙 色

普通

S K … 1532覆土 中

口唇部 油煙付着

内外面煤付 着

108

皿 A　 5．6 平底 。底部 内 面が 円盤状 に盛 り上 が ロ クロ成形。 底部 回転 糸切 り。 長石 P 198　 80 ％　　　 P L 52

土師 貿土器 B　 l．6

C　 2．5

る。休 部 ・［］綾 部 は外 傾す る。 橙 色

普 通

S K … 153 3穫土 中

109

皿 A　 9。0 平底。 休部 ・［］緑 部 内攣気 味に外傾 ロ クロ成 形。 底部 回転糸切 り。 砂粒 ・雲 母 ・ P 2 15　 98％　　　 P L 52

土 師質 土器 B　 2 ．9

C　 4 ．4

す る。 底部 は突 出気味。 ス コリア

に ぷい褐 色　 普 通

S K … 1579覆 土 中

110

皿 A　 6 ．0 平 底。休 部 ・汀線部 内攣 気味 に立 ち ロクロ成形 。底 部 回転 糸切 り。 砂粒 ・長石 ・ P 216　 80％　　　 P L 52

土 師質土 器 B　 l．7

C　 4．0

上 が る。 スコ リア

にぷい赤褐色　 普通

S K － 1579穫土 中

11 1

皿 A　 6．7 平底 。休部 か ら 口綾部 は 直線的 に外 ロ クロ成形。 底部 回転 糸切 り。 砂 粒 ・長石 ・ P 2 69 10 0％　　 P L 52

土師質 土器 B　 2．0

C　 3．7

傾す る。底 部 は突出 す る。 ス コ リア

にぷ い褐 色　 普通

S K ～ 168 8表採

112

皿 A　 6 ．6 平底。 休部 ・日録 部 は内攣気 味に立 ロ クロ成 形。 底部 回転糸切 り。 砂 粒 e 雲 母 P 22 5　 75％　　　 P L 52

土 師質 土器 B　 l。9

C　 3 ．7

ち上 が る。 灰 黄色

普 通

S K － 170 1表採

‖ 3

皿 B （3．2） 底 部か ら休部 片。 高台 は，低 く直立 削 り出 し高台。 明赤 褐色 P 230 10％　　　 P L 52

陶　　　 器 C　 5．8 す る。休 部 は外傾 す る。 普通 S K － 1779穫 土中

皿 A ［12．4］ 高 台は大 変低 い。休 部は 内攣 しなが ロ クロ成形。 削 り出 し高台。 黄灰 色 P 192　 80 ％　　　 P L 52

114　　 陶　　　 器 B　 2．3 ら立 ち上 が り，口綾部 は外 方に開 く。 （粕）灰 色 S K －15 06覆土 中

C ［7．6］ 底部外 面無 粕。 良好 瀬戸・美濃系（志野＝17 C j

115

白 天 日 碗 A lO ．8 高台 は低 く直立 す る。休 部 は外傾 し ロ クロ成 形。 削 り出 し高 台。 灰 白色 P 2 70　 80 ％　　　 P L 52

陶　　　 器 B　 7 ．1 なが ら立 ち上 が り， 口綾 部 はやや外 （粕）明緑 灰色 S K … 178 1表採

D　 4 ．8 反す る。いわ ゆ る，ス ッポ ンロ作 り。

内 ・外 面に透 明感 のあ る紬 をかけ て

い る。底 部外 面無 粕。

良 好 美濃 系

（17 C 後半 ～18 C 初頭 ）

116

天　 日　 碗 B　 6．8 高 台は低 く直 立す る。休部 は外傾 し ロ クロ成形 。削 り出 し高 台。 褐色 P 23 1 30％　　　 P L 52

陶　　　 器 C　 4。4 なが ら立 ち上 が り， 日綾部 はやや 外 （粕）茶 褐色 S K － 1781覆 土中

反す る。いわゆ る，ス ッポン ロ作 り。 良好 瀬 戸 ・美濃系

内 ・外面 に鉄粕 を施 して いる。底 部

外面 無粕。

（18 C 前 半）
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土坑出土石器観察表

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第1朗図117 磨　　　 石 （5．8） 5。5 4．5 （210．0） 安　 山　 岩 Q 44　 SK －1182覆土 中　 一部欠損　　　　　　　 P L 59

118 磨　　　 石 （4．6） 5．7 3．5 （130。0） 安　 山　 岩 Q 45　 SK －1182覆土 中　 半欠

119 磨　　　 石 （6。7） 6。5 4．2 （180．0） 安　 山　 岩 Q 46　 SK －1184覆土 中　 半欠

120 磨　　　 石 （6．0） 6。2 3．5 （220．0） 安　 山　 岩 Q 48　 SK －1193覆土 中　 半欠

121 磨　　　 石 11．2 6．0 3．5 （400．0） 安　 山　 岩 Q 50　 SK －1205覆土 中　 一部欠損　 敲石転 用　　 P L 59

122 磨　　　 石 12．5 11．4 7。4 （1440。0） 安　 山　 岩 Q 52　 SK －123 1覆土 中　 一部欠損

123 磨　　 石 6．8 7。0 （2．7） （170．0） 安　 山　 岩 Q 55　 SK －1248擾土 中　 一部欠損

124 磨　　　 石 12．0 9．2 4。1 610。0 砂　　　 岩 Q 56　S K －1249覆土 中

125 磨　　　 石 7．4 7。2 4．3 330．0 安　 山　 岩 Q 57　S K －1260擾土 中

第165図1茄 磨　　　 石 8．5 6．3 5．3 370．0 安　 山　 岩 Q 58　S K －1260覆土 中　 敲石転用　　　　　　　　 P L5 9

127 磨　　　 石 6。7 6．6 3．9 280．0 安　 山　 岩 Q 59　SK －1260覆土中　　　　　　　　　　　　　 P L5 9

128 磨　　　 石 6．7 7．0 3．8 270．0 安　 山　 岩 Q 60　SK －1260覆 土中　　　　　　　　　　　　 P L5 9

129 磨　　　 石 6．3 5．7 3。7 210．0 安　 山　 岩 Q 61 S K －126 0覆 土中　　　　　　　　　　　　　 P L5 9

13 0 磨　　　 石 11。7 6。2 2。6 28 0．0 安　 山　 岩 Q 64　SK －133 9覆 土中

131 磨　　　 石 6。8 6．7 4．3 （310．0） 安　 山　 岩 Q 65　 SK －134 2（第8号地下式墳）覆 土中一 部欠損　 P L 5 9

13 2 磨　　　 石 5．4 5。1 3．6 15 0．0 安　 山　 岩 Q 66　 SK －134 2（第8号地下式墳）覆土 中　　　　　 P L 5 9

13 3 磨　　　 石 8．3 6．9 4．6 43 0．0 安　 山　 岩 Q 69　 SK －135 7擾 土中　　　　　　　　　　　　　 P L 5 9

134 磨　　　 石 11．0 7．0 4．2 50 0．0 安　 山　 岩 Q 70　 SK －135 7覆 土中　　　　　　　　　　　　　 P L 59

135 磨　　　 石 9。9 6．8 4．5 50 0。0 安　 山　 岩 Q 71 S K －135 7覆 土中　　　　　　　　　　　　　 P L 59

136 磨　　　 石 8．8 7．2 4．4 48 0．0 安　 山　 岩 Q 72　 SK －135 7覆土 中　　　　　　　　　　　　　 P L 59

137 磨　　　 石 7。9 7．0 4．8 49 0．0 安　 山　 岩 Q 73　 SK －135 7覆土 中　　　　　　　　　　　　　 P L 59

第166図138 磨　　　 石 6。3 5。6 3．9 27 0。0 安　 山　 岩 Q 74　 SK －135 7覆土 中　　　　　　　　　　　　　 P L 59

139 磨　　　 石 9．1 7．1 4．5 43 0。0 安　 山　 岩 Q 75　 SK －1357覆土 中　　　　　　　　　　　　 P L 59

140 磨　　　 石 7。7 7。0 4．2 420。0 安　 山　 岩 Q 76　 SK －1357覆土 中　　　　　　　　　　　　　 P L 59

141 磨　　　 石 8。9 5．3 1．9 140。0 砂　　　 岩 Q 78　 SK －1377覆土 中

142 磨　　　 石
（4．6）

6．7 3．3 （130．0） 安　 山　 岩 Q 82　 SK －1384覆土 中　 半欠

143 磨　　　 石 （7。9） 6．7 3．8 （260．0） 安　 山　 岩 Q 85　 SK －1386 （第9号地下式墳）覆土 中　 半欠

144 磨　　　 石 8．7 7．1 4。8 420．0 安　 山　 岩 Q 86　 SK －1386 （第9号地下式墳）覆土 中 敲石 転用 P L 59

145 磨　　　 石 11．5 7．1 4．9 590。0 安　 U」 岩 Q 87　S K －1388覆土 中　　　　　　　　　　　　 P L 59

146 磨　　　 石 9．3 6．9 3．7 460．0 安　 山　 岩 Q 88　 SK －1388覆土 中　　　　　　　　　　　　　 P L 59

147 磨　　　 石 8．0 7．9 4．2 480．0 安　 山　 岩 Q 89　S K －1386 （第 9 号地下式墳）覆 土中　　　 P L5 9

148 磨　　　 石 7．1 6．5 4．8 260。0 安　 山　 岩 Q 90　S K －1388覆土 中

149 磨　　　 石 7．6 6．9 4．6 290。0 安　 山　 岩 Q 91 S K －14 31覆土 中

第167図1測 磨　　　 石 9。7 6．3 4．2 390．0 安　 山　 岩 Q 92　S K －1434覆土 中

151 磨　　　 石 7．8 6．9 4．5 （380．0） 安　 山　 岩 Q 94　S K －1437覆土 中　 一部欠損

152 磨　　　 石 5。8 5。8 3．2 190．0 安　 山　 岩 Q lOO　 SK －146 4覆 土中

153 磨　　　 石 7．2 6．5 4．8 310．0 安　 山　 岩 Q lO6　 SK －1516覆土 中

154 磨　　　 石 6．5 6．1 3．9 220．0 安　 山　 岩 Q l16　 SK －175 1覆土 中　　　　　　　　　　　　 P L5 9

15 5 石　　　 錘 7．9 3．8 1．2 50．0 安　 山　 岩 Q 41 S K －11 71表採

156 石　　　 錘 （6．7） 5．3 1．3 （70．0） 安　 山　 岩 Q 42　SK －1180覆 土中　 半欠　　　　　　　　　 P L6 0

15 7 石　　　 錘 3。5 2。4 0。6 8．3 砂　　　 岩 Q 51 S K －12 05覆 土中　　　　　　　　　　　　　 P L6 0

15 8 石　　　 錘 8．9 4。1 1。3 70．0 砂　　　 岩 Q 53　 SK －1233覆 土中　　　　　　　　　　　　　 P L6 0

15 9 磨 製 石 斧 （6．2） 5．5 3．1 （160。0） 砂　　　 岩 Q 40　 SK －1170覆 土中　 刃部 片　　　　　　　　 P L5 7

160 磨 製 石 斧 （5．2） 5．2 2．5 （‾120。0） 砂　　　 岩 Q 80　 SK －138 0覆 土中　 刃部 片　　　　　　　　　 PL 5 7

16 1 磨 製 石 斧 （9．5） 4．8 2．9 （200．0） 砂　　　 岩 Q lO 5　 SK －1513覆土 中　 刃部片　　　　　　　　 PL 5 7

162 磨 製 石 斧 10．1 5。0 2．4 19 0．0 凝　 灰　 岩 Q 112　 SK －1607覆土 中　　　　　　　　　　　　 PL 5 7

163 磨 製 石 斧 （5．1） 3．6 2．1 （50．0） 凝　 灰　 岩 Q l13　 SK －1608覆土 中　 刃部片　　　　　　　　 PL 5 7

164 打 製 石 斧 （4．8） 6．2 2．1 （80．0） 安　 山　 岩 Q 63　 SK －126 0覆 土中　 一部 欠損　　　　　　　 PL 5 7

165 打 製 石 斧 （7。9） 4．1 2．6 （100．0） 砂　　　 岩 Q 81 S K －138 2覆 土中　 一部 欠損　　　　　　　 PL 5 7

第168図1伍 打 製 石 斧 13．8 5．5 2。6 26 0。0 泥 質 片 岩 Q 93　 SK －143 5覆土 中　　　　　　　　　　　　　 PL 5 7

167 打 製 石 斧 9．9 5．1 2。1 90．0 粘　 板　 岩 Q 95　 SK －144 4表採　　　　　　　　　　　　　　 P L 5 7

168 打 製 石 斧 10．8 4。5 1．3 90．0 泥 質 片 岩 Q 114　S K －1608覆土 中　　　　　　　　　　　　 P L 5 7

169 礫　 石　 斧 12。2 6。0 3．3 35 0．0 安　 山　 岩 Q 38　 SK －115 9覆土 中　　　　　　　　　　　　　 P L 5 7

170 礫　 石　 斧 8．0 5。3 2．3 11 0．0 粘　 板　 岩 Q 39　 SK －117 0覆土 中　　　　　　　　　　　　　 P L 5 7
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図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 l 石　 質

備　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

第168区旧1 磨 製 石 斧 2．7 1．3 0．6 3．6 粘　 板　 岩 Q 96　 SK －1449　 覆土 中　　　　　　　　　　　　 P L5 7

172 垂 れ 飾 り 2．9 1．1 0．6 3．1 滑　　　 石 Q 68　 SK －13 5 1 覆土 中　 穿孔　　　　　　　　　 PL 5 7

173 尖　 頭　 器 （5。5） 2．3 0．5 （10．0） 安　 山　 岩 Q lO 3 S K －14 95　 覆土 中　 一部欠損　　　　　　　 P L 58

174 石　　　 鉄 3。2 2．0 0．4 （1．8） 黒　 曜　 石 Q 43　S K －1181 覆土 中　 一部欠損　　　　　　　 P L 58

175 石　　　 鉄 2．2 1．1 0．4 0．6 チ ャ ー ト Q 62　S K －12 63　 覆土中　　　　　　　　　　　　 P L 58

1 76 石　　　 鉄 2．0 1。2 0．5 0。9 チ ャ ー ト Q lOI S K －14 76　 覆土中　　　　　　　　　　　　 P L 57

17 7 石　　　 錐 （3。6） 1．6 0．9 （3．0） 頁　　　 岩 Q 115 S K －16 38　覆 土中一部欠損　　　　　　　　 P L 57

178 石　　　 器 4．4 3．0 1．2 10．0 黒　 曜　 石 Q 79　SK －13 79　覆 土中　　　　　　　　　　　　 P L 58

179 石　　　 器 4。0 3．4 1．3
し

20．0 黒　 曜　 石 Q 47　SK －119 1 覆 土中

180 石　　　 皿 （24．8） （17．3） 6．4 （334 0。0） 雲 母 片 岩 Q 54　 SK －123 7　覆土 中　 一部 欠損　 凹石転用　 P L5 8

第169図181 石　　　 皿 （16．7） （10．0） 9．0 （145 0．0） 安　 山　 岩 Q 67　 SK －1342 （第 8 号地下 式墳）覆土中　 一部欠損

182 凹　　　 石 （7。4） （10．0） （5．0） （31 0．0） 雲 母 片 岩 Q 77　 SK －136 1 覆土 中　 一部 欠損

183 石　　　 皿 （9．9） （9．4） 4．0 （28 0．0） 安　 山　 岩 Q 84　 SK －1386　 覆土 中　 一部 欠損　 凹石 転用

184 浮　　　 子 （5．3） （9．4） 2。0 （20．0） 流　 紋　 岩 Q 99　 SK －14 61 覆土 中　 辛欠　　　　　　　　　 PL 5 7

185 石　　　 棒 （12．0） 4。8 3．2 （320．0） 砂　　　 岩 Q 98　S K －14 53　 覆土 中　 一部欠損　　　　　　　 PL 5 8

18 6 石　　　 棒 （15．3） 9．1 9。1 （18 50．0） 砂　　　 岩 Q 195 S K －16 22　 覆土中　 一部欠損　　　　　　　 P L 58

18 7 化　　　 石 （12．0） 5．9 4．5 （420．0） Q 9 7　SK －14 53　 覆土中　 一部欠損　　　　　　　 P L 57

188 砥　　　 石 （11．1） 4．2 3．8 （200．0） 凝　 灰　 岩 Q lO4 S K －14 97　覆 土中　 一部欠損　　　　　　　 P L 6 1

第1m 図189 石　　　 臼 （10．6） 7。8 8．9 （790．0） 安　 山　 岩 Q lO 2 S K －148 2　覆 土中　 一部欠損　 下 目

190 硯 （9．5） 4．8 1。3 （80。0） 凝　 灰　 岩 Q lll S K －15 73　覆 土中　 一部欠損　　　　　　 P L 61

表5　前田村遺跡の区土坑一覧表

土坑

番号
位置
長 径 方　向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　　 模

壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物 備　　　　　　　 考
長径×短径 （m ） 深さ（cm）

1158 C 16i6 N －7 0－E 楕　 円　 形 1．70　×　0．80 72 外 傾 起 伏 人 為 縄文土器，人骨，P49，50，51，52 縄文時代中期の墓境，Sト215と重複

1159 C 17d5 N －800－W 楕　 円　 形 2．22　× 1．60 50 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P 53，Q 38

1 160 C 17d3 N －150－W 楕　 円　 形 2．28　× 1．90 54 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器

1161 C 17e5 円　　　 形 2．20　×　2．20 40 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器

1162 C 17f5 N －0 0 楕　 円　 形 1．50　× 1．13 － － － － 縄文土器

1163 C 17e4 N －170－W 楕　 円　 形 1．41 × 1．16 － － － － 縄文土器

1164 C 17e8 円　　　 形 1．60　× 1．60 － － － －

1165 C 17f4 円　　　 形 1．18　× 1．00 16 緩 斜 凹　凸 人 為 縄文土器

1166 C 17f5 N －0 0 楕　 円　 形 1．18　× 1．06 － － － － 縄文土器，P54，55

1167 C 17g4 N －84。…E 楕　 円　 形 2．14　× 1．70 46 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器

1168 C 17j4 N －900－W ［楕　 円　 形］ 3．40 ×［2．40］ 42 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SI－246 と重複

1169 C 17i4 N －00 楕　 円　 形 1．52　× 1．40 64 内 傾 平 坦 自　然 縄文土器，P 56，57，58 SI－245 と重複

1170 C 17 i3 円　　　 形 1．85　× 1．82 92 内 傾 平 坦 人 為 縄文土器牒 9軋61載63，DP14，Q39，40 袋状土坑，SI－245と重複

1171 C 16do N －670－W ［楕　 円　 形］ ［2．57］× 1．76 84 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器，P64，65，68，軋Q41 SI－243，244と重複

1172 C 16co N －190－E 楕　 円　 形 0．96　×　0．66 105 内 傾 平 坦 人 為 縄文土器 袋状土坑，Sト243，244と重複

1173 C 17cl 円　　　 形 1．36　× 1．27 60 外 傾 平 坦 自　然 SI－243と重複

1174 C 16b o ［円　　　 形］ 1．30　×（0．70） 94 内 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P66，67，D P15 袋状土坑

1175 D 17a4 ［円　　　 形］ 1．30 ×［1．28］ 60 外 傾 平 坦 自　然 SI－246と重複

1176 C 17i7 N －00 円　　　 形 1．30　× 1．25 162 内 傾 平 坦 人 為

1177 C 17e6 N －620－E 楕　 円　 形 1．42　× 1．20 46 外 傾 平 坦 人 為

1178 C 17j5 N －73。－W 楕　 円　 形 3．06　× 1．40 66 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器，P70，71，72，73 SI－252 と重複

1179 C 16b8 N －630－E 楕　 円　 形 2．30　× 1．82 116 内 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P 74 袋状土坑

1180 D 17a7 N －320－W 楕　 円　 形 2．66　× 1．90 80 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器，Q 42 SI－248 と重複

1181 D 17a7 N －47。－W 楕　 円　 形 2．30　×　2．08 82 垂 直 平 由 自　然 縄文土器，Q 43 SI－248と重複

1182 C 17j6 N －460－W 楕　 円　 形 1．85　× 1．66 90 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器，P75，Q 44，45 SI－253と重複

1183 D 17a6 N －600－E 楕　 円　 形 1．83　× 1．50 86 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器，P76 SI－253，257と重複
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土坑

番 号
位置
長 径 方　 向

（長 軸方 向）
平　 面　 形

規　　　　　　　 模
i 壁 面

底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物 備　　　　　　　　 考
長径 ×短 径 （m ） 深 さ（cm ）

1184 D 17d 3 円　　　 形 2．0 0　×　2．00 2 2 外 傾 平 坦 自　然 縄文 土器， Q 46 S I－ 30 1 と重 複

1 185 C 17h 8 N －130 － E 楕　 円　 形 1．24　×　0．93 152 内 傾 皿 状 人 為 縄文 土器， D P 16 袋 状土坑 ，S ト 255 と重複

1 187 D 17b 6 円　　　 形 1．54　× 1．54 34 垂 直 乎 ：担 人 為 縄文 土器

1 18 8 D 17a3 N …150 W－W 楕　 円　 形 1。84　× 1．60 56 外 傾 平 坦 自　 然 縄文 土器

1 18 9 D 17b3 N …770－ W 楕　 円　 形 1．60　× 1。44 128 内 傾 乎 ：坦 人 為 縄文土器，P80胤 82，83，84，85，8 袋状 土坑

1190 D 17b4 N － 45c－ E 楕　 円　 形 2．04　× 1．60 40 緩 斜 平 坦
－

S I－ 250 と重複

119 1 D 17b l 円　　　 形 3 ．00　×　2 ．90 74 外 傾 平 坦 人 為 縄 文土 器，P 87，Q 47

1192 D 17b2 N … 400… E 楕　 円　 形 1．60　× 1．30 48 外 傾 平 坦 人 為

1193 C 16b9 N …8 20－W 楕　 円　 形 1．72　× 1．32 100 外 傾 平 坦 人 為 縄文 土器 ，P 8 8，89，Q 48

1194 D 17C5 円　　　 形 1．38　× 1．3 5 69 内 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P90，91，92，乳 Q49 袋状 土坑

1195 D 17d5 N …70 0…W 楕　 円　 形 1．80　× 1．6 0 90 外 傾 平 坦 自　然 縄文 土器

1196 C 17h 9 円　　　 形 1．04　× 1．0 2 － － － －
縄文 土器

1197 C 17h 9 円　　　 形 1．10　× 1．04 13 8 垂 直 平 坦 人 為

1198 C 17j9 円　　　 形 1．18　× 1．20 － － － －
縄文 土器

1199 C 17g o N …44。…E 楕　 円　 形 2．5 6　× 1．92 76 垂 直 平 坦 人 為 縄文 土器

1200 C 18h 2 N … 6 0 … E 楕　 円　 形 1．7 8　× 1．62 42 外 傾 平 二坦 人 為 縄文 土器， P 95，9 6

12 01 C 18g l N － 5 0 － E 楕　 円　 形 2．36　× 1．68 72 外 傾 平 坦 自　 然 縄文 土器

12 02 D 18a2 円　　　 形 1．62　× 1．58 44 垂 直 平 坦 人 為

12 03 D 17も5 N … 3 。… E 不　 整　 形 2．00　× 1．86 58 垂 直 平 坦 自　 然 縄 文土 器，P 98 S I－ 250 と重複

12・0 4 C 16bo ［円　　　 形 ］ ［1．60 × 1．58］ 80 外 傾 平 坦 人 為 縄 文土 器

120 5 D 17a5 N － 680－W 楕　 円　 形 圧 52］× 1．10 58 外 傾 平 坦 自　然 縄文 土器 ，Q 50，5 1 S ‡…250 と重複

1206 D 17b5 円　　　 形 1．86　× 1．74 76 垂 直 平 坦 自　然 縄文 土器 ，P 99，100 S I－ 250‾と重複

1207 C 16b9
南　　 形 ］ ［1．10 × 1．0 8］

－ － － …
縄文 土器 ，P lOl

1208 C 16C9 N … 25。…E 楕　 円　 形 1．98　× 1．5 8 97 外 傾 平 坦 自　然 縄文 土器 S I…2 44 と重複

1209 D 17C2 N …6 50…W 楕　 円　 形 1．40　× 1．0 2 90 垂 直 平 坦 人 為 縄文 土器 ，P lO 2，103

1211 D 17b 6 N … 0 0 ［楕　 円　 形］ は 58 × 2．00 ］

4 6 外 傾 平 坦

平 坦

－ 縄文 土器

S I －2 45 と重 複

S I－ 285 と重複

1212 C 17h 4 N －250 … E

N －4 1。－E

N …44。一E

楕　 円　 形 1．58　× 1．04 自　然

人 為

縄文 土器

1214 C 17e6 円　　　 形 0．8 0　×　0．78 － －
縄文 土器

12 15 D 18a 4 楕　 円　 形 2．2 0　× 1．80 86 外 傾 縄文 土器， P lO4，105

12 16 D 18a 3 円　　　 形 0．6 4　×　0．64 104 外 傾 平 坦 自　 然 縄文 土器

12 17 C 18f5 楕　 円　 形 2．46　×　2．12 66 緩 斜 平 坦 自　 然 縄文 土器

12 18 C 18h4 N … 9 。－W

！

N －40。－E

N －7 60－可

不 整楕 円形 2．44　× 1．60 58

70

垂 直

緩 斜

平 坦 自　 然 縄文 土器， P lO6，107 S I－ 245 と重複

S I－ 264 と重複

122 0 D 18b2 円　　　 形 1．32　× 1．20 － －
縄文 土器

122 1 D 18C6 円　　　 形 1．97　× 1。90 平 坦 人 為 縄文 土器

縄 文土 器，P lll

1223 C 18h4 円　　　 形 1．83　× 1．70 80 垂 直 段 状

平 坦

人 為 S I－ 245 と重複

1225 C 18j5 楕　 円　 形 2 ．12　× 1。58 － －

人 為

S I－ 285 と重複

S I－ 255 の炉 と重 複

1226 D 18C4 円　　　 形 1．60　× 1．50 － － 縄 文土 器，P 112

1227 C 17i8 円　　　 形 1．20　× 1．10 ・114 内 偵 縄 文土 器，P l13

縄文 土 器，P 114

1228 C 17i4 楕　 円　 形 1．64　×　0．8 0 24 緩 斜 平 坦 自　 然 S I－ 245 と重複

1230 D 18a6 N －36 0－ E ［楕　 円　 形］ 2．70 ×［2．28 ］ 56 外 傾 平 坦 人 為 S K － 1243，1257 と重 複

12 31 C 17i8 N －650 － E 楕　 円　 形 1．08　×　0．92 118

10 0

外 傾

垂 直

皿 状 人 為

人 為

縄文 土器　 Q 52 S I－ 255 と重複

S K － 12 33B ，C と重複

12 32 D 17a 6 N －660 －E

N －20。－E

楕　 円　 形 1．8 0　× 1．40 －
縄文 土器

1233 A D 18a6 円　　　 形 0．7 4　×　0．70 平 坦 縄文土器，D P 17，Q 53

1233 B D 18a6 ［楕　 円　 形］ 1．18 ×［1．00 ］ 4 1 垂 直 平 坦 人 為 縄文 土器 SK …12 33A ，C と重複

1233 C D 18a6 N － 200 － E ［楕　 円　 形］ 1．04 ×［0．80］ 68 外 傾 平 坦 人 為 縄文 土器 SK －12 33A ，B と重 複

1234 D 18d3 N … 76c… E 楕　 円　 形 2．56　× 1．94 － －
縄文 土器
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土坑

番号
平　 面　 形

規　　　　　　 模 ！壁 面

底 面 覆 土 出　 土　 遣　 物 備　　　　　　　 考
長径 ×短径（Ill） 深さ（cm）

1235 C 16co N －30。…E 楕　 円　 形 1。62　× 1．35 6 9 外 傾 平　坦 人 為 SI…244，SK －1171と重複

12 36 C 17h9 N －90㌧－E 楕　 円　 形 1．18　× 1．04 96 垂 直 皿 状 人 為 SI…25 5と重複

123 7 D 18C5 N …O G 楕　 円　 形 2．10　× 1．82 66 緩 斜 皿 状 人 為 縄文土器，Q 54 S I…26 1と重複

1238 D 18C3 N －10C－E 楕　 円　 形 1．24　× 1．00 18 緩 斜 皿 状 自　然 縄文土器 SI…266 と重複

1239 D 18C2 N －780－E 不整楕円形 1．86　× 1．36 75 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器 SI－266 と重複

1240 D 18C2 N －56。…W 楕　 円　 形 1．38　× 1．04 58 外 傾 起 伏 自　然 縄文土器 SI－266 と重複

1241 D 18d5 円　　　 形 1．10　× 1．08 46 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SI…261，SK …1274と重複

1242 D 18e5 N －46C…E 楕　 円　 形 1．60　× 1．40 － － － － 縄文土器，P l15，116

12 43 D 18a5 N －37 0－E ［楕　 円　 形］ ［1．14 × 0．90］ 54 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器 SK －12 30，125 7と重複

124 4 D 18i7 N －65。－W 楕　 円　 形 1．72　× 1．42 8 8 内 傾 平 坦 人 為 縄文土器，Pl17誹8，119，1犯121 袋状土坑，SD －45と重複

124 5 D 18 f6 N …670－W 楕　 円　 形 1．90　× 1．72 36 緩 斜 凹　凸 人 為 縄文土器

1246 D 18e4 N －90。－E 楕　 円　 形 2．70　×　2．46 84 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P122，123，124

1247 D 17C8 N －81㌧－W 楕　 円　 形 2．02　× 1．36 62 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P 126

1248 D 17d5 N －49。…－E 楕　 円　 形 2．22　× 1．82 36 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器，P 127，Q 55

1249 D 18f5 N …14く7－W 楕　 円　 形 2言6　× 1．80 94 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器，Q 56

1250 D 18f3 N －18。…E 楕　 円　 形 4．20　×　2．60 70 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器

1251 D 18a4 N －250…E 楕　 円　 形 1．30　× 1．00 4 8 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器 SI－262と重複

12 52 D 18b3 N －46。－E 不　 整　 形 1．08　×　0．98 8 3 垂 直 皿 状 自　然 縄文土器 SI－262と重複

125 3 D 18b3 N －900一一W 楕　 円　 形 1．48　× 1．16 46 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SI－26 2と重複

125 4 D 17d4 N －90。－E 不 整 円 形 1．34　× 1．22 70 内 偵 平 坦 人 為 敵 土乳 P12机29，1鋸 3日32，133 袋状土坑

1255 C 18g2 円　　　 形 1．42　× 1．40 174 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器

1256 C 18gl 円　　　 形 1。20　× 1．10 41 外 傾 平 坦 人 為

1257 C 18i6 N …400…E ［楕　 円　 形］ 圧 60 × 1．28］ 36 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SI－285，SK …1230，1243と重複

SI－266と重複

SI…260と重複

1258 D 17e6 N －240－W 楕　 円　 形 1．34　× 1．10 54 外 傾 起 伏 － 縄文土器

1259 C 17fo N －42。－W 楕　 円　 形 1．62　× 1．40 4 0 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1260 D 17d5
！N －17。…E

！　 i

i

N …5 。－E i

i

N －826－E i

楕　 円　 形 2．44　× 1．90 5 2 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器，Q57，58，59，60，6吊3

i

縄文土器，Q 62

126 1 D 18C2 円　　　 形 1．00　×　0．92 64 外 傾 iF　担 自　然

126 2 D 17d5 円　　　 形 1．00　× 1．04 70 垂 直 平 坦 自　然

1263 D 18e4 楕　 円　 形 2．50　× 1．30 70 外 傾 平 坦 自　然

1264 D 18f4 円　　　 形 2．30　×　2．30 48 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1265 D 18f3 ［楕　 円　 形］ 圧 24 × 1．00］ 88 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1266 D 18b l N －25。－E 楕　 円　 形 1．14　× 1．04 24 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1267 C l習9
N －59。－W i

i

N …103－E i

i

N ～130－E i

楕　 円　 形 0．58　×　0．50 58 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器

1268 D 18e4 円　　　 形 1．18　× 1．10 76 外 傾 起 伏 自　然 縄文土器

126 9 D 18e4 楕　 円　 形 2．68　× 1．63 8 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器

1270 D 18dl 円　　　 形 1．42　× 1．32 7 4 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器

127 1 D 18b6 楕　 円　 形 0．98　×　0．72 76 外 傾 起 伏 自　然 縄文土器

1272 D 18b6 N －720－－W 楕　 円　 形 1．00　×　0．82 46 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SI－26 0と重複

1273 D 18e2 N －0 。 楕　 円　 形 1．70　×　0．90 40 外 傾
平 坦 ！

！

乎 可

人 為 縄文土器 SI－26 9と重複

1274 D 18a 5
N －67G－W i

i

N －800－可

［楕　 円　 形］ 1．46 ×［1．20］ 46 緩 斜 自　然 縄文土器，P134 S I…26 1，SK －1241と重複

1275 D 17d3 ［円　　　 形］ ［1．88］× 1．73 46 緩 斜 人 為 縄文土器，P 135

縄文土器

SI－293 と重複

12 76 D 17e3 ［楕　 円　 形］ ［2．06］× 1．68 30 外 傾 平 坦 人 為 SI－293，296 と重複

12 77 D 18b6
N …2距 可

！

N －30C－E i

l

不整楕円形 1．20　×　0．64 50 垂 直 起 伏 人 為 SI－260 と重複

1278 C 17j4 円　　　 形 1．50　× 1．50 5 0 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器，P 136 S I－252 と重複

1279 i
D 17d4 楕　 円　 形 2．20　× 1．36 40 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器 SI～293，SK －1254 と重複

128日
D18b6 円　　　 形 1．20　× 1．10 36 緩 斜 起 伏 人 為 縄文土器 SI－260と重複
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土坑

番号
位置
長 径 方　向

（長車由方向）
平　 面　 形

規　　　　　　 模
壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遣　 物

備　　　　　　　　　　 考

長径×短径（m ） 深さ（cm）

12 81 D 18f3 N －370－E 楕　 円　 形 2．68　×　2．60 73 内 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SI－26 9と重複

12 82 D 18h6 N －400－E 不 整 円 形 2．82　×　2．76 29 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SK －1340と重複，小竪穴状遺構

1283 D 18a 5 N －400－E 楕　 円　 形 2．50　× 1．88 36 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SI－285 と重複

12 84 C 18j6 円　　　 形 1．08　× 1．06 56 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器

128 5 C 18 j5 N －580－－W 楕　 円　 形 1．36　× 1．08 32 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器 SI－285 と重複

128 6 D 18b8 N －720－E 楕　 円　 形 1．46　× 1．14 62 段 状 平 坦 人 為 縄文土器 SI－283 と重複

128 7 D 18g6 N －850°－E 楕　 円　 形 1．58　× 1．46 60 垂 傾 平 坦 自　然 SI－268 と重複

1288 D 18g6 N －5 0－W 楕　 円　 形 1．43　× 1．24 100 内 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P 137，138 袋状土坑，SI－268と重複

1289 C 18j5 N 一一150－W 楕　 円　 形 1．26　×　0．82 30 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器，P 139 S I－285と重複

1290 D 18b6 N －550－W 楕　 円　 形 0．94　×　0．75 40 緩 斜 皿 状 自　然 縄文土器 SI－260と重複

129 1 D 18a3 N …260…W 楕　 円　 形 1．18　× 1．08 50 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器 SI－262と重複

1292 D 18b4 N －56。－E 楕　 円　 形 3．50　×　2．08 50 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1293 D 18d7 N －500－W 楕　 円　 形 1．20　×　0．93 8 6 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器 SI－273と重複

1295 D 18e4 N －0 0 楕　 円　 形 0．80　×　0。70 8 6 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1296 D 18d7 N －33。－E 楕　 円　 形 1．30　× 1．11 5 0 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1297 C 18j4 N －60㌧－W 楕　 円　 形 1．52　× 1．34 30 緩 斜 平 坦 自　然 SI－28 5と重複

1298 D 18a4 N －0 0 楕　 円　 形 1．78　× 1．50 52 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SI－28 5と重複

1299 D 18d6 N －90 0－E 楕　 円　 形 2．42　× 1．32 5 1 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1300 D 18d 5 N －24 0－E 楕　 円　 形 1．51 × 1．18 35 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1301 D 18d 6 円　　　 形 0．87　×　0．80 40 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器 SI－273 と重複

1302 D 18e6 円　　　 形 0．88　×　0．86 46 外 傾 平 坦 自　然 SI－27 1，272 と重複

13 03 D 18f7 N －100－E 楕　 円　 形 1．02　×　0．80 72 内 傾 皿 状 人 為 縄文土器，P140，141 袋状土坑

1304 D 18d 8 N －400－W 楕　 円　 形 1．24　× 1．09 42 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1305 D 18e 7 N －83。－W

N －720－W

不　 整　 形 1．34　× 1．20 62 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器 SI－272 と重複

13 06 D 18e 7 円　　　 形 1．00　×　0。92 48 段 状 皿 状 人 為 縄文土器 SI－272 と重複

130 7 D 18f7 楕　 円　 形 1．70　× 1．30 28 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器

130 8 D 18e6 N －900－E 楕　 円　 形 2．61 × 1．95 19 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1309 D 18C8 N －480－W 楕　 円　 形 1．16　×　0．95 51 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1310 D 18C8 N －460－W

N …60。－W

楕　 円　 形 1．20　×　0．89 60 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器，P 142

13 11 D 18j6 円　　　 形 1．00　×　0．93 30 緩 斜 皿 状 自　然 縄文土器

縄文土器，P 14 3

1312 D 18j6 楕　 円　 形 0．66　×　0．52 84 外 傾 平 坦 －

1313 D 18d5 N －1甘－E 楕　 円　 形 1．28　× 1．15 19 外 傾 平 坦 人 為

1314 D 18f5 N －630一一E 楕　 円　 形 1．95　× 1．40 78 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P 14 4，145

1315 D 18e5 N －310－E 楕　 円　 形 1．42　×　0．97 25 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器，P 14 6　　 ！

1316 D 18d6 N …460－W 楕　 円　 形 1．43　× 1．26 60 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器

1317 D 18d7 N …15G－E 楕　 円　 形 0．80　×　0．68 8 0 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器　　　　　　　 SI－272と重複

1319 D 18e6 N －32。－W 楕　 円　 形 1．33　× 1．02 2 6 外 傾 凹　凸 人 為 縄文土器，P14 7

1321 D 18d 8 N －68 0－W 楕　 円　 形 （1．20）× 1．22 10 4 内 傾 平 坦 人 為 袋状土坑，SI－29 1と重複

13 22 D 18C 8 N －28。－E 楕　 円　 形 1．25　×　0．92 8 4 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1323 D 18d 6 N －480－W 楕　 円　 形 1．32　×　0．89 58 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1324 D 18d 6 N －0。

N －45C欄…W

楕　 円　 形 1．47　×　0．98 3 1 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

132 5 D 18e 7 円　　　 形 1．15　× 1．06 28 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器　　　　　　　 SI－27 2と重複

1326 D 18a5 楕　 円　 形 1．75　× 1．20 20 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

縄文土器

132 7 D 18C8 N －20。－W 楕　 円　 形 0．91 ×　0．80 65 外 傾 平 坦 －

1328 D 18d8 N －45。－E 楕　 円　 形 1．46　× 1．23 5 1 外 傾 平 坦 自　然

1329 D 18e4 N …6 c－W 楕　 円　 形 2．19　× 1．30 82 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P148
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土坑

番号
位置
長 径 方 向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　　 模
壁 面 底 面 覆 土

出　 土 遣 物　　 備　　　　　 考

長径×短径 （m ） 深さ（cm）

133 0 D 18a5 N －400－E 楕　 円　 形 1．34　×　0．99 50 緩 斜 段 状 人 為 縄文土器

133 1 D 18C7 N －18。一E 楕　 円　 形 1．19　×　0．92 70 外 傾 平 坦 自　然 SI－285 と重複

1332 D 18d8 N －260－E （楕　 円　 形） （1．25　× 0．80） 58 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P 149 S I－273，SK －1333 と重複

1333 D 18d8 N …400－E 楕　 円　 形 2．39　× 1．65 65 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P 150 S I－273，SK －1332 と重複

1335 D 18g7 円　　　 形 1．58　× 1．48 57 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器

1336 D 17a5 N －72。－W 楕　 円　 形 2．00　× 1．24 97 内 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P 151，D P 18 S I－259 と重複

1337 D 18i6 N －570－W （楕　 円　 形） （1．42　× 1．90） 57 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器，P 152，15 3

1338 D 18f7 N －0 0 楕　 円　 形 0．78　×　0．70 76 垂 直 平 坦 －

1339 D 17el 円　　　 形 2．88　×　2．80 60 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P 154，Q 64

1340 D 18h6 N －90。－E ［楕　 円　 形］ ［1．20］× 0．98 － － － － 縄文土器 SK －12 82と重複

13 41 D l升15 N …180－W ［不　 整　 形］ ［1．50 × 1．50］ 51 外 傾 凹　凸 人 為

1343 D 17f8 円　　　 形 0．95　×　0．86 40 外 傾 平 坦 自　然

1344 D 17f7 N －280－W 楕　 円　 形 1。26　× 1．06 2 5 外 傾 起 伏 自　然 縄文土器，P15 7

134 6 D 17i8 N －880－W 楕　 円　 形 1．16　×　0．94 48 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器 SI－29 4と重複

134 7 D l習8 N －380－E 楕　 円　 形 1．09　×　0．95 35 垂 直 平 坦 自　然

1348 D 17f7 N －29。－E 楕　 円　 形 2．30　× 1．55 50 垂　直 平 坦 自　然 縄文土器

1349 D 17f6 N －380－W 楕　 円　 形 1．09　×　0．95 35 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1350 D 17f7 N －610－E 楕　 円　 形 2．25　× 1．80 52 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器 SK －137 1と重複

1351 D 17d2 N －650－E 楕　 円　 形 1．94　× 1．50 21 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器，Q 68 S I…288 と重複

1352 D 17dl N －26。－E 楕　 円　 形 1．90　× 1．41 22 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器，D P2 1 S I…288 と重複

1353 D 17dl 円　　　 形 1．10　× 1．04 22 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器 SI…288 と重複

1354 D 17d l 円　　　 形 1．28　× 1．24 150 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器 SI…288 と重複

13 55 D 17f6

N －420…W

（円　　　 形） （1．31 × 1．25） 30 外 傾 平 坦

平 坦

人 為 縄文土器 SK …1371と重複

13 56 D 17g4 楕　 円　 形 1．52　× 1．26 36 外 傾 人 為 縄文土器 SI－297と重複

SK －13 68と重複

SI－29 7と重複

SI－29 7と重複

13 57 D 17f5 N －220－E 不整楕円形 3．08　×　2．19 30 外 傾 人 為 縄文土器，Q69，7椚1，72，73，74誹，76

135 8 D 17h5 N －450…W 不　 整　 形 2．41 ×　0．70 42 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

135 9 D 17h6 N －9 0－W 楕　 円　 形 2．31 × 1．84 40 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1360 D 17g7 N －30。－E 楕　 円　 形 1．58　× 1．43 2 0 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

136 1 D 17g3 N －580－W 楕　 円　 形 1．60　× 1．31 2 4 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器，Q77

1362 D 17g4 N －68。…E 楕　 円　 形 2．54　× 1．66 54 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1363 D 17f3 N －0 。

N …4 0－E

楕　 円　 形 2．10　× 1．84 26 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1364 D 17g5 円　　　 形 1．16　× 1．10 38 緩 斜 起 伏 自　然 縄文土器

1365 D 17g4 楕　 円　 形 1．16　×　0．94 46 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1366 D 17g 5 N …40。－E

N …90。－E

N －13㌧－W

N －0 。

楕　 円　 形 1．45　× 1．13 24 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SK －1406 と重複

SK －1359 と重複

SK －1350 と重複

1367 D 17f6 円　　　 形 2．68　×　2．52 34 外 傾 平 坦 自　然

人 為

縄文土器

縄文土器

1368 D 17g6 円　　　 形 1．33　× 1．28 26 緩 斜 平 坦

1369 D 17g6 楕　 円　 形 1．90　× 1．72 90 段 状 平 坦

1371 D 17f6 円　　　 形 1．15　× 1．05 51 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器

縄文土器

1372 D 17f4 楕　 円　 形 0．95　×　0．80 48 外 傾 皿 状 人 為 SI－289 と重複

137 3 D 17 f4 円　　　 形 0．98　×　0．90 30 外 傾 皿 状 人 為 SI－289 と重複

1374 D 17f4 楕　 円　 形 1．80　× 1．44 25 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器 SI－289，297と重複

1375 D 17 i6 N －51。－W （楕　 円　 形） 2．48　×（2．32） 28 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SK …1342と重複

1376 D 17h5 N －7 6－W 楕　 円　 形 3．30　×　2．82 3 4 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器，P 158 S K －1377と重複

1377 D 17h5 N －68c－E

N －65㌧－E

楕　 円　 形 1．80　× 1．45 9 4 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器，P 15 9，Q 78 S K －1376と重複

SI－294と重複

1379 D 17gl 円　　　 形 2．26　×　2．22 34 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，D P22，Q 7 9

1380 D 17h8 楕　 円　 形 1．96　× 1．44 30 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器，Q80
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土坑

番号

長 径 方　向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　　 模 i 壁 面

底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物 備　　　　　　　 考
長径×短径 （m ） 深さ（cm）

13 81 D 17h8 N ～76㌧～E 楕　 円　 形 1．54　× 1．36 20 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器 SI…29 4と重複

138 2 D 17g2 N －35。～W 楕　 円　 形 1．19　× 1．05 93 内 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P160，Q 8 1

138 3 D 17 fl N －O c 楕　 円　 形 2．15　× 1．86 38 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P161 S I－295 と重複

138 4 D 17g2 N ～24。～W 楕　 円　 形 2．63　×　2．26 32 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P 162，Q 82

138 5 D 17f5 円　　　 形 0．94　×　0．92 91 外 傾 平 坦 － 縄文土器 SI…297と重複

1387 D 17fo N －26。－E 楕　 円　 形 1．21 × 1．01 38 外 傾 平 坦 自　然 SK －1390と重複

1388 D 17g 3 N ～36。－W 楕　 円　 形 3．61 ×　2．02 2 8 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器，Q 87，88，90 S I－310と重複

1390 D l打9 N －8 0～W 楕　 円　 形 1．62　× 1．39 3 4 垂 直 平 坦 － SK －138 7と重複

1391 D 17j5 円　　　 形 2．21 ×　2．02 1 0 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器

1392 D 17i5 N r－65。一一W 楕　 円　 形 1．64　× 1．96 32 外 傾 起 伏 自　然 縄文土器

1393 D 17i5 ［円　　　 形］ 1。86 ×圧 80］ 54 外 傾 起 伏 自　然 縄文土器，P167，168 S K …1376 と重複

13 94 D 18g l 円　　　 形 1．14　× 1．08 － － － － 縄文土器

139 5 D 17 fo N －8 ㌧－W 楕　 円　 形 1．90　× 1．60 66 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1396 D 17go N －17。－E 楕　 円　 形 1．94　× 1．72
！

38 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1397 D 17ho N －38。一一W 楕　 円　 形 1．30　× 1．15 26 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1398 D 17g 9 N …156－W 楕　 円　 形 1．60　× 1．44 38 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器

1399 D 17h o N －60。－W 楕　 円　 形 1．01 ×　0．90 4 4 垂 直 血L 状 人 為 縄文土器

1400 D 18fl N …70 0－W 楕　 円　 形 1．91 × 1．75 8 4 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器

1401 D 17io N …220…E 楕　 円　 形 1．95　× 1．55 40 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1402 D 17ho N …270…E 楕　 円　 形 1。08　×　0．63 42 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器

1403 D 18h7
l

［円　　　 形］ 1ぅ10　×（0。55） 50 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器 Sエー268 と重複

14 04 D 18 i4 N －0 。 楕　 円　 形 1．22　×　0．86 30 外 傾 凹　凸 自　然

140 5 D 18h6 N …180－W 柁＋ 円　 形 1．25　× 1．06 62 外 傾 平 坦 － 縄文土器

1406 D 17g5 N －390－E 楕　 円　 形 2．11 × 1．40 32 緩 斜 平 坦 －

140 7 D 17g9 N －63。一W 楕　 円　 形 i 2．45　×　2．22 10

3 2

外 傾

外 傾

平 坦 自　然

人 為

縄文土器

1408 D 18fl 円　　　 形 0．80　×　0．78 － SD …45と重複

1409 D 18h 3 N －58 G－W 楕　 円　 形 0．76　×　0．68 平 坦 縄文土器

1410 D 18g 3 N ～50 C…W 不 整 円 形 2．50　×　2∴36 58 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，D P23

1411 D 17g 4 円　　　 形 0．90　×　0．76 82 緩 斜 皿 状 人 為 縄文土器，P 16 9，170 S I－290，297 と重複

14 12 D 18g l N …32e…W 楕　 円　 形 1．37　× 1．25 44 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1413 D 18g2 N …600…W 楕　 円　 形 1。16　×　0．98 26 緩 斜 皿 状 人 為 縄文土器

1415 D 18j4 N …18CうーE 楕　 円　 形 1．78　× 1．15 100 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器

‾’．．．‘’‾’’‾’‾‾‾‾‾ナ

縄文土器

1416 D 18 i5 N －27e－E 楕　 円　 形 0．80　×　0．72 24 外 傾 平 坦 自　然

1417
D 18j5 i
N …8 ニーE 楕　 円　 形 1．13　× 1．00 14 垂 直 平 坦 自　然

1418 D 18g 2
l
N …26C－W 不整楕円形 1．60　× 1．25 44 外 傾 平 坦 自　然

1419 D 18i5 N …63。－W 不　 整　 形 2．15　× 1．76 76 段 状 皿 状 人 為 縄文土器

1420 lD 18j6 N －17。－W 不　 整　 形 2．55　× 1．96
54 i

i

96 i

緩 斜 平 坦

i

平 可

自　然

自　然

縄文土器

1421 D 18j6 円　　　 形 1．34　× 1．23 －
縄文土器　　 i

14 22 E 18a5 N －90、、～W 楕　 円＋ 形 1．21 ×　0．91 華 直 縄文土器　　 ！

1423 D 18j3 N －24ご－E 轄　 円　 形 1．87　× 1．53 36 外 傾 平 坦 自　然
縄文土器　　 i

142 4 D 17h l N －16こ－W 楕　 円　 形 2．49　×　2．11 24 緩 斜 平 坦 人 為
縄文土器　　 ！

1426 D 18j6 円　　　 形 0．75　×　0．73 66 外 傾 皿 状 自　然

人 為 ！

縄文土器　　 ［

1427A
D 18j6 ！
N …27㌧－W ［楕　 円　 形］ ［0．84 × 0．63］ 56 外 傾 平 坦

縄文土器　　 ！sK －1428 と重複

14 27B
D 18j6！
N －85。－W ［楕　 円　 形］ ［0．84 × 0．63］ 56 外 傾 平 坦 縄文土器　　 ！sK －1428 と重複

1428 iD 18j6 i
N －16ニーE ［楕　 円　 形］ ［1．22 × 0．85］ 60 垂 直 平 坦

縄文土器　　 isK －1427と重複

1429 ！D 18j2！
N …9が⊥W 楕　 円　 形 1・25 × 1・12 ！ 113 垂 滋 平　坦 縄文土器　　 isト 299と望　」
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土坑

番号
位置
長 径 方 向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　　　 模
壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物 備　　　　　　　　 考

長径 ×短径（m ） 深さ（cm）

1430 D 17cl N …35 0…E ［楕　 円　 形］ ［2．55 × 1．96］ 42－ 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器

1431 E 17a9 円　　　 形 1．70　× 1．59 20 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器，Q 91

14 32 D 18il N －360－W 楕　 円　 形 1．29　× 1．15 30 外 傾 平 坦 自　然

1434 E 17a3 N …240…E 楕　 円　 形 3．14　×　3．00 36 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P17 1，Q 92

14 35 E 17a5 N …68。－E 不　 整　 形 4．35　×　3．55 85 段 状 凹　凸 人 為 馬骨，歯，Q93 馬の墓墳 ？

1436 E 17a2 円　　　 形 1．50　× 1．42 34 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器

1437 D 16co ［円　　　 形］ ［1．18 × 1．10］ 54 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P172，Q 9 4

143 9 D 17f4 N …240－W 不　 整　 形 2．28　× 1．34 6 4 外 傾 凹　凸 人 為 縄文土器 SI…289 と重複

144 0 D 17f3 N －500－E 不　 整　 形 2．10　×　2．00 38 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器 SI－289 と重複

144 1 D 16 fo N －520－W 楕　 円　 形 0．94　×　0．70 60 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1442 D 16go N －0 。…E 不　 整　 形 1。58　× 1．57 18 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器

1444 D 18 i3 円　　　 形 1．20　× 1．12 80 垂 直 平 坦 － 縄文土器，Q 95 Sト 299，300A と重複

1446 D 18j4 円　　　 形 1．00　×　0．94 20 外 傾 平 坦 自　然

1447 D 18j5 N －450－W 不　 整　 形 1．95　×　0．60 28 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1448 D 16go N －200－－W 楕　 円　 形 2。95　×　2．07 8 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器

1449 E 18a5 N …900一一W 楕　 円　 形 0．91 ×　0．78 30 外 傾 平　坦 自　然 縄文土器，Q 96

1450 E 18a5 N －900－E 不　 整　 形 1．25　×　0．73 20 緩 斜 皿 状 人 為 縄文土器

1451 D 16ho N －240－W 楕　 円　 形 2．63　×　2．30 10 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器

1452 D 17C3 N …28 0－W 楕　 円　 形 1．22　× 1．04 40 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器 SI－301と重複

1454 D 16g o N －18 0－W 不　 整　 形 1．75　× 1．20 34 緩 斜 凹　凸 人 為 縄文土器

1455 D 17C2 N －58。…E 楕　 円　 形 1．30　× 1．00 97 － － 人 為 縄文土器

1456A D 17c l N －50。－E ［楕　 円　 形］ 1．14 ×［0．90］ 48 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SK －14 56B と重複

1456 B D 17c l ［円　　　 形］ ［0．70］× 0．74 47 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SK －14 56A と重複

14 57 D 16h9 N …220－E 楕　 円　 形 0．94　×　0．87 18 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1458 D 17f4 円　　　 形 0．94　×　0．88 26 緩 斜 平 坦 自　然

1459 D 17j5 N －55。－W 楕　 円　 形 2．54　×　2．04 18 緩 斜 平 ：坦 自　然 縄文土器

SK －14 14と重複

SK …146 4，1472 と重複

SI－290 と重複

SK －1464，1472と重複

SI－290 と重複

146 0 D 18 j4 N －120…W ［楕　 円　 形］ 江 42 × 1．10］ 10 8 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器

146 2 D 17hl N －83。…W

N －210－－W

楕　 円　 形 1．04　×　0．70 5 5 外 傾 jm 状 人 為 縄文土器

146 3 D 17j3 円　　　 形 2．58　×　2．40 2 2 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P179

1464 D 17cl 円　　　 形 2．62　×　2．50 52 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器，P180，Q lOO

縄文土器

1465 D 16h9 楕　 円　 形 0．88　×　0．68 62 外 傾 jm 状 人 為

146 6A D 17dl N －900－E

N －34。－W

楕　 円　 形 0．77　×　0．64 92

66

外 傾

外 傾

皿 状 人 為

1466B D 17dl 円　　　 形 0．60　×　0．56 － － 縄文土器

1467 D 16do 楕　 円　 形 0．81 ×　0．70 平 坦 人 為 縄文土器

1468 D 16bo N …46。－W ［楕　 円　 形］ ［1．35 × 1．20］ 70 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，D P 24，25

1469 E 17a5 N －43。－W

N －76。－W

楕　 円　 形 1．30　×　0．94 10 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1470 D 17i4 円　　　 形 2．46　×　2．30 16 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器

1471 D 16do 楕　 円　 形 1．44　× 1．24 183 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器，P181，182，183，184

1472 D 17cl N －500－－W

N －73 9－E

N －68。－W

楕　 円　 形 2．30　× 1．64 58 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器

1473 D 17h3 ［円　　　 形］ ［2．00 × 2．00］ 16 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

縄文土器

1474 D 17i4 楕　 円　 形 1．70　×　0．66 17 緩 斜 平 坦 人 為

1475 D 17jl 円　　　 形 0．96　×　0．88 102 外 傾 平 坦 人 為 SK －1476 と重複

147 6 D 17jl 隅丸長方形 2．60　×　2．22 28 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器，P 185，Q lO l S K －1475，1489と重複

147 7 D 17il N －48。－W ［楕　 円　 形］ ［2．06］× 1．84 28 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器

1478 E 17c l N －9ニーE 楕　 円　 形 3．20　×　2．04 60 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1480 D 16do N －15。－E 楕　 円　 形 1．28　×　0．95 58 外 傾 平 坦 自　然
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148 1 E 17b4 N －900－E 楕　 円　 形 0．78　×　0．60 44 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

148 3 E 16ao 円　　　 形 3．20　×　2．92 54 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器，P187，266詔67，268 S D －47 と重複

1485 D 16jo N －85。－W 楕　 円　 形 1．06　×　0．84 28 外 傾 平 坦 人 為

1487 E 17C8 円　　　 形 2．00　× 1．80 40 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器，灰 SK －1549 と重複

1488 E 16ao N －35J－E 楕　 円　 形 1．94　× 1．68 14 緩 斜 平 坦 人 為

1489 D 17jl N －24。一一W 楕　 円　 形 0．78　×　0．68 78 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器 SK －14 76と重複

1491 E 17C9 N －200－E 楕　 円　 形 1．36　× 1．10 60 外 傾 起 伏 人 為

1492 E 17C8 円　　　 形 1．00　×　仇99 4 2 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1493 E 17b l N －220－W 不　 整　 形 0．76　×　0．68 5 2 垂 直 平 坦 人 為 人骨，歯 墓境，SD －48と重複

1494 E 16bo N －510－E 隅丸長方形 2．04　× 1．56 44 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器 SD －48 と重複

1495 E 17a9 N －630－W 楕　 円　 形 3．38　×　2．50 56 緩 斜 起 伏 人 為 獣骨，縄文土器，土師質土器，陶磁器，QlO3

149 6 E 16bo N －900…W 隅丸長方形 1．43　× 1．12 42 緩 斜 平 坦 自　然 SD …48 と重複

149 7 E 16bo N －730－W 楕　 円　 形 0．90　×　0．78 28 外 傾 平 坦 自　然 Q lO 4

1498 E 17ao N －75。－W 楕　 円　 形 2．00　× 1．72 56 緩 斜 起 伏 自　然 縄文土器 SD －50 と重複

1499 E 16C9 N …250－E ［楕　 円　 形］ ［3．60］× 2．20 56 外 傾 平 坦 － 縄文土器，陶器 SK M 1486，SD r 48 と重複

1500 E 17do N …250－E 楕　 円　 形 3．04　× 1．34 22 緩 斜 平 坦 人 為

1501 D 16d 9 ［円　　　 形］ 1．74 ×［1．65］ 50 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，陶器 SK －150 2と重複

1502 D 16d 9 N －4ぎーW 楕　 円　 形 1．26　× 1．05 － － － － 縄文土器 SK －150 1と重複

1503 E 17b 7 円　　　 形 1．18　× 1．12 2 2 緩 斜 起 伏 自　然 縄文土器 SK －1546 と重複

1504 E 17C 6 N －900－W 不　 整　 形 3．74　× 1．14 8 外 傾 平 坦 人 為

1505 E 17e8 N －150－W 不整楕円形 2．20　× 1．26 76 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1506 E 17eo N －440－W 不　 整　 形 1．17　×　0．94 － － － － P 192

150 7 E 17d6 N …850…W 不　 整　 形 2．28　×　2．06 12 外 傾 凹　凸 人 為 縄文土器

1508 E 17e8 N －53トーW

N －450－W

楕　 円　 形 1．56　× 1．14 20 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器，土師質土器

SK －15 12，15 56と重複

1509 E 17d8 円　　　 形 0．88　×　0．84 60 外 傾 平 坦 自　然 土師質土器

1510 E 17e8 楕　 円　 形 1．25　×　0．67 45 外 傾 凹　坦 人 為 縄文土器，陶器

縄文土器，P193，194，195，QlO5

1511 E 17e9 N －370－E 楕　 円　 形 1．75　× 1．08 25 外 傾 平 坦 人 為

1512 E 17e9 N －45。－E 楕　 円　 形 1．20　×　0．95 38 外 傾 平 坦 自　然 SK －15 11，155 6と重複

1513 D 17f2 N －18 0－－W 楕　 円　 形 2．86　×　2．20 8 6 内 傾 平 坦 人 為 SI－310，SK －1516と重複

SI…310，SK －1513と重複

SK －1544と重複

SD …49と重複

1514 E 18b l N －560－W 楕　 円　 形 1．84　× 1．12 2 5 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1515 E 18c l N －320－E 楕　 円　 形 1．02　×　0．86 20 外 傾 平 坦 自 痍 縄文土器

1516 D 17 f2 N －180－W 不整楕円形 2．71 × 1．98 56 外 傾 － 人 為 縄文土器，P196，Q lO6

15 17 E 16C8 N …710－E ． 楕　 円　 形 1．39　× 1．23 77 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器

1518 E 16d8 N －300－W 楕　 円　 形 1．05　×　0．80 25 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1519 E 17bo N －660－W 楕　 円　 形 1．75　× 1．02 28 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器

1520 E 16e6 N －42e－W

N －35。－W

［楕　 円　 形］ ［3．10 × 2．96］ － － － 縄文土器，石棒

152 1 D 16co 円　　　 形 0．94　×　0．90 74 段 状 皿 状 縄文土器

1522 E 16b 9 楕　 円　 形 1．08　×　0．79 18 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1523 E 17d o N －22㌧－E 楕　 円　 形 1．51 × 1．04 7 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

縄文土器

1524 E 16d 7 N －45㌧－W 楕　 円　 形 1．04　×　0．90 5 0 外 傾 平 坦 人 為

1525 E 17e o N －900－ーW 不　 整　 形 1．65　×　0．71 － － －

1526 E 17eo N －38e－W 不　 整　 形 0．90　×　0．65 － － －

152 7 E 16g5 N －83。－E 楕　 円　 形 1．90　× 1．10 86

20

－ － 人 為

1528

1529

153 1

E 16g4

E 16g4

E 16d7

N －40。－E

N －76。－W

N －49。－E ！

楕　 円　 形

楕　 円　 形

楕　 円　 形

0．81 ×　0．73

0．91 ×　0．68

1．41 × 1．00 緩 斜 皿 状 自　然

縄文土器
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153 2 E 17d6 N －720－E 不　 整　 形 1．43　×　0．39 3 5 外 傾 皿 状 自　然 縄文土器，P197

153 3 E 17d9 N －28。－E 楕　 円　 形 2．05　× 1．24 50 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，P198

153 4 E 17d8 N －44J－W 不　 整　 形 1．08　×　0．68 75 外 傾 皿 状 －

153 5 E 18cl N …760－W 楕　 円　 形 1．60　× 1．33 45 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

153 6 E 18bl N －380－E 楕　 円　 形 1．55　×　0．81 32 外 傾 平 坦 人 為

153 7 E 18dl N －240－E 楕　 円　 形 1．98　× 1．66 6 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，D P 26 S K －161 1と重複

1538 E 16g6 N －60－W 楕　 円　 形 1．20　×　0．84 42 外 傾 起 伏 人 為 人骨，縄文土器 墓墳

1540 E 16g4 円　　　 形 0．80　×　0．79 － － － －

154 1 E 18el N －74J一一E 楕　 円　 形 1．13　×　0．94 － － － －

1542 E 18d2 円　　　 形 1．72　× 1．70 168 垂 直 凹　凸 人 為 縄文土器

1543 E 16a5 N －70－E 楕　 円　 形 3．11 ×　2．46 13 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1544 E 16h9 N －440一一E 不　 整　 形 2．27　× 1．28 24 緩 斜 平 坦 人 為

1545 E 16b9 N －720－E 不　 整　 形 1．67　× 1．02 40 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1547 D 18f4 N －700－E 楕　 円　 形 0．94　×　0．80 118 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器

1548 D 18h3 N －900－W 楕　 円　 形 1．16　× 1．02 85 垂 直 平 坦 － 縄文土器

1549 E 18b5 N …440－W 楕　 円　 形 1．00　×　0．88 60 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1551 E 17f3 N －130－E 不　 整　 形 1．80　×　0．85 55 緩 斜 皿 状 人 為 縄文土器

1552 E 17e4 N －84。－E 不　 整　 形 2．05　×　0．83 45 外 傾 皿 状 人 為 縄文土器

1554 E 17e5 N －850－W 不　 整　 形 3．80　× 1．63 13 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器，土師質土器

1555 E 17f4 N －10さ一W 楕　 円　 形 1．57　× 1．18 20 外 傾 平 坦 自　然

1556 E 17d9 円　　　 形 0．70　×　0．65 50 外 傾 皿 状 － SK －1511，15 12と重複

1557 E 17f4 N －480－E 楕　 円　 形 1．32　×　0．95 20 外 傾 平 坦 人 為

1558 E 17f5 N －680－W 不　 整　 形 2．36　×　0．76 20 外 傾 平 坦 自　然

1559 E 17g 5 円　　　 形 0．97　×　0．89 23 外 傾 平 坦 人 為

1560 E 18b 3 N －0 0 楕　 円　 形 0．70　×　0．52 6 外 傾 平 坦 － 獣骨

1561 E 16g 3

N －8 0－W

N －320－－E

円　　　 形 0．98　×　0．94 8 緩 斜 凹　凸 人 為

縄文土器

Q lll

粘土張り遺構，SD －49と重複

1562 E 16d 4 楕　 円　 形 1．44　×　0．92 26 緩 斜 平 坦 人 為 SD －49 と重複

SK －1648，16 72と重複

SK －1639 と重複

1566 E 16b o 円　　　 形 0．74　×　0．66 55 垂 直 平 坦 －

1567 E 17eo 楕　 円　 形 1．36　× 1．09 47 外 傾 平 坦 自　然

1569 E 16h 6 N －0 0 不　 整　 形 2．08　× 1．96 46 垂 直 皿 状 人 為

1570 E 17e2 N －160－E 楕　 円　 形 1．68　× 1．34 58 外 傾 平 坦 人 為

1571 E 17e7 N －900－E

N －460－W

楕　 円　 形 1．05　×　0．88 － － － －

1572 E 18hl 円　　　 形 0．94　×　0．90 48 垂 直 平 坦 人 為

1573A E 17il 不　 整　 形 1．06　×　0．90 40 緩 斜 凹　凸 人 為 SK －1573B と重複

1573 B E 17il N －380－W ［楕　 円　 形］ ［工 20 × 0．68］ 8 緩 斜 皿 状 人 為 獣骨，縄文土器，土師貿土器

縄文土器

SK －1573A と重複

SK －1600 と重複

15 74 E 16e7 N －29 0－W 楕　 円　 形 1．07　×　0．62 12 外 傾 平 坦 人 為

1575 E 16e7 N －49 0－W 楕　 円　 形 1．11 ×　0．80 15 緩 斜 平 坦 人 為

1577 E 16go N －42 0－W 楕　 円　 形 0．80　×　0．72 58 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1578 E 17g2 N －69 0－W 楕　 円　 形 0．70　×　0．53 47 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器 SK －167 1と重複

SK －159 1と重複

15 79 F 17C7 N －12 0－W 楕　 円　 形 0．95　×　0．59 35 外 傾 皿 状 人 為 縄文土器，土師質土器，P215，216

158 0 F 17C7 N －46。－W 楕　 円　 形 1．51 × 1．39 45 外 傾 皿 状 人 為 縄文土器，土師質土器

158 3 E 18fl N －20 c－W 楕　 円　 形 1．25　×　0．96 52 外 傾 皿 状 人 為 縄文土器

158 4 E 17h3 N －64 0－W 隅丸長方形 1．04　× 1．00 18 緩 斜 平 坦 人 為 粘土張り遺構，SD －52と重複

158 5 E 17h 5 N －500－E 楕　 円　 形 1．29　× 1．16 15 緩 斜 皿 状 自　然

1586 E 17h4 N －70。－W 楕　 円　 形 1．56　× 1．30 30 外 傾 平 坦 人 為

158 7 E 17g9 N －0。 隅丸長方形 2．32　× 1．35 10 垂 直 平 坦 自　然

－217－



土坑

番号
位置
長 径 方　向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　　 模
壁 面

恒

覆 土 出　 土　 遺　 物 備　　　　　　　 考長径×短径 m 中 さ cm）

158 8 E 17f6 N －140－E 楕　 円　 形
1・58 × lo lO i lO

外 傾 平 坦 人 為
極 文土器，陶器

1589 E 17f6 N －420－E 不　 整　 形
1・40 × 1・25 i 32

外 傾 平 坦 自　然
極 文土器

1590 E 18f3 N －44。腑－E 楕　 円　 形 2・58 × 2・20 ！ 32
外 傾 平 坦 人 為

1591 E 18 fl 円　　　 形 1．14　× 1．09 88 外 傾 皿 状 人 為 縄文土器

1592 E 17g6 N ～14 0－E 隅丸長方形 2・38 × 1・54 i llO
垂 直 平 坦 人 為 縄文土器，灰 中世の方形竪穴状遺構

1593 E 17g7 N ～240…E 不　 整　 形 3．37　×　2．25 105 外 傾 平 坦 人 為
縄文土器　　 ！

159 4 E 17h5 円　　　 形 1．68　× 1．57 20 緩 斜 凹　凸 自　然
！

1595 E 17h 4 N …850－E ［隅 丸 長 方］ ［1．32 × 0．70］ 28 緩 斜 皿 状 人 為

1596 E 17h 6 N －100…W 楕　 円　 形 1．80　× 1．15 20 緩 斜 皿 状 自　然 縄文土器

1597 E 17h5 円　　　 形 1．10　× 1。10 8 緩 斜 平 坦 自　然

1600 E 16go N －90。…E 楕　 円　 形 0．98　×　0．92 20 緩 斜 皿 状 人 為 SK …1577 と重複

1602 F 17a8 N －500－E 不　 整　 形 1．55　×　0．78 JO 外 傾 平 坦 人 為
縄文土器，土師質土可

1604 E 15b9 N －270－W ［楕　 円　 形］ ［1．28］× 1．06 20 外 傾 平 坦 人 為 人骨 墓境，SK －1609 と重複

160 5 E 17g l N －180－E 楕　 円　 形 1．32　×　0．96 60 外 傾 平 坦
l
人 為 人骨，土師質土器，P217 墓墳

1606 F 17b 7 N ～560…W 楕　 円　 形 1．40　× 1．17 34 緩 斜 」m 状 自　然 土師質土器

1608 F 17b4 N －69。…W 隅丸長方形 2．52　× 1．00 20 外 傾 平 坦 自　然 縄文土鼠土師質土器，陶鼠Ql13，114

1609 E 15b9 円　　　 形 1．12　× 1。02 48 外 傾 平 坦 人 為 人骨，土師質土器 墓壊，SK －1604 と重複

1610 E 15b9 N －270－E 不　 整　 形 1．42　× 1．36 38 垂 直 皿 状 人 為 人骨，土師質土器 墓墳

1611 E 18dl N …100…E 楕　 円　 形 1．04　×　0．78 10 外 傾 皿 状 人 為 人骨 墓境，SK －1537 と重複

16 12 E 17f3 N …90。…W 隅丸長方形 1．34　× 1．20 28 外 傾 平　坦 人 為 縄文土器 粘土張り遺構，SK －1553と重複

1613 E 15b 8
l

円　　　 形 0．90　×　0．88 12 緩 斜 凹　凸 人 為

1614 E 17e 5 N －900－－E 隅丸長方形 1．30　× 1．04 12 外 傾 平 坦 自　然

1615 E 18e2 円　　　 形 0．82　×　0．78 50 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1616 E 18b4 N …37 C……W 不　 ′整　 形
1・50 × 1・45 ！ 64

垂．直 平 坦 人 為 縄文土器

1617 E 18f2 円　　　 形 1．08　× 1．08 15 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，土師質土器 粘土張 り遺構

1618 E 18C5 N －350－E 楕　 円　 形 2・00 × 1誹 i 70
外 傾 平 坦 人 為 縄文土器　　 I

！

縄文土器，P218 i

S K －1666と重複

SD －56と重複

1619 E 18C5 N …640－W 楕　 円　 形 1・20 × 0・92 「 125
段 状 平 坦 人 為

1620 E 18b 6 津j　　　 形］ 仕 20 × 0・8可　 76
内 傾 平 坦 人 為

162 1 E 18b4 N －580－W 楕　 円　 形
1・16 × 1・03 I 8 5

外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1622
E 18可
N －17。－E 楕　 円　 形

2・45 × 1・50 i 70
華 直 平　坦 人 為 縄文土器，Q 195

1623
E 18可 N －4－10…E I

楕　 円　 形 2・47 × 1・82 ！ 30
外 傾

勘 可
人 為 縄文土器

1624
E 18b4 i N …56。～W i

不　 整　 形 2・98 × 1・86 ！ 28 ！
外 傾

平 可
人 為 縄文土器

162 5
E 18可 i

円　　　 形 1・35 × 1・24 I 48 i
外 傾

平 坦 l
人 為 縄文土器

1626 E 16h 8 i N …78。一可 楕　 円　 形 1誹 × 1・0日　 47 i
外 傾 平 坦 i 人 為 ！縄文土器　　　　　　　 －

ヨ

SK －u16 27と重複

1627 E 16h8 ！N －0 0 i 隅丸長方形 1・55 × 1・25 ！ 32 ！外 傾 乎 可
人 為

縄文土器　　 isK ～16 26と重複

1628
E 16 i8 i ！

円　　　 形
1・23 × 1誹 I 2 5 i

外 傾 平 可
人 為 縄文土器　　 i

1629
E 16 i8 i ！円　 形 ！ 0・85 × 0・83 i 30 i 外 傾 勘 可

人 為 縄文土器　　 l

16 30
E可 ！円　 形 ！ 1・40 × 1・35 i 50 ！

外 傾
棚 i

人 為 縄文土器　　 i

163 1
E 17可 N …66。…W i 隅丸長方形 i 2・62 × 1・2日　 3日 緩 斜 i 勘 可

人 為 縄文土器　　 isK …1632 と重複

1632 E 17i5 i N 一桁 可 隅丸長方形 ！ 1・15 × 1・00 ！ 35 i 緩 可 平 可 人 為 縄文土器　　 ！sK －1631と重複

16可 E17i5 i N －56こ－W i 楕 円 形 i 1・62 × 1・35 i 可 緩 斜 l 皿 可 人 為 敵 土器，土師質土器，陶器 ！

i

縄文土器，土師質土錮 可

16可 E17 i5 ！N －44ニーE ！不 整 形 i 1・45 × 0・85 ！ 可 緩 斜 i 皿 可 人 為 i

1635 iE 17 i8 i N 紅 可 楕 円 形 ！ 1・25 × 0・84 ！ 2日 外 可 凹 可 日 中

16可 E17g3 i N －65こ－可 楕 円 可 1・30 × 1・10 i 20 ！外 可 平 坦 i 人 可 縄文土器　　　 恒 張儲 SK－1637，1638と重稜

16可 E17h 3 i ！［円　 可 ［1・12 × 1・12］ i lO ！外 可 平 坦 ！人 可 縄文土器　　　 序 土張蟻 胤 SK －1636と重複

163日 E17g 3 i N －10ご－E i 長 方 形 ！ 1・30 × 0・92 ！ 34 i 垂 可 勘 可 人 中 縄文土器，Q 115　 序 土張り諷 SK…1636と重複
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土坑

番号
位置
長 径 方　向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　　 模
壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物 備　　　　　　　　 考

長径×短径（m ） 深さ（cm）

1639 E 18h l N －400…E ［隅丸長方形］ ［1．40］× 0．90 26 外 傾 皿 状 人 為 縄文土器，貝 粘土酎 遺楓 引ト1572，1640と重複

1640 E 17ho N －580－W ［楕　 円　 形］ 1．60 ×［1．38］ 28 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器，P 219 S K …1639 と重複

1641 E 17g4 N －400－…E 隅丸長方形 1．88　× 1．08 56 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，土師質土器 SK …1642，16 45と重複

1642 E 17f4 N －5 0…E 隅丸長方形 1．70　×　軋93 30 外 傾 、「J＝ 人 為 SK …1641と重複

1645 E 17g4 N －380－E 隅丸長方形 3．92　× 1．33 32 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器，土師質土器 SK …1641と重複

1646 E 16ho N －65。－E 楕　 円　 形 1．24　× 1．00 30 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器

1647 E 16ho 円　　　 形 1．04　× 1．02 14 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器，陶器 粘土張り遺構

1648 E 16h7 N －80－W ［楕　 円　 形］
Lは 06 × 2．75］ 13 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器 SK …156 9，1672 と重複

164 9 E 16h8 N －0 0 隅丸長方形 2．05　× 1．37 6 4 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

165 1 E 15a8 N －100…W 不　 整　 形 1．67　×　0．95 82 外 傾 凹　凸 人 為

1652 E 15b 8 N －15。…W 不　 整　 形 2．00　×　0．88 30 外 傾 凹　凸 人 為 縄文土器，陶器

1653 E 17C5 N …520－W 隅丸長方形 2．25　× 1．06 26 外 傾 平 坦 人 為

1654 E 17b2 N －500…W 隅丸長方形 1．95　×　0．72 24 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1657 E 17h7 N －49。…E 楕　 円　 形 2．12　× 1．82 42 外 傾 凹　凸 人 為 縄文土器，土師質土器 粘土張り遺構

1658 E 17 i6 N …23 0－…W 楕　 円　 形 1．16　× 1．02 22 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器

1660 E 17 i7 円　　　 形 1．08　× 1．06 56 垂 直 平 坦 自　然 縄文土器

166 2 E 16go 円　　　 形 1．11 ×　0．99 3 2 外 傾 平 坦 自　然

166 3 E 18b 5 N …770 …E 楕　 円　 形 1．25　× 1．00 4 2 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1664 E 18C4 N －260…E 不　 整　 形 1．15　×　0．97 6 2 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SK …1665 と重複

1665 E 18b4 N …26。…E 不　 整　 形 1．19　× 1．10 79 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器 SK －1664 と重複

1666 E 18C5 N －700－E ［楕　 円　 形］ ［0．50］× 0．46 47 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器 SK …1618 と重複

1667 E 18b5 N …15e…W ［楕　 円　 形］ ［1．36 × 1．10］ 12 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器，P223

1668 E 18C4 N …450…W 楕　 円　 形 1。08　×　0。92 66 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1669 E 18b6

i

i

！

N －78。…可

i

N …170《…E

円　　　 形 1．57　× 1．45 82 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

人骨，歯 某壕，SK －1578と重複

16 70 E 17fl 円　　　 形 1．02　×　0．93 39 外 傾 平 坦 自　然

167 1 E 17g 2 円　　　 形 1．06　×　0．87 15 緩 斜 皿 状 人 為

人 為

1672 E 16h 7 円　　　 形 0．73　×　0．72 94 垂 直 平 坦 縄文土器

縄文土器

縄文土器，土師質土器

人骨，古銭，縄文土器

S K …15 69昌648 と重複

墓墳

1673 E 18d3 不　 整　 形 1。10　×　0．90 76 外 傾 平 坦

1675 E 18e4 円　　　 形 1．62　× 1．56 16 0 垂 直 段 状 人 為

1676 E 18e5 楕　 円　 形 1．10　×　0．98 43 外 傾 平 坦 人 為

1677 E 16e9 N …8 0…E

N －30 0－W

楕　 円　 形 0．75　×　0．65 62 外 傾 皿 状 自　然

1678 E 16e8 円　　　 形 1．33　× 1．25 60 段 状 皿 状 自　然

1679 E 17g l 楕　 円　 形 1．28　×　0．82 23 外 傾 起 伏 人 為

168 0 E 16go N …68 0…E 楕　 円　 形 1．82　× 1．20 32 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，陶器

縄文土器，土師質土器

粘土張 り遺構

168 1 F 17al N －81。－W 不　 整　 形 1．28　×　0．70 63 段 状 平 坦 人 為 SK －1697 と重複

墓墳

SK －169 5と重複

1682 F 17C6 N …20。－W 不　 整　 形 2．76　×　2．30 36 緩 斜 平 坦 人 為

1683 F 17C5 N …530…W 不　 整　 形 2．18　× 1．40 － － 平 坦 人 為 縄文土器，土師質土器，須恵器

縄文土器，土師質土器，P269

1684 E 17i5 N －320…W ［楕　 円　 形］ ［1．81］× 0．77 13 緩 斜 平 坦 人 為

1688 E 17g 9 N －300－W

N －270－W

不　 整　 形 1．52　× 1．52 70 外 傾 凹　凸 －

1689 E 17g o ［円　　　 形］ ［2．45 × 乙28］ 70 外 傾 凹　凸 人 為 縄文土器，土師質土器

1690 E 15C8 楕　 円　 形 1．69　×　0．98 63 外 傾 平 坦 人 為 人骨，縄文土器，土師質土器

169 2 E 17go N …660…W 楕　 円　 形 1．43　× 1．25 60 緩 斜 凹　凸 自　然 縄文土器，土師質土器

169 4 E 15f8 N …58 0－W 不　 整　 形 1．25　×　0．95 74 外 傾 凹　凸 人 為 縄文土器，土師質土器

1695 E 15f8 N －640－W 不　 整　 形 1．23　× 1．03 76 外 傾 凹。凸 人 為 縄文土器 SK －169 4と重複

1696 E 18f9 N －300－W 不　 整　 形 1．28　×　0．57 70 外 傾 凹　凸 人 為 縄文土器 SK －1695 と重複

1697 F 17al N －90G…E 不　 整　 形 1．59　× 1．38 8 6 外 傾 凹　凸 自　然 SK …168 1と重複
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土坑

番号
位置
長 径 方 向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　　 模
壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物 備　　　　　　　 考

長径×短径（m ） 深さ（cm）

1698 F 17a7 N －370－W 楕　 円　 形 1．58　×　0．90 1 0 外 傾 平 坦 人 為

1699 F 17 i6 N －570－W 隅丸長方形 1．38　×　0．67 25 外 傾 平 坦 人 為

1700 E 17j6 N －48。－W 不　 整　 形 2．61 × 1．25 35 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器，土師質土器

170 1 E 17j6 円　　　 形 1．15　× 1．07 15 外 傾 平 坦 人 為 P225

170 3 F 17a7 N －580－E 不　 整　 形 1．63　× 1．35 25 緩 斜 平 坦 人 為

1704 E 17h 9 N －100－E 楕　 円　 形 2。20　× 1。28 42 緩 斜 平 坦 人 為

1705 E 17i7 N －30。－W ［楕　 円　 形］ ［1。60 × 1．15］ 32 緩 斜 平 坦 人 為 SK －1706と重複

1706 E 17i6 N －650－E ［不　 整　 形］ ［1．98 × 1．55］ 30 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器，土師質土器 SK －1705と重複

1708 E 17i7 N －12 0－E 不　 整　 形 2．15　× 1．41 50 外 傾 凹　凸 人 為 縄文土器，土師質土器

1709 E 17h 8 N －46 0－E 不　 整　 形 1．04　×　0．85 75 外 傾 凹　凸 人 為

1710 E 16 i4 円　　　 形 1．70　× 1．67 2 0 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1711 E 16 i4 N －00 楕　 円　 形 3．10　×　2．52 2 6 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，陶器

1714 F 16a4 円　　　 形 1．59　× 1．55 165 段 状 平 坦 自　然 縄文土器

1715 E 16 i3 N －39。一一E 楕　 円　 形 3．56　×　2．88 15 緩 斜 平 坦 自　然 縄文土器，P22 6

17 16 E 16j2 N －2 0－E 楕　 円　 形 1．60　× 1．45 27 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1717 E 15C9 N －300－W 楕　 円　 形 1．08　×　0．86 48 外 傾 平 坦 人 為 人骨 墓壕，SK －1718 と重複

17 18 E 15C9 N －100－W ［楕　 円　 形］ ［0．90 × 0．79］ 38 外 傾 平 坦 人 為 SK －1717 と重複

17 19 E 15b 8 N －120－E 不　 整　 形 1．95　× 1．72 73 外 傾 凹　凸 人 為

1720 E 17j7 円　　　 形 1．64　× 1．53 25 外 傾 平 坦 人 為

172 1 E 17i6 N －9 0－E ［楕　 円　 形］ ［0．96］× 0．83 9 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器 粘土張り遺構，SK …1706と重複

1722 F 17C 7 N －80 0－W 隅丸長方形 2．11 × 1，25 4 5 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，土師質土器

1723 E 17 j6 N －48 0－W ［楕　 円　 形］ ［2．65 × 0．93］ 20 外 傾 平 坦 人 為

1724 E 17 i9 N －520－－E 隅丸長方形 2．75　× 1．58 90 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1725 F 17a 5 N －370－E 楕　 円　 形 1．20　× 1．03 28 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

墓墳

粘土張り遺構

SK －174 8と重複

1726 E 17 i8 N －350－E

N －570－E

N －240－W

［楕　 円　 形］ ［2．08 × 1．74］ 35 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

1730 F 16a6 円　　　 形 0．80　×　0．75 35 外 傾 平 坦 自　然 縄文土器

1731 F 16a6 楕　 円　 形 1．30　× 1．05 38 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

173 2 F 17b8 円　　　 形 ［1．80 × 1．78］ 77 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器，人骨

1733 E 18il 楕　 円　 形 1．15　×　0．62 42 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

、1734 E 18il N －370－E 不　 整　 形 5．23　×　2．80 20 緩 斜 平 坦 人 為 縄文土器

1736 F 17b 7 N －400－W 不　 整　 形 1．22　×　0．97 10 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

1738 F 17b 8 N －6 。－E 不　 整　 形 1．85　×　0．95 20 外 傾 平 坦 自　然

1740 F 17b 6 N －34 0－E

N －770－E

隅丸長方形 1．45　×　0．81 25 外 傾 皿 状 人 為

1741 E 17g o 円　　　 形 0．37　×　0．37 49 外 傾 皿 状 －

1743 E 18h 2 楕　 円　 形 1．64　×　0．92 19 外 傾 平 坦 自　然

1744 F 17a8 N －580－W 不　 整　 形 1．25　×　0．91 40 外 傾 凹　凸 人 為

1745 E 16j3 N －390－E 楕　 円　 形 1．49　× 1．35 55 外 傾 平 坦 自　然

1746 F 16a3 N －460－W ［楕　 円　 形］ ［2．67 × 1．89］ 22 垂 直 平 坦 自　然

174 7 E 16j2 N －230－E ［楕　 円　 形］ ［1．53 × 1．03］ 95 外 傾 平 坦 人 為

174 8 E 16j2 N －540－E 不　 整　 形 2．10　× 1．35 43 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

縄文土器，P22 7，Q l16

S K －174 7と重複

SK －1752 と重複

1750 E 17i4 N －740－E 不　 整　 形 1．36　×　0．85 55 緩 斜 平 坦 人 為

175 1 F 16a 2 N －613－W

N －70－E

楕　 円　 形 2．85　×　2．10 51 垂 直 平 坦 人 為

1752 F 16a 2 円　　　 形 1．49　× 1．40 165 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器

縄文土器

SK －175 1と重複

1753 F 16a 円　　　 形 1．85　× 1．85 55 外 傾 平 坦 人 為

1754 F 16a 6 ［円　　　 形］ ［1．40 × 1．31］ 47 外 傾 平 坦 自　然

1755 F 16a 7 楕　 円　 形 1．86　× 1．45 41 外 傾 平 坦 人 為 D P 44

－220－



土坑

番号
位 置
長 径 方 向

（長軸 方 向）
平　 面　 形

規　　　　　　 模

壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物 備　　　　　　　　 考
長 径 ×短径 （m ） 深 さ（cm ）

175 7 E 17jl N －40。－E 隅丸 長方形 1．96　× 1．48 4 0 外 傾 平 坦 人 為 縄文 土器， P 228 ，229 粘 土張 り遺構

1758 E 17h2 N － 340 － E 楕　 円　 形 2．93　× 1．02 25 外 傾 平 坦 人 為

1759 F 17a5 N － 58。－W 隅丸 長方形 1．85　× 1．05 33 外 傾 平 坦 自　 然 縄文 土器

1760 F 17a5 N － 57。－W 隅丸 長方形 1．22　× 1．07 6 － － －

1761 E 17j6 N － 310－ E 楕　 円　 形 1．32　×　0．97 17 外 傾 凹　 凸 人 為 縄文土 器 粘 土張 り遺構

1762 E 17i7 ［円　　　 形 ］ ［工 40 × 1．28］ 18 外 傾 平 坦 人 為 S D －5 7 と重複

1763 F 16a 8 N － 780－W ［楕　 円　 形 ］ ［2．65 × 1．35］ 30 外 傾 平 坦 人 為

1764 E 17i9 N －8 00－W ［隅丸長 方形］
も

［1．90 × 1．53］ 35 緩 斜 平 坦
－

S K － 1765，1766 と重複

1765 E 17i9 N －6 50－W ［隅丸長 方形］ ［1．6 5 × 1．0 5］ 60 緩 斜 平 坦
－

S K － 1764，1766 と重複

1766 E 17 i9 N －3 60－ E ［隅丸長 方形］ ［2．8 8 × 2．6 5］ 32 緩 斜 平 坦
－

SK －1724，1726，1764，1765と重複

17 67 E 17 j5 N －4 70－ E 不　 整　 形 0．9 7　×　0．2 9 66 外 傾 平 坦 人 為

17 68 E 16 i2 円　　　 形 0．8 6　×　0．80 65 外 傾 平 坦 －

176 9 E 17j2 N …540 －W 不　 整　 形 2．0 0　× 1．49 25 外 傾 平 坦 人 為 縄文 土器 ，土 師質土 器

177 1 E 16 i3 円　　　 形 0．45　×　0．45 － － － －
縄文 土器

177 2 E 17 i5 N －130 － E 不　 整　 形 1．6 7　× 1．06 18 緩 斜 平 坦 人 為

1773 E 17j5 N －210 － E 楕　 円　 形 2．63　× 1．39 2 4 緩 斜 平 坦 人 為

1775 E 17j4 N －320 －一W 不　 整　 形 1．39　× 1．00 － － － －

1776 F 17a3 N －14ローW 楕　 円　 形 1．82　× 1．00
－ － － －

1777 E 17j2 N － 9 0 －W 不　 整　 形 1．45　× 1．07 60 外 傾 凹　 凸 自　然

1778 E 17j3 N … 10。－ E 不　 整　 形 1．54　×　0 ．55 4 1 外 傾 平 坦 人 為 縄文 土器

1779 E 17j2 N － 490－ E 楕　 円　 形 3 ．10　×　0．93 － － － －
縄文 土器， 陶器， P 230

1781 F 17a 3 円　　　 形 1．03　× 1．00 － － － －
縄文土器，土師質土器，P231，270

1782 E 17f7 N － 730－W 隅丸長 方形 2 ．05　×　0．85 11 外 傾 平 坦 人 為 縄文 土器， 土師質 土器 粘 土張 り遺構

1783 E 17h 7 N －3 00… E 不　 整　 形 2．00　× 1．29 20 外 傾 皿 状 人 為 縄文 土器， 土師質 土器 粘 土張 り遺構

17 84 E 18 il 円　　　 形 0．77　×　0．73 13 緩 斜 平 坦 人 為

17 85 E 18 io

N …75 0－ E

円　　　 形 0．85　×　0．8 0 10 外 傾 平 坦 人 為

陶器178 6 E 17j l 不　 整　 形 1．05　×　0．78 10 緩 斜 平 坦 人 為

178 7 E 17h7 N －20 0－ E 不　 整　 形 1．9 3　× 1．0 6 33 緩 斜 凹　 凸 人 為 縄文土 器，土 師質土 器
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3　井戸

当遺跡から井戸8基を検出した。当初は，土坑として調査したが，調査の結果井戸と判断した。

第7号井戸［SK－1186］（第171図）

位置　C17i9区。

重複関係　第255号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　掘り方は，上面が長径1。67m，短径1。55mの円形で，確認面から1。Omの深さまで傾斜をもち，

そこから下は円筒状に掘り込まれている。

覆土　各層ともロームブロックを含み，人為堆積である。1層から縄文土器片が多量に出土している。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　　　色　ローム小・中ブロック中量

3　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小・中ブロック中量

4　褐　　　色　ローム中・大ブロック多量

5　暗　褐　色　ローム粒子・ロームノ上中ブロック多鼠　炭化粒子少量

遺物　覆土中から混入したと思われる第174図1，2，3の深鉢形土乳　縄文土器舟が出土している。

所見　本跡が第255号住居跡を掘り込んでいるため，出土している縄文土器は，第255号住居跡に伴う遣物の可

能性が高い。出土遣物の時期も第255号住居跡と同時期である。本跡の時期は，判断する出土遣物がないため

不明である。

第8号井戸［SK－1539］（第171図）

位置　E16g6区。

規模と形状　掘り方は，上面が長径上26m，短径工12mの楕円形で，確認面から0。4mの深さまで傾斜をもち，

そこから下は円筒状に掘り込まれている。

長径方向　N－50－W

覆土　各層ともロームブロックを含み，人為堆積である。6層から縄文土器片が出土している。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック多鼠　焼土粒子・炭化　　9　黒　褐　色　褐色土中鼠　粘土ブロック・ハードローム中・
粒子少量

2　暗　褐　色　ローム小・中ブロック中鼠　褐色土少量

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量

4　褐　　　色　ローム粒子・ローム小・中・大ブロック多量

5　褐　　　色　ローム粒子・ローム中・大ブロック多量，粘土ブロック少量

6　暗　褐　色　ローム粒子・ロームノ上中ブロック多量，炭化粒子少量

7　粘　土　層

8　黒　褐　色　褐色土中鼠　ハードローム中・大ブロック少量

大ブロック少量

10　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック中量

11暗　褐　色　褐色土・ローム粒子・ロームノト中ブロック中量

12　褐　　　色　ローム小e中ブロック中量

13　褐　　　色　ローム粒子・ローム中・大ブロック多量

14　黒　褐　色　褐色土中呈，粘土ブロック少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土している。3層から獣骨片が出土している。

所見　本跡の時期は，判断する出土遣物がないため不明である。

第9号井戸［SK－1553］（第171図）

位置　E17f4区。

重複関係　第1612号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　掘り方は，上面が長径1。9m，短径1。7mの円形で，確認面から2。Omの深さまで傾斜をもち，そ

こから下は円筒状に掘り込まれている。

覆土　各層ともロームブロックを含み，人為堆積である。8層から下層は水分を含む。
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土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・ロームノ上中ブロック　　6　褐　　色　ローム粒子・ロームノ上中ブロック多鼠炭化粒
多鼠　焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子少量

2　暗　褐　色　ローム小・中ブロック中風褐色土少鼠炭化物　　　7　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中鼠褐

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中墨　　　　　　　　　　　　色土少量，炭化物

4　褐　　色　ローム粒子・ローム中・大ブロック多量　　　　　　　8　暗　褐　色　褐色土中最焼土粒子中島粘土ブロック・バー

5　褐　　色　ローム粒子・ローム中・大ブロック多鼠　粘土ブロッ　　　　　　　　　ドローム中・大ブロック少量

ク少鼠　炭化物

遺物　覆土中層から第174e175図4と5の土師質土器（皿），6と7の措鈍下層から8と9の土師貿土器（内

耳鍋），14と15の砥石，10と11の常滑の婆言昆入したと思われる12の石乳13の磨石，及び縄文土器片が出土

している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から判断して，中世と考えられる。

第鼠0号井戸［SK－1576］（第171図）

位置　E17h9区。

規模と形状　掘り方は，上面が長径1644m9短径1。32mの楕円形でラ確認面から1。2mの深さまで傾斜をもち，

そこから下は円筒状に掘り込まれている。

長径方向　N－40J－E

覆土　各層ともロームブロックを含み，人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子。焼土小ブロック・ローム小・中ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ロームノ上中ブロック中鼠　褐色土少量，炭化物

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中島　褐色土少量

4　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小・中・大ブロック中鼠　褐色土少量

5　褐　　　色　ローム粒子・ローム中・大ブロック多鼠　粘土ブロック少鼠　炭化物

遺物　覆土中から第175図16の土師質土器（皿），17の瓦質土器の高台執　土師質土器片言昆入したと思われる

縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，中近世と考えられる。

第且且号井戸［SK－1598］（第172図）

位置　E17i2区。

規模と形状　掘り方は，上面が長径1。64m，短径1。5mの楕円形で，確認面から1。Omの深さまで傾斜をもち，

そこから下は円筒状に掘り込まれている。

長径方向　N－90√－E

覆土　各層ともロームブロックを含み，人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・ローム小・中ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小・中ブロック中量，褐色土少量，炭化物

3　褐　　　色　ローム粒子・ローム中・大ブロック多量，粘土ブロック少量，炭化物

遺物　覆土中から土師質土器片，陶器片，混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，中近世と考えられる。

第五2号井戸［SK－1607］（第172図）

位置　E16h9区。
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規模と形状　掘り方は，上面が長径4。8m，短径4。6mの円形で，確認面から2。8mの深さまで傾斜をもち，そ

こから下は円筒状に掘り込まれている。

覆土1－7層は，自然的な堆積をしている。8～16層は，ロームブロックを含み，人為堆積である。

色

色

色

色

色

色

色

色

色

褐
　
　
　
　
　
　
　
褐
褐

説解

暗

褐

褐

褐

褐

暗

明

褐

褐

層
土

　

1

　

2

　

3

　

4

　

5

　

6

　

7

　

8

　

9

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量　　　　10　暗　褐　色　ローム小・中ブロック中量，炭化粒子少量

ローム粒子多量，炭化粒子少量

ローム粒子・焼土粒子中量

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

焼土粒子・炭化粒子少量

焼土粒子少量

焼土粒子・炭化粒子少量

褐色土中壷

焼土粒子・暗褐色土少量

ローム小・中ブロック中呈，焼土

粒子・炭化粒子少量

11暗　褐　色　ローム小・中ブロック中量，炭化物

12　暗　褐　色　ローム小・中ブロック多量，黒色土中量

13　褐　　　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，焼土粒子・炭

化粒子少量

14　褐　　　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，焼土粒子・ブ

ロック少量

15　褐　　　色　ローム粒子・ローム小・中ブロック多量，焼土粒子・暗

褐色土少量

16　褐　　　色　ローム小・中ブロック中量

遺物　覆土中から土師質土器片，陶器片，混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，中近世と考えられる。

第且3号井戸［SK－1661］（第173図）

位置　E16i9区。

規模と形状　掘り方は，上面が長径3。8m，短径3。32mの楕円形で，確認面から2。Omの深さまで傾斜をもち，

そこから下は一辺約1。Omの方形に掘り込まれている。

長径方向　N－900－W

覆土　各層ともロームブロックを含み，人為堆積である。

土層解説

1　明　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・ローム小・中ブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，褐色土少量

3　褐　　　色　ローム粒子・ローム中・大ブロック多量，粘土ブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中・大ブロック中呈，粘土

ブロック少量

5　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中・大ブロック・粘土ブロック多量

6　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・粘土ブロック中量

7　褐　　　色　ローム粒子多量，ソフトローム小・中ブロック中量

8　褐　　　色　ローム粒子・ソフトローム小・中ブロック中量

9　褐　　　色　ローム粒子多量，ハードローム小・中・大ブロック中量

10　褐　　　色　ローム粒子多量，ハードローム小・中ブロック中量，

炭化粒子少量

11褐　　色　ローム粒子多量，ハードローム小・中ブロック中呈，

炭化粒子・暗褐色土少量

12　明　褐　色　粘土ブロック少量

13　にぷい褐色　ローム粒子多量，粘土ブロック少量

14　褐　　　色　ローム粒子多量，ソフトローム小・中ブロック中量，

炭化粒子極少量

遺物　覆土中層から第176図18の土師質土器（皿），19の土師質土器（捨鉢），20の土師質土器（内耳鍋），土師

質土器片，陶器片言昆入したと思われる須恵器片，縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から判断して，中近世と考えられる。

第16号井戸［SK－1713］（第172図）

位置　E16a4区。

規模と形状　掘り方は，上面が長径工3m，短径1。26mの楕円形で，確認面から2。2mの深さまで傾斜をもつ。

長径方向　N－580－E

覆土　人為堆積である。堆積状況から判断して，一挙に埋め戻したものと考えられる。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子多量，粘土ブロック中量，ロームノ上中ブロック少量

遺物　覆土中から混入したと思われる縄文土器片が出土している。

所見　本跡の時期は，判断する出土遣物がないため不明である。
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第臓図　第臓号井犀実測図

第7号井戸出土遺物観察表

隼＿輸＿

書慧～…

0　　　　　　　　　　　　　　2m

と二二一二二「一一二11－：二l二二二「二

図版番 号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 十 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 1 74 図 深鉢形 土器 A 29．0 胴部上 位か ら日綾 部片。 胴部 上位 か ら日綾 部に かけて 内攣 しなが ら立 ち 砂粒 ・長有 ・右耳 P 7 7　 2 5 ％　　　 P L 53

1

［

縄 文 土 器 B （独 4） 上が る。 口綾 部 は， 無文 帯 で摘み上 げ たよ うな突起 を有 す る。 以下 に， 浅黄橙 色 覆 土 中 （混 入 ）

微隆線 で逆 U 字状 の モチー フを描 き，モ チ一一フ内に単節縄 文 R L を縦位

回転 で充壊 して いる。外 面 は磨 滅が 甚だ しい。

普通 （加 曽利 E Ⅳ 式 ）

2

深鉢 形土 器

縄 文 土 器

B （13。0 ） 胴部片。 外面 に単節 縄文 を施文 してい る。 砂 粒 もス コ リア

にぷ い黄橙色

普 通

P 78 1 0％

擾 土 中 （混 入）

（加 曽利 E Ⅳ式 ）

3

深鉢 形土器

縄 文 土 器

B （3。5）

C　 4．8

底 部片。 外面 はナデ を施 して いる。 砂 粒 ・長有

明褐 色

P 78 10 ％

覆 土 中 （混 入）

普通 （加 曽利 E Ⅳ式 ）

第9号井戸出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

第174 図 皿 A　 8．6 平底 。体部 0 口綾部 は， 内攣気 味に ロ クロ成 形。 底部 回転糸切 り。 砂 粒 ・長有 ・雲母 ・ P 199　 90 ％　　　 P L 5 3

4 土師質 土器 B　 2．1 外傾 す る。 底部 内面 が円盤状 に盛 り ス コ リア 覆土 中層

C　 4．4 上が る。 明褐灰 色　 普 通 口唇部 油煙付 着

5

皿 A　 8．3 平底。休 部 は外傾 し， 目線部 は 内攣 ロ クロ成 形。底 部 回転 糸切 り。 砂粒 ・長 石 P 200 100％　　　 P L 53

土師質 土器 B　 2．0 気味 に外 傾 す る。 底部 内面が 円盤状 明 赤褐色 覆 土 中層

C　 5 誹
［

に盛 り上 が る。 普通

6

手雷　　　 鉢 A　 30．3 平 底。休 部か ら口綾 部 にかけ て強 く 休 部 0 日緑 部 内 ・外面横 ナ デ。 底部 砂粒 ・長 石 ・雲母 ・ P 2 01 95 ％　　　 P L 53

土 師質土 器 B l日．0 外 反 し， 目線部 上端 が 内側 に立 ち上 か ら休 部 にかけ て，内面 に 5 本 単位 ス コ リア 覆 土中層

C 12．8 が る。片 口を有 す る。 の櫛 目 を施 して いる。 にぷ い橙色　 普通 （15C 後 半）

－227－



二三ク
3

第174図　第7・9号井戸出土遺物実測・拓影図

図 版番号 器　　 棒 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　　 考

第 174 図 捨　　　 鉢 B （ 5．5 ） 底 部 か ら休 部 片。平 底。休部 下位 は， 底部 か ら休部 にか けて，4 本 単位 の櫛 砂粒 ・雲 母 ・ P 202 10％　　 P L 53

／ 土 師 質土器 C ［12．5 ］ 外 傾 す る。 昌を施 して いる。 ス コ リア

にぷ い橙 色

覆土 中層

8

内　 耳　 鍋 A ［3 3．0］ 底 部 か らロ綾部 片。 ロ綾部 は，内攣 内 ・外面 横ナ デ。 砂 粒 ・雲 母 ・長 石 ・ P 2 03　 5 ％

土 師質 土器 B　 6 ．7

C ［2 7．0］

しな が ら立 ち上 が る。 耳部上 位に 吊

した と考 え られ る粗ず れ痕が 認め ら

れ る。

石英　 内面明褐 色

外面 暗褐 色

普通

覆土下 層

9
内　 耳　 鍋 A ［33．0］ 口 録部 片。 口緑部 は， 内攣気味 に立 ロ緑部 内 ・外面横 ナ デ。 砂粒 ・雲母 P 2 04　 5 ％　 覆土下 層

土 師質土 器 B （5．4） ち上 が る。 明赤 褐色　 普通 外 面煤付 着
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第175図　第9・10号井戸出土遺物実測・拓影図

感論。　　　，。：ニ
16　」二＝二二」二二＿二」

図版番号 器　　 種 計測値（om） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　 考

第175図 要 A［29．6］屑部から口綾部片。肩部から口録音β内・外面横ナデ。肩部に「巴」文の 砂粒・長石　内面 P205 10％　　 PL53

10 陶　　　 器 B（14．0）にかけて内傾し，口緑部はやや外反 スタンプが押印されている。 灰褐色　外面灰オ 覆土下層

しながら立ち上がる。 リーブ色　普通 常滑産 （14C）

11

要 A ［33．0］ ロ緑部片。口録音酎ま，N字状に折り 口緑部内・外面横ナデ。 砂粒・長石 P206　5％

陶　　　 器 B（6．8）返されている。 暗赤褐色

普通

覆土下層

常滑産 （14C 後半）

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　 質 出土地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第175図12 打製石斧 8．9 5．3 1．4 70．0 砂　　　 岩 覆土中層 Q lO7 （混入）　　　　　　　 PL57

13 磨　　　 石 8．4 5．8 3．2 260．0 安　 山　岩 覆土中層 Q lO8 （混入）　　　　　　　 PL59

14 砥　　　 石 （7．8） 4．7 3．6 （160．0）凝　灰　岩 覆土中層 Q lO9一部欠損　　　　　　　 PL61

15 砥　　　 石 10．6 4．5 4．2 170．0 凝　灰　岩 覆土中層 Q llO　　　　　　　　　　　　 PL61

第10号井戸出土遺物観察表

図 版番号 器　　 種 計測値（C巾） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　　 考

第 1 75図 皿 A　 7．0 平 底。休 部 は， 内攣気 味に立 ち上が ロタロ成 形。底 部 回転 糸切 り。 砂粒 ・長石 ・雲 母 P 213　 95％　　 P L 53

16 土 師貿土 器 B　 2．1

C　 3．5

り， ロ縁 部 は外傾 す る。 底部 は突 出

気 味。

橙 色

普通

覆 土 中

17

台　 付　 鉢 B （5．0） 高 台部片 。 高台 は， 「ハ 」の 字状に 内 ・外 面横 ナ デ。 砂粒 ・雲 母 ・石 英 P 214 15％　　 P L 53

瓦 質 土 器 D ［10．7］

E　 5．0

開 く。 黒褐 色

普通

覆 土 中
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第176図　第13号井戸出土遺物実測・拓影図

第13号井戸出土遺物観察表

図 版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 l
l　 備　　　　 考

第 176 回 皿 A　 9．2 平底。 休部 ・口縁部 は外傾 す る。器 ロ グロ成 形。底部 回転 糸切 り。
「

砂粒 ・長石 ・雲 母・ P 2 21 70 ％　　 P L 5 3

18 土師 質土器 B　 2．3

C　 4．6

肉は厚 い。 ス コ リア

橙色　 普通

覆 土中層

19

捨　　　 鉢 A ［2 7．1］ 平 底。休 部は 内攣気味 に立 ち上 が り， 内 ・外 面ナ チ。底 部か ら休 部 内面に 砂 粒 ・雲 母 ・長石 ・ P 222　 50％　　 P L 54

土 師質 土器 B l l．6

C 12．2

日稼部 は外傾 す る。 片 口を有す る。 か け て 6 本 単 位 の 栴 目を施 してい

る。 底面 に敷 物に よ る圧痕 が残 る。

ス コ リア

赤褐 色　 普通

覆土 中層

20

内　 耳　 鍋 A　 30．6 平 域。休 部は外傾 し， 目線 部は 内攣 休部 ・ロ縁部 内 ・外 面横ナ デ。 砂 粒 ・雲母 ・長石 ・ P 274　 90％　　 P L 54

土 師質土 器 B　 8．7 気味 に立 ち上が る。三 耳 を有す る。 ス コ リア 覆土 中層

C　 27．4 耳部 の上位 に 吊 した と考 えられ る紐

ずれ痕 が認 め られ る。

赤褐 色

普通

外面煤 付着
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4　溝（付図2）

調査区から溝16条を検出した。調査の結果，ほとんどの溝が中近世の墓域の内に確認できた。時期や性格は

不明である。特に，第鴫　49号溝に関しては，中近世の墓城を区画するかのように位置している。ここでは，

溝16条について，一覧表で記載する。また，出土遺物については実測図でその一部を掲載する。

溝出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　　　 考

第177図 深鉢形土器 B （6．8） 口綾部片。外面に一つの孔を有する。孔の周囲に沈線によって言偽巻文， 砂粒 ・長石 ・ P 234　 5 ％　　 P L54

1 縄 文 土 器 波状文，蕨手文を描いている。内面に眼鏡状把手 を有する。 スコリア

にぷい黄橙色　 普通

S D …45覆土 中

（中峠式）

2

深鉢形土器

縄 文 土 器

B （5．2） 把手片。橋状把手の上部に円形刺突文 を施 している。 砂粒 ・長石 ・雲母

橙色

普通

P 235　 5 ％　　 PL 55

S D －45覆土 中

（堀之内 I 式）

3

深鉢形土器 A ［1且6］ 胴部から口綾部片。波状日録。胴部は内攣気味に立ち上が り，口綾部は 砂粒 ・長石 ・雲母・ P 233 10％　　 P L 55

縄 文 土 器 B （10．8） 内偵する。 目線部は無文で，以下に沈線が巡る。胴部は無節縄文を地文 石英 SD …45覆土中

に，幅の広い沈線による文様 を描いている。 にぷい黄橙色　 普通 （堀之 内 I 式）

4

鉢 形 土 器 A ［16．4］ 丸底。胴部から口綾部にかけて内攣する。口綾部に 1 単位の有孔が認め 砂粒 ・長石 ・雲母 P232　 70％　　 P L54

縄 文 土 器 B 13．0 られる。胴部中位に縄文帯をもち，上下に沈線が巡る。隆起帯縄文を多 褐灰色 S D －45覆 土中

C　 8．4 段に配す。 普通 （安行 I 式）

5

鉢 形 土 器 A ［21。2］ 胴部か ら口綾部片。波状 日録。胴部から口綾部にかけて内攣する。日録 砂粒 ・長右 P 244　 20％　　 P L55

縄 文 土 器 B （14。7） 部に一つの有孔が認められる。胴部には，キザ ミ目を施 した貼付文が 2 明赤褐色 S D －50覆土 中

単位認められ，洗練による菱形文や三角文を描いている。 普通 （安行 II式）

6

深鉢形土器 B （23．5） 底部から胴部片。平底。粗製土器。胴部下位は直線的に外傾し，中位は 長石 ・雲母 ・石英・ P 239　 20％

縄 文 土 器 C l．3 内攣気味に立ち上がる。底部外面は，斜位の条線文 を施している。 スコリア

橙色　 普通

SD …49覆土 中

（安行 IIIa 式）

図版番号 種　 別
計　 測　 値 （cm ） ！重 量

（g ）

現 存率

（％）
備　　　　　　　　　 考

最 大長 最 大幅 最 大厚

第177図7 土 製 円 板 3．6 4．4 1。2 20．0 100 D P 2 8　SD －49覆土中　 無文　　　　　　　 P L 56

8 土 製 円 板 5．7 4。4 1。3 50．0 100 D P 29　 SD r 54擾土中　　　　　　　　　　　 P L 56

9 土 製 円 板 4．1 4．2 0．9 （20。0） 90 D P 27　 SD r 45覆 土中　　　　　　　　　　　 P L 56

1 0 土 製 円 板 4．0 3．9 0．7 10．0 100 D P 30　 SD －54覆土 中　 無文　　　　　　　 P L 56

1 1 土 製 円 板
3。7 i 4．2

1．0 （10．0） 90 D P 31 S D …59覆土 中　　　　　　　　　　　 P L56

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第178図 内　 耳　 鍋 A ［28．4］ 休部か らロ綾部片。休部 ・口綾部は 目線部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母・ P 236 1 0％

12 土師質土器 B　 5。1 内攣しながら立ち上がる。耳部はや 石英 ・スコリア SD －45覆土中

C ［23．6］ や小さい。 にぷい赤褐色　 普通 休 部外面煤付着

13

内　 耳　 鍋 A ［29．8］ 休部から口綾部片。休部は外傾して 口線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・雲母 ・長石 P 240 1 0％

土師質土器 B （9．1） 立ち上がる。ロ綾部は内攣 しなが ら 面へラナデ。 にぷい赤褐色 S D －49覆 土中

立ち上がる。耳部は小さい。 普通 外 面煤付 着

14

内　 耳　 鍋 A ［35。5］ 休部から口綾部片。休部はわずかに ［］綾部 ・休部外面横ナデ。 雲母 ・石英 ・ P 245　 20％　　 P L54

土師質土器 B （14．0） 内攣 しなが ら立ち上が り，ロ綾部と スコリア S D －54覆土 中

の境にくびれをもつ。 にぷい赤褐色　 普通 休部外面煤付着

15

皿 Å　 8．8 平底。底部内面に円盤状の盛 り上が ロクロ成形。底部回転糸切 り。 砂粒・長石 ・雲母・ P 246　 90％　　 P L54

土師質土器 B　 3．3

C　 5．0

りがある。休部は外傾 し， 口綾部は

内攣気味に立ち上が る。

スコリア

淡橙色　 普通

SD －54覆土中

16

皿 Å　 9．6 底部一部欠損。平底。休部は外傾 し， ロクロ成形。底部回転糸切 り。 長石 ・雲母 ・ P 247　85％　　 P L 54

土師質土器 B　 2．8

C　 5．6

日録部は外反する。底部は突出する。 スコリア

にぷい橙色　 普通

SD －54覆土中

17

皿 A ［8．5］ 平底。休部は外傾 し， 口綾部はやや ロクロ成形。底部回転糸切 り。 石英 ・スコリア P248　65％　　 P L 54

土師質土器 B　 2．3

C　 3．0

外反する。底部は突出する。 橙色

普通

SD …54覆 土中

皿 B （1．7） 底部から休部片。平底。底部内面は， ロクロ成形。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 249　 70％　　 P L 54

18 土師質土器 C　 3．8 円盤状に盛 り上がる。休部は外傾す にぷい橙色 S D －59覆土 中

る。底部は突出気味。 普通
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調・焼成 備　　　　 考

第 178図 皿 A ［7．2］ 平底。底部内面が円盤状に盛 り上が ロタロ成形。底部回転糸切 り。 砂粒 ・長石 ・雲母・ P 250　 50％　　 P L 54

19 土師質土器 B l．7

C　 4．6

る。休部 ・口綾部は外傾する。

底部は突出気味。

スコリア

橙色　 普通

S D －59覆 土中

20

皿

土師質土器

A ［9．4］

B　 2．7

C　 3．2

平底。休部 ・口綾部は外傾する。 ロクロ成形。底部回転糸切 り。 砂粒 ・雲母 ・

スコリア

淡黄橙色　 普通

P 25 1 50％　　 P L 54

S D －59覆 土中

21 広　 口　 壷 A ［21．0］ 口綾部片。 ロ綾部はN 字状の折 り返 暗赤色 P 237　 5 ％

陶　　　 器 B （5．4） L である。 普通 SD －45覆土中常滑産 （13C

22 捨　　　 鉢

陶　　　 器

B （5．8） 口綾部片。片口を有する。 内 ・外面横ナデ。 砂粒 P 241　 5 ％

SD －49覆土 中常滑産

23 婆 B （9．3） 口綾部片。 口綾部はN 字状の折り返 黄灰色 P 24 2　 5 ％

陶　　　 器 L である。 普通 SD －49覆土中常滑産 （13C

24

蓋 A ［10．0］ 小物の蓋の破片。染付。上面に上絵 ロクロ成形。 灰 白色 P 23 8　20％　　 P L5 4

磁　　　 器 B （1．8） （グリーン ・自 ・赤）で草花文 を描 （粕）緑色 SD －45覆土 中

いている。 良好 京焼系 （18C ）

25

皿 A ［11。3］ 底部から口綾部片。高台は低い。 ロクロ成形。削 り出し高台。 にぷい黄橙色 P 24 3　60％　　 P L 54

陶　　　 器 B　 2．2 日綾部は外傾する。内面底部に花の （和）透明 SD －49穫土中

C ［6．5］ 文様を描いている。 良好 瀬戸 ・美濃系

図版 番号 種　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

石　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重量 （g ）

第178図26 磨　　　 石 1 1．6 8．0 4 ．8 6 40 ．0 安　 山　 岩 Q 1 23　 S D － 45覆 土 中　　　　　　　　　 P L 5 9

2 7 磨　　　 石 5．9 5．6 3 ．4 1 80 ．0 安　 山　 岩 Q 1 24　 S D － 45覆 土 中　　　　　　　　　 P L 5 9

2 8 磨　　　 石 6．2 6．2 3 ．3 2 00 ．0 安　 山　 岩 Q 1 25　 S D － 4 5覆 土 中　　　　　　　　　 P L 59

第 179図29 磨　　　 石 7．0 6．4 4．3 3 10 ．0 安　 山　 岩 Q 1 26　 S D － 4 5覆 土 中　　　　　　　　　 P L 59

30 磨　　　 石 7．1 5．0 3。1 1 70 ．0 安　 山　 岩 Q 1 27　 S D － 4 5覆 土 中　　　　　　　　　 P L 59

3 1 磨　　　 石 8 ．4 5．0 3．8 22 0 。0 安　 山　 岩 Q 1 28　 S D － 4 5覆 土 中　　　　　　　　　 P L 59

32 磨　　　 石 6 ．5 6 ．0 4．8 30 0 ．0 安　 山　 岩 Q 12 9　 S D － 4 5覆 土 中　　　　　　　　　 P L 59

33 磨　　　 石 7 ．4 5 ．2 4。5 25 0．0 安　 山　 岩 Q 13 0　 S D － 4 5覆 土 中　　　　　　　　　 P L 59

34 敲　　　 石 8 ．4 5 。3 3．9 28 0．0 砂　　　 岩 Q 13 1 S D － 4 5覆 土 中　　　　　　　　　 P L 59

35 磨　　　 石 9 ．9 8 ．4 4．0 55 0．0 安　 山　 岩 Q 13 9　 S D － 5 4覆 土 中　　　　　　　　　 P L 59

36 磨　　　 石 7 ．7 6 ．9 5。1 44 0．0 砂　　　 岩 Q 14 0　 S D － 5 4覆 土 中　　　　　　　　　 P L 59

37 磨　　　 石 7 ．1 7 。7 3．9 39 0．0 砂　　　 岩 Q 14 1 S D － 5 4覆 土 中　　　　　　　　　 P L 60

38 磨　　　 石 6 ．7 6 ．0 3．5 21 0。0 安　 山　 岩 Q 14 2　 S D － 5 4覆 土 中　　　　　　　　　 P L 6 0

39 磨　　　 石 6 ．7 6 ．5 3 ．5 27 0．0 安　 山　 岩 Q 14 3　 S D － 5 4覆 土 中　　　　　　　　　 P L 6 0

40 磨　　　 石 6 。6 6 ．1 3 ．6 20 0．0 安　 山　 岩 Q 14 4　 S D － 5 4覆 土 中　　　　　　　　　 P L 6 0

41 磨　　　 石 5 ．9 5 ．8 3 ．5 190 ．0 安　 山　 岩 Q 14 5　 S D － 54 覆 土 中　　　　　　　　　 P L 6 0

42 磨　　　 石 6 。1 5 ．7 3 ．6 200 ．0 安　 山　 岩 Q 14 6　 S D － 54 覆 土 中　　　　　　　　　 P L 6 0

43 磨　　　 石 6．4 5 ．9 　 4 ．1 2 40 。0 安　 山　 岩 Q 14 7　 S D － 54 覆 土 中　　　　　　　　　 P L 6 0

第 180図 44 磨　　　 石 6．3 6 ．8 3 ．0 2 10 。0 安　 山　 岩 Q 148　 S D － 59 覆 土 中　　　　　　　　　 P L 6 0

4 5 磨　　　 石 6．8 6 ．0 3 ．8 2 60 ．0 安　 山　 岩 Q 149　 S D － 59 覆 土 中　　　　　　　　　 P L 6 0

46 磨 製 石 斧 （11．3） 5 ．2 2 ．6 （2 40 ．0 ） 安　 山　 岩 Q l18　 S D － 45 覆 土 中　 刃 部 欠　　　　　 P L 5 7

4 7 磨 製 石 斧 （4．6） 5．1 2 ．6 （80 ．0 ） 泥　　　 岩 Q l19　 S D － 45 覆 土 中　 刃 部 片　　　　　 P L 5 7

48 磨 製 石 斧 （6．4） 4．8 2 ．5 （110 ．0 ） 砂　　　 岩 Q 134　 S D － 49 覆 土 中　 刃 部 片　　　　　 P L 5 7

49 打 製 石 斧 1 1．7 4．2 2 ．0 1 20 ．0 泥 質 片 岩 Q 133　 S D － 49 覆 土 中　　　　　　　　　 P L 5 7

50 打 製 石 斧 1 2．5 8．8 2 ．7 2 70 ．0 砂　　　 岩 Q 138　 S D － 54 覆 土 中　　　　　　　　　 P L 5 7

5 1 礫　 石　 斧 5．9 5．2 1 ．5 70 ．0 砂　　　 岩 Q 120　 S D － 45 覆 土 中　　　　　　　　　 P L 5 7

52 石　　　 皿 （8 。9） （9．7） 6．4 （70 0 ．0 ） 安　 山　 岩 Q 1 22　 S D － 45 覆 土 中　 一 部 欠 損　 凹石 転 用

53 石　　　 皿 （1 1．1） （6．9） 7．1 （26 0 ．0 ） 安　 山　 岩 Q 1 21 S D － 4 5 覆 土 中　 一 部 欠 損　 凹石 転 用

54 石　　　 棒 （6 ．4） 2．0 1．7 （3 0 ．0 ） 砂　　　 岩 Q 1 36　 S D － 4 9 覆 土 中　 一 部 欠 損　　　　 P L 5 8

55 石　　　 器 5 ．7 3．5 1．5 4 0 ．0 頁　　　 岩 Q 1 37　 S D － 4 9覆 土 中　　　　　　　　　 P L 58

第181図56 石　　　 鉄 2 ．0 1．6 0．4 1．0 チ ャ ー ト Q 13 2　 S D － 4 9覆 土 中　　　　　　　　　 P L 58

57 石　　　 鉄 2 ．1 1．5 0。4 0．9 黒　 曜　 石 Q l 17　 S D m M4 5覆 土 中　　　　　　　　　 P L 58

58 砥　　　 石 7 ．6 3 ．6 3．4 9 0．0 凝　 灰　 岩 Q 13 5　 S D － 4 9覆 土 中　　　　　　　　　 P L 6 1
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第177図　溝出土遺物実測・柘影図（1）
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第179図　溝出土遺物実測図（3）
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第180図　溝出土遺物実測図（4）
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S・23

第181図　満出土遺物実測図（5）

表6　前田村遺跡D区溝一覧表

1

　

　

′

－

1

J

h
r

10cm

！　　　；　　　！

溝

番
号
位置主軸方向断面

規　　模（m）

壁面底面覆土 出　土　遺　物 備　　　　　　 考

長さ上　幅下　幅深　さ

43 C18N－56。－W ∪23．4 － － 0．8 段状－自然縄文土器，磁器 調査区城外にかかる，SX－6と重複

44 C18N－500－W ∪14．0 － －
0．3 垂直平坦自然縄文土器 調査区城外にかかる．SK－1255．1256と重複

45 D16N－340一一E ∪112．01．0－2．00．2～0．70．4－0．5緩傾凹凸自然縄文土鼠土師賀土器，門32－2乳Qllト131．DP27Sト293，猟SK－12軋1275，1276，1318，SI）－46と重複

46 D16N－268－E ∪42．0 － － － －－－
縄文土器

47 E17N－70。－W ∪25．01．2～1．4 0．6 0．5 外傾皿状－
縄文土器，土師貿土器，陶器SK－1483，1517と重複

48 E17N－27。－E ∪26．3 1．1 0．8 0．2 緩斜平坦－縄文土器，土師貿土器，陶器SK－1486，1494，1499と重複

49 E16N－00 ∪36．51．6－2．5 － 0．5 緩斜凹凸自然紋土鼠土師質土乱射＝憶H弧Dl切．Q13ト137

50 E18N－650－W ∪7．30．5～1．70．3－1．5 0．2 垂直平坦－
縄文土器，P244 SK－1498と重複

51 E17N－83。－W ∪5．71．4－1．61．0－1．1 0．3 緩斜凹凸－
縄文土器

52 E17N－580－W ∪4．21．0－1．20．8－0．9 0．3 緩斜皿状－
縄文土器 SK－1584，1595と重複

53 D15N－850－E ∪32．00．5～1．20．2－0．6 0．2 緩斜皿状自然縄文土器

54 F17N－70。－W ∪17．51．3－3．60．9～2．6 0．3 緩斜皿状－
縄文土器，土師貿土着忌，陶器，
P245－248，DP29・30，Q138－147

SK－1608，1653，1654，1681，1683と重櫻

55 F16N－gO。 ∪7．00．5－1．00．1～0．4 0．3 緩斜皿状－
縄文土器

56 E18N－20。－E ∪22．0 － － 0．3
緩斜皿状
－

SK－1620と重複

57 E17N－40。－E ∪7．0 0．8 0．6 0．2 緩斜平坦－
SK－1657．1701．1705，1706，1762と重複

59 F18N－600－W ∪21．00．6－0．80．2－0．5 0．3 緩斜皿状－
縄文土器，土師質土器，陶罪，
P249－251．Q148・149．DP31

SK－1598，1682，1779と重複
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5　遺構外出土遺物（第182～192図）

諷登区内の遺構外から出土した遺物について9実測図の拓影図でその一部を掲載する。縄文土器片の解説は，

次のとおりである。

第1群　縄文時代中期中東の土器（9～26の31の32）

A類　勝坂式に比定される土器（～n）

9ほ日経部片で隆常に治って爪形文を施している。用とⅢは胴部片で爪形文を施している。

B類　中峠式に比定される土器（12～15）

1～蟻は目線部片である。12は目線直下に交互刺突による連続コの字文を施している。13は日経

直下に交互刺突文が巡り9　以下に単節縄文を地文にキザミ目を施した隆帯を貼り付けている。14は

隆帯による渦巻文を描いている。15は打線直下に一条の沈線が巡り9　以下に横位や碇位の沈線を施

している。

C寿　加曽利EI式に比定される土器（16～18）

16～18は胴部片である。蟻は幅の広い沈線を描いている。18は交互刺突文と単節縄文を施してい

る。

の類　加曽利EH式に比定される土器（19～26）

19－22は目線部片である。19は隆帯により楕円区画し9　区画内に複節縄文を施文している。以下

に9　幅の広い磨消帯が垂下する。20と22は単節縄文を施文している。21は目線部無文革を幅の広い

沈線により区画し学　以下に単節縄文LRの横位回転を施文している。23～26は胴部片である。23と

25は単節縄文R鉱の横位回転を地文に磨消帯が垂下する。24は単節縄文を施文している。26は赤彩

されている。

E類　大木8a式に比定される土器（29e30）

29830は胴部片である。いずれも単節縄文を地文に沈線を描いている。

第2群　縄文時代中期複葉の土器（27◎28）

Å類　加曽利斑m式に比定される土器（27の28）

27は目線部片で目線直下に半裁竹管による刺突文が巡る。28は胴部片で上位は隆帯を施し9　以下

に条線文を施している。

第3群　縄文時代後期前葉の土器（33～50）

A類　称名寺式に比定される土器（33634）

33は打線部片で日綾部無文革を沈線で区画し督　以下に単節縄文LRを横位回転で施文している。

34は胴部片で太い沈線により磨消縄文を区画している。

B類　堀之内Ⅱ式に比定される土器（35～42）

35－拙ま日綾部片である。35と36は縄文を充填している。37は日録直下に押圧を施した隆帯を貼

り付けている。単節縄文RLの縦位回転を地文とする。38は沈線を施している。39は目線部に縦位

の沈線と刺突文を施し，以下に沈線を施している。波状目線で口唇部に刺突文を施し，日綾部に縦

位の沈線を施している。姐は洗練による文様を描いている。42は胴部片で単節縄文を地文に9　沈線

により区画された磨消帯を施している。

C類　堀之内H式に比定される土器（43の44）

43と44は日録部片である。43は単節縄文を施文している。頼ま沈線を施している。
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D類　堀之内式に比定される土器（45～50）

45～50は胴部片である。抽ま無節縄文を地文に沈線が垂下する。頼ま単節縄文を地文に沈線を施

している。47－49は沈線を施している。50は鉢形土器の胴部片で9　上位は斜位の沈線や同心円を施

している。下位は丁寧に磨いている。

第4群　縄文時代後期中葉の土器（51－53）

A類　加曽利B式に比定される土器（51652）

51と52は目線部片である。いずれも日綾部に押庄を施し，以下に斜位の沈線を施している。

B類　加曽利B錆式に比定される土置持お

53は日綾部の突起部である。突起部に刺突文が巡り9　以下に単節縄文を施文している。

第5群　縄文時代後期複葉の土器（54～72）

A類　安行I式に比定される士器（541

54は日録部片で目線直下に刺突文が巡る。

B類　を行H式に比定される土器（55～72）

55～72は日綾部片である。55－68は粗製土器である。55と56は目線直下に爪形文が巡り9　以下に

斜位の沈線を施している。57と59は目線部文様帯に単節縄文を施文している。58は条線文を地文に

幅の広い斜位の沈線を施している。60はへラ状のものでナデを施している。6～鍼は条線文を施し

ている。67は目線直下に爪形文が巡り，以下に直線的な沈線を施している。68は横位の条線文を施

している。楢と　鋸　隆起帯縄文を施している。71は隆起帯縄文上に形状がブタの鼻に似ている突起

貼付文や横位のキザミ目を施した感状のものを施している。72はキザミ昌を施した隆起線上に形状

がブタの鼻に似ている突起貼付文を施している。

第6群　縄文時代晩期前葉の土器（73－狙）

A類　安行IIla式に比定される土器（73－78）

73～78は臼綾部片である。73～76は沈線による連弧文を描いている。73は隆起帯縄文を施してい

る。78は縄文を地文にし，沈線により磨消縄文を区画している。

B類　安行mb式に比定される土器（79～89）

79～89は目線部片である。79は波状目線で波頂部に2単位の痛を貼り付けている。目線部は沈線

により構成され，沈線間を磨り消している。80は目線直下に縦位のキザミ昌が巡り9　以下に斜位の

沈線を施している。81は沈線を施している。82－86は単節縄文を地文にし洗練で構成され撃　沈線間

を磨り消している。87は口唇部に粘土紐を貼り付けている。以下に，二条の沈線が巡る。88と89は

胴部片で単節縄文を地文に沈線で構成され普　沈線間を磨り消している。

C類　安行IH式に比定される土器（90091）

90は波状日経で隆起帯縄文上に形状がブタの鼻に似ている突起貼付文を施している。鋸は粗製土

器の口綾部片である。

中世の土師質土器（162～168）

162－168は捨鉢の破片である。162～164は口綾部片である。165－168は休部片である。温63は休部内面に

8本単位の櫛昌を施している。164は休部内面に5本単位の櫛目を施している。165と166は休部内面に1本

単位の櫛目を施している。167は休部内面に6本単位の櫛昌を施している。蟻は休部内面に　本単位の櫛昌

を施している。
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第182図　遺構外出土遺物実測・拓影図（1）
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第191図　遺構外出土遺物実測図（10）

！＿－‾二＿
口

－249－



ニ「二

「＝ク！

154

う′丁　‾　旨．チ　　＿∠

第192図　遺構外出土遺物実測・拓影図（11）

－250－



遺構外出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第182図 深鉢形土器 A 16．5 底部欠損。 目線部に 2 単位の突起を有する。胴部から目線部はほぼ直立 砂粒 ・長石 ・ P2 60　 4 0％　　 P L 5 5

1 縄 文 土 器 B （14．5） する。目線部無文。胴部上位は爪形文を施 した隆帯で区画し，区画内に スコリア 表採

洗練 と半裁竹管による連続刺突文を施している。下位は，横位ナデを施 暗褐色 （勝坂式）

している。 普通

2

深鉢形土器 A ［26誹］ 胴部か ら口綾部片。胴部上位は外傾 し，日録部は内攣する。口唇部に眼 砂粒 ・雲母 P 2 61 10％　　 P L 5 5
縄 文 土 器 B （16．3） 鏡状把手を有する。孔の周囲にキザ ミ目が巡 る。口綾部は一部分に交互 橙色 表採

刺突文を施している。胴部上位には，背割 り沈線を施した隆帯によるク 普通 （中峠式）

ランク文や縦位の沈線 を施 している。

3 蓋

縄 文 土 器

Å　 0．8

B l．8

ナデ整形を施している。 砂粒 ・長石 ・雲母

赤褐色　 普通

P 16 5 1 00％　　 P L 5 5

表採（加曽利E IIト Ⅳ式）

4

深鉢形土器 A　34．0 胴部から日綾部片。口綾部に小突起が 1単位認められる。胴部上位は内 砂粒 ・長石 ・雲母 P l O8　 40％　　 P L 5 5
縄 文 土 器 B （19．0） 攣気味に立ち上がり，口綾部は外反する。目線部無文。胴部は沈線によ にぷい橙色 表採

って文様 を描いている。 普通 （堀之内 I 式）

5

深鉢形土器 B （5．8） 底部か ら胴部片。胴部下位は，外傾する。胴部に単節縄文 R L の縦位回 砂粒・長石 ・雲母・ P 25 2　2 0％　　 P L 55
縄 文 土 器 C　 3．6 転を地文に沈線で区画している。区画外は，磨 り消 している。底面から スコリア 包含層

3cmほどまでは，横位ナデを施している。 赤褐色　 普通 （安行 I 式）

第183図 鉢 形 土 器 A ［接 8］ 丸底。胴部から目線部は内攣する。 日録部文様帯は，単節縄文R L の縦　 砂粒 ・石英 P2 5 9　50％　　 P L 5 5

6

！

縄 文 土 器 B　 9．9 位回転 を地文に，沈線によって渦巻文を描いている。以下を押庄を加え 橙色 表採

た隆帯で区画している。底部は複列の洗練が円を描き，円内に単節縄文

を充填 している。

普通 （安行 IIIa 式）

7

鉢 形 土 器 A 15．0 胴部か ら日綾部にかけて内攣しながら立ち上がる。外面は無文で，へラ 砂粒 ・長石 ・石英・ P 2 58 10 0％　　 PL 5 5

縄 文 土 器 B　 8．7

C　 5。5

によるナデを施している。内面はナデを施している。 雲母 ・スコリア

黄橙色　 普通

表採

（安 行IIIb 式）

8

台付鉢形土器

縄 文 土 器

B　 2．4 底部片。外面に複列の円形刺突文が巡る。 砂粒 ・雲母 ・

スコリア

にぷい赤褐色　 普通

P 26 3　 5 ％　　 P L 55

表採 （安行 IIIb 式）

図版番号 種　 別
計　 測　 値 （cm ） I重　 量

（g ）

現 存率

（％）
器 形 及　 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　 考

最大長 最大 幅 最大厚

第186図92 土 製 円 板 4．0 4．0 1．6 （30．0） 80 D P 3 9　 表採　 P L 5 6

93 土 製 円板 4。3 4．2 0．9 （20．0） 90 裏面 に末 貫通 孔。 D P 4 0　 表採　 P L 5 6

94 土 製 円 板 3．3 3．6 0。9 （10。0） 90 無文。 D P 4 1 表採　 PL 5 6

95 土 製 円 板 5。2 5．1 0．6 20．0 10 0 D P 3 7　表採　 P L 5 6

96 土 製 円 板 4．9 4．5 0。8 20．0 10 0 D P 38　 表採　 P L 56

97 蓋 4．2 4．3 0．9 20．0 10 0 2 単位の孔 を有す る。 D P 36　 表採　 P L 56

98 耳　　　 栓 ［6．0］ 2．1 0．35 （1 0．0） 50 内面に装飾を施し，内・外面丁寧な磨きを施している。 D P 42　 表採　 P L 56

9 9 耳　　　 栓 し5．6］ 1．9 0．3 （10．0） 30 無文。 内・外面丁 寧な磨 きを施 している。 D P 43　 表採

100 耳　　　 栓 ［6。0］ 2。0 0．3 （3．3） 20 内面に装飾 を施 してい る。 D P 4 5　 表採

図版番号 種　 別
計　 測　 値 （cm） l 重 量

I （g ）

現存率

（％） 器 形 及　 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　 考
最 大長 最大幅 最大厚

第186図101 土　　　 偶 （3。5） （3．4） 2．4 （30．0） 10 脚部。　 無文。 D P 3 5　表採　 P L 5 6

102 土　　　 偶 5．9 4．5 3。7 （60．0） 10 右 腕部。肩部に刺突文 と沈線による渦巻

文 を施 している。

D P 3 4　表採　 PL 5 6

遮光器土偶

103 土　　　 偶 （8。0） 7．5 2．4 （15 0．0） 40 胴部 か ら頭部。粘土紐 を貼 り付 け眉 と

鼻を， 癌 を貼 り付け 目を表現 し， 口は

キザ ミで表 現 してい る。胸部 は粘土 を

貼 り付 け乳房 を表現 してい る。

D P 33　 表採　 P L 5 6

山形土偶

104 土　 偶 ？ （6．2） 3．5 2．7 （60．0）
－ 脚部 ？　 無文。 D P 3 2　 表採

図版番号 種　 別
計　　　　 却　　　　 値

備　　　　　　　　　 考
良さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g ） 石　 質

第187図105 磨　　　 石 10。6 6．1 3．3 37 0。0 安　 山　 岩 Q 15 0　 表採　　 P L 60

106 磨　　　 石 6．0 5。9 5。0 2 4 0．0 安　 山　 岩 Q 15 1 表採　　 P L 6 0
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図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第187図107 磨　　　 石 9．5 8。5 5．0 6 50．0 安　 山　 岩 Q 165　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L6 0

108 磨　　　 石 7．‾7 7．9 4．7 4 70．0 安　 山　 岩 Q 166　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L6 0

109 磨　　　 石 8．2 6．9 5．2 4 80。0 安　 山　 岩 Q 167　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 6 0

110 磨　　　 石 6．9 6．7 4。6 3 40．0 安　 山　 岩 Q 16 8　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 6 0

111 磨　　　 石 8．9 6。6 2．7 22 0。0 安　 山　 岩 Q 16 9　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 6 0

1 12 磨　　 石 6，7 6．3 4。0 29 0．0 安　 山　 岩 Q 17 0　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 60

1 13 磨　　　 石 6．3 6。1 3．6 20 0．0 安　 山　 岩 Q 17 1 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 60

1 14 磨　　　 石 5．7 5．2 3。7 19 0．0 安　 山　 岩 Q 17 2　表採　　　　　　　　　　　　　　　 P L 60

115 磨　　　 石 5．9 4。5 4．3 18 0．0 安　 山　 岩 Q 17 3　表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 60

116 磨　　　 石 7。2 5．3 3．0 19 0．0 安　 山　 岩 Q 17 4　表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 60

第1線図117 磨　　 石 6．1 4．9 3．7 16 0．0 安　 山　 岩 Q 17 5　表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 60

118 磨　　　 石 5．7 5．1 4．9 20 0．0 安　 山　 岩 Q 176　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 60

119 磨　　　 石 5．5 5。3 4．3 200．0 安　 山　 岩 Q 177　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L6 0

120 磨　　　 石 5．4 5．0 3。9 150。0 安　 山　 岩 Q 178　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L6 0

121 磨　　　 石 5。2 5．0 4．1 160。0 安　 山　 岩 Q 179　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L6 0

122 磨　　　 石 4．9 4。4 4．6 100．0 安　 山　 岩 Q 180　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L6 0

123 磨　　 石 6．4 6．2 5．3 2 80．0 安　 山　 岩 Q 181 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L6 0

124 磨　　　 石 11．0 5．5 3．9 3 70．0 安　 山　 岩 Q 182　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L6 0

125 敲　　　 石 10．5 2．6 1。9 90．0 粘　 板　 岩 Q 15 4　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L5 8

126 石　　　 錘 （5．0） 4。7 0．6 （20．0） ホルンフェルス Q 19 1 表採　 一部欠損　　　　　　　　　　 P L 6 0

12 7 石　　　 錘 7。3 4．7 1．2 4 0．0 砂　　　 石 Q 15 5　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 60

12 8 磨 製 石 斧 （6．8） 6。0 2．9 （18 0．0） 砂　　 岩 Q 16 4　 表採　 刃部片　　　　　　　　　　　 P L 5 7

129 打 製 石 斧 （10。2） 8．3 1。8 （19 0．0） ホルンフェルス Q 16 3　 表採　 一部欠損　　　　　　　　　　 P L 57

130 石　　　 棒 （8．0） 3．4 1．5 （60．0） 緑 泥 片 岩 Q 18 9　 表採　 一部欠損　　　　　　　　　　 P L 58

13 1 石　　　 棒 （8。5） 3．1 2．1 （80．0） 砂　　　 岩 Q 19 0　 表採　 一部欠損　　　　　　　　　　 P L 58

第189図132 石　　　 皿 （27．0） （14．7） 9．5 （268 0。0） 安　 山　 岩 Q 18 3　表採　 一部欠損　 凹石転用

133 石　　　 皿 （18．2） （14．4） 8言 （122 0．0） lJJ安　 山　 石 Q 18 4　表採　 一部 欠損　 凹石転用

134 石　　　 皿 （28．6） （20．3） 12．7 （932 0。0） 安　 山　 岩 Q 19 4　表採　 一部 欠損　 凹石転用

第期 図135 石　　　 皿 （15．9） （13．0） 8．2 （110 0．0） 安　 山　 岩 Q 18　 表採　 一部 欠損　 凹石転用

136 石　　　 鍍 1。9 1．7 0。4 0．8 黒　 曜　 石 Q 160　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 58

137 石　　　 鉄 2．0 1。7 0．5 1。1 チ ャ ー ト Q 16 1 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 58

138 石　　　 鉄 3。0 1。4 0．5 1．8 メ　 ノ　 ウ Q 162　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 58

139 垂 れ 飾 り 1．9 1。3 0．8 3．5 素　　　 翠 Q 192　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 57

140 石　　　 臼 32。0 － 10．3 63 00．0 安　 山　 岩 Q 193　 表採　 上 白　　　　　　　　　　　　　 P L 62

14 1 硯 （4．7） （3。7） 1．0 （10．0） 凝　 灰　 岩 Q 156　 表採

14 2 砥　　　 石 （6．4） 3．0 1。4 （40．0） 凝　 灰　 岩 Q 188　 表採　 一部 欠損

第191図143 砥　　　 石 12．0 2．7 2。2 （90。0） 凝　 灰　 岩 Q 18 7　 表採　 一部 欠損

144 砥　　　 石 9．7 5．8 2。5 14 0．0 凝　 灰　 岩 Q 18 6　 表採

145 砥　　　 石 （7．4） 4．9、 3．1 （18 0。0） 凝　 灰　 岩 Q 18 5　 表採　 一部 欠損

146 砥　　　 石 10．1 4．0 3．7 14 0．0 凝　 灰　 岩 Q 15 3　 表採　　　　　　　　　　　　　　　　 P L6 1

147 砥　　　 石 （7．6） 3。5 3．3 （10 0。0） 凝　 灰　 岩 Q 15 2　 表採　 一部欠損　　　　　　　　　　　 P L6 1

148 五　 輪　 塔 20．5 15．3 － 598 0．0 花　 崗　 岩 Q 15 7　墓 域表採　 空風輪　　　　　　　　　 P L6 1

149 五　 輪　 塔 23．1 23．0 － 778 0。0 花　 崗　 岩 Q 15 9　墓 城表採　 火輪　　　　　　　　　　 P L6 1

150 宝 匪 印 塔 （15．8） （16．5） －
（457 0．0） 花　 崗　 岩 Q 15 8　墓域 表採　 一部 欠損　 塔 身　　　　　 PL 6 1
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　　　 考

第191図 鍋 B （10．8） 口綾部片。注目を有する。注目部の 内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 P 262 10％　　 P L 5 6

15 1 土師質土器 上部に一つの孔を有する。 にぷい赤褐色

普通

表採

152

内　 耳　 鍋 A ［32．6］ 休部か ら口綾部片。休部は外傾 しな 口線部内 ・外面横ナデ。休部外面は 砂粒 ・雲母 ・長石 P 26 4 10％
土師質土器 B （9．8） がら立ち上がり，目線部はやや内攣 縦位のナデ。 橙色 表採

気味に立ち上がる。 普通 休部外面煤付着

第192図 捨　　　 鉢 A ［28．4］ 休部から口綾部片。休部上位は外反 内 ・外面横ナデ。休部内面に3 本単 砂粒 ・長石 ・雲母・ P 26 5 1 0％
15 3 土師質土器 B （8．0） し，口綾部は大 きく外反する。 位の櫛 目が認められる。 スコリア

にぷい褐色　 普通

表採

154

皿 A　 9．1 平底。休部は内攣気味に外傾 し， 口 ロクロ形。底部回転糸切 り。 雲母 P 253　 80％　　 P L5 6
土師質土器 B　 2．8

C　 4．3

綾部は外傾する。底部はやや突出す

る。

にぷい黄橙色

普通

包含 層

皿 A　 9．6 平底。 口綾部一部欠損。休部 ・目線 ロクロ成形。底部回転糸切 り。 長石 ・雲母 ・ P 25 4　70％　　 P L 56

1 55 土師質土器 B　 3．2

C　 4．4

部は直線的に外傾する。 スコリア

浅黄橙色　 普通

包含層

156

皿 A ［7．2］ 平底。休部は内攣気味に外傾 し， 口 ロクロ成形。底部回転糸切り。 砂粒 ・石英 ・ P 255　 40％　　 P L5 6
土師質土器 B l．9

C は ．6］

綾部は外傾する。底部は突出気味。 スコリア

橙色　 普通

包含層

157

皿 A ［7．4］ 平底。休部は，内攣気味に外傾する。 ロクロ成形。底部回転糸切 り。 砂粒 ・スコリア P 256　 40％　　 P L5 6
土師質土器 B　 2．5

C ［3・2］

口綾部はやや外反する。底部は少 し

突出す る。

橙色

普通

包含層

158

皿 A　 7．3 平底。休部 ・目線部は内攣気味に外 ロクロ成形。底部回転糸切 り。 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 25 7　80％　　 P L 56
土師質土器 B　 2．2

C　 3．8

傾する。底部は少し突出す る。 スコリア　 橙色

普通

包含層

碗 A ［10．6］ 高台はやや外反する。休部 ・口綾部 ロクロ成形。削 り出し高台。 浅黄色 P27 1 40％　　 P L 5 6
15 9 陶　　　 器 B　 7．5

C　 4．8
D　 O．8

は内攣しながら立ち上がる。内外面

に和 をかけている。底部外面は無粕。

（粕）オリーブ黄色

良好

包含層

160

碗 A ［10．6］ 染付の碗。高台は低 く直立する。体 ロクロ成形。削り出 し高台。 灰色 P 272　 30％　　 PL 5 6
磁　　　 器 B　 6．5 部から目線部は内攣 しながら立ち上 （粕）灰白色 表採

C　 5．2

D　 O．7

がる。外面に花唐草 を措いている。

畳付は露胎。

良好 美濃系 （志野焼）（17 C ）

16 1

天　 昌　 碗 B （6．5） 休部から目線部片。休部は外傾 しな ロクロ成形。 淡黄色 P 27 3　30％　　 P L 56
陶　　　 器 がら立ち上がる。目線部はやや外反 （粕）極暗赤褐色 表採

する。いわゆる，スッポンロ作 り。 良好 瀬戸 ・美濃系
内 ・外面には鉄粕 を施 している。休

部外面下半露胎。
（18C 前半）

図版番号 鋳名 初鋳年 （西暦） 鋳造地名 備考

第192図169 憮寧元宝 1068 北采 M l　 調査区西側表採　　　　 PL 61

－253－
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